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序 M  

雨 朝の 雄 n ii ハ+代 ——. 祭祀 習俗 i 政體 

第 一 章 皇親譜  一 

略系錯 兩 天皇 I 皇居 陵墓 —— 入 彥入姬 —— 眼 妙 媛と 其 所 生 11 御 ii 城 娘 

と 共 所 生 |_ ,—. 大海 媛と 其 所 生 1 狹德姬 と 其 所 生， - 1- 丹 波 五 王女と 其 所 生 i 

迦其夜 比 寶と北 ハ所生 11 莉幡戶 畔と北 ハ所生 

目 か、  一 


第二 章 繼位 問題  ，  チ 

概說 i  i>: 城 入 叩 11 五 十 瓊敷入 *i 命 11 皇位 奪 

第 三 章 武植安 彥の亂  し 九 

幣羅坂 と 少 女 11  ^ ^-^ 田 媛 11 來 ^^邀， 11 地名 所. E 戲說 

第 四 章 狹 ffi 彥の 反逆  九九 

讓 ！ 發覺 -— 狹德姬 の 進 返 11 皇子 救出 11 附帶說 話 —— 史的 考察 

K 五 章 祭神と 神 ft  一一： 七 

笠縫邑 11 伊勢大神宮. I 大倭祌 社 11 大祌祌 社. I 三輪 說 11 1!？ 慕 俾說. 1 

—石 上祌社 11 祭祀 一 般 

第 六 章 四遒將 5^  一し 九 

紀 記に 現 はれ た 事蹟 11 ^501?:征討 11 北陸 11 拓 11 机 氏 順 


七^ 出 雲 併！；^  lis 

祌 齊徴發 11 征討 111 大！： 主の 祭祀 復興 .11 鎭撫使 下向 (本牟 智和氣 命) -— 肥 

長比賣 

第 八 車 海外 交通  兰七 

任那 入貢 il 都 怒 我 阿羅 斯等 11 比賫語 曾祌話 11 松樹^?; -11 常世 國 視察 

^ 九 章 內治 財政  二 S 九 

調 役 漕 運 ！ 農業 復與 —1 地方 巡撫 11 屯  及： y 部^^ 

第 十 章 逸事  i 

當麻撅 速 ！  i^^  1—  土師部 の 設：. ：13 11 餘錄 

霞  一一 << 

古事記 中卷  二八 九 

目 次  三 


H 次 


索； 


i 


(目 次 了) 


• . 木篇 は：：^ に發 表した 神代 篇の繽 稿で あるから、 前篇に 於て 論究した 事項 及； 阶釋は 之 を W 述 

せす、 參^;卷數及^數を註記するに.^^めた。 但し 簡約の ため 卷數は 肉太 字 型 を 川 ひて 表；； 小す 

る ことにした。 11 例、 (五丄 一三 六 ほ)。 n 從 つて 單に G.:^  i 一  叫 八 no の 如く 註？.^ して 

あるの は、 木篇 中の： S 卷の參 照 頁 數 なること を 意味す る。 

二、 紀 記に 關 して は從 來註釋 又は 研究の 世に 公表せられ たもの も少く はない が、 出来る限り 之 

に 觸れぬ やうに したの は- して 先舉を 無視した ので はなく、 論議の 冗漫に 流れる こと を廣 

れ た-ねで ある。 さりながら 殆ど 逋說と 認められて 15 る 誤 釋に對 して は、 世の 惑 を 解く ため 敢 

て 辯^ を 加へ た。 

三， 遍く外 國のー jln 語、 傳說、 習俗 等に 參照を 求める こと は^ の淺 ss- の 企て 及ばざる 所で ある 

のみなら す、 種族 的關 係の 明瞭で ない もの を列擧 する こと は危險 の^で あるから、 已むを 5^ 

ざる 場 八：： に は 之 を 我が 四 隣お 族に 局， 限す る ことにした。 


叫、 口 本紀及 古事記 を併稱 する 場合に は 略して 紀 記と いふの が苷 通で あるが、 私 は！： おた る n 

本^ を 東 耍視 する から、 紀 記と 略書す る ことにした。 

五、 行文 中の 敬語 は、 萬 葉^ 題詞 等の 例に 倣 ひ * 皇祖、 天皇 、皇后、 皇太子に 限り、 諸祌、 諸王以 

下に 對 して は 之 を 川 ひぬ こと を 原則と した、 あらゆる 祌祇及 中： 只 人に 一 々敬語 を附 ける の は、 

^愤 はしい ことで あるの みならす、 祌乂は 皇族であって も 尊敬に 俄せ ざる ものが あり、 上 

代人 に 在 つ て は稱號 だけで は 身分の 高下 を 判斷す る ことの 出 來ぬ場 八：： が 多く、 其^ 界を. 1 丈め 

る ことが 至難で あるから である。 

古事記の 文 を 引用す るに 當 つても * 宜 長の 訓に捉 はれす、 .； ^の 原則に 準じて， 成るべく 簡潔 

な 請 下し をつ けた。 

六、 先 舉及同 寧の 名 を 擧げる 場 八：： にも 亦、 一切 敬語、 敬稱 を^いた。 さ 人 は 勿論、 現^お でも^ 

上の 人物で あり、 社會の 誇で ある 舉 者に 對 して は、 敬語 敬 稱を用 ひない のが 作法で あると 私 

は；；：！. f るからで ある。 

じ、 祌名 * 人名、 地名 は、 紀記其 他の 古典の 用字に 各，^ 多少の 相 遠が あり、 同一 書に 於ても 必し 


も 常に 一お して おらぬ から * 引用文に あって は 原書に 從ひ、 北 ハ他は 通用 字 を あて、 或は カグ 

ツチ (迦具 土、 柯遇突 智)、 ス サノヲ cm 佐 之 男、 索戔^ y ヮ 一一 (和邇 、和^) の 如く、：^ 假名 を以 

て 表示す る こ. とに した。 

八、 左記の 書名に は •！： 註の やうな 略字 を 用 ひる ことがある。 


古事記 〔記〕 

古語 拾遺 〔拾〕 

延喜式 〔式〕 

同書 所 引 私記 〔記 私〕 

日本書紀 通釋 〔通 ID 

書 紀集解 〔集 解〕 


日本 紀 又は：：： 本書 紀 〔紀〕 

先代 薔 事本紀 〔舊 事紀〕 乂に 〔舊〕 

諸^ 風土記 〔風」 

釋 n 本紀 〔釋 紀〕 

口 本書 紀通證 〔通 證〕 

お 事記傳 〔記 傳〕 

日 本書 紀傳 〔 紀傳〕 

九、 卷 來に參 照と して. K: 事 記 及 他の 所耍 原文 を揭 げた。 前篇に 於て は U 木 紀の文 を も 全 招した 

が， 以下 は 分量が 過多で、 徒に 被數が 嵩む るの みたら す、 3石 波 文 威 本の 如き：^ 利な 流 

凡例  七 


凡例  八 

布 本が^に 出た 今：！： では、 餘り 必要 も あるまい と m 心 ふから 之 を 翁 略し、 其 代りに 本文 中に 於 

て 出來る だけ 原文 を 其 ま 、 引用す る ことにした。 

一 〇、 附錄 として； _ ^卷 索引 を 添付す る。 


•， 建 國篇卷 之 三 

師木宮 

序 說 

雨 朝の 雄 園 —-; 年代 11 祭祀 習俗 —— 政體 

本卷に 於て は 大和 G 磯城に 都し、 師木水 垣 (磯城 瑞籬) 宮 (崇祌 ) 及師木 玉垣 (纏 向 

珠城) 宮 (垂 仁) と稱 へられた 二 代の 天皇に 關 する 紀 記の 所說を 考察しょう とする 

ので ある。 前卷に 於て 論究した 所に よれば、 崇神 天皇 踐. g 當 時に 於て は、 朝廷の 

威令の 及ぶ 範圍は 左記の 諸 地.： 力に 過ぎなかった。 

朝の 雄圖  I 


序 說  二 

畿 內。 全部 

東海道。 伊賀、 伊勢 

東 山道。 近 江 

北陸 道。 越 前の 敦賀 地方 

山陰 道。 丹 波、 丹 後の 一部分  ， 

山陽 道。 播 磨及備 前、 備 中の 一 部分 

南海 道。 紀 伊川 流域 及 淡路岛 

崇神 天皇 は 紀に識 性 聰敏、 幼 好 二 雄 略 f 旣壯宽 博 謹愼、 嶽ゴ重 神 紙 f 恒有 T 經,, 綸天 

業， 之 心 上焉と ある やうに、 特に 英邁なる 御 性格で、 大 八洲 統一 の 御 希望 を.；^ せら 

れ、 御 一代の 間に 柬は常 陸に 至る まで、 西 は 出 雲 を 始め 本 洲の果 まで 版 圖を擴 張 

せられた こと は 第 六 章 以下に 說述 する 通りで、 されば こそ 國民は "ツクユ シ ラ ス 

(御 肇國、 所レ 知， 一 初 國，) 天皇と 祟め 奉った ので ある (第 一 卷ニ六 三 11:0。 次代の 垂仁天 


皇 もまた 生 而せニ 岐嶷之 姿 一 及， 狀偶驚 火 度、 率 性 任 w 眞、 無レ所 一一 飾 一 〔紀〕 と あり、 

想像から 出；」 叙述 かも 知れぬ が、 豪放の 天資 を備 へられた やうで ある。 一る に此 

朝に はさした る 征戰も な かった Q は、 父 天 皇が殘 さ れた 偉業の 整頓 に ？ 3 が なかつ 

た爲 で、 史 » を閱 する に大 征討の 次の 御代 は、 此 天皇 を 始め 奉り、 成務 天， お、 應神 

天皇 等 皆 守成の 君主であった。 其 は 必要が 然 らしめ 仁の みならす、 ぼ 民 撫恤の 火 

御 心に 出た ものと 拜 察せられ るので あるが、 尙此 御代に 於て は 田 道 問 守 を 常世 國 

に 派 造 せ ら れ る 等 (第 八 章)、 次 の 大 遠征 の 準備 を すら 進め ら れ た の で あ る 。 

右の 如，、 此ニ朝 は 神武 天皇の 御代に 次いで、 圃 史上 最も 重要なる 劃期 時代で あ 

るが、 其が 紀の 年紀の 如くん 「(昭和 六 年) を 去る こと 千 八 W 六十 一 年 乃至 二 千 二十 

五 年の 昔 で な いとすれば (第一 卷 n ； 二 貝)、 果してい づ れ の 年代に 當 るかと いふ こ と 

は 攻究 を耍 する 問題で ある。 古 祟 記に は 神 天皇に 限り、 年 十二： 崩と 注 5^ 

朝の 雄 圏  三 


して E る けれども、 此 注文に ついては 從來 論議が あり、 宣長 は延佳 本に よって 之 

を ffl り、 窨紀に 據らぬ 一 異傳 で、 相當に 古い ものと m 心 はれる が、 稗 田 阿？ 版が 誦習 

した 勅語の 舊辭 とは兑 えぬ から 從 はれぬ というた 〔記 傳〕。 近代の 學 徒の 問に も 之 

を書紀 以前の ものな りと する 說と、 其 以後の 作 爲と见 る ものと が あるが、 孰れ も 

不確實 なりと する ことに 一 致して 居る もの V やうで ある。 さりながら 第 一 卷序說 

(第三 ： Ho にも 述べ たやう に、 大和 朝廷に 於て は尙 干支 紀年を 採用し なか つ た 時^ 

に 在ても、 夙に 支那 文化の 影響 を 受けた 或る 民族が、 之 を 以て 年を算 へた こと は 

絕無 ではなく、 殊に 此天皇 は 出 3 國 家を征 伏せられた ことによって 其國 民に 至大 

の 印象 を與 へられた ので あるから、 崩御の 年が 出 雲 li}! 等に よって 干支 を 以て 傅へ 

られ たこと はおり 8： べきで ある。 從 つて 此 注文 もまた、 縱ひ勑 語の 舊辭 でな かつ 

たと しても、 漫然 削り 去るべき もので はなく、 周到なる 史的 批判 を 加へ る こと を 

必要と する。 


同 一 干支 は 六十 年每に 再現す る ものであるから、 戊 黄 年 だけで は 年代 を 確定す 

る こと は出來 ぬが、 假に 仲哀天 朋 御の 年 (庚 寅) を事實 よりも W 二十 年 繰 上げた 

ものと し、 且 初期 天皇の 平均 世 率 を 三十 年と 暫定す ると、 攝神 天皇の 推定 崩御 年 

は * 紀の 紀元 八 百 六十 年 (西暦 二 00 年) に當 り、 其 二 年 前 は 戊 寅の 年で ある。 I . 

記の 注文に 仲哀 天皇 を 壬 戌年 六月 ー 一 日 崩 也と したの は、 其より. ni: 年後 (^^： 二 

〇 二 年) のこと であらう ！ 出 雲傳說 にも 亦 錯誤がない とはい へ ぬから、 斷 定は不 

可能で あるに しても、 戊宙； の年卽 ち書紀 紀元 九 一 八 年 (西暦 二 五八き を諒閣 の 年 

と兑て 大差 は あるまい。 此は 記の 注文の 干支が 空想 又は 逆算に よ る も の で は な い 

證據 とすべ きで あるが、 必 しも 常に 正確と 見る ベから ざる こと は 勿論で ある (次卷 

以 下參 照)。 

兩 天皇の 寶裔に ついては 紀，. M 一  致せ や、 紀の所 傅の 如き は 其き 體 にも， オ 盾が あ 

る。 左に 之 を 表示す る。 

年代  五 


記  紐 (在位)  A 太子より 推算  降誕より 起算 

0 神  一六 八  一 二  0( 六 八)  一 一 九 

垂 仁  一 五三  一 四 〇( 九九)  一 四 三  一 三 九 

假に御父子年齒の_.;^を三十と假定し、 記の 所俾 から 推算 すれば、 iE 化 天 鬼の 寳 

は 六十 三 歳と あるから、 崇神 天皇の 治世 は 三十 八：^ の 久しき に s.o-、 之に 反 

して 垂仁景 行 二 朝 は 各々 十五 年以內 となる ので ある。 其 故に 紀は之 を 改修し、 ^ 

化 天皇の 壽考を も 百 十 一 (立太子の 年より 推算 すれば •，：： ：ト 五) としたので あるが、 

！ I ま： に從 へば 崇神 天皇 は 御 父 六十 一 の 年の 御子、 垂仁 天皇 は 先帝 八十 二の 华の降 

誕 とせねば ならす、 有り得ぬ ことで はない としても 極めで 特異の 事例に K する。 

案す るに 記の « 承に 於て は、 神武 天皇の 場合と：：！： じく (^二 卷ー五 K)、 異常の 大事 

業 は 短時日 を 以て 成就す る もので はない として、 故意に 崇神 天. s:- の ％齡 を 引伸ば 

し、 其と 均衡 を 保た せる 爲に、 次朝以 F にも 加減 を 施した ので、 紀は之 を 修正し 


ようとして 却って 矛盾 を大 にした ので ある。 精確な 年 數は之 を 明に し 得ぬ が、 紀 

記の 所傳の 過大なる こと は 疑の 餘地 なく、 崇神， 天皇に 在って は紀に 在位 六十 八 年 

と あるから、 前例の 如く (第二 卷ニハ 頁) 之 を 以て 寳毒 の實 数と すべきで、 記 は 之に 

百年 を 加へ たので あるか も 知れ ぬ、っ 垂仁 天皇に 於ても 記 所 傳の百 五十 三歲 から：， =: 

年 を 減じた ものが、 實 際の 御壽考 であった ので は あるまい か。 若し 然り とすれば 

兩 天皇の 治世 は 紀所载 よりも 遙に 短く、 崇神朝 は 四十 年內 外、 垂仁朝 は 二十 年以 

內 であった かも 知れぬ。 

兩 朝の 記事の 特色 は 祭祀に 關 する 傳說が 多き を 占めて 居る ことで ある。 ，M 狐 天 

照 火 神の 神威 を 畏んで 皇宮の 外に 移し ま ゐらせ 仁と あるの は 、 當時 G 世態が 神事 

と 政事との 區別を 必要と した 爲 とも 解せられ るが、 倭 大國魂 神、 三輪の 大物 主神 

を 始め、 天神地祇 G 社 を 定めた の も崇神 天皇の 御代と あるので、 其 頃ま で定 所に 

年代  七. 


序說  八. 

祭祀す る 事はなかった らしい とい ふ 誤った 印象 を 受ける ものがない とも 言 へ ぬ。 

廿： 〈は 第五 章に 於て 詳論 寸 るが、 我宗敎 史上 極めて 東大な 問題で あるから、 此處に 

槪說す る こと を 必 要 とする。 

我 民族の 原 始 敎觀念 は、 チと いふ 語音に よって 表示 せられる 超. CI 然 カ崇畏 で 

(六- 丄九ー 貝)、 之を備 ふるもの は 有情と 非情と を 問 はす、 盡 くカミ (神) とせられ 

た。 されば 神祇の 數は 無限で あるが、 其が 咸く 祭祀 を享 ける もので はなく、 近世 

まで 地震 を 神秘 力と 信じて 居た 民衆が 之 を 祭らう としな か つ たと 同様に、 非情の 

神秘 力 は 如何 ほど 恐畏を 感じても、 直接 之に 幣 する ことによって、 其 出 一一-を 免 かれ 

得べ しと は考 へられて 居なかった。 其 故に 山海、 草木、 風雨の 如き 非情に 禱請 する 

必要が ある 場合に は、 ャ マ ツチ (山 神)、 ヮダ ツチ (海神) 、クタ ノチ (木 靈)、 力 ヤノ 

ヒメ (草 靈)、 風の 神、 雨師 等と 稱へ、 精靈が 之に 宿って 居る ものと し、 祭祀の 對象 

は 通例.；；：： 情の 神秘 力 所有者に 限られ、 就中 人間の 靈 魂が 多き を. t めた。 其 は 現世 


に 於て 族長が 其 族ん の 支配者で あると：： i: 様に、 祖靈 もまた 其 子孫の 庇護 者と して 

§ に 任 や ると いふ 信念に 甚くの で あ るから、 之 を 祭祀 す る の は 其 族..... に E^h^  、 

嫡統の 子孫が 代 として 泰齋 したので あるが、 他 氏族の 祖靈を 祭る 必要 は 認めら 

れな かった、〕 高天原に 存 したと いふ 天津神 籬及 天津 磐 坂 (六— 丄 一九 no も、 神武 天皇 

が 建立 せられた S 見 山の 靈 *( 第 I 卷 一九 八 员 以下) も その 爲の 祭場で、 丹 生 川上の 

顯祭は 前卷 Q ヒ 六 七 no に 述べた やうに、 皇祖 神 を 祭る こと を 主 目的と せられ、 

他の 天神 地 紙に は 嚴嫒卽 ち 道臣命 をして 幣を 進ら しめられ たので ある。 

血緣 のない 靈魂を 祭祀す る ことがあった とすれば、 其 は 上記の やうに 特に 若干 

の 交 涉が存 する 場合、 其 祟を鎭 めんが 爲で、 此 思想から 移住 地の 國魂神 を 祭祀す 

る 慣例が 生まれた。 其 地に は 曾て 悠久の 昔から. 4! 住した 支配者が あり 得た 害で あ 

るから、 其が 理想の 神た ると、 實在 者の 靈 なると を 問 はや、 不祀の 鬼と して 害 を 

新來 者に 及ぼす ことなから A が爲 に、 之 を gs^ する 必要 を 感じた ので ある。 に 室 
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に 於て 倭 大！： 魂 神 を 祭祀せられ たの は 之に w る もので、 此神 號のャ マ トは 後の 大 

和！： (奈 良縣) 全域 を 意味す るので はなく、 其 名の 起原た る 神武 天皇が 最初に 占據 

せられた 一 地帶の 謂と 思 はれる から (第一 卷ニ六 七 百0、 其 地の 先住民の 祖靈を 以て 

阔魂 神と せられた ので あらう。 其が 實在 人で 市 磯の 長 岡 市の 視 先と 信ぜられた こ 

と は 後 章 に說く 通り で あ る 。 

祭祀に 關 する 如上の 觀念は 今日 ま で 存續 し、 祖 靈を 神と して 祀る こと をな- る や 

うにな つてから も、 居住地 をう しはく 大小 神 祗卽ち 國魂神 を奉齋 する こと を 忘れ 

や、 或は 産土神と いひ、 或は 鎮守の神と 呼び、 時として は不當 にも 氏神と 稱 へて 

居る。 さりながら 氏神 卽ち族 通 神が 居住地の 阔魂祌 と 一 致す る 場合 は、 氏族：？ 

が 崩壞し て： s: 地 圈 を以 て 社會 の單 位と する やうに なった 後に は、 極めて 稀に な 

つた。 滔々 乎と して 佛 道に 歸 依した 民衆 は、 其 敎に從 うて 祖靈を 追善供養 する こ 

と を 知って 居る が、 現實の 庇護と 指導と を 之に 仰がん とする 意識 は 殆ど 皆無で あ 


るに も拘 はらす、 尙 氏神と いふ 語 を 保お して 居る の は、 上代 祭祀 習俗の 名殘 であ 

。と：  一一 一 ：1 はねば ならぬ。 

右の 如く 神祇 Q 數は 無限で も、 各 氏族に 於て 祭祀す るの は、 族祖 神と 岡 魂 乃至 

齑 土神に 限られて 居た ので、 爾餘の 神 靈に對 して は 敬意 を 失 はぬ まで も、 ？即 3： 奉 

齊 する やうな ことに 無かった。 其 故に 知名の 神祇で も 社の ない ものが 多く >  力 

者の 靈魂も 其 子孫が 衰滅した 爲に、 祀る， がな くな つた 例が 少く はない。 殊に 先 

住 稀 族に 在って は 祖先 拜の 念が 高 天— 海人 族の やうに 旺盛で はなく、 代 を 貧ぬ 

るに 從ひ 忘られて 行く 傾があった やうで、 5K 神 朝 時 には祀 を廢絕 した 神が 多 か 

つたので あらう。 天皇 は 之 を 不祥と して 祭祀 復興に 叙 盧を费 された。 其顯 著な 例 

は 火 物 主神で、 初代の 阈母 五十鈴 姬 命の 御 祖先と して、 永久に 祀を絕 す ことの 出 

來 ぬ神靈 であるが、 三輪 附近に 占據 した 賀茂 氏が、 第一 卷 ニー 五三： nK 下) に 述べた 

や う な 事 倩に より、 衰微 退轉 した 爲に其 祭祀 を繼承 す る も の が へ ゲ， つ た G つ 」 、 W 
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疫の 因を此 にあり として、 其遠裔 を茅淳 の 陶邑に 求めて、 之 をして 復興せ しめら 

れた。 其が 紀 記に 俾 ふるが 如く 神の 夢宣に 因る もの か、 天皇が 神 夢に 託して 敬神 

a 想 を 鼓吹せられ たの か は、 本書に 於て 論すべき 限りで はない が、 範を： 大ドに 示 

す大御 心で あつたと 拜 察せられ るの で あ る 。 

獨り 大物 主神の みで はなく、 八十 萬 群祌を 祭り、 天 社 國社及 神 地 神戶を 定め、 

大坂神 及 墨 坂 神 等に 幣物 を 贈 進せられ たと あるの は、 上 揭無緣 の 神 を 祭祀せ やと 

いふ 說と 抵觸 する やうで あるが、 其 は 朝廷が 國 民に 代って 行 はせられ たので、 天 

皇の御 親祭と は 意味 を 異にする。 檀原 奠都 後 十代 を經 て、 ャ マト 民族の 混成 は完 

了し、 天皇 は 天孫 氏の 族長と して 他の 諸氏 族の 上位に 立た せられる とい ふ 觀念か 

ら 一 轉 して、 ャ マ ト 民族の 總 族長で あると 信ぜられる やうに なった ので、 Hi 民の 

祖先の 祭 も 亦 朝廷の 政務に 屬 すと いふ 見解が 起り、 今 H の 官國幣 社と！ 1： 様に、 名 

ある 神の 爲に官 社 を 設け、 其 祭祀に 干涉 せられた ので ある。 各社の 祭主に は 其 神 


の 後裔 又は 緣故者 を配當 せられた こと はいふまで もない が、 最大 社の 祭典 は 皇族 

をして 掌ら しめよう とさ へ 試みられた やうで るる。 濘名城 入 姬命を 日本 大國魂 神 

に 託け、 倭 迹迹： n:,^ 襲姬 命が 大物 主神に 侍いた とる るの は、 之 を 意味す る やうで 

あるが、 其は當 時の 民衆の 信念に 合致し なかった ので 永續 せす、 前者 は 髮落體 -i^ 

せ 任に 堪 へぬ やうに なり、 後者 は 神の 巢 によって， 一？ M 叩し 仁と 傳 へられ、 祭祀 權は 

いづれ も 本然の 祭主の 手に 復歸 した。 

從來 せ：！ 殿內 に奉齋 せられた 倭 大國魂 神の 祭祀 を 市 磯の 長 岡 市に 委ねられ、 倭 笠 

縫- - 巴に 磯 堅城 神籬を 立て K 天照大神め 御 靈代を 奉安し、 更に 伊勢の 五十鈴川 上に 

移し まゐら せ. U の も、 紀に說 明せられ て 居る やうに 畏ニ其 神威 一共 住 不安なる が. 爲 

ばかりで はなく、 政務 多端と なる に從ひ 懈怠 を 生す る こと を 御 懸念 あらせられ 仁 

爲も あらう が、 眞の 動機 は 上記 氏族 觀 念の 變遷 による も 0 で、 天 .nii! がャ マ ト： a 族 

の總 族-おで あると すれば、 皇祖 祌は國 民が 等しく 總族祖 神と して 仰ぎ奉るべき 神 
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靈 であ る の に 、 ，>:! 殿內に 奉齋し て は 民衆の 參拜を 阻止す る 結果に なる からで は あ 

るまい か。 ：！： 時に！： 家の 版 n が膨 服した 此 時代に 在って はャ マ ト (又は 大ャ マ ト) 

とい ふ 一 鄕の國 魂 神の み を 特別 扱に する こと は 偏狭の 嫌が あるので、 之 を * 通の 

大社の 列に ドし、 全國 土の 國魂 神と しても 天照大神 を 仰ぎ奉る やうに なった. ので 

あらう。 されば 其 神， 宮 も此大 神徳の 發揚に 適 はしい 地に あらざる ベから やとして 

范 田の 筱畑を 始め 近 江 美 濃の 各地 を 物色し、 遂に 常世の 浪重浪 の 寄す る M、 傍 園 

の 可怜國 なる 伊勢に 選定せられ たものと 思 はれる。 

右の 如く 說明 する こと は餘 りに 现 論に 過ぎ、 上代 恩 想ら しくない と 批難す る も 

のが あるか も 知れぬ が、 其 は 人間の 意識が 物質 文化と；！： 一  步調を 以て 進展す ると 

いふ 豫斷 に捉 はれる からで、 * 々論じた やうに、 我々 の 遠祖の 心 i:- も 今： ：l:,;s:: 人の 

有する ものと 大差 はなく、 若し 不. 解の 點が あると すれば、 其 は 15 習^ 俗の 相違 

による もので、 思索の 顺序 方式 を 異にする ので はない。 例 へば大」べ；：^^叩の如く天皇 


の 御 同腹の 御 兄で、 何等 缺陷 のない 皇子が、 甘んじて^ 皇子に ぼ從 せられた こと 

は、 後代 人の 心理から い へば 特異と すべきで あるが、 前卷 (第 rarn) に 述べた やうな 

ft 會 制度に 在って は不 m 心 請の ない ことで ある。 新 古雅 俗の 見地 を 離れて 純然たる 

詩恕の 上から 批判しても、 今 世の 歌 文が 奈良 朝文獻 にあら はれた ものよりも 優れ 

て e ると 主張す る こと は 困難で、 之 を 通じて 吾人が 窺 ひ 知る 所に よれば、 古人の 

意識 は往々 現代人の 其よりも 微妙 複雜 であった やうで ある。 一 知 半解の 徒 は 現在 

の 未開人に 關 する 皮 想 的 觀察を 基礎と して、 我 上代 を揣摩 臆測し、 我等の 祖先 は 

無 t ^蒙昧で、 精神 文化に 於ても 遙に 隣邦 支那より 劣って 居た と說 かねば 納得せ ぬ 

や う で あ る が、 其 は餘り に 謙、 遜. ml 屈と いはねば ならぬ。 

却說、 懷姬 命が 御 靈代を 奉じて 諸國を 巡歴せられ たとい ふこと は、 軍に奉^^の 

好適 地 を 求める 爲 のみで はなく、 民衆の. 崇敬 を 萃 める： n 的 を も，^ した ものと す ベ 

きで、 終に 伊勢 國 五十^川 上に 鎮坐 せられた の も、 紀には * 契に よる ものと して 
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居る が、 其 地方に 猨田彥 、天日 別命 等の 子孫が 居住し、 信仰者が 多かった からで は 

あるまい か。  - 

ャ マ ト 民族 は單ー の大 氏族な りと する 觀 念の ii 釀は、 政治 上に も大 なる 影饗を 

及ぼした やうで ある。 從來 各社 會的 乃至 局地的 集阒と 朝廷との 關係 は、 北 〈氏 (部) 

族長が 天皇の 至上 權を 認めて 其 命に 服した とい ふに 外なら す、 配下の 民衆に 對し 

て は 完全なる 支配 權を 有し、 宛然 小 獨立國 の 觀を呈 して 居た こと は、 前卷 (第 六 章) 

に 述べ た 諸 倭人 國と 女王 國 との 關 係と 同 樣 であった と 思 はれる が、 漸次 附庸 1： た 

る 分限 を 失うて 自治 行政 集 圑に變 形した。 其 第 一 階梯と して ss:^ 神 朝に 始めて 調庸 

が 賦課せられ、 民 余 は 一 様に 朝廷の 需要 を分擔 する やうに なった ので あるが、 其 

外に も 制度 上に 變 革が 行 はれた。 在來の 氏族 組織に 於て は 族長 は 世襲で、 結婚に 

よって 母系 承統 から 男系に 轉換 せし むる の 外、 之 を 動かす 道 はなく、 族長と 族 人 


との 羈粹 は、 朝廷の 權威を 以てしても 之 を破斷 する ことが 出来ぬ ほど 輩 固な もの 

であった から、 徐々 に 之 を崩壞 する 爲に、 垂仁朝 以降 頻々 新しい 民 部 を 設立 せら 

れた。 其 部長 は 朝廷の 任命に よる ものであるから、 縱ひ之 を 世襲した としても、 

部 民との 關係は 氏族 長と は異 り、 朝廷の 官吏と して 之に 對 する やうに なった ので 

ある。 加 之異俗 (ャ マト 民族 以外) の 地 を 征服す るに 從ひ、 武將 又は 皇胤 を 以て 其 

國造 又は 別と し、 之が 統治に 任ぜ しめられ たこと も 亦、 中央 集 權の實 を 擧げる 一 

手段であった。 世襲の 結杲此 等の 地方 長官が 封建 諸侯の やうに なり、 筑紫國 造 磐 

井の 如く 朝廷に 弓を彎 くもの を すら 生じた の は (第二 卷 一 七 六 员)、 や 、後世の 事 

態で、 恐らく は 本初 豫 期せられ なかった ことで あらう。 

之 を 要するに 師木ニ 朝 は 政治 組織 上から も 一 大變革 期で、 ャ マ ト 朝廷 はこ、 に 

始 め て 中央政府 仁 る 實 質を備 へ る やうに な つたの つ - あ る。 從っ て 政務 も 亦 多端と 

なり、 從來の 如く ナカ ッォ 、、、(中 臣) が宣命 傳奏に 任す る だけで は、 之に 應 する こ 


とが 出來 なくなつ たので， マ へ ツギ ミ (卿 大夫) を 任命して 公務 を 管掌せ しめられ 

たものと 思 はれる が、 其 官制 を 推定す るに 足る 資料 はなく、 唯 垂仁紀 に 阿倍 iDl 遠 

祖武濘 川 別、 和 ST 臣 遠祖 彥 國葺、 中臣連 遠祖 大鹿 嶋、 物 部 連 遠祖 十 千 根、 大伴連 

遠祖 武 日の 五大 夫の 名が 列擧 せられて 居る のみで ある。 

紀 記の 叙述の 裏面に は 上記の 如き 事情が 潜んで 居る ので あるが、 口授 傳誦の 常 

として、 或は 神秘的に、 或は 興味本位に 說 かれた 部分が 少く はない。 兩ま I が愁に 

史筆 を 弄する ことなく、 或 程度まで 傳來 のま、 收錄 した こと は、 却って 闕 史の硏 

究に 幸した かも 知れぬ が、 徒に 表面の み を 見て 之 を 史實と 解し、 或は 不合理と 非 

難す るの は大 なる 誤で、 吾人 は 之 を分拆 批判し て 其眞意 の あ る 所 を 捕捉す る に 努 

めねば ならぬ。 
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略 系譜 ！ 兩 天皇 1 - 皇居 陵墓 —— 入 *K 姬 11.  ^妙 媛と 其 所 生 11 御 問 城 姬と其 所 生 

11 大海 媛と 其 所 生 11 狹穏姬 と 其 所 生 —-- 丹 波の 五 王女と 其 所 生 11 迦具夜 比 寶と其 

所 生 11  ^^幡戶畔と其所生 

本章に 於て 說 かんとす るの は、 主として 崇神及 垂仁兩 天皇の 親緣關 係で あるか 

ら、 便宜の ため 先づ諸 皇子 を 所 生別に 表示す る。 11 紀記 所傳を 異にする 場合に 

は 之を述 記す るか、 若く は 記の 名號を 括弧 內に 揭げ、 單に字 を 異にする もの は紀 

に從 ふ。 

△ 磯城 瑞籬 御 間 城入彥 五十 瓊殖 (崇祌 ) 天皇 

「活 目入彥 五十 狹茅尊 
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御 間 城 (御 眞津) 姬 (命). 

(大彥 命 之 女) 


紀伊國 (木國 造) 荒 河 戶畔女 一 

遠津 年魚 眼 眼 妙 媛  


大海 宿 禰女八 坂 振 天某邊 〔紀ニ  5. 


尾 張 (連 之祖) 大海 嫁. 


二 〇 

-彥 五十 狹茅命 〔紀〕 ——. 伊 邪 能 眞若命 〔記〕 

-國 方姬命 

千千 衝虔姬 命 

-虔彥 命 

- 五十 曰 鶴彥命 〔紀〕 —— 伊賀 比賣命 〔記〕 

-豊城 入彥命 

.豊 獸入姬 命 

—右 の 眼 妙 媛 の 異傳と あるが、 全然^ 人で ある 


-大 入杵命 〔記〕 

-八坂 入彥命 

,淳 名 城 入姬命 

-十市 瓊入姬 命 〔紀〕 


-11 十 市 之 入日 賣命 


△» 向珠 城- K  〔紀〕 11 師木 玉垣 宫 〔記〕 活 目入彥 五十 狹茅 (垂 仁) 天皇 

狹德姬 (佐 波 遲比實 命)  譽津 別命 〔紀〕 —— 本牟智 和氣命 〔記〕 

—五十 瓊敷 入彥命 

—大足 彦 (忍 代 別) 尊 

—大 中姬命 〔紀〕 11 大中津 日子 命 〔記〕 

I 倭姬命 

—稚 狨瓊 入彥命 〔紀〕 11 若木 入 曰 子 命 〔記〕 

lit 石 別命 〔紀〕 11 沼 別命 〔記〕 


日 葉， 都嫒命 一 云 日 葉 酢 根 命 „: 紀ロ 


淬葉田 a  (沼 羽田 之) 入 媛- 


邪 美 能) 入嫒. 


-膽香 足姬命 〔紀〕 

-池速 別命 〔紀〕 — 


加 具 夜 比責命 〔記，」 


稚淺 津姬命 〔紀〕 

袁邪辨 王 〔記〕 


—伊賀 帶 日子 命 〔記〕 

-伊許 婆 夜 和氣命 〔記〕 

I 阿 邪 美 都 比责命 〔記〕 
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大國不 遲之女 

綺 羽田) 戶邊 ：：_ 


： 背 (大阈 淵 之 女) 幡 戶邊. 


ニニ 

-磐衝 別命 (王) 

—石 衝毘賣 命 亦 名 布 多遲能 伊那 .ffi 責命 〔記〕 

-祖 別命 (王) 

- 五十 日足 彥命 (王) 

-膽武 別命 〔紀〕 11 伊 登 志 別 王 〔記〕 

舊事 本紀に は大國 淵の 二 女 を あげす、 磐撩 別及祖 別の 兩 皇子 を 眞硬野 緩の 所 生、 五ィ十 % 一； P 

別、 五十 曰 足 彥のニ 柱 を 葡瓊入 緩の 所 生と して 居る が、 其 根 據を詳 にせぬ。 


崇神 天皇 は前卷 第二 章に 述べた やうに 開化 天皇の 御子で、 御 母 は 物 部 氏の 伊香 

色 謎 命で あるが、 此贵女 は 孝 元 天皇の 妃 であった ので あるから、 開化 天皇に 再醮 

せられた の は、 御卽位 後の こと、 せねば ならす、 從 つて 他の 皇子よりも 年少で あ 

ら せられた と拜 察せられる。 長兄 を さし 置いて 大統 をつ がれた の は、 父 天皇の 叙 


慮に よる ものと も、 或は 諸兄が 他の 氏族に 就かれた 爲 とも 說 明し 得られる が (第一 一 

卷 311:0、 天皇 御自身 も 御 間 城入彥 (御眞 木 入日 子) と稱 せられた 所 を 見る と、 大彥 

命の 王女なる 御 間城姬 (御眞 津比賣 命) の 夫と して、 其ミ マ (采邑 ) に 入籍 せられた 

ものと すべ きで (後記 參 照)、 此點に 於て は 諸兄と 選ぶ 所 はなく、 御 母の 門地が 特に 

高 生：：； であつ 仁と も 言へ ぬから、 他に 有力な 支持が あつたの ではない かと 考 へて 見 

る 必要が ある。 若し 父 天皇の 大御心 を 動かし、 諸兄の 野心 を 抑へ るに 足る ものが 

あつたと すれば、 其 は 御 舅大. 彥 命の 勢力に よる ものと 推定 せられる こと は、 旣に 

前卷 (第 一 1 1 五 页) に 述べ た 通りで ある。 

五十 瓚殖 (印 惠) は追號 で、 通例 はミ マキ 入ヒ コ とのみ 呼び まゐら せた こと は、 

^ 化 紀の寄 例に よる も、 和^ 坂 (幣線 坂) の 少女の 謠 によっても 明白で、 記に は所ン 

知 ニ初國 一之 御眞木 天皇と あり、 常 陸 風土記に も 美 萬 貴 (美 麻責) 天皇との み 記され 

て 05 る。 ィ 一一 ュの 語義 は 1： 明せ ぬが、 御子 活目 入. 彥 ィサチ 天皇の ィサチ (勇 主) と 
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對 する ものと すれば、 ィは 接頭語で、 一一 ュは ニヤに 通じ、 二 (和) の 一形 態として 

用 ひられた 古言で あるから (二— 五八 頁)、 和 穆の意 を 表示す る ものと 思 はれる。 此 

御名に 似す、 天皇 は 果敢 勇武の 御 性格で、 地方 豪族 を 懐柔す る爲 に、 御躬づ から 

紀伊及 尾 張に 巡狩せられ たこと は、 眼 妙 媛、 天 某邊、 大海 媛 等を娶 された と あるに 

よっても 推定 せられる。 此事は 明記 せられて 居らぬ けれども、 旣に屢 、、述べた や 

うに、 此 時代に は尙 未だ 采女 (貢 女) とい ふ 制度 は存 せす、 垂仁 天皇が 山背 行幸 中 

にサ刈 幡戶邊 を娶し (後記 參 照)、 景行 天皇 は 八 坂 入 媛 を 美 濃に 〔紀 〕. 印南 別 孃を播 磨 

に迎娉 せられ 〔風 T 其 外西征 中に 到 所の 豪族の 女を娶 された と ある やうに 〔紀： T 

縱ひ 後日 帝都に 轉居 せしめられた 事實 があった としても、 擧婚は 其々 の 本 貫に つ 

いて 行 はれる のが 例であった ので ある。 其 年次 は 判明せ ぬが、 豐 城入彥 命が 垂仁 

天皇よりも 年長と せられた 所 を 見る と G ま早參 照)、 紀伊國 巡狩 は 早期の 御 活動に 屬 

し、 尾張國 行幸に ついては 明徵 はない けれども、 或は 踐祚 後の ことであった かも 


知れぬ。 

垂仁 天皇 は 上記 御 間城姬 (御 眞津 比實) の 所 生で あるから、 嫡庶の 別が 厳重で な 

かった.^ 代に 於ても、 儲位に 擬 せられた の は、 寧ろ 當然 のこと、 すべきで ある。 

然るに 後 章に 記述す る やうに、 紀には 父 天皇が 此 御子と 長 皇子 豊 城 入， 彥 命と の 選 

擇に惱 まれた 結果、 夢 兆に よって 斷定 せられた と あり、 從 兄に あたる 狹 德彦 が皇 

位 篡奪を 企てた と あるの は、 繼位 問題が 極めて 重要視 せられる やうに なった 世相 

の 一 面 を 語る ものであると 言 はねば ならぬ。 垂仁 天皇 は紀 によれば 父 帝の 治世 第 

二十 九 年の 歲 次-, 壬 子-春 正月 己 亥朔の 降誕と して、 晩年の 御子であった かの やう 

に 記述 せられて 居り、 其 年次 は 第一 卷序說 に 述べた やうに、 深く 信す るに 足らぬ 

ものと しても、 太歲を 特記して 居る の は、 他に 例の ない ことで あるから、 紀の ffi 

者の 推算から 出た ものと 速斷 する こと は出來 や、 粜神 天皇の 崩 年と 同じく、 何 か 

摅 があった のか も 知れぬ が、 眞偽は 不明で ある。 イク メ入彥 とい ふ 御名が 之 を 誇 • 

兩 天皇  二 五 
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明す る やうに、 此 天皇 は活 目と いふ 地に 入籍して 居られた ものと すべきで、 イク 

メ はィコ マ (生 駒) に 通じ (五— 一八 二！ 00、 佐 保に 隣接す る 地域の 總稱 であるが (今 

生 駒 郡と 稱 する)、 此當時 は 或は 佐 保 を も 包括し、 舊春日 氏 (第二 卷ー五 g::GO の 所 

領 であった ので、 狹穗姬 との 結婚に よって、 入彥 たる 皇子の 支配に 屬し たものと 

思 はれる。 記に 本牟 智和氣 御子の 降誕 を 御 母沙本 毘賣の 籠城 中と 說 いた 所 を 見る 

と、 或は 卽位 後の 娉娶と 了解せられ たの かも 知れぬ が、 紀 によれば 天皇の 治世 第 

二十 三年に 譽津 別命 は 生年 旣に 三十と あり、 常識 を 以て 判斷 しても 入， 彥 となられ 

たの は踐肺 前の ことで あらねば ならぬ。 若し 然り とすれば 大統繼 承 後に 於て、 春 

日 氏の 族長た る 狹穗彥 が、 活 目の 支配 權還附 を 要望し、 許容せられ なかった が 故 

に 怨恨の 極、 陰謀 を 企てた こと は.；^. 0 得べき で、 必 しも 皇位 篡 奪の 野心が 其 直接 

動機と な つたので はない かも 知れぬ。 入 ー诊を 1 ^して イク メ 天皇と も 申 上げた 所 を 

見る と 〔紀〕 〔記： r 此 地に 宮居せられ たこと は 疑な く、 ィサチ は追號 で、 旣 記の 如 


く 勇 主 を 意味し、 紀 に及レ 壯倜儻 大度と 叙せられ た 御 性格に 因んで 奉った ものと 

m 心 はれる。 

忠. 小 神 天皇が 磯城に 都せられ たの は、 大彦 命の ミ マ (御領) が此 地に 存 したからで 

あらう。 瑞籬 (水 垣) の のミヅ は美稱 で、 垣を繞 らした 宮殿と いふに 過ぎぬ が、 

熟語と して はミヅ ガキは 神宮 又は 皇居の 垣 をい ふに 用 ひられた。 ，K 址は 今の 三輪 

町 大字 金屋 にあり、 天皇 山と 呼ばれて 居る。 此 界隈 は 本 來賀茂 氏 又は 師木 氏の 領 

地であった ので あるが、 兩 氏が 衰微した 爲、 大彥 命の 采邑 となった ので あらう。 

陵墓の 地 山 邊道上 〔紀〕 、山邊 道.^ 勾 之 岡 上 〔記〕 は、 皇居 を距る 北方  一 ^餘、 柳 本 村 

〈+北 別 所の 俗稱 一一 サ ンサ m を 決定せられ； r 山邊 道と 稱す るの は、 三輪から 奈良 

方面に 通す る 山 添の 道の 謂で、 其 道 旁 まに は 屈 =^點 の 岡の 上と いふ 意 を 以て 右の 

如く 呼稱 せられた ので あらう。 
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垂仁 天皇の 皇居 は 紀にニ 年 冬 十月 更都ニ 於 纏 向-、 是 謂ニ珠 城宫- 也と あり、 纏 向 

村 大字 穴師の 一 地點が 遺跡と せられて 居る。 記に 之 を師木 玉垣 宮と したの は、 今 

も 磯城 郡と 稱 する やうに、 シ キが此 地方の 總 名なる が 故で、 玉垣 又は 珠城も 垣 を 

繞 らした 城 を 意味し、 タマ は美稱 である。 ミヅ、 ガキ と：！： じく 神社のお-を もタ マガ 

キと稱 へ、 引田の 赤 猪 子の 歌に も 「御 諸に 築く ゃタ マ 、、力 キ」 と 詠まれて 居る が 〔記〕、 

其 は靈を 限る とい ふ 意で、 こ k の 玉垣と 同一視す る こと は 出来ぬ。 此地は it「A 神 天 

皇の 皇居に 近い けれども、 踐 前からの 宮居で ない こと は、 其 地名 を 天皇の 御名 

に 用 ひなかつ たの を 見ても 明白で、 恐らく は 狹穗彥 の 叛逆の 爲に 遷座せられ たの 

であらう (第 ral 章參 照)。 紀が從 來の書 例 を 破って 更都ニ 於 纏 向 一と 叙した の は、 其 意 

を寓 する ので あらう が、 之 を 內亂の 三年 前の 事と し、 狹穗姬 の 自白 は來 目に 行幸 

して 高 宫に行 在中と したの は、 若干 誤解が あった 爲の やうで ある。 後記の 如く 來 

目 は. 舌 目の 訛專 で、 高宮は 其處の 宮殿 をい ふ もの、 やうで あるから、 此 ころまで 


は尙活 目に 都せられ たものと せねば ならぬ。 朝廷 は移轉 しても 舊居は 放棄せられ 

なかった ので、 菅原伏 見 陵 〔紀〕 または 菅原之 御 立 野中 〔記〕 に歸 葬せられ 仁ので あ 

る。 此陵 は延喜 式に 菅原伏 見 東 陵と あり、 安康 天皇の 西 陵と 區別 せられ、 現に 生 

駒 郡 伏 兄 村 大字 平 松に 其 遺跡 を存 する。 天皇が 御名に 負 はせられ た イク メの宮 も 

亦此 附近に あつたの であらう。 

兩 天皇が 入 彥と稱 へられた 理由 は 旣述の 通りで あるが、 他に も 人彦、 人 姬を以 

て稱號 とせられた 皇子 女が 少く はない。 宣 長は此 イリ を伊呂 兄伊呂 妹な どの ィ 口 

と： 1: じく、 親愛の 稱な りしと したが 〔記傳 ニニ〕、 イロ は愛稱 ではない のみなら す 

(四 ー 二 六- n)、 イラと 轉 呼して イラ ッコ (郞 子)、 イラ ッメ (郞 女) の 如く 用 ひられる 

のが 例で、 稻日 大郞姬 をォホ イリ ヒメと 稱 へる やうな こと はない から、 全お 5^ ノ語 

として 上述の 如く 他の 鄕貫 又は 氏族に 入籍した こと を 意味す る ものと せねば なら 

皇居 陵墓  二 九 
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ぬ。 されば 若木 入日 子 〔記〕 を稚城 瓊入彥 ともい ひ 〔紀； r 十巿之 入日 賣 〔記〕 を 十 市 

疆入姬 とも 稱 する やうに 〔紀： r 助 語 二  (疆は 借 字) を揷 入し、 或は ノを 介す る こと 

も あるので、 前續 語が 或は 限定的と なり 或は 副詞 的と なるとい ふ 相違 は あるが、 

意味に 於て は變り はない ので ある。 11 此 ニをノ (之) に 通す とい ふの は强辯 で 、 古 

今の 歌 文中 一一 と ノとを 通用した 例 はない。 

さりながら 此 時代に 限り、 右の 如き 身分の 貴人が 多かった の は 理由の ある こと 

であらねば ならぬ。 舊 制度に よれば、 皇子 女の 大部分 は 母 氏族に 就き、 其 所^地 

及 部 衆 を分領 し、 皇族と して 殘留 せられる 場合に は、 其々 領地 領民の 分配 を 受け 

られ たので あるが、 皇族 は 代 を 追うて 增 加す るに 反し、 皇室 及 之と 婚嫁を 通す る 

やうな 名 族の 富と 部 衆と に は 自ら 限りが あるから、 此 制度 を持續 する ことが 困難 

になった の は 必然で ある。 名義の み 一 家 を 創立しても、 富と 權勢 とが 之に 伴 はね 

ば、 結局 皇室 衰微の 因と なる ので、 血緣 若く は 姻戚 關 係の W 無に 拘 はらす、 適宜 


の 集 ffl 又は 氏族に 皇室 員 を 分配して、 其 供御 を 受け しめられる 新制 度が 生まれた 

の は、 自然の 結果と いはねば ならぬ。 さりながら 一 擧 にして 社會 組織 上の 古 習 を 

破毁 し、 民衆 を强 ひて 從來の 氏 (部) 族長 を棄 てし める こと は、 朝廷の 威力 を 以て 

しても 不可能であった ので、 過渡 時代の 便法と して、 入彥 及入姬 とい ふ 名義の 下 

に、 之と 併 立せ しめられ たので あるが、 久しから すして 名實 共に キミ (f;;:) 又は ォ 

ミ (臣) として 民衆に 臨む やうに なった ので ある。 

前卷 ニニ IK) 及 本 卷序說 (第 一 七 頁) に 述べ たヮケ (別、 和氣) の 皇子 も 之に 類す 

る ものであるが、 其 は 寧ろ 職務 上の 稱號 であった から、 ^：！！；女に對しては用ひられ 

す、 此は # 分 をい ふ ものであるから、 入彥 とも 入姬 とも 稱 へたので ある。 之 を 要 

する に 入」 珍 (姬) は 皇族た る 籍を失 ふこと なくして、 或る 氏族 又は 维團の 奉 養 をう 

ける もので、 部 曲 制度 廢止 後の 皇子 女が、 其 傅育 者の 氏名 をおう て 火 海人. 2SI 子 

(天武天皇)、せ十壁^1;¥、新田部皇女等と稱へられたのと或點に於ては趣を^:ぅする。 

入 彦入姫  一 二 一 
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されば 母 氏族との 關係は 前 時代 ほど 重耍 ではない が、 尙所 出に よって 說 くこと を 

便と する から、 以下 后妃 別に 叙述す る。 

一、 眼 妙 媛と 其 所 生 

崇神 天皇の 妃眼妙 媛 (目微 比賣) の 母 荒 河戶畔 (刀 辨) は紀に は單に 紀伊國 と冠稱 

し、 記に は木國 造と ある。 ァラ川 は 第一 卷 (第 九 八 K) に 述べた やうに、 紀之 川と 野 

上 川との 會流點 附近 をい ひ、 丹 敷 (西紀) 戶畔 が占據 した 地點 であるから、 其 女 君 

なる 荒河戶 畔もキ (木) 族 人と 思 はれる が、 記の 所說の 如く 木國 造と 稱し たかは 疑 

問で ある。 建 內宿彌 の 母の 兄なる 木 國造宇 豆毘古 〔記〕 は、 紀 によれば 紀直 遠祖 宽 

道彥 として 其 父と 傳 へられ、 屋主 忍男武 雄心 命が 阿備柏 原に 滯 在中の 通 婚と ある 

から 〔景行 紀〕、 今の 安原 村に 占 住した ものと せねば ならす、 ァ ラ川 村と は 直 徑四里 

を距て > 居 るから、 同一 家人が 分 住した ものと 見る こと は 困難で ある。 或は 神武 

朝に 伏誅 した 一一 シ キ戶畔 の 後胤で 代々 女性 を 族長と し、 木國 造と も稱 へたので あ 


るか も 知れぬ が、 若し 然り とすれば 荒 河トべ (ァラ 川 邑の女 君) とい ふ稱號 と重復 

する 嫌が ある。 マ ク 、ノ シ 媛の 冠稱 を遠津 年魚 眼と し. U の は マ (眼) にか. -る準 枕詞 

で、 遠津は 字の 義、 ァュメ は 香魚 群の 意で あらう が、 眼 妙、 眼 微は借 字、 マ は 接 

頭 語で、 名の 義はク 、ノ シ (精妙) 媛で あらう。 

紀に 一 云と して 分注した 大海 宿 禰女八 坂 振 天某邊 は大ァ マ (海) 及ァ マ (• 大) —— 

舊 訓ォホ クミと ある は 非、 天 は 借 字 —— とる るに よっても 明なる が 如，、、 アマ 

(海人) 族で あるから、 右の 眼 妙 媛と は 全く 別人で あらねば ならぬ。 恐らく は紀伊 

國海部 (阿 末) 郡 〔和〕 の 豪族の 女 をい ひ、 同じく 巡狩の 際 寵幸 を 得た ので、 誤って 

豊 城入彥 等の 生母で あるかの やうに 傳へ たもの があった ので あらう C ャサ カフ〃 

(八 坂 振 は 借 字) は 愈 榮經の 意で 美稱、 ィ "ベに ィ ロメの 轉 呼で、 名門の 女子の 義 

である (四— 二 六页 )。 11 集 解が 此 女性に 關 する 分注 を 大海 嫁の 次に 移した の は、 

後者の 所 生に 八 坂入秦 とい ふ 皇子が あるから であらう が、 八 坂 振の 八 坂 を 地名と 

眼 妙 援と其 所 生  三 三 
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して は、 フルの 意 を 解く ことが 出來 ぬのみ ならす、 ャサ 力の 如き は决 して 一地に 

限られた 名稱 ではない 11 恐らく は此 女性 には子がなかった ので あらう。 眼妙嫒 

の 所 生と して は 次の 二 柱が 擧 げられ て 居る。 

豊城 入彥命 〔紀〕 11 豐木 入日 子 命 〔記〕。 紀に は豊城 命と も ある。 トヨ は美稱 

で、 キ (木) 氏の 入彥 となられ たから、 此名を 以て 呼ばれ；^ ので ある。 長 皇子 

では あるが 大 統を繼 がれす、 上 毛 野 君、 下 毛 野 君の 祖 となられ た 〔紀〕 〔記〕 事情 

は 次章に 述べる。 

豐鍬 入姬侖 〔紀〕 11 豐 組 入日 賣命 〔記〕。 スキは シキに 通 やる から、 師木 氏の 

入姬 であった と 思 はれる。 笠 縫の 祭主に なられた こと は 後 章に 說く 通りで、 

記に 拜 TT 祭 伊勢 大神 之宮 一也と 分注せられ たの も、 之 を 意味す るので あらう。 

一一、 御 間 城 姬と其 所 生 

御 間 城 は 御 父大彥 命の 采邑 卽ちミ マの 城の 謂で、 其 二王 子 は アベ 氏に 就かれた 


が、 此 王女の みは 皇 族籍に 留り、 ミ マ キを 以て 稱號 とした ものと 思 はれる。 其 所 

&が 三輪に 近く、  ^5-^天皇が入彥となられたことは上述の通りでぁる(站ニ三15。 

記に 御眞 津比責 命と ある 名號も 同義で あるが、 其 夫と なられた 天皇 を 御眞木 入日 

子と して 居る のみなら す、 同書に よれば 皇妹 にも ミ マ ッ比寶 命と いふ 名が兑 える 

から ニ卷ー 一三 lno、 紀の傳 を 可とすべき であらう。 所 生の 皇子 女 は 左記の 六 柱 

である。 

活目 入. 彥 五十 狹茅尊 〔紀〕 11 伊玖 米 入日 子伊沙 知命 〔記〕。 

ク巧 五十 狹^ 命 〔紀〕 11 伊 邪 能 眞若命 〔記〕。 紀記 全く 所傳を 異にして 居る が、 

ィサチ は 御 兄 天皇の 尊號 で、 少く とも 弟 若く は稚を 冠して 區別 する こと を耍 

す る から、 記の « を 正 しとす ベ き であらう。 ィ ザ は 第二 卷 (六 七 15 に 述 ベ た や 

うに、 §1 化 天. US の-;？ n 居の 地であった から、 皇室の 御料と して 保留せられ たの 

を、 此，： ：；ii 子に 贈與 せられた も Q と H 心 はれる が、 血な しなかった と 兌え て 後^ 

御 間 城 姬と其 所 生  三 五 


第 一 章 白 田親譜  三 六 

を あげて 居らぬ。 

國方姬 命 〔紀〕 11 國片 比賣命 〔記〕。 國は饒 の！： をい ひ、 カタ は 怒らく は 神 田 

の 意の 地名で あらう が、 所在 を 明に せす、 事蹟 も傳 へられて e らぬ。 

千千 衝 1^ 姬命 〔紀〕 ——• 千千 都久和 比賣命 〔記〕。 初代の $： 勢 神宮 齋主倭 姬命は 

此 皇女の 謂と 思 はれる こと は 第五 章に 述べ る 通りで ある。 チチッ クは共 職掌 

に 因む 冠稱 で、 チチ (神 靈) イツ ク (齋) の 約で あらう。 

雍 (日子) 命。 一 家 を 起す に 至らす して 夭折せられ たから、 單にャ マ ト S と 

稱 へたので あらう。 記に 此王之 時 始而於 レ陵立 n 人垣 一と 分注した の は、 ffi 仗 

の 爲の堵 列 者の 謂で、 皇 親の 故 を 以て 體を 厚く した こと を 意味す るので あら 

うが、 垂仁 紀に殉 葬の 爲に 近習 を生埋 にした と あるの は、 殉死 禁斷の 動機 を 

誇張した に 過ぎ や、 過信す ベ からざる こと は 第 十 章に 論. f- る 通りで ある。 

五十 日 鶴 S 命 〔紀〕 11 伊賀 比 K 命 〔「し"〕。 紀 記の 所說は 男女 性 を 異にする けれ 


ども、 某 は 後記の 如く 垂仁 天.： ：51 の 後 3i 中に も ある 例で あるから 同じ 從子を 

1 一 樣に言 ひ傳 へ たものと すべ きで ある。 イカ は 共通で 霰の 意の 笑稱と m 、心 はれ 

るが、 ッレノ の 意義 は 判明せ ぬ。 或は 神武 紀の頰 枕 田の 原語 ッダの 謂で (， がー 卷 

一九 三- n)、 地名であった かも 知れぬ。 後裔の 名も傳 はらぬ ので、 紀記 いづれ 

の 說に從 うて 可なる か を 知らぬ が、 男 王 七 女王 五と ある 記 G 分注に 誤な しと 

すれば、 比责を 日子の 訛傳 とする ことによって 其 数に 合する。 イカ ツ^ 彥を 

& して ィ 力， 彥と稱 へ たこと はあり 得べ きで ある。 

コー、 大海 嫂と 其 所 生 

火 海 緩 は 記に 尾 張 連之祖 意富 阿 麻 比 K と あり、 尾 張に 占據 した ァ マ (海人) 族の 

嫡女 をい ふので あるが、 葛 木 系に も 尾 張 連 を 姓と した ものが あるので (^二 卷九 Q 

-ny:^ に 之 を 混同し、 舊事本 紀の尾 張 氏 系譜に は 建 諸 隅 命の 妹と して、 大淘姬 命 

亦 名 葛 木 高名 姬命を 擧げて 居る。 さりながら 其 は 味 師內宿 漏の 母なる 葛 城 之 高 千 

御 間 城 姬と其 所 生  三 七 
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那毘賣 の 誤 傳と思 はれる こと は、 前卷 (第 九 〇 頁) に 論じた 通...' である。 傳 葛 木 氏 は 

大和から 返轉 して 尾 張！： に 移住し、 乎止與 命と いふ ものが 大海 嬡の 卑屬なる 尾 張 

大印岐 の 女子 眞敷刀 俾を娶 つたので、 其 所 生 建稻種 命が 母 氏 を相續 し、 其 子 尾 綱 

根に 至り、 應神 天皇の 御代に 尾 治 連の 姓 を 給 はった ので あるから 〔蔡〕、 其 尊族 大 

海 嬡を尾 張 連 祖と稱 したの は不當 ではない。 尾 張 國には 海 部 を 名と する 郡 も あ、 り 

〔和： r 中嶋 郡に は 海 部 直が 占據し (五— ニー  四 K)、 アマ 族 全盛の 地で、 開化 天皇の 

御代まで は 私に は接觸 交渉が 存 したら しいが、 尙 朝廷の 治下に 屬 して 居なかった 

から、 東方に 手 を 伸ばす 爲に は、 先づ此 地の 大 豪族 を 懷柔 する こと を 必要と し、 

之が 爲に 天皇の 行幸 を 見た ので ある。 朝廷の 勢威に： S 杭し 得ぬ こと を自覺 した 此 

族 人 は、 天皇 を 奉迎して 恭順 を 表し、 宗族の 嫡女は 箕霧を 奉じた が、 特に 寵幸 を 

得て、 後日 大和に 召し寄せられ たもの.^ やうで ある。 其 は 所 生の A 女の 二 柱が、 

大和 在住 氏族の 入姬に なられた ことによ つても 推定 せられる。 ^：.^ 子女の 數は紀 記 


所說を 異にする が、 左記の 名が 傳 へられて 居る。 

大入杵 命 〔記〕。 能 登 臣之祖 と ある。 紀 には此 皇子 を 擧げて 居らぬ が、 國 造本 

紀にも 能登國 造の 始祖 彥狹嶋 命 は 大入來 命の 孫と せられて 居る。 但し 之を活 

目 天皇の 皇子と したの は誤傳 で、 垂仁 天皇に 此 名の 皇子が 坐した とい ふこと 

は 紀記は 勿論、 天皇 本紀 にも 見えぬ。 大は 長子 を 表示し、 イリ キは人 子の 謂 

で、 入彥と 同義と 思 はれる が、 其 氏族 又は 鄕貫 名の あら はれて 居らぬ Q は 之 

を脫 したので あらう。 

八 坂 入. 彥命 〔紀〕 11 八 坂 之 入日 子 命 〔記〕。 景行紀 によれば 天皇 は此 皇子の 女の 

美貌 を 聞し 召して 美 濃に 行幸せられ、 * の宮 に駐蹕 せられた と あるから、 同 

國可兒 郡 久久 利 村が 此 皇子の 所領で るった とせねば なら や、 八 坂 も 亦 其 附近 

Q 地名と m 心 はれる つ ャサ. 力 は 恐らく は ヤス 力 (彌 栖處) の轉 呼で、 . ^力 氏族の 

ャ ス ( 公 屋 ) の 所在 地 の 故 を以 て 地 名 に ^«^、は せ た の で あらう 9 べ卷參 照)。 

大海 嫒と其 所 生  三 九 
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淳名城 入姬命 〔紀〕 —— 沼 名木 之 入日 寶命 〔記〕。 スナキ は孝昭 天皇の 妃 g: 名 城 

津 媛の 居住地で あるから (第一 一 卷八七 頁)、 此 氏族に 入籍せられ たものと せね. ま 

ならぬ。 

十 市 瓊入姬 命 〔紀〕 11 十 市 之 入日 K 命 〔記〕。 十市縣 主家 (第一 ー卷七 五更) の人姬 

と な られ たので あらう。 

四、 狹穗姬 と 其 所 生 

以下 は垂仁 天皇の 后妃で ある。 狹穗姬 が 舊春日 氏に 就かれた 皇胤で ある こと は 

旣述の 通りで、 記に 一名 佐 波 遲比實 と あるの も、 サホッ 媛の 音便で あるが、 、仏し 

も 訛で はなく、 サホの 原語 はサハ で、 溪流を 意味し、 本 來佐保 川の 稱 呼であった 

のが、 其 上流 一 帶の 地名に 轉 用せられ たからで あらう。 第 四 章に 詳述す る やうに 

此 貴女 は 兄狹穗 彥に殉 して 自滅した ので、 所 生の 皇子 も 左記 一 柱で ある。 

譽津 別命 〔紀〕 11 本牟都 和氣命 又は 本牟智 和氣命 〔記〕。 記に は ホムッ と ホムチ 


との 一 一 樣に傳 へ て 居る が、 其 名の 所 由 を 火中 所レ生 故と 說 明した 所 を 見る と、 

ホ ヌ チ (火中) と 語 昔の 近い ホ ム チを 正と し、 ホ ム ッ は其轉 呼と 見なした ので 

あらう。 さりながら 第 四 章に 述べる やうに、 其は單 なる 語戯に 過ぎす、 皇子 

に 因んで 定められた 民 部 は、 品遲 部と も 〔記〕、 譽津 部と も 〔紀〕 傳 へられて 居る 

から、 孰れ を 可な りと も斷 言す る こと は出來 ぬ。 ホムチ 說に從 へば、 和名 抄 

の 大和 國葛下 郡 品 治 (保無 知) 鄕 を采邑 とし、 其 名 を 負 はれた ものと 了解 せら 

れる が、 ホムチ の 原義 は秀御 道で、 完備した 道路と いふ 意味から 地名に 轉じ 

たもの、 やうで あるから、 ホムッ (秀 御津) とい ふ 語も存 した 害で、 諸 國の道 

路港津 の 築造 修繕に 任 やる 民 部をホ ム チ 部と もホ ム ッ 部と も稱へ たものと m 心 

はれる。 此 皇子 は 成人の 後まで 言語 不自由であった が、 鵠の 飛ぶ を 見て 出 言 

せられた から、 人 をして 其 鳥の 跡 を 追うて 之 を 捕へ しめ、 又 出 雲 大神 を參拜 

する 爲に 下向 せられた 結果 快 愈 を 見た とい ふ 物語が、 精粗 內容を 異にして 紀 

俠穗姬 と 其 所 生  四 一 
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記に 傳 へられて 居る。 其 は 前篇 第 一 卷序說 (第三 九 5 に 論じた やうに、 新： iz: 也 

の 巡 撫を說 いた 寓意 的 叙述で あると 思 はれる から、 第 七 章 及第 九 章に 於て； 

究 する。 

五、 丹 波の 五 王女と 其 所 生 

狹德姬 が S 減に 臨み、 丹 波 道主 王の 女を掖 庭に 薦めた と俾 へられて 居る が、 王 

女の 數は紀 に は 五 婦人と し、 記に は 兄 比 賣弟比 賣玆ニ 女王と あるに も拘 はらす、 

次の 章 下に は 四 柱 の 名 を擧げ て 居る。 思 ふに 兄 比 賣弟比 责は姊 妹の 贵 女と いふ 意 

に 過ぎなかった の を、 傳誦 者が 名號と 誤解して 兹ニ 女； とい ふ 語句 を 加へ たので 

あらう が、 其 外名號 についても、 數 についても 前後の 記述が 矛^し、 頗る 紛ら は 

しいから、 一覧に 便に する 爲、 左に 之 を 表示す る。 

紀  記 (彦坐 王 系譜)  同 (阜； 胤の 條)  同 (聘娶 の條) 

日 葉 酢 嫁  比 婆 須比賣  氷 羽 洲比賣  此婆 須比實 


"•s: 葉 田 瓊入煖  沼^ 田 之 人毘資 

眞 砥野嫒  眞砥 野比賣  . 圓 野比責 (不納) 

蓟瓊入 嫂  弟比賣  阿 邪 美 能 伊理 毘賣 弟比責 

竹野嫒 (不納)  歌 凝比資 (不納) 

記の 所說は 彼此 關聯 のない 三 異傳を 其 ま、 擧し たものと 見れば、 矛！ S の ある 

の も 怪しむ に 足らぬ が、 事 實は歸 一 せねば ならぬ から、 訛 W と兑 るの 外 はなく、 

IS 說に 還元す る 必要が ある。 マトス 比賣に 子がなかった とすれば、 胤 列 擧の章 

下に あら はれぬ の は當然 であるのに、 后妃の 列に 入らなかった も のと 誤解し て 、 

^貌の 故 を 以て 採納 せられなかった と說 いたので あらう。 マ ト野は 丹 波 (丹 後) の 

一 地名で あらう が 所在 を詳 にせぬ。 右の 外ヌ 、バタの 入 比 H 及 ァザミ の 入 比 K の 名 

が婢娶 中に 兑ぇ ぬの は、 弟比賣 によって 代表せられ たからで、 オト 姬は 上述の 如 

く 個、 名で はない から、 複數に 用 ひても 差 支 はない ので ある。 ウタ コリ比 は紀 

丹 波の 五 王女と 其 所 生  四 三 
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の 竹 野 緩に あたる もの、 やうで あるが、 名の 義を 明に し w ぬ。 11 强 ひて 言へば 

ウタに 大田 (五 I 二 四 七； Q0 の 謂で、 コ リは 大人の 意 を 以て 敬 稱に用 ひられた のか も 

知れぬ (四— 二 soils —— 竹 野 嫒を娶 されなかった の は、 丹 波の 竹 野 氏の 承統 者と 

して 殘留 した 爲 であらねば ならぬ が、 傳說子 は 之 を 醜貌に 因る ものと 說 明して、 

乙訓 とい ふ 地名に 牽强 し、 紀には 次の 如き 戯說を 揭げて 居る。 

唯 竹野嫒 者、 因 一一 形 姿 醜 一 返 一一 於 本土； 則 羞レ見 レ返到 一一 葛 野 一 自墮ン 輿而死 之、 故 號，, 

其 地-謂 ニ墮國 f 今 謂，， 弟國， 訛 也。 

記 は 之を圓 野比賣 のこと、 し、 更に 相樂 とい ふ 地名の 由 來をも 添へ て說 いて 0^ る 

が、 マトス 比賣を 返されと いふの は 上記の 如く 誤解に 外なら や、 地名 所 由 說の信 

すべから ざる こと は 第 一 卷 以下 屢ミ 述べた 通りで、 次の 一 節の 如き は詞想 共に 颇 

る 後代め きて、 古 傳とは 思 はれぬ ので ある。 

然るに 比 婆 須比責 命、 弟比寶 命、 二 柱 を 留めて、 その 弟 王 二 柱 は * 凶 醜に より 


0* トツ クニ  ハラ カラ 

て 本 土に 返し 送りた まひき。 是に圓 野 比 賣慚ぢ て 言 はく、 11: じ 兄弟の 中に 姿 

チウ キサト  イト ハヅカ  サガラ 力 

ig きに よりて 還 さる.、 こと、 隣 里に 聞 えても 甚慚 しとい ひて、 山代國 之相樂 

ト リサ： R  モ  サガ リキ 

に 到りし 時、 樹の 枝に 取懸 りて 死なむ と 欲 ひき。 故 その 地 を 名 づけて 懸 木と 

謂 ふ。 今 は相樂 とい ふなり。 又 弟國に 到りし 時、 遂に 峻 しき 淵に 墜 ちて 死に 

す チクュ 

き。 故ュ、 の 地 を 名 づけて 墜國 とい ふ。 今に 弟國と いふなり" 

\L ロ妃三 柱 を あげて 置きながら 二 柱 を 留めた とい ひ、 拒絕 せられた 二 女のう ち 歌 凝 

比 について 記す る 所の な いのは、 此 一節が 單に 興味本位の ー揷 話で、 誦習 者に 

も 撰錄 者に も 史的 價値を 認められて 居なかった 證據 である。 

右の 如く 論究す ると、 丹 波の 王女に 關 する 限り、 紀の 所傳を 正しと すべく、 恐 

らく は確實 なる 史料 を發 見し、 之に 基いた ので あらう。 是 より 先き 丹 波 道主 王に 

竹 野 嫁を殘 し、 彼 地で 設けた 他の 四 女と 朝廷 別 王と を携 へて 歸 京して 居た ので、 

紀 記の 所説の 如く 掖 庭に 納れる 爲に遙 々喚し 上げられ たので は あるまい。 其 は 二 

丹：^ の 五 王女と 其 所 生  四 五 
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柱の 女王が 大和 附近の 鄕邑の 入 嫁と なって 居た ことによって 立證 せられる。 長 王 

女ヒ パス 嫒は 生母 マス の郞 女の 名を繼 承して、 秀 マス 緩 又は ヒ バ ス根 (ネ は敬稱 

であるが、 こ、 では 女 兄 を 意味す る) と 呼ばれた のを轉 呼した もの、 やうで、 其 御 

腹から 次の 皇子 女が 降誕せられ た。 

五十 瓊敷 入彥命 〔紀〕 11 印 色 之 入日 子 命 〔記〕。 ィは 接頭語で、 二 シキは w 紀 

を 意味し、 和 泉 (茅 淳) の 南部の 總稱 たる こと 旣述の 通りで (a 1 卷七八 no、 此 

皇子 も 後記の 如く 鬼砥 川上 〔紀〕 又は 鳥 取 之 河 上 〔記〕 —— 和名 抄 和^！: 日 根 郡 

鳥 取鄕、 卽ち 今の 泉 南 郡 柬西鳥 取 村の 一 地點 —— にせ：： 居せられ たと あるから、 

此 地に 占 住した 西紀 族の 入彥 となられ たものと せねば ならぬ。 此 皇子の 事 eg 

は 後 章に 於て 述べる。 

大足 彥 (忍 代 別) 尊 〔紀〕 11 大帶 日子 淤斯呂 和氣命 〔記：： 一。 最行 天皇の 御名で、」 

舊事本 紀には 日本 大足 S 忍 代 別 尊と ある。 大足 蜜 (大帶 日子) は通稱 で、 オシ 


口 は オシ シ卩 (統治) の 連 約ら しく、 ヮケ (別) にか、 るので あるが、 大足- 彥尊 

(天皇) ともい ふ 所 を 見る と 〔 紀〕、 卽位 後の 尊號 又は 追 號と思 はれる。 

大中 ッ姬命 〔紀〕 ！ 大中津 日子 命 〔記〕。 紀には 大中姬 が 御 兄 五十 瓊敷 命から 石 

上神寶 管掌の 任 を 譲られた こと を 記し (，s 早參 li)、 記に は 大中律 日子 命の 後裔 

として、 山 邊之別 (大和)、 三 枝 之 別、 稻木之 別 (不 s 、阿 太 之 別 (大和 宇 知 i)、 尾 

張！； 之 三 野 別 (中島 郡)、 吉備之 石无別 (備前 國磐梨 郡)、 許 呂母之 別 (不詳)、 高 奥 

鹿 之 別 (不詳)、 飛鳥 君 (大和 又は 河 內)、 牟觼之 別 (攝津 又は 伊き の 十 氏 を あげてる 

るから、 兩傳 共に 其 實在を 確信した ものと せねば なら ャ、 或は 名號を M うす 

る 二 柱の 皇子 女が あつたの を、 兩者 共に 其 一 を 漏した ものと も 言 ひ 得られる 

が、 名號 から 察する と、 大 は美稱 で、 中.^ 姬は仲 皇女で あらねば ならぬ のに、 

紀記 いづれ の傳 による も、 兄姬を 擧げて 居らぬ こと を奇 とすべき である。 之 

にぼし 皇 男子と すれば 第三 位で 正に 中ッ彥 (仲 子) にあた るから、 の 所說が 

丹 波の 五 王女と 其 所 生  四 七 
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眞に 近い やうに 思 はれる。 姓氏 錄 によれば 吉備磐 梨 縣を本 貫と する 和 氣朝ぼ 

(光仁 朝 賜 姓) を 始め、 山 邊公及 稻木壬 生 公 は録石 別命 之 後と あるから、 或は 後 

記沼帶 別命の 後裔が 右の 十 氏 中に 混入した のか も 知れぬ が、 是を 以て 大中津 

日子の 實在を 否定す る 證據と 見る こと は出來 ぬ。 

键姬命 〔紀〕 11 倭 比責命 〔記〕。 ャ マ ト姬 は籍を 皇室に 有する f:::5 女の 通稱 であ 

るから (第一 ー卷五 M 頁)、 他に 本名 又は 區別稱 があった の を 逸した ので あらう。 

記に 拜 TT 祭 伊勢大神宮 一也と 注記せられ、 俊 建 命に 草 薙劍を 授けた の も 姨！^ 比 

賣 命と あるので あるが、 初代の 齋宫と 思 はれぬ こと は 第 四 章に 述べ る 通りで 

ある。 古語 拾遺に 天皇 (垂 仁) 第二 皇女、 母 皇后 狹穂 姬と說 いたの は、 御 父 天皇 

壯 時の 降誕と しなけ ねば 年齢が あはぬ からで、 確實 な根據 があった ので は あ 

るまい C 

稚城瓊 入彥命 〔紀〕 —— 若木 入 日子 命 〔記〕。 ワカ キと いふ 氏名 又は 地名 は 見え 


ぬが、 新興の 木 族の 一氏 を 呼ぶ に 此名を 以てしに こと は 有り得べきで、 記に 

は景行 天皇の 皇子 中に も 若木 之 入日 子 王 を あげて 居る。 此 皇子の 後裔に つい 

て は所傳 がない。 

次の i& 葉 田 瓊入嫒 (沼 羽田 之 入日 賣) はヌ バタと いふ 地に 入姬 となった 女性で、 

其 所 生 中に 沼帶 日子と いふ 皇子の ある 所 を 見る と、 ヌ バ タは 沼田の 轉 呼と m 心 はれ 

るが 所在 を詳 にせぬ。 但し 怒 能 伊 呂比賣 (建 內宿禰 の 女)、 淳名 城入姬 i 四 〇H0、 淬 

名 底 仲 嫁 (第二 卷七七 頁) 等の 例に よれば 大和の 一 地域なる こと は 疑がない。 此贵女 

は 左記 二 柱の 生母で ある。 

鐸石 別命 〔紀〕 11 沼帶 別命 〔記〕。 ヌ (沼) の 足 主で 且ヮケ の 皇子で あ つたが 故 

に、 ヌタ ラシ 別と 呼ばれ、 約して ステシ 別と も稱 へられた ので あらう。 生母 

の遺產 を相續 せられた ので あるから、 入彥 とい はす、 別 皇子と 號し たものと 

思 はれる。 記に 此 皇子の 後裔 を 大中津 日子 系の 皇 別に 混入した 形跡の ある こ 

丹 波の 五 王女と 其 所 生  四 九 
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と は 上記の 通りで ある。 

膽香 足姬命 C 紀〕. i 伊賀 帶 日子 命 〔記〕。 姬と曰 子と 相違す るの みで、 全然 同 

名で あるか、 ら、 同じ 御子が 男女 二 檨に傳 へられた ものと せねば ならぬ。 記に 

後裔 を 記 注して 居らぬ 所 を 見る と、 次の 五十 日帶 日子 王と 混同した もの、 や 

うで、 紀の 所傳を 正しと すべきで ある。 イカ (厳) タ ラシ (足 主) と稱 する のみ 

で、 氏族 又は 所在地が 名稱 中に 示されて 居らぬ 所 を 見る と、 御 兄と： ：！： じく 母 

氏に 殘留 せられた ので あらう。 

阿 邪 美 能 伊理 毘賣 のァ ザ ミ に相當 する 語 分子 を紀 〔刊 本〕 は 筋の 字 を 以て 表示 

し、 スデ と旁訓 し、 國史 類聚に は萠、 舊事紀 に は « と あるが、 いづれ も蓟 の誤寫 

と m 心 はれる。 蓟は 薊の 變體 で、 和名 抄菜類 中に も 薊 は 阿佐美と 訓 せられて 居る の 

であるが、 其 は 借 字で、 他に 意味 を 有する 地名で あらねば ならぬ。 其 所 生に 稚淺 

津姬 とい ふ 皇女の ある 所を兑 ると、 ァザ ミは アサと ミ との 一 一語 分子より 成る もの 


の やうで、 ミはマ (間) の 音便で あるから、 アサ ツマ (ッは 連繫助 語) ともい ひ 得べ 

く、 南 葛 城 郡 葛 城 村 大字 朝 妻に あたる もの V やうで ある.^ 其 は 雄 略紀、 萬 葉 集、 姓 

氏錄 にも 兑 える 舊 地で、 允恭 天皇の 御名 雄淺津 間稚子 宿禰も 之から 出た ので あら 

う、" 此入姬 〇 所 生 は 次の 二 柱で ある。 

池 速 別命 〔紀〕 11 伊 許 婆 夜 和氣命 〔記〕。 續紀、 姓氏 錄、 三代 實錄 等に は 息 速 別 

と あるから、 ィキ ハ ャ とも 稱 へられた ので あらう が、 發音を 異にしても 同 一 

名稱 なること は 云 ふまで もな く、 恐らく はィコ マ (生 駒) 又は イク メ (活 目) か 

ら出 たので あらう： 此地は 父 天皇の 舊居 であるから、 其 宮殿 を相續 せられた 

皇子 をィ コ マ宮の 別と 中 上げた の を、 ィ コ バヤと 訛った ものと m 心 はれる。 其 

後裔 を 沙本穴 太 部 之 別と 稱す るの も 〔記〕、 隣 地で 且由緣 の ある 佐 保を倾 した 

からで あらう。 

稚淺 津姬命 〔紀〕 11 阿 邪 美 都 比賣命 〔記〕。 御 母の 名跡 を繼 承せられ たので、 

丹 波の 五 王女と 其 所 生  五 一 
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稚を 冠した の は、 之と 區 別す る爲で あらう。 記に は 嫁 ニ稻瀨 S3 古 王 一 (景行 皇子) 

と ある。 

I 六、 迦具 夜比賣 命と 其 所 生 

力 グャは 力、、 力 ャカ (光 耀) の 語幹 力、 ガヤの 音便で、 容姿 艷 魔の 故 を 以て 名 を 得た 

ので あらう。 其 父 大筒 木 垂根王 は 開化 天皇の 御 孫に あたり、 同 母 弟 讚 岐垂根 王の 

子と 合 はせ て 五 女 を 有した と あるから (第一 ー卷 I 三 一 员)、 其 一 柱なる こと は 疑 はな 

いが、 如何なる 立場に あつたか 判明せ ぬ。 此 犯の 所 生と 稱 する 袁邪辨 王の 名の 義 

も 亦 不可解で、 或は 幼名 を ヲサメ (長女) と稱 へた 皇女で あつたの を、 其 ま、 稱號 

としたの かも 知れぬ。 紀 には此 母子の 名 を あげす、 記に も 袁邪辨 王に ついては 何 

等 記 注がない ので 考證は 全く 不可能で ある。 

七、 綺 (t^ 幡) 戶邊及 其 所 生 

記に よれば 山 代 大國之 淵と 稱 する もの、 一 一女、 t 刈 羽田 刀辨、 弟 t 刈 羽田 カ辨が いづ 


れも垂 天皇に 娶 されて 皇子 女 を 逢んだ と あり、 紀には 之が 娉娶 について 次の 如 

き  一 St 話 を あげて 居る。 

三十 四 年 春 三月 乙丑朔 丙宙； 、天皇 幸 二 山背-時 左右 奏言 之、 此阈有 二 佳人 ハ曰 ニ綺 

戶邊； 姿 形 美 魔、 山背 大國不 遲之女 也、 天皇 於い 兹執； で 祈 之 曰、 必遇ニ 其 佳人-道 

路兑， 端、 比，， 至 一一 行- H 大龜出 二 河 中； 天皇 擧. レ矛刺 レ龜 、忽 化爲ー 1 白 石 「謂 一一 左右- 

曰、 因ニ此 物- 而推レ 之、 必 有レ驗 乎、 仍喚 ニ綺 戶邊- 納ニ于 後宮 ハ 生 ニ磐衝 別命 (是三 

尾 君 之 始祖 也、 先い 是 娶，, 山背^ 幡戶邊 1 生， 一三男； 第 一 曰 ニ祖 別命； 第二 曰 二 五十 

日足 彥命； 第三 曰 ニ膽武 別命； 五十 日 足 彥命是 石 田 君 之 始祖 也。 

^^幡戶邊は綺戶邊の姊とは明記せられて居らぬが、 同じ 機 會に列 * せられた-" は 

無緣 故で はない からで、 且 カリ ハタ G 刈幡) と カム ハタ (綺) と は 相 通で あるから 

(i9  ニ卷 一八 一 100、 記の 所說の 如く 共に 大國 不遲の 女で、 前者 を 年長と すべきで あ 

らう。 大國は 和名 抄に 山城 國 宇治 郡 大國と ある 地で、 フチは 秀主を 意味し、 11 

I 刈 戶畔と 其 所 生 
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刊 本に 不 避と あるの は 不遲の 誤 寫と思 はれる 1— 其 地域の 領主 をい ひ、 其 女を綺 

嬡と稱 する 所を晃 ると、 或は 倭 系 氏族であった かも 知れぬ。 綺を 織る こと を 善く 

したから、 雨女 共に カム ハタ (カリ ハタ) を 以て 呼稱 せられた ので、 相樂郡 S 幡 

(綺 田) を 名に 負うた ので は あるまい。 

天皇が 山城 行幸 中に 娶 された と あるの は、 屢々 述べ たやう に此 時代に は尙 未だ 

貢 女の 制がなかった からで、 兄 嫒を娶 された 際に も 亦 行幸が あつたの であらう 

が、 特に 傳說 に殘る ほどの 珍事がなかった から 之 を 逸した ので あらう。 此度は 弟 

嫁が 兄 緩に まして 美なる こと を 聞し 召して 行幸の 途次、 奇瑞 を 見られた とい ふの 

であるが、 龜が 神獸と 信ぜられ；，^ にしても (六— 一 五一 页)、 其が 白 石に 化した こと 

が、 佳人に 遇 ふ 前兆に ならう とは考 へられぬ から、 恐らく は 其 所 生磐衝 別命の 後 

裔 なる 三 尾 氏が、 龜の形 をした 一個の 白玉 を珍藏 し、 之が 起原 を 遠祖の 奇 蹬 に 託 

した  一 W 說が存 したの を、 其の ま 、採錄 したので あらう。 弟 嫒の所 生に ついては 


紀記 一 致せす、 或は 一 柱と し、 或は 二 注と 傳 へて 居る。 卽ち 

"衝 別命 〔紀〕 ー— 石 衝別王 〔記〕。 磐衝を 舊訓ィ 、ノ ッカ としたの は、 岩 塚の 意 

と 解した 爲 であらう が、 ィ "ツキ Q お 築) というても 同義になる から、 字の 如 

く訓む を. とする。 宣長 は上宮 記の 伊波 都 久和希 (S 體 天皇の 叔父) を 例 誇と し 

てィ ハック ヮ ケと訓 したが、 別と いふ 力 パネ は 名詞に 連接す る を 例と する か 

ら、 ィ ハックと 稱 へたと は考 へられぬ。 大國 a の 附近に は 石 田 (今の 醐酷村 

の 大字) とい ふ 地 も あるから、 石 築と いふ 鄕邑も あり 得た と 思 はれる。 記に 

は 次 條に石 衝別王 ハ羽咋 君、 三 尾 君 之祖と あるに も拘 はらす、 所 生 列 擧の條 下 

に 於て は 之を擧 げや、 石 衝毘賣 命 亦 布 多遲能 伊理 毘賣 命と あるが 〔眞、 福 寺 本〕、 

責は 恐らく は 古、 亦 は 次の 誤寫 であらう。 

布 多遽能 伊理 毘賣命 〔記〕。 紀は此 皇女 を 擧げて 居らぬ が、 仲 哀紀に 母 皇后 曰 二 

兩道 入姬命 (活 目入彥 五十 狹茅 天皇 之 女 也と あるから、 こ、 に は 之を脫 した 

^幡戶 畔と其 所 生  五 五 
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も の と 思 は れ る 。 本名 を 石 衝昆賣 と いふと ある 記の 所說 にも 疑の ある こと は 

上記の 通りで ある。 フタ デと いふ 地に 入姬 となられ たものと 思 はれる が、 其〕 

地の 所在 は 不明で、 倭 建 命の 妃の 一 人 布 多 遲比賣 の 父 は 近 淡 海 之安國 造と あ 

り、 其 所 生 稻依別 王 は 犬 上 君 等の 祖と ある 所 を 兌る と、 或は 近 江の 一 地區で 

あるか も 知れぬ。 フタ デは兩 道の 意で. 街道の 分岐 點を， ば^する ので あらう。 

兄嫁の 腹から 生まれた 皇子と して は 次の 三 柱が 暴 げられ て 居る。 

祖 別命 〔紀〕 11 一 洛別王 〔記〕。 ォ チはゥ チと同 語で (第一 一 卷九八 頁)、 和名 抄の 山. 

城阈 宇治 郡 宇治 » (今の 宇治 村 附近) をい ひ、 大！： 鄕の 近隣で ある。 其 後裔の 

小 月 之 山 君 は祌名 帳に 近 江 阈栗太 郡小櫬 神社と ある 地の 山， I の 民の 主長で、 

三 川 之 衣 君 は 和名 抄に參 河 國賀茂 郡擧母 一： 古呂 V;-) と ある 地 (現在) の慨主 をい ふ 

.. ので ある。 

, 膽武 別命 〔紀〕 11 伊 登 志 別 王 〔記〕 11 五十 速 石 別命 〔奮〕。 ト シは利 銳の義 で、 


イタ ケも、 イト シも 共に 射 術 練達 を 意味し、 或 地の 別 皇子であった が、 勇武 

の 故 を 以て 特に 此 名が 與 へられた ので あらう。 記に 因 レ无レ 子而爲 二子 代 一定 二 

伊部 一と あるの は 〔眞福 寺 本〕、 此 皇子の 紀念 として 射 部卽ち 弓隊を 設置せられ 

た 事 をい ふので、 諸 本に 之 を 伊都と 誤り、 宣長は 登 志の 二字 脫 として 之 を 加 

へ、 安閑 紀に婀 娜國膽 年 部 屯 倉と るる を 引いて、 國々 に 置かれた ィ トシ 部の 

名殘 であらう と說 いたが、 子 代 又は 名代と して 設定 せられた 民 部が 各 國に分 

置 せらる ベ き 性質の もので ない こと は、 淸寧 天皇の 白髮 部の 例に よつ て も 明 

で、 萬 一 諸國に 分配す る ほどの 大部 族であった とすれば、 部長の 名の 聞えぬ 

普 はない のに、 姓氏 錄に すら 見えぬ から、 臆斷 とせざる を 得ぬ。 膽年部 屯 倉 

の 部 は 村と いふに 同じく、 イト シは 收穫の 意の トシ (稔) から 出た 名稱 で、 特 

定の民 部で は あるまい。 ィべ (射 部) はィメ とも 轉 呼し、 ィ メ立ッ とい ふ 形に 

於 て 萬 葉 集、 播磨 風土 記 等 に も 散見す る ので ある e 

^ilg 戶畔と 其 所 生  五. * 
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五十 日足 彥命 〔紀〕 —— 五十 日帶 日子 王 〔記〕。 名の 義は 上記 膽香足 姬と同 一 で、 

母 氏 を相續 せられた ものと 思 はれる。 記が 之 を 沼 羽田 入 比 賣の所 生と 混同し 

たこと は 上述の 通りで ある。 同書に よれば 春 日 山 君、 高 志 池 君、 春 日 部 君は此 

皇子の 後と ある。 恐らく は 舊春日 氏の 所 部を繼 承せられ 仁ので、 高 石 は 和 泉 

國大鳥 郡の 地名 (今の 泉 北 郡 高 石 町) であるから、 後日 春 曰から 分岐した ので 

あらう。 


第 1 0 繼位 問題 

概說 11 豐 城入彥 命！，— 五十 瓊敷入 *K 叩 —！ 皇位 爭奪 

大統 鵝承戰 位に 關し、 駸密 なる 意味の 規定が 存在し なかった こと は、 旣 に前卷 

(第三 八 に說 いた 通りで、 兄 皇子 を擱 いて 弟 皇子が 繼 位せられる 二と があって 

も、 之 を 怪しまなかった 事情 も 亦、 同 卷序說 (第 四 頁) に 述べた。 さりながら 其は皇 

室の 富が 諸舊 家と 大差が なく、 皇族であって も、 族長 卽ち 天皇に あらざる^ り、 

ft 會的 地位が 認められなかった 時代 0 ことで、 假に 儲位に 備 はった としても、 さ 

のみ 世人の 尊敬 を 受け や、 しかも 奉養裕 なら やと すれば、 姜 むべき 境涯で はな か 

つたので あらう。 綏靖 天皇 以降 確 實に長 皇子 相續と 認められ るの は、 孝昭 天皇 御 

一 柱で あるが、 ん 代の 間に 皇位 爭 奪が 演ぜられた 形跡 Q な いのは 之に 因る もので 
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ある。 さりながら 岡 家の 版圖が 膨脹し、 皇室の 富と 權勢 とが 加 はるに 及び、 諸皇 

子 も 亦 恬淡 であり 得な か つたの は當然 のこと で、 慣例に は 服從す るの 外 はな かつ 

たと しても、 大ま命 (開化 天皇の 御 兄)、 査坐王 (崇神 天皇の 御 兄) の 如き は、 心中 

に 多少の 不平 を藏 せられた こ とも 有り得 ベ き で 、 少 く とも 世人 は 之 に 同情 を 寄 せ. 

た で あらう と 察 せられる。 崇神 天皇 の 御卽位 に は 外 舅に あ た， る 大査命 の 支持が 與 

つて 力が あつたの ではない のかと いふ 想定 は (第一 一 三 no、 此 事情 にも とづく もの で 

あ る 。 

さりながら 入， 彥 となられ た此 天皇の 卽位 は、 ® くと も 違例と， 見るべき で、 皇室 

から 離れて 獨立 又は 他家 を繼 承せられ た 皇子の 復歸が 差 支の ない ものと すれば、 

丹 波に 定住せられ たと 思 はれる 彥湯產 隅 命 は ともかくも、 彥坐 王に も 其 資格が あ 

つた 答で、 後日 狹穗 查( 彥坐 王 の 子) が 陰謀 を 企 つるに 至つ た 遠因 は こ、 に.；：^ する 

ので は あるまい か。 其 不平 を 抑へ る爲 に、 御 間 城 姬の所 生の 皇子 を イク メ (活 目) 


の入彥 とし、 狭穗 姬の皇 配と せられ.；！ ので あらう が、 物議 は河內 在住の 皇胤から 

も 起った。 卽 ち武植 安. 彥の擧 兵 も 或は 大彥命 の 專撗を 轧彈す る爲で あ つ た か も 知 

れぬ。 II 武墙 安亲命 は大， 彥 命の 異母 弟で あるが、 叛亂を 起し 仁の は 或は 其 子で 

はない かと m, ャ にれ る こと は 次章に 述べ る 通りで ある 11 此聲 は當 時の 人心に L!:-s 

し、 入， 彥の大 統繼承 は 二 天皇に 止まり、 入， 彥入姬 とい ふ稱號 すら も 景行朝 を 以て 

最後と し、 おの づか ら廢絕 した。 

祟 神 紀反垂 仁紀の » 位 選 擇に關 する W 說は、 長子 相續が 通則. となった 後に 凝 生 

し た も のとす ベ き で 、 古事記が 之 を 探らな ， ^つたの を 見て も、 事實と 認定す る - J 

と は 困難で あるが、 開化 天皇 以前の 仲 季子 相 續に關 して は、 之を默 殺して 1^ るに 

も拘 はら や、 此ニ 朝に 限り 特に 說明 を與 へたの は、 當時繼 位 問題が かなり 愼直に 

考虛 せられ、 批判せられ 仁 形跡が 存し 仁からで、 必し も紀の 編者の 爲に する 所の 

卿 色で は あるまい。 以下 之 が 考 察 を 試みる。 
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活 目入彥 五十 狹茅 (垂 仁) 天皇 は、 御 間 城 姬の所 生 中 最長 皇子で、 外祖父 大 « 命 

は 開化 天皇の 御 同腹の 御 兄に あたり、 其 子 武淳川 別と 共に 當 代に 於て 武 IS? 並びな 

く、 大 有力者で あつたので あるから、 大統繼 承の 資格 は 十分で、 縱ひ 有徳の 長皇 

子が あつたと しても、 競爭. は 困難であった 害で ある。 從 つて 他に 皇位 要求者が あ 

つたと も考 へられぬ のに、 崇神紀 に は 父 天皇が 選 擇に迷 はれて 夢 兆に よって 之 を 

決定せられ たかの やうに 記述して 居る。 卽ち 

四十 八 年 春 正月 己 卯朔戊 子、 天皇 勅，， 豊城 命活目 尊， 曰、 汝等 二子 慈愛 共齊、 不レ 

知 一一 曷爲 ジ嗣、 各宜レ 夢、 朕以ン 夢占い 之、 二 皇子 於.^ 是被. X 叩 淨沐而 祈寐、 各 得, 夢 

也、 會明 兄豐城 命、 以， 一夢 辭- 奏，， 于 天皇-曰、 自 登，， 御 諸 山-、 向い 東而 ~|ホ$^ ユキ 八 

迥擊 刀、 第活目 尊、 以，， 夢辭， 奏言、 自登ニ 御 諸 山之嶺 iMn 四方 f 逐 二食 レ粟 雀； 則 

天皇 相 レ夢謂 ニニ 子-曰、 兄 則 一片 向い 東、 當, 治，， 柬國； 弟是悉 臨， 一四 方ハ 宜ぃ繼 二院 


位 一 夏 四月 戊申朔 丙宙； 、立 n 活目 尊， 爲，， 皇太子； 以ニ豊 城 命， 令， 治い 東、 是上毛 野 

君、 下 毛 野 之 始祖 也 

文意 は 極めて 明白で、 兩 皇子 いづれ も 天皇の 御 眼識に 叶うた ので、 取捨に 迷 は 

れた 結果、 夢 兆に よって 决定 せられた とい ふので あるが、 四方に 繩を 張り 亙した 

の を、 臨 二 四方 一とい ふ 意に 取な し 得る か は 疑問で、 單に 之の み を 兆と して、 其 行 

爲を問 はな かつ.；！ こと も奇 とすべき である。 弄 槍と 擊 刀と は 舊訓ホ コ ュケ 及タチ 

力 キスと るり、 ホコュ ケは矛 を さし 向ける こと をい ひ (第一 卷 一四 八 贾)、 タ チカ キ 

は 火 刀 を 以て.！ を 割す る こと、 卽ち 大刀 を 打 振る こと をい ふので あるから、 —— 

整の 字に よって 大刀う ちの 義 とする は 非 —— 雄武 を 象徴し、 之に 反し 粟 を 食む 雀 

を 追 ふと あるの は、 守成の 德に況 へたので、 兩 皇子の 御 性格 を 表示した ものと 了 

解 せらる から、 之に よって 活目尊 を 天津日嗣と 定，， のられた こと を 意味す るので あ 

らラ 0 

豐城 入彦命  六 三 
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豐木 入日 子 命 は、 記に も 上 毛 野、 下 毛 野 君 等之祖 也と 注記せられ、 其 御 孫の 彥狹 

嶋 王が 景行 朝に 東 山道 十五 國の 都督に 拜 任した が、 赴任の 途次 薨去した ので、 翌 

年 其 子 御 諸 別が 父の 後 を 襲ぎ、 子孫 を 東 國に殘 したと あるから 〔紀： 1、 上 毛 野 氏、 下 

毛 野 氏の 始祖なる こと は 疑がない が、 御自身 も 東國に 下向せられ たとい ふ 證據は 

ない。 其 子 彥八綱 田 は 狹穂彥 を討滅 したと 傳 へられ、 彥狹島 王の 去の 地 も « 日 

の 穴 咋邑と あるから、 大和に 在住した ものと せねば ならす、 從 つて 豐. 城 命 も 赴任 

する に 至らなかった ので はない かと も考 へ られ るが、 彥狹島 王 は 和名 抄に 下總國 

援嶋 (佐 之 萬) 郡と ある 地の 名 を 負うた もの k やうで、 東國の 百姓が 其 來任を 見ざる 

こと を 悲しんで、 尸 を 盗んで 上野 國に 葬った と ある 所 を 見ても 〔景行 紀〕、 豐城 命の 

遺 德を慕 ふ 民が 其 地方に 存 したと せねば なら や、 又 後 章に 詳述す る やうに、 祟 神 

朝に 東國 就中 常 陸 國を征 厚せられ たこと は事實 で、 此 地方と 京師との 聯絡の 爲に 

も、 毛 野國の 平野 は 朝廷の 手に 確保 せられて 居た ものと せねば ならぬ から、 此皇 


子が 柬國の 治に 就かれ.；」 とい ふの は 事實 とす ベ き で あ らう。 其 治 所 及 薨去の 地 を 

叨 にせぬ が、 毛 野！： とい ふ 名號は 皇子の 御食邑 とい ふ， おから 出た ので は あるまい 

か。 さりながら 一 闩： 屈伏した 夷 族が 再び 擡頭し、 朝 威 を 維持す る ことが 漸く 困難 

に な つ 仁 0 は 、 景行 朝に 至り 更に 大 征討が 行 は れ た 事赏 によっても 明白 で あ る か 

ら、 S 一へ 綱 田の 代に 一 時 大和に 引上げて 居た こと もお り # べきで、 日本 尊の ix) 

征 によって m 定 後 、 彦 狹島 王に 歸任 を 命 バ- 一ら れた とも 了解 せ られ るの で あ る 0 

垂仁紀 にも 亦繼位 問題に 關 する 左記の 如き  一 St 話が ある.^ 

三十 年 春 正月 己未朔 甲子、 天皇 詔 二 五十 瓊敷 命、 犬足彥 尊， 曰、 汝等各 言 二 情 願 之 

物 一也、 兄 王 諮、 欲レ 得， 一， ラ矢ハ 弟 王 諮 欲ン得 一一 皇位つ 於つ： ル 天皇 詔 之 曰、 各宜， 隨， 情、 

则：？ 矢 賜 二 五十 瓊敷 命： 仍 詔，， 大足 奄尊， 曰、 汝必繼 nK 位- 

；：? 矢と 皇位と は 匹 偶すべき もので はない から、 其 兩者を あげて 孰れ か 一 を 選べと 

豐城 入卞， 命  六 五 
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いふので はなく、 漠然 情 願の 物 を 問 はれた ので、 兄 皇子 は 不用意に 弓矢 を 請 ひ、 

* 皇子 は" S 慮 を 察して 皇位が 望で あると 奏された ものと 解す ベ きで あるが、 若し 

此答奏 によって 儲位が 決定した 事實 があった とすれば、 五十 壞敷入 « 命が 巧に 設 

けた 陷弃 にか、 つた 感を懷 かれた こと は 必然で、 其 請 ひ 受けられた り 矢 は 或は 悲 

しむべき 用途に 充てられた かも 知れぬ。 叙 慮が 弟 皇子に 傾いて e たと すれば、 此 

やうな 言質 を捉 へす とも、 一言の 勅定を 以て 足れり とした 害で、 從來 年齡の 長幼 

は 何等 繼位 資格 を 左右し なかった ので ある。 同腹の 長 皇子が 火 統を繼 承せられ な 

かった 例 は大， 彥 命に 於ても 之 を 見る ので あるが、 殊に 此 場合に は 兄 御子 は 旣に西 

紀の入 逢と なられて 居た ので、 上述の 事情に より、 御 父御 祖父 兩天皇 の やうに 皇 

室に 復歸 する こと は、 もはや 不： 能と せられた こと も 有り得る。 

此 皇子 は 兵器の 準備 及 管掌と いふ 重任 を擔 任せられた やうで、 記に は 之 を 次の 

如く 叙述して 居る。 


印 色 入日， f 命 は、 血 沼 池 を 作り、 又 狹山池 を 作り、 又 H ド之高 津池を 作り、 

又 鳥 取 之 河 上宮に 坐して、 橫刀壹 仟ロを 作らし めた まひき。 是は石 上の 神宮 

に 納め 奉りき。 卽 ち其宮 に 坐して； 1： 上部 を定 め たま ひき。 

三 池 築造 は 朝 命に よって 河內和 泉の 米 田 開 幾に 從 事せられ たこと を 意^し、 第 九 

章に 說 くが 如く、 前 朝 以来の 農業 政策の 遂行で あるが、 刀劎 製作 は 之 を 以て 初見 

とし、 注目せ ねばならぬ 重要 記事で ある。 鐡器^ 鐡 工業が 夙に 韓 地から 出 雲に 輸 

入せられ ケ.： 形跡の あ る こと は 前篇 第 四 卷 (第 一 1  一 03 に 述べた 通り で あ る から、 前 朝 

に 於け る： 1： 地 征服 後、 他の 文化と 共に 此 工業 を 傳？. ：： し、 或は 工人 を 喚び 寄せて、 

れ？取(和^^^國泉南郡束西鳥取村)附近に新ェ場を開設したことは^り«べきでぁる 

が、 何處 から 其 原料 を 得 たかを 明記して 居らぬ こと を遺诚 とする。 ：：！^ 韓に は古來 

鐵を產 した こと は前卷 (^二 六 三 頁) に 述べ た 通りで、 或は 其 地から 直接 又は 間接に 

輸入し、 若く は 出 雲に 於て 採鑛 した 原料 を將來 した ものと も： 説明し 55 られ るが、 

五十 a 敷 入 六 七 


第二 章繼位 問題  六 八 

此 は相當 多量 を 要した と m 心 はれる が 故に、 或はお 取 地方に 鲼 脈を發 見した ので あ 

るか も 知れぬ。 いづれ にしても ャ マト 民族の 鐵 工業 は 之 を 以て 濫觴と すべく、 我 

經濟 史上 特筆大書せ ねばならぬ。 紀にも 之と：^ 様の 傳說を あげて る。 卽ち 

三十九年十ぉ、五十瓊敷命居，，於茅淬蔸砥川上{ぉ：作，^8 一  千 口 fl! 名， ios, 謂，， ， 

川上 部； 亦 名 曰 n 裸 伴 ハ藏， 1 于石上 神せ"， 也、 是後 命， 1 五十 遭 敷 命： 俾く王 二 石 上 神ゥ山 

之 神寶， 

サ屯砥 川 は 男 里 川 (第一 卷七八 H0 の 一 名で、 鳥取を^：ハ流する 一 支 をい ひ 〔地名^ 書〕、 そ 

の 川上せ ：！ の 遺跡 は、 和 泉 志に よれば 今の 束 鳥 取 村 大字 自然 m にあり、 諸 陵 式に 此 

皇子の 陵墓と して 擧 げた 宇 度 墓も此 附近 に^する。 11 舊事本 紀物部 系譜 〔五 卷〕 

に 河 內國幸 乃 河 上せ ：！ と あるの は、 異傳が 訛傳か 之を詳 にせぬ が、 サキ は 成 は 

范砥 河口の：：^ 崎と いふ 地名と 關 係が あるの かも 知れぬ。 —— 此 大刀 一 千 口 を 川上 

部と 名 づけた と あるの は、 范砥 (鳥 取) 川上で 生産した 故と も、 後記の 異傳の 如く 


河 上と いふ 名， 2 鍛工が 製作した から 其 名 を 5 ^うた ものと も 了解せられ、 トモ は 一 

群と いふ 意に も 用 ひられる が、 記に 定 一一 河 上部-と ある 所を兑 ると、 皇子に 隸屬し 

たに 人 部の 名であった を (^二 六 九 M)、 裸 伴と も 言 ふに より、 大刀の 稱 呼と 誤解し 

たので あるか も 知れぬ。 裸 伴 は 此云ニ 阿 箇番娜 我等 母-と 訓 註せられ、 明 肌 之 伴の 

,^:^で、 刀身の 肌色の 々たる 一群と いふ 意で あらう。 舊事本 紀に赤 花 之 伴、 亦 

云 裸伴劎 としたの は、 ダとナ とが 相 通なる が 故で、 ぃづれも^^字でぁる。 

此刀劎 千 口 を 石 上に 藏し たこと を、 紀記 共に 幣 として 神- >：： に 奉納した かの やう 

に 叙述して 居る が、 恐らくは此*重なる兵器の保管所として1^上の神^!^を充當し 

たの か、 或は別に兵庵を祌^:6所在地に建設して之に收藏したのでぁらぅ。 されば 

一 云と して 祸 げた 異傳に は、 &初忍 坂に 藏し、 其から 石 上 神お に 移した と あるの 

である (第 ； 六 Ayr 化)。 石 上 神せ" は 後述の やうに 物 部 氏の 奉齋 する 神 ft であるか 

ら、 之に 奉納す る こと は 取 も K さす 此 氏族に 交附 すると M 一  の 結果と なり、 不川 
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心の ことで あるの みならす、 他のお 族 も 決して 之 を 默視せ や、 恩 K: に 均-薪 せんこ 

と を 希望し、 物議 を 免 かれなかった であらう。 思 ふに 神寳と 見なされる やうに な 

つたの は、 此刀劎 が 年 を 經て實 用に 適せぬ 紀念 品と なり、 祌 -K 齋 主たる 物 部 氏に 

保赞を 命ぜられた 後の ことで、 本初 は、 名義 は ともかくも、 朝廷の 所.：；：： に屬 し、 

紀の 所傳の 如く 五十 瓊敷 入， 彥命 御自身が 其管现 に 任ぜられ たので ある。 之に 關し 

て は ！！：寄 に は 更に 次の 如く 記述 せられて 居る。 

八十 七年养 二月 丁亥 朔辛 卯、 五十 瓊敷命 謂 ニ妹大 中姬， 曰、 我老 也、 不ぃ 能. jf,, 神 

寳： gv< 「以後、 必汝 主焉、 大中 姬命辭 曰、 吾 手 弱 女人 也、 何 能 登 二 天神 W, 耶、. 五 

十 瓊敷命 曰 、 神 庫雖ぃ 高、 我 能 爲二祌 庫 _ 造い 梯、 豈 煩い 登い * 乎、 故聽 曰 、神 之神庳 

隨樹梯 之、 此其緣 也、 然遂大 中 姬命授 二 物 部 十 千根大 連- 而令レ 治、 故 物 部 連 等 

至ニ于 今， 治 二 石 上神寳 其緣 也。 

文に よって 自ら 明なる が 如く、 此 は神ノ 秀倉モ 椅立ノ マ 一一 マ 一一と いふ 諺と、 物 部 


連が 石 上の 神寶を 管理す る 由来との 說 明で あ るが、 五十 環 敷 命 が 丘ハ 器 保： gn: 者 で あ 

つたこと、、 其 任 を 御子に 譲られた 事實 とが 含まれて 居る。 紀 は神寶 とい ふに 

より、 之が 主赞を 祭事と！： 1： 意と 誤解し、 女性の 方が 寧ろ 適任で あると して、 大中 

•g を こ、 に 配した ので あるが、 縱ひ 梯椅を 設けて 昇降に 便に したと しても、 丘ハ器 

の符？ は，^ んには 適 はしからぬ 任務で あり、 前章に 述べ たやう に 大中姬 とい ふ， 

女の 實在に すら 疑が あるから、 之 は 記の 大中淨 日子 命の ことで、 五十 瓊敷 命に は 

男， J がなかった から、 御 弟 皇子に 其 任務 を讓 り、 其 子孫が 此 地に 定住して 山邊之 

別と 稱 したので あらう。 11 石 上 は 和名 抄に 山邊 郡の 一 鄕 として あげられ、 人 I も 

M 郡 丹波ポ 町の 大半で ある。 

樹梯は 舊訓の 如く" シクテ に 充てた 假 字で、 タテ は經緯 の經を 意味し、 梯の親 

:S をい ふので あるが、 其 横棧を 表示す る" シゴ とい ふ 語が、 梯 そのもの、， # と 了 

解せられ ると： ：！： 様に、 梯椅 をい ふに 用 ひられた ので ある。 蓋し ハンと 總稱 せられ 
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る 品物の 中には 種々 の 型 種が あるので、 ゥキ 、ノ シ (二— 三 〇lno、 カケ 、ノ シ (棧遒 )、 

キダ 、ノ シ (階段) 等と 區別 する を 要した からで あらう。 ホ クラ (五— 一 五 K) の 床 又は 

地境 は 地上から 高く 構築す る こと を 例と したから、 高遠な 目的 も 手段 を 選ば ヾ達 

成せられ ると いふ 意 を 以て、 神の ホ クラ も 梯子 次第と いふ が 行 はれ、 其 起原が 

此 事件に 託して 說 かれた ので ある。 後 繼者を 女性と した 爲、 其 をして 五： 手 弱 女人 

也、 何 能 登 二 天神 庫 一耶と いはしめ、 之が 爲に 梯椅を 造った かの やうに 說 いたの は、 

ft 誦 者の 脚色に 外なら す、 男子な りと も 高さ 數尺 以上の 浪 上に 設けられた 神^に 

梯子な しに 登る こと は 出来ぬ。 . 

此刀劎 の 赞现が 物 部 氏の 手に 歸 した 實情は 上述の 通りで、 紀の 所說の やうに 火 

中 津姬が 私に 十 千根大 連に 授けた のでない こと は 勿論で あるが、 石 上 神せ 社家に 

右の 如き 傳 承が おした の を、 其 ま、 收錄 したので あらう。 されば こそ 之に っヾけ 

て 石 上 神宮の 寶物 中の 一 品に 關し、 次の 如き 揷話を あげて 居る ので ある。 


：^:! 丹 波！： 桑田 村せ， ん、 名 曰 n 甕 襲： 則 甕 襲 家 有い 犬、 名 曰 n 足 往-是 犬咋- -.^ 獸名 

かお 儉， 而殺， 之、 則獸 腹；； T, 入 尺 S 勾玉； Z 以獻ビ \ー 、是玉 今 f 石 上 神， >ゲ 

此は 年代 不明の 出来事で あるから、 單に业 ：： というた ので、 垂仁 朝の-歴史 とに 勿論 

何等の 關係 もな く、 唯 神寶の 次序 を 以て 附說 せられた に 過ぎぬ が、 犬と いひ (六 ー 

二 〇  一 K)、 ムジナ とい ふ 獸名を あげて 居る 所 を 見る と、 比較的 後世の 話で あ 

らう。 ムジナ は 和名 抄に說 文 云 、格 似， 狐 而善睥 者 也、 漢語 抄云、 無 之奈と あ、 り、 推 

ir 朝 人間に 化けて 歌を謠 うた 格 は 舊訓ク ジナと あるが 〔紀〕 、 孰れにしても^^^物 

に 積 名が 與 へられる やうに なつ. V： の は遙に 後世の ことで、 垂仁 朝の ころに は此 

の 語彙 は 極めて 乏しかった， いせで、 其當時 犬と いふ 動物が^ く 知られて e たかと い 

ふこと すら 疑 はれる ので ある。 獸畜 の內藏 から 結石が 現 はれた 0 は 不思議の こと 

ではない が、 其が 果して 八 尺 遣の 勾玉 (三 丄ニ七 no であつ たかは 疑 で、 恐らく 

は 或る 一 個の 奇 玉に 此 やうな^ 來傳說 が 結びついて 居た ので あらう。 
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卜： 述の やうに 神 垂仁ニ 朝の 儲位 決定に 關 する 俾說は には默 殺せられ て 居 

り、 後人の 1： 色と 推斷 すべき 理由が 存す るので あるが、 當時 すでに 世人が 繼位問 

題に 關心を もって 居た 事實の 反映と も 解せられ、 民庶の 間に は旣に 長子 相 續が八 r 

理 的と 認められて 居た ので はない かと 想像せられ る。 さりながら 皇室に 於て は搖 

に 後代まで 此 制度 は 確立す るに 至らす、 之が 爲に 屢. - 天津 曰 嗣が爭 奪の 目的と な 

つたと いふ 悲しむべき 事 實を蔽 ふこと が出來 ぬので ある。 景行 天皇の 皇子 八十-土 

中、 記に よれば 七 ー 七 柱 は 悉く 阈々 の！： 造、 和氣、 稻 置；：^ 縣 主に 分ち 賜 ひ、 若 g^m 

子 命 (成務 天皇)、 健 建 命、 五百木 之 入日 子 命の 三 柱が ft 一一 太， J 之 名 一と あるから、 11 

紀に は此三 皇子 を 除き 他の 七十 餘子 を阔 郡に 封ぜら れ たと あり、 太子の 名 を A は 

れ たと は 記されて 居らぬ 11 三 皇子 中から 繼位を 選ばれる 豫定 であった ので あら 

う。 傳建 命は最 年長で、 戰功も 多かった から、 第一 候補であった こと は 勿論で、 


ャ マ ト と冠稱 せられた の も 之に よる ものであるが (第二 卷五 rarny 不幸に して 早世 

せられ 仁から、 《 位 を 以て 成務 天皇が 大統 をつ がれ 仁ので、 皇長孫 (仲哀 天皇) が 

コ ラ テリア ル  - 

直接 承統 せられなかった の は、 旁 系 相續が 認められて 居た ことの 一 誇と すべき 

であ る。 

K 坂 忍 熊 二王の 亂が、 橋 位の 爭 で あ つたと 思 は れる こと は 旣述の 通りで ( ^ 一  卷 

一 五- po、 應神 天皇 は 末子 を 以て 承統 せられた ので あるが、 御. n 身 もまた 御 在世中 

に 6 幼 皇子 を 儲位 に 選定 せ もれ 仁 が爲 に、 深 酷に し て 且 悲慘な る 骨肉 の爭が 起つ 

ヮ キイ ラッ n 

た。 傳說は 常に 優勝者に； 5- 利に 語られる ものであるから、 稚郞 子が 長幼の 序 を 守 

つ て 自滅せられ たか G やうに 說 いて 居る ので あるが、 何が 故に 長兄 大山 パ. F 命に 對 

しても：： E 樣の 態度 を 以 て 臨 まれ なかった かとい ふこと について は、 故  > "总 に 說 明 を 

避けて E る。 仁德 天. E-ri は 前例に 鑑みて 嫡庶の 別 を 明に し、 嫡出 諸 皇子の li^ 位相 承 

制 を定 めて 置かれ.；！ やう で あ る が 、 パ： 1： 住 古 仲桌 子 の 亂を 未然 に 防ぐ こ とが 出来な 
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かった。 安〕 S 雄 略 二 朝の 骨肉 相 食 はいふに 忍びざる もので、 武烈 天皇に 至り、 仁 

德 天皇の 御 男統は 全く 絕 えた。 其 は 頗る 鎌 倉 幕府 三代の 史實に 類す る もので、 我 

史上の 一 暗影で あると いはねば ならぬ。 

越阈 在住の 一 王孫から 入って 大統を 承 けられた 繼體 天皇 は、 先代の 血統 を絕さ 

ぬ やうに、 手 0 髪 皇女 (仁 賢 天皇の 御子、 武烈 天皇の 御 妹) を 納れて 嫡！： ^とし、 其 御 

子と して 欽明 天皇が 降誕せられ たに 拘 はらす、 長 皇子 安閑 天皇が 先づ 皇位に つか 

れ、 順 を 以て 嫡 皇子に 及ぼし、 欽明 天皇の 皇子 女 四 柱 も 亦 相 踵いで 卽 位せられた 

所 を 見る と、 此 時代に は 旁 系 相續が 常例と せられた ので あらう。 此承統 法に よれ 

ば  一 二 代 後に 於て 紛爭を 見る の は 必然で、 我 國には 先例の ない 皇女の 登極に よつ 

て 之が 緩和 を 庶幾した けれども、 推 古 天皇の 崩 後に は、 權： -の專 横と 相俟って、 

不祥事が 續發 したので ある。 此 積弊 を： M 濟 する 爲に、 魔 系 承 統制 を 設定 せられた 

の は天智 天皇で あるが、 陵土^！：未だ乾かざるに壬申の亂が勃發した。 


近 江 朝の 遺制 は天武 天皇に よって 遵奉せられ たが、 不幸に して 嫡 皇子 は 天 折せ 

られ、 嫡 皇孫 文武 天皇 も 御 治世が 短かった ので、 艇、、 女帝 を 奉戴して 皇位の 爭« 

を 抑へ ねばならなかった。 此 くして K 系.^ 3 統制の 擁護に 努力せられ たのに も拘は 

らす、 武 天皇に 皇 男子な く、 皇女が 践祚せられ たので、 覬 観の 念 を 抱く さ S 族が 

漸く 多く、 互に 中傷して 枝葉 を枯 した 爲、 天武. は 五代に して 殆ど 絶え、 .Es 位 

は 怪僧道 鏡に 歸 せんとした。 萬 ー稱德 天皇の 御 希望が 實 現した とすれば、 我國家 

は 一 朝に して 崩壊し、 神武 天皇 以前の 狀 態に 歸り、 成 は 外 國の爲 ：.i 併吞 せられて 

居た かも 知れぬ。 幸に 名相忠 ぼが 現 はれて 此 危難 を 轉換 させる ことが 出來 たので 

あるが、 直系 承 統制 は 之が 爲に 弛廢 し、 平 城 天皇 以降 再び 旁 系 相承が 實 現した。 

政權が 廷臣 武將に 移り、 廢 立が ほ 下の 手に よって 行 はれる やうに なった 後に つい 

て は 、 吾人 は 之 を 口に す る こと を すら 欲せぬ ので あ る 。 

如く 觀察 すると、 一 篇の 皇位 爭奪史 が 吾人の^ 前に 展^せられ るので ある 

皇位 爭奪  七 七 
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が 從 來此點 について は 論究す る こと を惯 つた もの、 やうで、 殊に 紀記は 七 問題 

に 最も 關 心の 深かった 天武 I 元 正朝の 起案 又は 編述 であるから、 W 系 承 統制 を擁 

護す る爲 に、 =m 筆を敢 てせ ぬまで も、 得く とも 資料の 取捨に 偏 頃の あった ことよ 

免 かれぬ やうで ある。 前卷 第一章に 述べた やうに、 收 者に は §5 に 不仁 不義の 名 を 

負 はせ、 優勝者に 對 して は 出來る 限り 辯 護の 辭を 弄し、 時として は 頌徳 をす ら吝 

まなかつ たので あるが、 數 多き 内亂、 政變 乃至 不祥事 中には、 其 動機 、心理 及周邊 

の 事情に ついて、 今 一 段 立 入った 考察 を 要する ものが ある。 私 はこの 兄 地に 某い 

て、 次の 二 章に 於て 武埴安 接 及狹穢 S の 叛亂を 論究し よ うとす る の で あ る 。 


第三 章 武植安 彥の亂 

幣羅 坂の 少女 11 吾田 緩 11 来襲 邀撃 地名 所 由戥說 

55. 小 神 天皇の 御代に 皇族の 一 員武墙 安彦 (建 波 通 安 王) と稱 する ものが 亂を 起し 

將軍_ 食國葺 によって 誅戮 せられた こと は、 紀記兩 書 ほ > -傳承 を 同う する が、 こ、 

に は 其顚末 について 槪念を 得 る爲 に、 先づ 記 の 所說を 抄出す る 。 

故大 古 命、 高 志國に 罷り 往く 時、 腰 裳 服せ る 少女、 山 代の 幣羅 坂に 立ちて 

歌 ひけら く  • 

シ 

こよ や みまき 入亲 はや みまき 入彥 はや おのが を を ぬすみ 弑ゼ t 

シ ラ 

と 後つ とよ い 行きた が ひ 前つ とよ い 行きた が ひ う 力  はく 不 

知と みまき 人 はや 

幣羅 坂の 少女  七メ 
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是に大 毘古命 怪しと 思 ひて、 馬 を 返して 其 少女に、 汝が 謂へ る 9 は 何 言ぞと 

へば、 少女 答へ 闩 さく、 吾 は 勿 言、 たヾ 歌よ みしつ るに こそと H  ) て、 

ェ ク へ 

如 も 見えす て 勿、』 ち 失せに き。 故大 m 比 古 命 更に 還り 参りて 天，：：； 丄に， すき、 天 

皇 答へ 詔り たま はく、 此は爲 に 山 代！： なる 我が 庶兄悲 波邇安 王、 ョ g 一の、 い £ せ 

シ t シ  ユカ セ  ； , 

るずに こそ あらめ 伯父 軍 を 興して 宜 行と 詔り たま ひて、 卽ち丸 « ぼの *rn 

子 國夫玖 命 を 副へ て 遣 はす 時、 卽ち丸 連 坂に 忌. 《ケど 居 ゑて 罷り； 5^ きき。 "；， J に 

山 代の 和訶羅 河に 到りし 時、 その 建 波 通 安 王 軍 を 興して 待ち 遮り、 各，， 河 を 

巾に 挾みて 条 立ちて 相 挑みき。 故 その 地を號 けて 伊 抒^と 謂 ふ。 今 は 伊豆 美 

と 謂 ふなり。 爾に H 子國 夫^ 命、 其 麻の 人先づ 矢：^！: と 乞 ひし かば、 北、 i,- 

波 爾安王 射 つれ どもお 中て ざり き。 ：：：，； に 國夫^ 命 矢 を I- てば、 卽ち建 波爾安 

王 を 射て 死せ き。 故 その 軍 悉く 破れて 逃げ 散けぬ。 爾に其 逃ぐ る 軍 を 追 ひ， 

めて.、 久須婆 之 度に 到りし 時、 皆 迫らえ 窘 しみて、 K 出で に： i "に懸 りき。 故 


その 地を號 けて ク^ € とい ふ。 今 は久須 婆と 謂 ふなり。 又 其 逃ぐ る 軍 を 遮りて 

斬 ^v-、  i の， i 河に 浮きき。 故 その 河を號 けて 鵜 河と 謂 ふ 也。 亦 その 軍士 を 

斬りき か is し 故に、 其 地を號 けて 波布 理曾 能と 謂 ふ。 此く 平げ 訖 へて 參 上り 

力へ リゴト マチ 

覆 奏しき 

擧 兵の 目的 は幣羅 坂の 少女の 歌に 天皇 を 盜み弑 せんとす と あるから、 大逆に あ 

つた ものと 了解せられ るので あるが、 其 歌 及怪女 出現の 場所に ついても 異傳が あ 

る。 卽ち紀 は 十 年 秋 九月の 條 下に、 壬 子 大查命 到， 一 於 和^ 坂 上 1 時 有 ^ 少女 一 歌 之 曰、 

1 云 大彥命 到 二 山背 平 坂 1 時 道 側 有- 1 童女 1 歌 之 曰 として 

みまき 入彥 はや おのが を を 死せ むと ぬすまく 知らに ひめな そび す 

シ ラ 二 

も 一 云 大きと より うかが ひて ころさむ と すらく を 不知 ひめな そ 

びす も 

として 居る。 執れ を 正しと も 定め かねる が、 大意 は 生命 を 奪 はむ とする ものが あ 

幣羅 坂の 少女  八 一 
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る 事 を も 知ろ しめさす して 神 樂を なさる 、よと 言 ふこと で (歌 謠篇 #iD. 少女の 

出現 地 は 山背のへ ラ (ヒラ ) 坂 (今の 木津 町の 市 坂) なりと する 說と、 和 坂な りと 

する 傳と が存 したので あらう。 其 は いづれ にしても 話の 筋に は變り はない が、 少 

女の 正體 について は 一考 を 要する ものが ある" 記に は 上揭の 如く 不レ見 二 其 所 一 Z 如 

而忽 失と し、 恰も 仙女 か 又は 神 靈の化 現で あるかの やうに 說き、 紀 にも 次の 如く 

叙して ある。 

於" 是大彥 命異ヒ Z 問 二 童女 一 曰、 汝言 何辭、 對曰 、勿， 言 也、 唯 歌 耳、 乃 重 詠 二 先 歌 一 

忽不レ 見矣、 大彥命 乃 還 而具以 レ狀奏 

さりながら 其 装束 を 記に 服 二 腰 裳 一とした ことに 注意すべき で、 腰 裳 は 撮に 腰部 を 

稷 ふに 足る 短 裳 をい ひ、 貴人の 用 ひる もので はない から、 賤女を 形容した ものと 

も 了解せられ、 又前卷 (第二 一  一 no に 述べた やうに、 木津 附近 は當時 海人 族が 占 住 

したやう であるから、 其 族 人に 特有な 風俗であった かも 知れぬ。 されば 大 S 命 を 


し て 之 に邂 返せ しめたの は 神意で あつ 仁と しても、 少 女 自身 は 尋常 の 村鎮で あ つ 

たので あらう。 若し 然り とすれば 此歌 は當時 民間に 流布した 童謠の 類で、 菜 摘 又 

は 草 の 少女が 無心に 吟誦した の を、 大彥 命が 耳に して？^ ひかへ した ものと W 心 は 

れる。 返レ馬 〔記〕 は 勿論 文飾で あるが、 貴人に 聞き 尤 もられて 狼狽した 少女が、 忽 

然 iai. 中に 沒 して 姿を隱 した こと は 有り得べき である。 

大 S 命の 報告 を 得 て 其 寓意 を 推察 せられた 〇 は 、 記 に は 天皇 御自身と あ る が、 

紀は 次の 如く 俊 迹迹日 百襲姬 として ある。 

於レ是 天皇 姑 倭 迹迹曰 百襲姬 命、 聰明 叙 知 曰 能識ニ 未然 (乃 知 二 其 歌 惟-言 二子 天皇" 

是武域 安彦 將，， 謀 レ反之 表 者 也、 吾 聞、 武埴安 彥之妻 吾田 媛、 密來之 取 二 倭 香 m 

土； -ま  一 &レか 頭 一 祈 曰、 是傻國 之 物實、 則 反 之、 是以知 レ有& 5r 非 二 早 圆ー必 後 之 

百襲姬 は孝靈 皇女で あるから、 天皇の 御大 叔母に あたり、 爾雅 によれば 從祖々 母 

幣羅 坂の 少女  八 三 
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(父 之 叔母) であるのに、 之 を 姑 (父 之姊 妹) としたの は、 霰 重な 親等 區別稱 ではな 

く、  。¥ にォパ (大 母) 又は ヲ 、パ (小 母) 卽ち 尊族 女稱の 區別稱 呼に 用 ひたので あらう 

が、 紀には 開化 天皇の 御 妹卽ち 天皇の 御 姑に も 儘 迹迹姬 とい ふ 皇女 を あげ、 溪迹 

迹日百 襲姬と 混同した こと は、 第五 章に も 述べ る 通りで あるから (第二 卷 一 一 三頁參 

照)、 或は 同じ 誤解から 姑と したの かも 知れぬ。 いづれ にしても 最高級の 巫女 をい 

ふ もの 、やうで、 單に 聰明 a 智 であった ばかりで はなく、 神の 啓示 をう けて 未然 

を 察する ことが 出來 たので あらう。 證迹は 武墙安 彥の妻 吾田 嫒が、 微行して 香 山 

に來 り、 其 土 を 取って 領 巾の 端に 暴んで 持 返った とい ふこと にある。 香 山の 土 は 

神武 紀 にも 弟 磯城と 椎根 津彥と をして、 危險を 冒し、 敵地 を 越えて 探 取せ しめら 

, ^二と 專 / られ、 神秘 を 有する ものと せられた やうで あるが、 此は 祭具の 原料 

とする 目的で はなく、 俊國 之物實 なりと 祝した と あるから、 恐らく は咒 具に 付す 

る爲 であった ので あらう。 物 實は此 云 二 望 能志呂 一と 訓 註せられ た 通り、 代表と な 


る 品物 をい ひ、 之に 咒詛 する ことが、 倭卽ち 朝廷 を 厭す る 結果になる からで 此 

信念 を 我 上代 人が 懷 いて 居た こと は、 旣に 前篇 第三 卷 (四 三、 一 七 七 n) にも 述べ た 

fCl りで ある。 領巾は 字の 如く 領 にかけ る 布片、 卽ち 今日の シ ョ ー ,ル の やうな もの を 

いひ、 之 を ヒレと 稱へ たの はヒラ (匾 平) から 分化した ので (四 I  ニニ 五 页)、 天武紀 

に は 肩巾と 書いて 此云 一一 比例 一と 訓 註して ある。 其 は 萬 葉 集 第五 卷松浦 佐 用 姬を詠 

じた 歌に も 見え、 上代 婦人の 装身具であった こと は 疑がない が、 吾田 媛が 果して 

之を裝 着して 居た か、 或は 傳說 子の 潤色で あるか 判明せ ぬ。 

吾田 嫁 は 勿論 ァダ とい ふ 地の 貴女の 謂で あるが、 大和 附近に は 宇 智郡阿 陀» 

ー卷 ニニ 一 5 の 外に は 所見がない。 上揭の 如く 紀に 一 云と して あげた 平 坂の 童 

女の 歌に は大" ト より 窺 ひて 云々 と あり、 トは 後記の 那良戶 及 大坂戶 のトと 同じ 

く 門の 意で、 大和から 隣國に 出入す る關門 をい ひ、 キト 卽ち紀 門 は 正に 阿 陀鄕に 

あたる から、 此 他の 豪族 阿 陀之鵜 養 (第一 卷ー 二三 ほ 0 の 女であった かも 知れぬ。 次 
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に此 女性が 大坂 (今の 北 葛 城 郡 下田 村 大字 逢坂) から 襲来した と あるのと 抵觸 する 

が、 其 は 夫の 本 貰なる 河 內の植 安から 進發 した ものと せられた ので あらう。 

記に は此 一 條を默 殺し、 天皇が在ニm代國，l^z庶兄建波《安王起，ー邪心，之表tt 

と推斷 せられた と ある。 紀 にも 後記の 如く 山背から 襲来した と 記され、 其 戰場は 

泉 川 (木津 川) から 樟 葉に 至る 地域で あるから、 山城 を 策戰甚 地と した こと は 疑が 

ない が 其 地點が 明示 せられて 居らぬ のみなら す、 記の 所說 中に も 次の 如き 疑問 

が ある。 

(一) 皇親譜 (孝 元 天皇の 項 下) に は 建 波 邇夜須 £ 比 古 命と あるのに、 此章； 卜に は 常 

に 建 波 通 (爾) 安 王と して、 ヒコの 二字が 省かれて 居る。 

(二) 建 波 適 夜 須毘古 命と すれば、 天皇から は 小 父に あたる 害で あるのに、 

我之庶 と 救せられ たと あるの は奇 とすべ きで、 宣長は 我 を汝の 誤記と して 


ナと訓 したが、 外 舅で あり、 皇 伯父に あたる 大 S 命に 對 つて、 同じく 一尊 屬 

である 建 波 逮夜 須 B 比 古 命 を指稱 する に、 其 やうな 表現 法 を 用 ひる こと は阔語 

の 例で はない から、 尠くとも 此傳に 於て は 天皇 御自身の 庶兄 または 從兄 とせ 

られ たので あらう。 

右 こよれば 建 波： 邇夜 須毘古 命と 建 波邇安 王と は 別人で、 前者が 山城の 一 豪族の 女 

を娶 り、 其に 生ませた 子が 後者で あつたので はない かとい ふ 想像が 成立す る。 舊 

事 本 S  〔七 卷〕 に 武埴安 彥命は 岡屋臣 等の 祖と あり、 岡屋は 今の 宇治 村の 附近で あ 

るから (^二 卷 一二 九 真)、 妻黨 によって 子孫が 傳 はった ものと 思 はれ、 建 波 通 安 王 

が 山城 を策戰 基地と した 现由も 判明す るので ある。 

紀には 終始 武墙 安彥 として、 命と いふ 敬稱を 省いて 居る けれども、 ，2 大 « 命の 

異&> 兄 第と 見なした やうで あるが、 其に しても 崇神 天皇と 位 を爭ふ 資格 は 不十ハ 刀 

であるから、 謀叛の 動機 は 寧ろ 大彥 命の 專 横に 對 する 不平に あつたと 思 はれる こ 

來 螯邀擊  八セ 


第三 章 武墙 安彦の 亂  八，， - 

と は 旣述の 通りで ある。 當時埴 安 氏 は 勢力 隆 勢であった と 見えて、 左記の 如く 堂 

々大和に 攻め入らう としたと ある 〔紀 〕o 

於レ 是更留 二 諸 軍- 而議 之、 未 二 幾 時 f 武植 安彥 與，， 妻 吾田 嫒， 謀，， 反逆 ハ 興い 師忽 至、 

各 分 ％」 、而夫 從，， 山背 S 從 n 大坂 f 共 入 欲， 襲 二 帝京 f 時 天皇 遣，， 五十 狭ま 2 叩ハ 

擊ニ 吾田 嫒之 師ハ卽 遮，， 於大 坂； 皆 大破， 之、 殺，， 吾田 媛； 悉 斬，， 其 軍卒， 

此 一 條 もまた 記に は 見えぬ。 五十 狹^ 彥は 大吉 備津 日子 〔記〕 または 吉 備津彥 〔紀〕 

ともい ひ、 孝靈 天皇の 皇子で、 其 朝に 御 弟 若 建 吉備津 日子 (稚 武彥) と共に 吉備國 

に 派遣せられ たと あるから 〔記： r 縱ひ此 時まで 存命であった としても、 戰陣こ 立 

たれる には餘 りに 高齡 で、 此大 長老 を 煩 はさす とも 他に 其 人が あった 害で ある。 

m 心 ふに 此は 四道將 軍の 一 人と して 出發 すべ かりし を、 此 亂の爲 に俺留 した 吉備津 

彥が 吾田 嫒 討伐に 任じた こと をい ふので あらう が、 其 は 五十 狹 St; 彥命 のこと では 

なく、 此 皇子 若く は 稚武彥 の 後 3| で、 吉 備津彥 とい ふ 稱號を 襲した ものと す y 


きこと は旣 に前卷 (第一 六 三 頁) に 論じた 通りで ある。 恐らく は 同名の 故 を 以て、 紀 

の 編者が 漫然 五十 狹芹彥 と速斷 したので あらう。 武埴 安彥の 敗滅に 關 する 記事 は 

上揭 記の 叙述と 大差 はない が、 左記の 如く 更に 多くの 地名 由來說 が附會 せられて 

居る。 

復 遣-一大， 彥與ニ 和 臣遠 g 彥國 葺； 向，， 山背， 擊ニ堪 安彥； 爱以ニ 忌 〈さ in 坐 於和环 

フ i ナラ ス 

武繰坂 上 (則 率 n 精兵， 進 登 ニ那羅 山， 而軍 之、 時 官軍 屯 聚而蹢 Ta 草木； 因 以號こ 

其 山， 曰，， 那羅山 f 更 避，， 那羅 山， 而、 進 到 二輪 韓河； 填 安彥挾 V 河 屯， 之、 各 相 挑焉、 

故 時人 改號ニ 其 河 I 曰 二 挑 河 M 「謂 二 泉 河-訛 也、 埴安彥 望，， 之、 問- Is 國葺- 曰、 何 由 

矣汝 興レ師 來耶、 對曰、 汝逆 k 無道、 欲レ傾 二王 室つ 故擧二 義兵 一 欲" 討ニ汝 逆つ 是天 

皇之命 也、 於 レ是各 爭ニ先 射？ 武植安 彥先射 二 彥國葺 1 不 レ得レ 中、 後. 彥國葺 射 二坡安 

« 一中 レ胷而 殺焉、 其 軍棄脅 退、 則 追 破 二 於 河北 (而 斬い 首 過， 半、 屍 骨 多 溢、 故號 二 

其處， 曰，， 羽 振苑； 亦 其卒怖 走、 尿 漏 二 于褲； 乃脫ぃ 甲而逃 之、 知い 不ぃ 得，， 免、 叩頭 

來 邀 擊  八 九 
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曰 n 我 君； 故 時人 號ニ 其脫， 甲處， 曰，， 伽 和羅； 揮 K 處 曰，， 屎 揮ぶ 「謂， ー樟 葉， 誰 也、 又 

號ニ 叩頭 之處， 曰 二 我 君， 

紀記兩 書の 所說を 綜合す るに、 坡安査 (王) の 先鋒 は 旣に那 維 (奈 良) に 迫って 居 

たので、 大亲命 及 彥國葺 命の 指揮す る 官軍 は、 先 づ丸適 坂 又は 和 环武錢 坂 (W- ー卷 

ニニ s:s に 忌 I 冗 を 据て§ 一  卷ニハ 二 3 戰捷を 神に 祈り、 奈良山 を 固め、 «52 叩 

は见に 進んで フ カラ川に 達し、 流. を距て 敵軍と 對陣 した。 此河は 後 文に よると 泉 

川卽ち 木津川 をい ふ もの 、やうで あるが、 當時 フカ ラ とも 稱 へ られ たと すれば、 

ヮ カレ (分岐) の轉 呼で、 現在の やうに 河 身が 二分して 中岛を 環 流して 居た から、 

 陸地 測量 部 五 萬 分 一 圖 による ——. 副 流 を 呼ぶ に 此名を 以てした ので あらう。 

挑戰の 結果 双方の 大將が 決闘す る 事と なり、 武坡安 S は 其 場で 生命 を 失うた。 

其 光景の 描 寫は紀 記兩傳 一 致せす、 紀 によれば 敵將は 彥國葺 命の 出陣 を 意外とす 

るかの やうな 口吻 を 漏した と あるが、 若し 之 を事實 とすれば、 此皇別 氏族の 內直 5 


を豫 期して 居た ものと すべきで、 近い 姻戚 關 係が 存し たか、 或は 自己の 主張が 他 

の 皇胤 乃至 皇 別の 共鳴 を 得る に 足る とい ふ 自信 を 有した ものと せねば ならぬ。 叛 

亂の 動機が 上記の やうに 大， 彥 命に 對 する 不： 牛であった とすれば、 右の 如き 期待 も 

不合 ではない けれども、 特に 附會 牽強の 多い 此 一 條の 物語に 在って は、 一 言 一 

句に さまで 直き を 置く こと は 出來ぬ やうで ある。 

紀には 各 爭ニ先 射 一と あるに 反し、 記に よれば 彥ク 一一 ブクは 敵に 先 發を讓 つて、 

. ^っ总 矢 を i; たしめ たと ある。 イミ は 齋組齋 斧の 如く も 用 ひられ、 神^に 供す る 

もの 若く は 神 物 を 意味し、 此 場合 は戰に 臨み 氏神から 乞 ひ 得た 矢 をい ふので あら 

う。 其 厢は宣 長說の 如く ソナタ (其方) の假 字で、 軍 防 令 勳狀の 條ドに 左右 厢を錄 

せと あるの を、 義 解に は 左右 廂猶ニ 左右 方 一と あるので ある。 

. ^將が 打 死した ので、 軍 衆 は 一 たまり もな く、 木津川(^:水川)の兩岸に沿ぅて滑 

来襲 邀擊  九 一 
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走 四散した。 其 戰況を 地名に 引つ けて 說 いたの は 例の 諧謔で、 史實 として 論 やべ 

きもので はない が、 之に よって 經 由地點 がほヾ 察知せられ るから、 左に 之 を列擧 

する。 

那羅山 〔 紀〕。 官軍 屯聚而 蹢，^ 趾 草木， 因 以號， 一 其 山， と あり、 蹒跟此 云，， 布瀰 pi 

須 一と 訓 註して ある。 卽ち 蹈ナラ (平) したに よって ナラ 山と 名 づけた とい ふ 

ので あるが、 ナ ラは韓 語， i.^ (今 も國 家の 意に 用 ひて 居る) と 同 原で、 邦邑を 

意味し、 ソフ (添)、 フダ (布 留) と共に、 大陸 系の 木 族が 覽 らした 稱 呼と 思 は 

れる こと は、 旣に 前篇 第五 卷 (一九 〇贾) 及 木篇第 一 卷 (ニニ 三页) に 述べた 通り 

で、 本初 は 今の 生 駒 郡 平 城 村 及 都 跡 村から 奈良 市に 至る 一 帶の 地域 をい ひ、 

其 背後の 山 をナラ 山と 稱 へたので ある。 

泉 河 〔紀〕 —— 伊豆 美 〔記〕。 兩 軍が 相 挑みた る 地なる が 故に イド ミ 川と 名 づけ 

たの を、 訛って ィヅ ミと稱 へる やうに なった と あるが、 ィヅミ が 出水 卽ち湧 


泉 を 意味す る こと は、 其 流域に 相樂^ 水泉鄕 とい ふ 地が あり 〔和〕、 其 一部分 

を と稱 へる の も か處の 原の 意で、 イツ ミ (泉) から 出た 名と 思 はれる" 上 

の 如く フカ ラ 川と も稱 し、 或は 木津 川と いふの も、 同じく： 一? 地名で、 全 河 

流 は 古 は 山 代 川と 稱 へた もの、 や う で あ る 。 

羽振苑 〔紀〕 11 波布 理曾能 〔記〕。 紀は屍 骨 多く 溢り 丁  0 に 因る とい ひ、 記ピぃ 

は單に 軍兵 を 斬りた るが 故に 名づ くと ある。 、ノ フリに は 散 (放) の 意が あり 

ァ フ レ i) も 其から 分化した 語で あるが、 此 、ノ フリは 猪 祝、 居 勢 祝 (第 ー卷 ニニ 

四 no の 如く 用 ひられ. U 力 パネの 一 種で、 有力なる 、ノ フリ の苑囿 であった が 故 

に 此名を 負 はせ た 〇 であらう。 和名 抄ー、 i 樂郡祝 園 (波布 曾 乃) と あり、 今 も 

河 西 (左岸) の 一 村に 此名 を存 する。 

紀〕。 敵 兵が 免 かれ 難き こと を 知って 叩頭し、 我 君と いう 仁から 其 地 〇 

名と したと ある。 祌名 帳に 相樂郡 坐 天 乃 夫支責 神社と ある 地で、 河柬 

地名 所. B 戯說  九 三 
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(右岸) の 棚 倉 村 大字 平 尾の 一 地點 である。 古語 アキ は敬稱 としても 用 ひられ 

三 丄三一 ー_8、 播磨 風土記に き 公と いふ 字 を 充てた 例 も あり、 アキと マキと は 

音便で あるから、 我 f;^ の 意 を 以て アキと いひ、 地名に 轉 用した こと も絕 無と 

はいへ ぬが、 此フキ は 寧ろ 大和の 腋 上の ヮキ と：！： じく 族 名の アキの 轉 呼と 見 

る 方が 妥當 であらう。 天 乃 夫 支 賣神は 出 自を詳 にせぬ が、 天 之 吹 男 神 二-: 二 

五 〇no と 同じく、 葺料を 神格化し たもの かも 知れぬ。 之を此 地に 奉齋 した 理 

由 は 不明で ある。 

伽 和 « 〔紀〕 。 脫レ甲 處曰ニ 伽 和 維-と あるの は、 甲 を 古語 で はカヮ ラ と稱 へた か 

らで、 屋を蓋 ふ la*- にも 舟の 底 板に も 同じ 名 稱が用 ひられ、 龜の甲 を も カク 

ラと いふ 所 を 見る と、 力 ハ (皮) から 分化した 語で、 被複物 をい ふ ものと は 

れる。  、ノ シ (桴) から 、ノ シラ (柱) とい ふ 語が 出た のと 同 例で ある —— され 

は 力 "ラ とい ふ ベ きを 音便に よ つ て 力 ワラと 稱 へたので あらう が、 此き E 時旣 


に 甲と いふ ものが 存し たかは 疑問と すべきで、 神武 紀に兵 甲の 字 を 用 ひ、 常 

陸 風土記に も 普都大 神が 甲 戈 等 を 遺留し て 上天し 仁と ある けれども 、 其 等 は 

saf なる 文飾に 過ぎぬ。 其外大 5 守 皇子の 溺死 體を 求める 爲に鈎 を 下したら、 

衣 中の 甲に 觸れ て カフ ラ と 音した の で 、 其 地 を 訶和羅 前と 稱 へたと いふ 類似 

の名號 所由說 明が あり 〔記〕、 玉 田 宿 禰は襖 中に 着用した と傳 へられて 居る が 

〔允恭 紀： r どの 程度まで 信用して 可なる もの か 不明で ある。 假に應 神 朝 以降 

に 之 を 用 ひた ものが あつたと しても、 其 實物は 大陸 文化と 共に 輸入 せられた 

ものと すべきで、 隋書倭 國傳に は 漆,， 皮爲レ 甲と ある けれども、 之が 製作 及 制 

式の 國史 にあら はれた の は、 天平 寶字六 年の 紀を 以て 初見と する。 されば 此 

力 ワラ は 力 ハラ (河原) の義 で、 上記 我 君 (和 伎) の 附近 高 魔 村 大字 北： E 原 く 

は 綴 喜 郡 田邊町 大字 河原 をい ふので は あるまい か。 

椅葉 〔紀〕 11 久須婆 〔記〕。 敵軍が 川岸に 追 ひ 詰められて^ 窮の 餘り脫 糞し、 

地名 所 由戯說  九 五 
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揮 を 汚した から 屎 揮と 稱 へたの を、 後に クス 、パと 訛った とい ふ甚 尾籠な 說明ー 

が與 へられて 居る。 11 紀 〔刊 本〕 に 揮 乘處曰 二 屎襌， と あるの は、 上の 屎の次 

に 漏 之の 二字 を脫 したので あらう 11 さりながら 窘窮 したから とて 必ゃ脫 糞 

する ものと は 限らす、 クソ ハカ マ をクス パと轉 呼す る 害 もない から、 聽 衆の 

一 祭 を 博す る爲 の戯說 とせねば ならぬ。 樟葉 は繼體 天皇 踐祚當 時の 皇居の 地 

で、 和名 抄には 河內國 交野 郡 葛 葉 (久須 波) と あり、 今 も 北河內 郡の 一 村に 其 

名 を 留めて 居る。 原義 は 恐らく は 國栖間 (地 區) で、 上古 原住民に よって 開拓 

せられた 地點 なる が 故に 此名を 負うた ので は あるまい か。  一 

鵜 河 〔記〕。 斬殺 せられた 屍體が 鵜の やうに 河に 浮いた から 號 けたと あるが、 一 

其 名の 傳 はらぬ 所 を 見る と、 クカ ハは大 川の 意で、 宇治、 木津、 桂の 三 川が 合： 

流した 後の 河流、 卽ち大 淀川 をい ふので あらう。 樟葉は その 合流 地點の 直下 

にあた るので ある。 木津 川の 左岸に 沿うて 返却した 賊軍 は、 久漠婆 之 度 を撗， 


つて 根據 地なる 山城の 宇治 郡 方面に 落の びょうと したので あるが、 追擊 念な 

るに より、 終に 此 地で 鏖殺せられ たものと 了解せられ る。 

上述に よれば 此 事件 は 一 政變と 見るべき もので、 其 遠因 は繼位 問題に あると し 

て も、 直接の 目的 は必 しも 錄位 ではなく、 或る 政事 的 要求 を 貫徹す る 手段と して 

丘ハ 戈に 訴 へたので あるか も 知れぬ。 埴安彥 (王) 誅戮後 其 遺族の 處 置に ついては 炼 

說は之 を 逸して 居る が、 部 衆の 解體 した こと はいふまで もな く、 河 內の埴 安家 及 

阿 陀の鹈 養家 も 之に 連坐して 衰微 滅亡した と 見えて、 爾來 聞く 所 はなく、 阿陀ま 

大中津 日子 命の 後 3^ 阿 太 之 別の 所領と なった もの V やうで あ る (第 四 七页參 "にっ。 
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陰謀 11 發覺 ——狹穗 娘の 進退 11 皇子 救出 II 附帶說 話 11 史的 考察 

垂仁 朝に 起った 狹穗彥 の 反逆 事件の 顚末 は紀記 共に 極めて 詳密に 叙述して 居る 

が、 劇的 場面 を 含む 長物 語で あるから、 左記 四 段に 分割して 考察 を 加へ る ことに 

する。 

(一) 狹德 S の 陰謀 

(11) 露顕の 經緯 

(一一 一) 討伐と 狹穂姬 の 進 返 

3 皇子 救出と 附帶說 話 

狹稳^  (沙 本毘 古) 王 は前卷 (第二 二三 S に 述べた やうに、 5 お 神 天皇の 長兄. 彥坐王 
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が、 舊春日 氏の 女 沙本之 大閽見 戶賣に 生ませた 四 柱 中の 長 王子で、 垂仁 天皇の 從 

兄に あたり、 皇紀 狹德姬 (沙本 毘賣) の 兄で ある。 大閽見 戶賣は 佐 保 附近 1 1： ホを領 

した 富裕なる 女 君であった から、 母系 氏族制度に より、 其 支配 權は 長子 狹穗 逢が 

掌握した が、 相續 者は嫡 女なる 狹穗姬 で、 イク メ (活 目) と總稱 する 其 領地 內に居 

住し、 5;:^ 神 天皇の 皇子の 一 柱 を入彥 として 迎 へたので ある (第二 六 H0。 されば 狹德 

まの 後 を 襲うて 佐 保 家の 族長と なる の は 當然其 所 生の 王 男子で、 若し 活目入 S 皇 

子が 大統 を繼 がれなかった としたら、 何等 問題 は 起ら なかつ. ものであるが、 御卽 

位に よって 事情が 極めて 複雜 化し、 終に 狹穗彥 をして 不軌 を！； るに 至らし めた。 

記に は 其 動機 を說 かす、 單に 次の 如く 叙述 せられて 居る。 

ォ ホミメ  ィ " セ 

此 天皇 沙 本毘责 もて 后と した まふ 時、 沙本毘 賣命之 兄沙本 m 比 王、 其 $.呂 妹 

に、 夫と 兄と 孰れ か 愛しき と 問へば、 兄 を 愛しむ と 答へ き。 爾に沙 本 SiJ 古 王 

謀りて 曰 はく、 汝 i 是に我 を 愛しと E 心 は.：/.、 吾と 汝と 天の下 を 治らむ とい ひ 


て、 卽 ち八蠻 折の 紐 小刀 を 作りて、 其 妹に 授け r、 此 小刀 以て 天皇の 寢 ませ 

る を 刺殺し まつれと いひき 

紀の文 は 之 を漢譯 したに 過ぎぬ が、 多少 潤色が 加 はって ni5 るから、 左に 其 一節 を 

幷 * する。 

四 年 秋 九月 丙 戌朔戊 申、 皇后 母 兄 狹穗. 彥 王謀ン 反、 欲， 危 n 社稷 (因 伺 二 皇后 之 燕 

居 一而 語 之 曰、 汝孰 r 一 愛 兄 與ーレ 夫焉、 於レ是 皇后 不』 ヒ所レ 問 之 意趣つ 輙對 曰、 愛レ兄 

也、 則 跳 二 皇后 一 曰、 夫以ぃ 色事 レ人、 色衰寵 緩、 今 天下 多 二 佳人 1、 各遞進 求く M、s 永 

?付レ恃レ色乎、是以冀吾登ーー鴻^^;必與,汝照11臨天下っ則高レ枕而永終ニ百年っ亦不 

,レ 快 乎、 願 爲，， 吾弑 一一 天皇： 仍取 ニヒ首 ー授ニ 皇后 一 曰、 是 匕首 » ニ于裀 中； 當ニ 天皇 之 

一  M 刺い 頸 而弑焉 、皇后 於 レ是心 裏 兢戰、 不』 ン所， 如、 然視 T 兄 王 之 志、 便不. - 

可 ニ得諫 ハ故受 ニ其ヒ 首つ 獨 無，， 所 レ藏、 以著ニ 衣 中つ 遂有ニ 諫レ兄 之 情- 歟 

« 徳」 xiS は 上記の 如く 開化 天皇の 御 孫で は あるが、 旣に 101 籍に 降って 居た ので あ 
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るから、 假に弑 逆に 成功した としても、 他に 前 天皇の 皇子の 存 する 限り、 傳說に 

いふが 如く S1 に 承 統權を 要求す る ことが 出來 なかった Jf- である。 從 つて 共に： ヌ、 下 

に 臨 するとい ふ 條件を 以て 狹穗姬 を 誘うた と あるの も 事 實とは 信ぜられ や、 紀 

に 以ぃ色 * レ人 云々 と あるが 如き は 筆者の 潤色に 過ぎぬ。 し此好 W がない ものと 

すれば、 妹に 勸 めて 其 夫た る 天皇 を弑 せしめよう としたと いふ 說は 人情 を 無視し 

たもので、 假に 暴力に よる 脅迫 を 以てしても、 實 現の 困難なる こと は 勿論、 漏 * 

の 危險を 伴 ふこと は當然 である。 後世 父權を 以て 絕對 的と 考 へ る や ，「になった 後 

に 於ても、 鎌 倉 三代 記の 時姬の やうに 「親に つく か 失に つく か」 とい ふ 難問題に 接 

した 場合、 敢然 父子の 雜を絕 たうと 決心した とい ふ 心理が、 社會 からさして 不合 

斑と も 目せられ ぬ こと を见て も、 兄と 夫と を衡 にかけ るが 如き は 論外で、 殊に 母 

系 氏族に 於て は、 支配 權 代行者た るに 過ぎぬ 兄が、 正 當相續 者なる 妹に 向って、 

其 夫の 殺害 を强 要する ほどの 勢力 を もた なかつ t 事 はいふまで もない。 


右の 見地 を 以てすれば、 此傳說 の 筋に は少 からぬ 無 斑が ある。 兄と 夫と いづれ 

を 愛する かとい ふ 問が、 旣に 常軌を逸した ものである 〇 に、 愛レ 兄と 卽答 する が 

如き は 人情 有. 0 得ぬ ことで ある。 されば 紀には 之 を 取つ くらうて、 狹德姬 は 不同 

意であった が、 其 場で 諫めても 聽 かれさう にもない ので、 姑く 甘 諾を裝 うたかの 

やうに 叙述し、 遂有二 諫レ兄 之 情 ー歟と 附言した ので ある。 —— 但し 此七字 は 後人の 

旁 注が 攪入 したので あるか も 知れぬ 11 右の 如く 辯 護した 結果、 本意に 反して 兇 

器 を 佩びて 居た 斑 由 を 示さねば ならな くな り、 受ニ其 匕首 一 獨無レ 所 ン藏、 以著ニ 衣 中 一 

とい ふ 一 句 を！ S 入した ので あらう。 匕首 は 記に 八 鹽折之 紐 小刀と ある を原說 とす 

ベく、 ヤシ ホヲリ はィャ (彌) シ "(數 ) ヲリ (折) の 約で (四丄 一 七 n つ、 幾度 も 折 かへ 

して 穀鍊 する こと を 意味し、 利 匁の 形容と して 用 ひたので、 紐 小刀 は 前篇 第六卷 

(九九- nK 下) に 述べた やうに、 ヒメ (秘) と カタ ナ (彫刻刀) との 二 語よ、 り 成り、 大切 

な 刀 子と いふ 程の 意で、 紐 は 借 字で ある。 

^  n  .1 0 三 
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狹穗姬 の 陰謀 參與 が事實 でない とすれば、 此 やうに 脚色した 傳說 子の 心理に つ 

いて 一 考 せねば ならぬ。 私見に よれば 其は此 貴女が 兄に 連坐して 自滅した 理由 を 

説明 せんが 爲で、 兄が 大罪 を 犯した とい ふ 事實、 若く は 骨肉の 誼と いふ だけの 義 

理合を 以て、 無辜の 狹德姬 が 之に 殉 やる 理由な しとして、 同意 不同意 は ともかく 

も、 若干の 責任 を 負 ふべき 筋合が あつたと 想像した ので あらう。 さりながら 其 は 

後世の ffi 想で、 上代 人は異 つた 観念 を 有した から、 此 場合に 於て は、 縱ひ 狹德姬 

は 全然 無辜で あっても、 同族 員と して 連帶 責任 を 免 かれす とせられ たので ある。 

爱に 一 々例證 を あげて 說明 する こと は、 與 へられた 紙面が 之 を 許さぬ から、 結論 

のみに 留める が、 此觀念 は 本 論究 各篇を 通じ、 隨 所に 現 はれて 居る ので ある。 

(一) 上代の 社會 構成の 單位 は、 個人で も 一 家で もな く、 全 氏族であった。 一 氏 

族 は 一 體と 見なされた から、 完全なる 連帶觀 念が 存 した。 

(11) 結婚の 結果 氏族が 變更 するとい ふこと はなかった (三— 一九 六 頁)。 されば 狹 


穗姬ょ 后妃と して 召された 後に 於ても、 尙佐保 (舊春 日) 氏族の 人であった 

(3 人 内と いふ こと は此當 時の 慣例ではなかった (第一 卷ニ四 八 员)。 遠闕 から 迎 

/ちれた 后^ は、 或は 皇居に 近く 邱宅を 構へ たこと もあった であらう が ナ 

和 貴族 は 常に 自宅に 行幸 を 仰いだ ので あるから、 狹穂姬 が 兄と 同一 地 區に居 

化した の は當然 のこと で、 之を赦 される 叙盧 があった としても、 包闹 後に 於 

ては當 人が 脫 出せぬ 限り、 救濟の 道がなかった ので ある。 

以上の 觀 察に 誤な しと すれば、 紀 記に 揚げた 狹穗 S の 誘惑に 關 する 一 段 は、 後 

人が 作意 を 以て 語り そへ たもので、 原 說には 恐らく は此 王孫が 行幸の 機 <H を 伺う 

て、 大逆 を 決行し ようと 企て 仁と いふ だけで あつたので あらう。 

.^-i^s の 陰謀が、 側近に 居住せ る 狹德姬 の 耳に 達した こと は 有り得べきで、 .1 

幸の 際 fe 機， S 迫を密 奏して 遁 しま ゐら せた も G と 想像 せられる。 然るに 一 It^i は fl 
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？ i の 如く、 陰謀に 與り 且弑逆 遂行の 任に あたった としたので、 e 白に 至る までの 

心理と 其 場面と を、 悲劇的に 脚色した ので ある。 左に 先づ 記の 文 を祸げ る。 

故 天皇 その 謀 を 知ろ しめさ すて、 其 后の 御 膝 を 枕と して 御寢 ましき。 爾に 其 

1^ 紐 小刀 もち、 其 天皇の 御 頸 を 刺さむ として、 三度 擧り しか ども、 哀： IE に 忍 

へやて、 頸 を 刺し 不能て、 泣く 渡御 面に 落ち 溢り き。 乃ち 天皇 蘇き 起き まし 

て、 其 后に 問 ひ 給 はく、 吾は異 しき 夢を見たり、 沙 本の 方より * 雨 零り 來、 

急に 吾が 面を沾 らし、 又 錦 色なる 小 蛇、 我が 頸に 纏繞 ひき。 か、 る 夢 は是れ 

何の 表に かと 問 ひた まふ。 爾に 其后爭 ふべ くも あらやと 以爲 ひて、 卽ち 天皇 

に 白 さく、 妾が 兄 沙本毘 古 王、 妾に 夫と 兄と 孰れ か 愛しき と 問 ひき。 是に g 

問に 勝た ざり ければ、 妾 は 兄 を 愛し まむ かもと 答へ き。 爾 妾に 跳へ けらく、 

吾汝 と共に 天の下 治らむ、 故 天皇 を 殺せ まつれと いひて、 八鹽 折の 紐 小刀 を 

作りて 吾に 授 しき。 是を 以て 御 頸 を 刺さむ と 欲 ひて 三度 * りし かど も、 Igi 


忽ち 起， o て 頸 を 得 刺さす て、 泣く： 狭 落ちて 御 面を沾 しぬ。 必ゃ：^^-の表にこそ 

あらめ と す 

, ほ-: は 右の 如く 之 を. sie に 於て 起った 事件で あるかの やうに 說 いて W るので ある 

が、 紀は五 年 冬 十月 己卯朔 天皇 幸 11 來 目-居 二 於 髙宫- 時として、 狹德 S の發意 後一 

年 有 餘を經 た 後、 行宮での 出來 事と して e る。 來目は 高 市 郡の 鄕名 であるが 〔和〕 * 

此處に 離宮が 存 した 形跡 もない から、 イク メ (活 目) の訛傳 とすべき で、 高 宮は字 

の 如く 高^なる，；？ n 殿 を 意味し、 恐らく は 珠城宫 に遷御 以前の 皇居で あらう。 年月 

次 は ともかくも、 地名 宮 名の 如き は紀の 編者の 揑 造と は 思 はれぬ から、 一 傳說に 

i:^ くものと すべきで、 ； に 之 を 省いた の は、 右の クメが イク メの 訛で ある ことに 

ハサ づか や、 餘 りに 無緣 であると 考 へた 爲 では あるまい か。 狹德姬 のれ， 2 の 願 末 は 

記の 所 » と 樣で、 唯 之に 漢文 式 潤色 を 加へ たに 過ぎぬ。 

天^^-枕ニ皇\^膝，而^^^ぉ、於ぃ是皇后旣無ニ成事1而^^思之、兄王所ン媒適=^時也、 

资 覺  -  一 0 七 
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卽眼淚 流 之 落 n 帝 面 f 天皇 則寤 之、 語 11 皇后， 曰、 K 今日 夢矣、 錦 色 小蛇繞 n 于 K 

頸 f 復 大雨 從ニ 狹德， 發而來 之濡， 面、 是何祥 也、 皇后 則 知， 不ッ 得レ匿 而、 悚恐 

ッブサ 二 

伏レ 地、 曲 上， 1 兄 王 之 反狀ハ 因以奏 曰、 妾不レ 能レ違 二 兄 王 之 志 1- 亦不レ 得， 背 二 天皇 

之 恩； 吿言則 亡， 一 兄 王 f 不レ首 則 傾 一一 社禝 ハ是以 一 則 以懼、 一 則 以悲、 俯仰 喉 咽、 進 

返而血 泣、 日夜 懷ゝ jr 無ッ 所，， 訴言： 唯今 日 也、 天皇 枕，， 妾 膝， 而{胶 之、 於 レ是妾 一 

思矣、 若 有 ァ狂婦 成 一一 兄 志， 者よ、 適 遇 一一 是 時つ 不&^ 以成レ 功 乎、 兹意未 ゾ竟、 眼涕自 

流、 則 擧ぃ袖 拭 レ涕、 從レ袖 S 之 沾ニ帝 面 f 故 今日 夢 也、 必是事 應焉、 錦 色 小 蛇 則授ン 

妾 匕首 也、 大雨 忽發則 妾 眼淚也 

^ 一  原說 から 出た ものに 相違 はない が、 記 は 沙本毘 賣が弑 逆 を 決行 せんとして 三 

度 刀を擧 げたが、 恩愛の 情に 忍びす して 不覺 の淚 にむ せび、 天皇の 御 夢 を 驚かし 

たとい ひ、 紀に は元來 決行の 意志がなかった ものと し、 唯 好機の 目前に 到來 した 

のを觅 て、 越 方 行末 を 思 ひ 廻らして 落淚に 及んだ と說 かれて る。 されば 告白の 


辭も、 記 は 上 揭沙本 古の 依囑を 述べた だけで あるのに、 紀に 於て は » 々たる 述 

懷が、 巧妙なる 語句 を 以て 表現 せられて 居る ので ある。 皮相の 觀察を 以てすれば 

紀の 編者が ，nl:: 后の 爲に 取つ くらうた ものと も 了解せられ るが、 陰謀 參 加が 上述の 

如く， ぼ 構で あると するならば、 其 所說の 方が 事實に 近い やうに m 心 はれる。 恐らく 

は W 承に 疑 を 挾み、 原說に 還元し ようと 試みた ので あらう。 

靈 夢は此 一段の 骨子で、 發覺の 端緒と せられて 居る ので あるが、 夢に 託して 神 

秘 的に 叙述す る こと は 上代 話術の 常套手段で、 神武 紀 (記) に は 天皇の 御 夢 二つ、 

高 倉 下の 夢 一 つ を 祸げ、 55:^ 神紀 にも 前々 章の 儲位 決定の 夢 占の 外に、 大物 主神の 

祭祀に 關 して は 天皇 を 始め 奉- 9 皇女 廷臣の 夢が 一 致した と あり、 墨 坂 神大坂 神の 

祭祀も^ 中の 神敎 による ものと せられ、 此 御代に 於ても 天皇 は 夢 宣に從 うて 本牟 

知：： 和 氣，： S 子 を 出 雲に 遣 はされ たとい ふ說が あるので あるから、 盡く 史赏と 認定す 

る こと は困灘 である。 淚が 御顔に 落ちた ので 暴風雨に あうた 夢を見られ たとい ふ 

發覺  一 〇 九 
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の は 有り得べき ことで あるが、 其が 佐 保の 方から 來 襲し、 又 錦 色の 小 蛇が 御 頸に 

* きついた と あるの は餘 りに 訛 向で、 後人の 脚色ら しく 思 はれる。 若し 此 一 段 中 

に 若干の 史實が 含まれて 居る とすれば、 其 は 狹穗姬 の 口から 其 兄の 陰謀が もれた 

とい ふこと に 過ぎまい。 明示 せられて ni5 ら ぬが、 天皇が 此吿白 を 聞し めして 直に 

高宮 から 脫 出せられ たこと は 勿論で ある。 

. 討伐 は 當然の 結果で、 狹穗彥 にも 亦 多少の 準備が あつたと 兌え て、 討 手 を迎へ 

て防戰 した。 記に は 之 を 次の 如く 叙して 居る。 

爾に 天皇、 吾 は 殆 欺ら えむ としつ る 乎と 詔り たま ひて、 乃ち 軍 を 興して 沙 

本 毘古王 を擊っ 時、 その 王 稻城を 作りて 待ち 戰ふ。 此時沙 本 E 比 责命は 其 兄 を 

不得 忍て、 後の 門より 遁 出で、 其之稻 城に 納 りき 

討伐軍の 將は紀 に 八 綱 田と あり、 狹穗姬 は 皇子 を 抱きて 入城した とせられて 居る。 


卽ち 

天皇 謂- 1 皇后-曰、 是非- -汝 罪-也、 卽發ニ 近 縣卒- 命 二 上 毛 野 君 遠祖 八 綱 田-令い 擊  >1 

狹德 お； 時狹 Si 彦興， 師距 之、 忽積 作レ 城、 其堅不 破、 此 謂ニ稻 城-也、 踰- 

月不レ 降、 於、 晋 m 后悲之 曰、 吾雖 n 皇后； 旣 亡-一 兄 王-、 何以ニ 面目-花-一 天下- 耶、 則 

抱 二王 子譽津 別命- 而入 TI 之 於 兄王稻 城- 

イナ キの 原義 は 稻置卽 ち 穀倉の 謂で (三 II 九 三 K)、 大奥 圏に あって は相當 大规模 

の ものが 幾 楝も建 並べて あった こと も；^ り 得る から、 之 を 堡壘に 代用し、 敵の 射 

かける 矢 を 防ぎ、 味方の 爲には ャサマ (箭 眼) を 作って 射出に 便に し、 恐らく は 其 

外方に 柵 を 結ひ繞 らして 突貫に 備 へたので あらう。 これ は楣を 並べ たもの よりも 

遙 に傾强 な陳營 で、 西洋で も 上代の 寨柵は 多く は此 種の ものであった から、 ブル 

ヮ ー ク (堡 砦) をブ U ッ ク、， 'クス (丸太小屋) ともい ふので ある。 稻 城の 字 を あてた 

のは此 場合 城寨 に充當 したからで、 紀の 編者が 之 を 察せ やして 積.， 稻 作.^ 城と 敷衍 

抉 稳姬の 進退  ニー 
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したの は 誤解と せねば ならぬ。 禾 草の 積 堆も亦 一時的の 壘 とする に 足る が、 雨- 

を妨ぐ ことが 出來 ぬから、 陣營に 代用す ベ きもので はない。 

此處に は 明示 せられて 居らぬ が、 八 綱 田 は 姓氏 錄登美 首 (和 泉)、 我 孫 公 (同 未定 雜 

姓) 等の 條 下に は 豐城 入彥 命の 男と あり、 上 毛 野 君の 遠祖と ある 所 を 兌る と、 S 狹 

岛王 (第 六 四 ほ0 の 父 王と m 心 はれる。 命 または 王 等の 敬 稱をそ へ て 居らぬ の は、 弟 磯 

城、 弟猾 等と M じく、 ャ ツナ ダが 地名なる が 故に 之 を 略した ので、 後段に は 天. 於 

も H 美 二 將軍八 綱 田 之 功 ハ號ニ 其 名？ 謂 二 倭 曰 向、 武 日向 彥八綱 田 一と あるから (刊 本に 

は 倭の 字を脫 して 居る)、 八 綱田彥 または 彥八綱 田と 呼ばれた ので あらう。 日向 

は 借 字で、 國 名の ヒ ム 力と 同じく 秀 御子の 意 (II 一 八 raKy 又は 秀 庶子の 義で 

(四— 一 五吗 n) 11 火 攻を川 ひたが 故に 火 平の 義 なりと する 集 解の 說は浴 解で ある 

—— 皇室の 稱號 なる ャ マ トを 冠す る こと を 許され、 且 タケ (武) とい ふ 美稱を すら 

添へ たので ある C 狹穗彥 が 軍 を 興した と あるの は、 一族の 部 衆 を驅り 集めて 抗拒 


した こと をい ひ、 諸 豪族と 通謀して 叛旗 を飜 したので はない から、 近縣の 卒を以 

て 討 手に 差 向けられ たと あるの は、 事實に 近い やうで ある。 

記 は 天皇が 宮城に 於て 陰謀 を 聞し めしたと したので、 沙本毘 賣の脫 出を說 かね 

ばなら なくなつ 仁ので あるが、 紀の 所說の 如く 行宮に 於け る 出来事と すれば、 假 

に 其 タメ  (來 目) を イク メ  (活 目) の訛傳 なりと する 吾人の 想定が 誤って 居る として 

も、 ir- 〈ま、 其處 に駐蹕 せられた 害 はなく、 一旦 還 幸せられ たこと は 必然で あるの 

に、 其 記事が もれ、 且 月を踰 えて 後、 狹穗姬 が 王子 を 抱いて 入城す るの を 抑留せ 

られ なかった の は、 n 一止 非 ニ汝罪 一也と いふ 勅 詫と 矛盾す る 嫌が ある。 後記に よれば 

母子の 救出に は 叙 盧を勞 せられた と あるので あるから、 縱ひ 狹德姬 自身 は 兄に 殉 

やる 覺悟を 有した としても、 包圍軍 をして 之 を 阻止せ しめる こと は必 しも 不可能 

ではなかった のに、 漫然 手を束ねて 入城 を 許した とは考 へられぬ。 されば 此货女 

は 本初から 其 族 人と 共に 籠城し、 手許に 於て 養育 中であった 幼 皇子 をも帶 同した 

狹德姬 のサ？ 退  一二 二 
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ので、 天皇が 其 無辜 を憐 み、 且 皇子の 御身の 上 を 氣づか はれて、 救出に 手 を盡さ 

しめられた ものと せす ばなる まい。 此當 時に 在って は 其が 極めて 自然の 成 行で あ 

つたので あるが、 時世の 變遷に 伴うて 其 事情が 不可解と せられる やうに なり、 終 

に 上記の 如く 大 改作が 施された ので ある。 

狹穗姬 自身 は紀の 所說の 如く、 兄 を 死地に 陷れ たこと を悲ん で、 殉難の 決心 を 

以て 籠城した ものと 解す る こと も出來 るが、 其 意なら ば 幼 皇子 を 伴 ふ 理由がない 

から、 紀には 之 を 次の 如く 說 明して 居る。 

天皇 更益 二軍 衆 (悉圍 二 其 城； 卽勅ニ 城 中， 曰、 急 出, 皇后 與 二 皇子； 然不レ 出矣、 則將 

軍 八 綱 田、 放 レ火焚 一一 其 城つ 於焉 皇后 令な 挺 n 抱 皇子 一 踰ニ城 上 一而 出つ zr 因 以奉請 

曰、 妾始 所， ー以遊 ゴ入兄 城 (若 有ァ因 一一 妾 子 一 免 * 兄 罪よ 乎、 今不レ 免 、乃 知 一一 妾お， 

罪、 何 得 n 面縳； 自經而 死 耳、  時 火 興 城 崩、 軍衆悉 走、 狹德 « 與ッ妹 共 死ニ于 


城 中- 

是 によれば 皇子 は 恩赦の 質に 取った とい ふ 0 であるが、 萬 一 引渡の 時機 を 逸した 

ならば、 生ながら 火中に 葬られる 運命 を 免 かれす、 生母の 選んだ 手段と して は餘 

り 非人情で あるから、 富 信す る こと は出來 ぬ。 記の 釋明は 之に し、 母妃 入城 當 

時 は 分 挽 前であった とい ふ ので、 其 降誕 を 待つ 間 官軍 は 攻撃 を 緩めた と說 き、 1 

子 授受の 光景 を 次の 如く 詳密に 叙述して 居る。 

此時 その 后姙 身め りき。 是に 天皇 その 后の 懷 t める と， 愛 を 重ねて 三年に 

ス ナカ テニ  メグ ラ  ハヤ セメ  力 

なりぬ る を、 不 忍 思 ほしければ、 其 軍 を 廻して 急く 攻迫 たま は ざり き。 如 

此 逗留れ る 間に、 其姙 める 御子 旣に 產れ ましき C 故 そ 〇 御子 を 出して 稻 城の 

外に 置き まつりて、 天皇に 白 さしめ けらく、 若し 此 御子 を 天皇の 御子と 忍し 

看さば、 治め，；，！ まへ と 白 さしめ き。 是に 天皇 その 兄 を 怨みた まへ ども、 猶愛 

ステ カナ-一  ィ クサ 

しき 其 后 を不得 忍お も ほせば、 后 を 得た ま はむ 御 心 ましき、 - ど 以て 軍士の 
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中に 力士の 輕捷を 選り 聚 へて 宣 りた まひし く は、 其 御子 を 取る 時、 乃ち 其 母 

王 を も 掠 ひ 取り、 髮 にも あれ 手に も あれ、 取り 獲む ま、 に 掬み て控き 出し ま 

つれと 宣 りた まひき。 爾に其 后豫め その 情 を 知りて、 悉く 其髮を 剃り、 髮も 

ち 其 頭を複 ひ、 又 玉の緒 を 腐して 手に 三重 まき、 且 S もち 御衣 を 腐して、 全 

し 衣の ごと 服、 如此 設け 備 へて 其 御子 を 抱き、 城の 外に さし 出しき。 爾に其 

力士 等 御 其 子 を 取り、 卽ち其 御 S を 握み き。 爾 その 御髮を 握めば 御髮 おの づ 

から 落ち、 其 御手 を 握めば 玉の 緖且絕 え、 其 御衣 を 握めば 御衣 便ち 破れぬ。 

是を 以て 其 御子 を 取り 獲て、 其 御 祖を得 取り まつら ざり き。 故 その 軍士 等 還 

り 來て奏 言 さく、 御髮 おの づ から 落ち、 御衣 破れ 易く、 亦 御手に 纏 かせる 玉 

の緖も 便ち 絕ぇ にし かば、 御祖を 獲す、 御子 を 取り得 まつりぬ と 言す。 爾に 

天皇 悔い 恨みた まひ、 玉 作る 人 等を惡 みたま ひて、 皆 その 地 を 奪取り たま ひ 

き。 故 諺に 地 得ぬ 玉 作と いふ 也 …… 然して 遂に 其 沙本比 古 王 を 殺し、 其伊呂 


妹 も亦從 ひき 

此は^無^^な說明で、 狹穏姬 を 無事に 取 かへ す S に は、 胎 中に 皇子の 坐す 間に、 

口 之 を. 筲 として 引渡 を 要求す るか、 若く は 此說の やうに、 陷 落に 臨み 力士 をして 

强： Jsi.: せしめる のが 兩 全の 策で あるのに、 故意に 攻擊を 緩めて 分 挽 を 待ち、 身 二つ 

になって から 兩者を 件せ とる 手段 を 講ぜられ たの は、 餘 りに 辻 遠と いはね ば なら 

ぬ。 此 やうな 强辯を 弄して まで も、 皇子の 奪還 を說 かねば ならなかった の は、 此 

皇子が 母妃 と共に 保に 居られ 仁と いふ 嚴然 たる 事 實が存 し、 抹殺す る を 得な か 

つたからで、 正！： は必ゃ 入內 せられ、 嫡出 皇子 も 亦 宮中に 於て 啡育 せられた 後代 

の 事實と 合致 せぬ 爲に、 傳誦者 によって 區々 に說 明せられ たの で あらう C 

記の 皇子 授受の 一 段 は 頗る 興味本位に 叙述 せられて 居る が、 事 實 でない こと は 

勿論で、 卷 末の 原文に 照合しても 刺 明す る やうに、 古- W を 以て 傳 へられた ので は 

なく、 話の 筋が 當代 語に よって 說 かれた ので あるから、 撰 錄者も 亦， 殆ど 純然たる 

皇子 救出  一 一七 
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漢文 を 用 ひて 記述した。 されば 上揭の やうに 國 語に 還元しても、 尙奈良 朝 時代の 

言葉 づ かひ を脫 する ことが 出来す、 描寫 中に も 不合理 不自然 を 免 かれぬ 點がぁ る 

ので ある C 例へば 剃髮は 剪刀 又は 剃刀の 如き 銳 利なる 器物 を 必要と する が、 上代 

人 は 之 を 儲へ なかった から、 男女 共に 長髮 であった ので、 襟 を 結 ひ、 爪 櫛 を St し 

たの は 決して 裝 飾の 爲 ではなかった ので ある (I I— 九三员 )。 手 を 執って 控き 出す こ 

との 出来なかった の は、 玉の緒が 腐ち て 居た 爲と あるから、 玉に 異狀 があった の 

ではない のに、 玉 作が 罰せられ たとい ふの は 無理な ことで ある。 地 得ぬ 玉 作と い 

ふ 諺が 存 したと すれば、 其 は 紺屋の 白 袴、 无屋の 藁葺と 同じく、 貴重品 を 生産す 

るに も拘 はらす、 工人 自身 は 富 を 得す、 土地 を も 所有せ ぬと いふ 意味で あつたの 

を、 之に 附會 した ものと 思 はれる。 紀が此 興味の ある 話 を棄て 、取らなかった の 

は、 其 起原が 新しく、 信す るに 足らぬ と 認めた からで は あるまい か。 

官軍が 稻 城を燒 打に したと いふ 紀の 所說 は、 記に も 次の 本牟 智和氣 御子 命名 所 


由の 項 F に、 當 下火 燒ニ稻 城 一之 時上而 火中 所 生と いふ 一 句に よって 示され、 事實に 

於 て もせり 得 ぬ こと つ  >  はな いが、 火 を 放 つ たから 皇子 を 出し まるら せた の で は ひ 

く、 豫め 老幼 を遁 がし、 戰鬪 員の みが 最後まで 蹈留 つたので は あるまい か。 良 子 

が！ a 妃ニ伴 はれ、 若く は眙 中に 在って 後日 入城せられ たも Q としたから、 其 出城 

について 特に 說明 を與 へねば ならぬ やうに なった ので あるが、 若し 本初から 佐 保 

に 居住せられ たものと すれば、 他 Q 老弱と 共に 無事に 出城せられ たこと は 敢て奇 

とする に 足らぬ。 上代に 於ても 足 手 まと ひ を 城 中に 引と ゾめ、 徒に 糧食 を 消耗す 

る やうな 愚策 はとらなかった 害で るる。 狹穗姬 の 最後に ついては、 紀に當 人の 口 

か ら. nn 經而死 耳と い は せ て 居 る が、 實行 如何 は 不明 で あ る 。 

此 事件 は 右 を 以て 段落 を 侍 げ た 0 つ MQ るが、 記に は尙 次の 如 き 附帶說 話 を揭げ 

て 居る。 

皇 子 ：f;-I 出  一 一九， 
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亦 天皇 その 后に 命 詔た ま はく、 凡し 子の 名必ゃ 母名づ く、 是 子の 御名 は 何と 

稱 はむ とお ほせた まふ。 爾に 答へ 白 さく、 今 稻城を 火燒く 時に 當り て、 火中 

に 生れ ませれば、 其 御名 は 本牟知 nr 和氣の 御子と 稱 ふべ けれと.：：： す。 又い かに 

日足し 奉らむ と 命 詔た まふに、 御 母 を 取り、 大湯坐 若湯 坐 を 定めて 日足し 奉 

らせ たまへ と 答へ 白す。 故 その \I5 の 白し しまに まに、 日足し 奉りき。 又 其 后 

に 問 はせ たま はく、 汝が 堅めし 美 豆 能 小 佩 は 誰 解かむ と 問 はせ たまへば、 答 

へ 白 さく、 日 一波の 比 古 多多 須美知 H 能 宇 斯王之 女、 名 は 兄 比賣弟 比責、 兹 二 

の 女王 は 淨き公 民 なれば 使した まふべ しと 白す 

右の 如き 問答が 行 はれた と は、 上述の 論究に 徵 しても 勿論 信ぜられぬ ことで、 俾 

誦の 問に 漸次 附加 へられた ものと すべく、 皇子 命名 及啼 育に 言及した の は、 籠城 

中の 降誕と 說 いたからで、 母妃に 抱かれて 入城せられ たと ある 紀の俾 に は 之を默 

殺して 居る。 幼名 を 生母が 命す る こと は、 父母 別居 時代に 在って は、 極めて 當然 


の 順序で、 或 時代まで 存續 した 慣例であった ので あらう が、 其 名 は 成人 後に は殆 

ど 川 ひられる こと はなく、 ホ ムチ 別は旣 記の 如く 地名から 出た 稱號と 解せられ 

a9 叫 一 n) 、ホス チ (火中) の 訛で はない から、 幼名と 同一視す る こと は出來 ぬ。 火 

中 出生 もまた 攀赏と は 忍 はれす、 火攻 前に 稻 城の 外に 出し まゐら せた と紀 にも 記 

述 せられて おる ので ある。 思 ふに 之 はホム チと いふ 名 號所由 を牽强 せんが 爲に、 

神 子 火中 出現 譚 (六 —一三 五 no から 得た 後人の 着想で、 同じく 高千德 時代の 育兒^ 

；、 ォモ  チす モュす 

說 (六— ニー  三 no を 之に 結びつけ たもので あらう。 御 母 は 右 傳說の 乳母 湯^に あた 

り、 大 Fjl$.-S^sl 來-は その 湯 坐 を 二 つに 分けた に 過ぎぬ。 

繼室 として 丹 波の 王女 を 推 したと いふ 說は紀 にも 收錄 せられ、 次の 如く 叙述 

せられて ほる。 

唯 妾雖ぃ 死，. 之、 敢 勿い 忘 二 天皇 之 恩 ハ願妾 所 レ掌后 《呂之 事、 梵ぃ授 --好 仇ハ丹 波阈. ^二 

五 婦人； 志 並^ 潔、 是丹波 道主 王 之 女 也、 當 H. 納 n 掖 庭- 以盈 之 数. ハ 天皇 聽矣 

附帶說 話  一二 一 
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后宮 及 掖庭は 舊訓の 如く キサキ ノ ミ ャ及 クチ ッ ミ ャ にあた る 漢語で あるが、 正 あ 

に 接して 私宮、 內房を 設けられる やうに なった の はや、 後代の ことで、 此 時代に 

於て は 未だ 其 制は存 しなかった ので あるから、 正 后が 後宮 を 支配し、 掖 庭の 政に 

任す る やうな こと は 有り得なかった。 されば 記に は 單に汝 所,， 堅 之 美 豆 能 小 佩 者 

誰 解と あり、 后妃た るに 適する もの、 名 を擧げ よと 命 詔ら れ たと あるので ある。 

小 佩 は 眞淵說 の 如く ヲ ヒ モと訓 み 〔記 傳〕 衣の 紐 をい ひ、 佩の 字 を あてた の は オビ 

(帶) に 通す るからで、 爾雅の 訓詁に は矜は 衣の 小帶と あり、 萬 葉 集 九卷勝 鹿眞間 

娘 子の 歌に は、 矜をヒ モの假 字に 用 ひて 居る。 此紐卽 ち小帶 (佩) は、 上衣の 制 式 

が 小 M 簡略であった 當時、 枉を合 はせ る爲に 男女 共に 必要と したので あるが、 或 時 

代に は 配偶者の 外に は 手 を觸れ しめて はならぬ とい ふ 浴 信が 行 はれ、 萬 葉 集の 歌 

にも »、、 其 意が 歌 はれて 居る。 其 故に ミヅ (美 稱) ノヲヒ モヲ誰 解 カムと い へば、 

何人 を繼 室と すべ きかと いふ 意に 了解せられ るので ある。 


丹 波の 五 王女 を 記に 兄 比賣弟 比賣と し た の は 固有名詞 で はなく、 姊 妹と いふ ほ 

どの 意で、 別の 章 下に は 通計 五 柱の 名を擧 ばて 居る (第 四 二 H 以下)。 然るに 之を玆 

二 女王と したの は 稗 田阿禮 若く は 太 安 萬 侶の 誤解で、 原說 では あるまい。 死に 瀕 

する 赛が繼 室 を 見た て、 遺言 するとい ふこと も絕 無と はい へぬ としても、 勿論 Igl 

例で はなく、 特に 此 場合に は 右の 如き 餘裕 はなかった やうに 思 はれる。 此 やうな 

說を 生じた の は、 丹 波の 五 王女が 此 貴女の 娃 にあた るからで あらう が、 上代に 於 

てに 母 氏 を 異にする 限り、 兄妹 相婚 をす ら妨 なしと したので あるから、 其 子女 は 

全く 他人と 同様であった 害で ある。 恐らく は ヒバ ス嫒等 は 其 以前から 妃 として 娶 

されて 居た ので あらう。 

以， ii 述 した 所に よる. と、 此事件 G- 眞相は 比較的 簡單 で、 武墙安 _ 诊の亂 の 如く 

政府 顚覆を 目的と して 亂を 起した Q ではなく、 個人的の 大逆 未遂 犯に 過ぎへ . ふ か つ 

附帶說 話  一 一一 三 


第 四 章 狹穗彦 の 反逆  ニー 四 

たもの 、やうで ある。 其 動機に ついては 何等 傳 ふる 所がない が、 私領の 問題が 直 

接 原因で あつたと m- つ はれる こと は 上記の 通りで ある (第  一 00S0 御卽 位に よって 

皇室に 復歸 せられた 天皇が、 依然として 佐 保 家 (舊春 日 氏) の 世襲 財 直た る イク メ 

(活 目) を 領有 せられる こと は、 狭- 穗彥 等が 不可解と し 不平と した 所で、 其 返還 を 

請願して 容 れられ なかった 彼が、 窃に 天皇 を 失 ひ 奉らば、 當然 自家の 手に： 收し 

得られる と考 へ たこと は 有り得べ きで ある。 されば 隱 忍して 好機の 到来 を 待つ 間 

に、 おの づ から 其 企が 狹穗姬 の 耳に 達し、 一夜 龍 楚を迎 へた 際、 危機 切迫 を 感じ 

たので、 之を密 奏して 安全の 地に 落し まゐら せた ので あらう。 天皇の 逆鱗 は當然 

のこと で、 直に 討 手 を 差 向けられ たので あるが、 狹德姬 は 勿論 その 所 生の 皇子 も 

同じ 閭 里に 居住せられ たから、 先づ 御子 を取戾 し、 母紀の 救出に も 努力せられ た 

けれども、 遂に 及ばなかった ので ある。 皇居 を 纏 向に 遷 された の も、 恐らく は此 

事件が 發 生した 爲で、 擾亂 地に 朝廷 を 置く こと を 不可と せられた からで あらう。 


此 見地 を 以てすれば、 紀記 所载の is の 要領 は 次の 諸點 にある もの、 やうで ある。 

(一) 活 目の 高宮に 於け る 治世 中、 狹穗彥 が 陰謀 を 企てた。 

(二)  5 は I 姬 QS により、 11 其 は S 女の 環に於5 された ものと 

すべきで ある .11 危難 を 免 かれた まひ、 直に 討 手 を 差 向けられ 广 

(110 狭^ S は閭 里の 稻置 を堡寨 にあて、 防^した 

S 幼擧は I-Q 地 £k タュ ぺ 狭讓は I 責任 5 ら族 人と 述 

命 を 共に する 覺悟を 以て 籠城した。 

(五) 寨兵 は善戰 したが、 遂に 官 車の 將-彥 八 綱 田の 火攻 によって 陷 落し、 狹德」 诊 

兄妹 を 始め、 一族の 主なる もの は 戰死を 遂げた。  ！ 

..ro に 後世の W 承 者 は、 皇子 及 其 母妃の 在營を 奇怪と して、 之が 釋明 を與 へる 

S に、 狹 a 姬が 陰謀に 參 加し、 若く は參 加を强 要せられて、 實 行の 任に 選ば ホす 

ものと し、 兄 I つび」 き 悔いて、 自滅の 決心 si 城し さいふ 脚色 を 加 

史的 考察  一 
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へ、 皇子に 關 して は 其 後の 降誕と も 〔記〕、 或は 恩赦 を 乞 ふ爲の 質と して 母 妃が帶 

同した かの やうに も說 いたのであった 〔 紀〕。 後日 更に 藝術 化せられて 狹穂姬 を 立 

1! 者と する 悲劇の 一 幕が 脚色せられ、 義理と 恩愛の 柳 に惜む 女性の 苦衷が、 暴 

雨 錦蛇の 靈 夢に 結びつけて 描寫 せられ、 更に 幼 皇子 授受の 劇的 ^ 面が 蹄 入せられ 

たので ある。 

狹穗 亲服誅 後の 殘黨 同族の 處 分に ついては、 傳 說は默 殺して 居る が、 狹驄雍 及 

其昆 弟が 血 食した 所 を 見る と (第二 卷 一 三 三 頁)、 累は佐 保 氏 以外に 及ばなかった と 

せねば ならす、 11 狹穗， 彥の 子女 は 其々 母 氏に 入籍して 居た ので あらう —— 其領 

地 は 勿論、 宗族 春 日 氏の 私邑 も沒收 せられた もの 、やうで あるが (第二 卷 一 五 四 lno、 

尙 名門と して 後世まで 存續 したので あ る 。 
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笠缝邑 11 伊勢大神宮 11 大倭祌 社 11 大 k 祌社 —— 三輪 傳說 1— 箸 墓俾說 —— 石上祌 

宮 11 祭祀 一 般 

師木ニ 朝の 記事に は 祭祀に 關 する ものが 極めて 多い が、 其 は序說 (第 七 K 以下) に 

述べた やうに、 祭神 制度の 確立 を 物語る もので、 此 御代に 於て 祭祀が 創始せられ 

たとい ふので はない。 さ h ながら 多く は 他の 史實と 結びつけて 叙述 せられて e る 

爲に、 俾說の 本旨 か 誤解せられ 易い から、 以下 神 営 神社 別に 縦貫して 說述 する こ 

とに する。 

(ィ) 皇 大祌宫 

古事記に は旣に 神代 卷に 於て、 天 照大御 神から 皇孫に 授けられた 鏡 を 拜ゴ祭 佐 
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久久 断 侶 伊須 受能宫 一と 述べ て 居る が、 此ニ 朝に 在って は 神 皇女 豊詛比 賣命及 

垂仁 皇女 倭比賣 命を拜 TI 祭 伊勢大神宮 一也と した 外、 大神宮に 關 する 古 傳說を あげ 

て 居らぬ。 其 は 如何なる 理由に 甚く か！^ 明せ ぬけれ ども、 紀 によって 傳 へられる 

が 如き 祭祀 沿革 を僞說 なりと し、 ^神 朝 以前から 伊勢に 奉齋 した ものと 斷定 した 

爲 では あるまい。 恐らく は 大神宮に 關 して は 別に 1 篇を 設ける 腹案が 存 したの を 

實 現す るに 至らなかった ので あらう。 されば 以下 主として 紀に據 り、 古語 拾遺 其 

他の 文 獻を參 酌し つ k 說明 する。 崇祌紀 に は先づ 次の 如く 記述 せられて 居る。 

五 年 國內多 二 疾疫； 民有 二死 亡者- 且 -1 大半- 矣 

六 年 百姓 流離、 或 有，， 背叛 (其 勢 難， 以& 治， 之、 是以晨 興、 夕惕、 請 n 罪 神祇； 先， 

是 天照大神、 倭 大國魂 二 神、 並 祭 二 於 天皇 大殿 之內？ 然畏ニ 其 神 勢 S ハ住 不レ 安、 故 

以-, 天照大神-託 n 豊鍬 入姬命 i  二 於 倭 笠 鏠邑ぉ 立 二 磯 堅城 神 籬- 

疾疫 死亡 流離 背叛は 神鏡 奉遷の 直接 原因で あるか、 或は 次の 大物 主 及 大國魂 祭祀 


の 伏線で あるの か 明示 せられて 居らぬ が、 記に よれば 其 は 主として 大物 主神と 關 

聯 する ことの やうで (後記 參 照)、 神 籬造營 の眞の 動機 は 他に 存 すると 忍 はれる こと 

は序說 (第 一 四员) に 述べた 通りで ある。 天皇の 大殿內 に奉齋 したと あるの は、 神代 

紀 〔一書 二〕 の 同 床 共 殿-」 あたる が (六 II 九 员)、 其は必 しも 皇祖 神の 思 召で はな か 

つた やうで、 天皇が 本然 的齋 主として 親祭 せられる 都合 上、 御霊代 を 宮中に 奉安 

したので あるが、 政務 御 多端の 爲、 皇女の 一 柱 を 御名 代と して 專任 せしめられる 

ことにな つたので、 淸淨の 地 を 選んで 奉遷せられ たので ある。 此ー轉 機に は 毫も 

祭政 分離と いふ やうな 意味 は 含まれて 居らす、 皇祖 神の 祭祀 は 依然として 最 重要 

政務と せられた ので あるが、 唯 天皇 御自身が 齋 主たる 職務に 服せられ る ことが な 

くな つたので ある。 

磯 堅城 神 離 (五 ー ニニ 页 以下) を 設けられた 笠縫邑 は、 瑞籬 {P，：I を 距る こと 遠から ぬ 

地點 であった らうと 思 はれる が、 其 趾を傳 へて 居らぬ。 擬定 地と して は 磯城 郡 織 

笠縫邑  ニー 九 
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田 村 大字 茅 原 又は 上 之鄕村 大字 笠を擧 げた もの も あり、 川 東 村に 笠 形、 朝 倉 村に 

I ュ 間と いふ 地名 も ある。 茅 原 說は皇 太 神宮 儀式 帳に 活目 天皇 御世-一 潘姬內 親王 ヲ 

爲，， 御杖 代- 齋奉 キ」 美 和， 御 諸 原-造 二 齋宫， 出 奉 テ齋始 奉キと あり、 茅 原が 三輪に 近 

く、 且 笠の 緣語 〔祌樂 歌〕 なる に 因る もの、 やうで あるが、 假に懐 式 帳 を典據 とす 

るに 足る ものと しても、 其 は垂仁 天皇の 御宇と 明記 せられて 居り、 美 和の 御諸宫 

を 出 發點と して 諸！： を 巡 廻せられ たと あるので あるから、 笠縫邑 をい ふ ものと す 

る こと は 出来す、 カサ は諸國 にある 地名で (第二 卷 一六 八 页)、 笠 縫の 力 サとは 全然 

別義 であるから、 此 一語に よって 牽强 せんとす るの は 無謀で ある。 神樂 歌に 笠の 

アサ チ 原と ある だけで は、 笠 縫が 茅 原と 改稱 したと する 論據に はなら す、 » くと 

も 茅 は 笠 縫の 材料と なる もので はない。 案す るに 敏達 天皇の 御 孫 笠 縫 王の 母は樱 

井 玄リ と 呼ばれた から、 磯城 郡 櫻 井に 緣故を 有し、 其 附近の 地名 を 王子に 負 は 

せた ものと 想定す る ことが 可能で、 此方 面に 笠 縫と 稱 する 一 邑が存 した ものと す 


べきで ある。 或は 今の 櫻 井町の 西方 笠 神と いふ 地が 其で、 笠 縫の 祖神を 祭った が 

故に 改稱 せられた ので は あるまい か。 此 界隈 は 古の ャ マ ト 又は 大ャ マ トの 域內で 

あるから (第 一 卷 1 H ハ七员 )、 特に 此語を 冠して 倭 笠 縫 邑と稱 へ たので あらう。 

古語 拾遺に は 之 を 次の 如く 詳記して 居る。 

至 レチー 磯城 瑞垣朝 一 漸畏ニ 神威 一同 レ殿 不レ 安、 故更令 T 齋部氏 率 二 石 凝 姥神裔 、天 

目 一 窗神裔ニ氏(更鑄ぃ鏡、造，•J-以爲ニ護身御璽f是今踐^^之曰所Jl^神a之鏡 

劎也、 仍就， 於 一一 倭 笠 縫 邑ー殊 立 一一 磯城 神籬ー 奉レ遷 一一 天照大神 及 草 雍劎； 令 一， 皇女 豊 

鍬 入 姬命奉 P 齋焉、 其 遷祭之 夕、 宮人 皆參、 終夜 宴樂、 歌 曰、 美 夜 比 登 能、 於保與 

須我 良爾、 伊佐 登 保 志、 由 伎能 與呂志 茂、 於 保 與須賀 良爾、 今 俗歌 曰、 美 夜 比 登 能 * 

於 保 與曾許 侶 茂、 比 佐 登 保 志、 由 伎 乃 與呂志 茂、 於 保 與會許 侶 茂、 詞之轉 也 

模造 劎鏡を 以て 天津日嗣の 神璽と せられた こと は事實 であるが、 其が 果して 此機 

會に 於て 作製せられ たもので あるか は 疑問で、 石 凝 姥及天 目 一 箇の 子孫が 之に 想 


第五 章 祭神と 神社  ニニ 二 

じたと い ふ の は、 神武 朝の- K 殿 造營、 神寶 製作 Q.^ ー卷 ニニ 九页) と 同じく 推測に 過 

ぎぬ。 I. 奈良手 向山 八幡- >n 神官 上司 氏藏 大和 神社 注進 狀 附記の 「齋部 家牒」 に は 

石 凝 姥神八 世ノ孫 瀛津足 命、 天 目  一 » 命 八 世， 孫 園 振 立命が 製作した と ある (古. 語 拾 

遣 講義に よる) 11 此ニ 神が 鏡 作 工人 及筑紫 伊勢の 忌 部に よって 奉齋 せられた 事實 

があった としても、 實在 人と して 子孫 を殘 したと は 信ぜられぬ から (三— 一 〇 八、 一 

1 一 〇 页)， 恐らく は 後日 齋部 氏に 於て 揑造 したので あらう。 

遷 祭の 夕の 宴樂の 歌に ついても 亦 疑が ある。 ^歌 曰と して 注記した の は、 神樂 

の 大前張 中 「宮人」 の 歌で、 嘉禎 本に よれば、 

宮んの 大 よそころ も ひ、 ざと ほし きのよ ろし もよ お ほよ そ 衣 

m ゾ匕  , 

とめり、 大ョソ 衣 は大裝 衣の 謂で、 宮人 卽ち 神官の 着る 大鱧服 は 膝まで 着 通し 

立 派で あると いふ 意に 過ぎ や、 此# (古語 拾遺) に 本 歌と 稱 する もの と 語 音 はよ く 

似て lig るが、 內容は 全然 相違す るから、 轉呼 又は.^ 俾と 見る こと は出來 や、 强ひ 


てい へば 「作り かへ」 又は 「かへ 歌」 とすべ きで あるが、 さの み 特異な 曲譜と も m„T に 

れす、 且神樂 中には、 古歌の 語音 を 模倣して 他の 意味 を 表示した 地口 式の 歌 は 一 

つもな く、 一方 本 歌と 稱 せられる も Q も、 歌 意から いふと 祭祀に も宴樂 にも 甚緣 

が 乏しい やうで ある。 於 保 與須賀 良の ォホ (大) は 接頭語 的に 用 ひられた もので、 

ョ スガラ (終夜) とい ふに 同じく、 伊佐 登 保 志 はィザ (誘) ト ヒ (訪) の 一 活用形で、 

誘 ひ 合 はせ てと いふ ほどの 意と 思 はれる から、 宮人が 夜もすがら 誘 ひ 合 はせ て來 

往す るの はよ ぃ亊 よと いふに 過ぎ や、 特に 此 場合の 爲に 作られた 歌と も、 或は 謠 

はれた ものと も考 へられぬ。 されば 是は本 歌で はなく、 寧ろ 神 4- 歌から W 心 ひつい 

た僞說 で、 縱ひ廣 成の 考案で ない としても、 齋部氏 家 傳 の 一 潤色に 過ぎなかった 

ので あらう。 11 古語 拾遺の 所說の 信すべからざる こと は、 前篇 來屢ぷ 述べた 通 

りで ある。  , 
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垂仁 朝に 於け る 神宮 奉遷の 動機に つ いて は、 序說 (第 一 szo に 述べ た 通りで ある 

が、 紀 〔本文〕 に は 其 顚末を 次の 如く 叙述して 居る。 

二十 五 年 春 二月 丁巳朔 甲子、 詔，， 阿倍 臣 遠祖 武濘川 別、 和坪臣 遠祖 彥國葺 、中臣 

連 遠祖 大鹿嶋 、物 部 連 遠祖 十 千 根、 大伴連 遠祖 武日ノ 五大 夫， 曰、 我 先， M 御 間 城 

, 人 S 五十 瓊殖 天皇、 惟 叙 作い 聖、 欽明聰 達、 深 執 二 謙 損； 志 懷，， 沖 返， 綱 TT 緣 機衡， 

f£TT 祭 神祇： 剋い 己 勤ン躬 日愼， 一 一 日 f 是以 人民 富 足 天下 太-牛 也、 今 當，, 臉世， 祭，， 祀 

神祇つ 豈 得い 有， 乎、 三月 丁亥 朔丙申 離 一一 天照大神 於 豐耜姬 命つ 託 一一 于潘姬 命 i 

潘姬命 求 T 鎭 TT 坐 大神 一之 處上而 、詣 ニ蔸田 筱幡； 更還之 入 二 近江國 f 東 迥， 一美 濃ハ 判， 一 

伊勢 國ハ時 天照大神 誨 二健姬 命， 曰、 是 神風 伊勢 國則 常世 之浪、 重浪歸 1； 也 、傍！： 

可怜闕 也、 欲ン 居，， 是國； 故隨二 大神敎 (其祠 立，， 於 伊勢 國，、 因 興，， 齋. K 于 五十鈴川 

上， 是謂ニ 磯宮； 則 天照大神 始 自，， 天降 之處也 

ニ刈の詔勒は祭祀虔修の^^盧を布告せられたのでぁるが、 神宮 奉遷の 前提た る こ 


とはい ふまで もない。 五大 夫の 名 を列擧 したの は 詔勅に 公式の 性質 を帶 びし める 

爲 であらう。 當 時の 宣命 奉行が 果して 此の 如き 形式 を 以て 行 はれ たかは 疑問で、 

詔 旨 は 漢文で 記述 せられて 居る のでる るから、 之 を 古言に 還元して 考察すべき こ 

と は 勿論で あるが、 文字の ない 時代に 此 やうな 內容を 特に 口宣す る 必要が あった 

とも 思 はれぬ。 恐らく は此 一 節 は 後人が 叙盧を 忖度して 追加した もので、 神 紙の 

祭祀 は 詔勅 を 待た やと も勵 行せられ て 居た ので あらう。 

五大 夫 は當時 最も 有力であった 廷臣 をい ひ、 武淳川 別と 彥國葺 と は、 前 朝以來 

屢、、 名の あら はれた 皇 3^ で、 十 千 根の 出 系 は 第二 卷 (九 七页) に揭 げたが、 大鹿嶋 及 

武日は 之 を 初見と する。 中臣 系譜に よれば 大鹿嶋 は 天 兒屋命 九 世の 孫で、 前篇 第 

五 卷( 一 五 〇 頁 以下) に擧 げた 神 聞 勝 命の 子久志 宇賀 主命の 男と ある。 又 斌日は 公卿 

補任 大伴健 持 連の 注に 天 忍 日 命 之 後、 道 臣命之 七 世 孫、 a 父豊日 命、 父 健 日 命 也と 

あるから、 道臣 命の 六 世の 孫で、 豊日 命の 子で あらねば ならぬ。 此 人は景 行朝武 

伊勢 大祌宫  ニニ 五 


第五 章 祭神と 神社  一 三 六 

將 として 日本 武 尊の 東征に 供奉し、 男武以 (健 持) 及 その子 室屋の 代に 至り 大に顯 

達した。 

此 時まで 豊 耜入姬 命が 齋 主として 皇祖 神に 奉仕した ので あるが、 遷 坐に 花み、 

!g 姬 命と 交代せ しめられた。 此倭姬 命 は 從來垂 仁 天皇の 皇女と 了解せられ、 記に 

も 上記の 如く 其 旨 を 注記して 居る ので あるが、 先學 が年齒 から 推算して 疑 を 挾ん 

だ やうに、 此 時の 御杖 代を此 皇女と する こと は 不合理の やうで ある。 恐らく は 天 

皇の御 妹なる 千々 衝倭姬 命の 謂で あつたの を、 同名の 故 を 以て 誤傳 したので あら 

う。 其 は チチッ ク (神 靈齋) とい ふ冠稱 によっても 證 明せられ る ことで (第三 六 頁)、 

ャ マ ト姬は 皇室 員た る 女性の 稱號に 過ぎぬ から、 次の 齋主も 亦倭姬 命と 稱 へられ 

たこと も 有り得べ きで ある。 然るに 古語 拾遺に は 此倭姬 命 を垂仁 天皇の 第二の 皇 

女と し 母 皇后 狹穗姬 と 注記して あるが、 紀 記の 所傳と 一 致せぬ のみなら す、 譽津 

別 皇子に 御姊 妹が あった 形跡 もない。 S ふに 齋部宿 禰廣成 は 紀の年 紀に甚 いて、 


垂仁 天皇の 治世 第五 十八 年に 降誕 せられた 景行 天皇の 御 同腹の 妹 皇女が 第二 十 

五 年に 神宮 齋 主に 任ぜられ たこと は 有り得ぬ として、 先 后の 出と 改めた ので は あ 

るまい か。 

奉齊地 選定に ついては、 紀に 一 云と して 次の 如き 異傳を あげて 居る。 

以， き姬 命， 爲，， 御杖-. yr 奉 於 天照大神 i 以倭姬 命、 以ニ 天照大神- 坐 於 機 城 

殿欞之 本， 而祠 之、 然後隨 二 神誨， 以ニ丁 巳年 冬 十月 甲子- 遷 n 于 伊勢 國渡遇 宮- 

イツ カンの イツ は美稱 であるから、 單に欞 の 木の 下と いふに 同じく、 普通名詞で 

あるが、 大和に 此 種の 地名が 多い こと は旣述 (第二 卷ー 五六 员) の 通りで、 雄 略 天皇 

の 御製に 「御 諸の イツ. 、カンが 下、 檁が もと」 とも あるから 〔記〕. 此には 磯城と いふ 總 

名 を 冠して あるが、 上揭 儀式 帳の 美 和 乃 御 諸宫と あるに 當 るので は あるまい か。 

若し 然.： 'とすれば、 其處 から 蒐 田の 筱 幡に遷 しま ゐら せた ので、 狡 は此云 n 佐 佐- 

と 訓 注せられ、  今 も 榛原町 大字 山邊 三に 笹幡 とい ふ 名が 殘 つて E る。 伊賀に 出る 
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街道に あたる から、 神輿 を駐 めら れた事 は 有り得べき である。 11 式の 御杖 神社 

の 所在地なる 御杖村 大字 神 末 を 以て 之に 擬 する ものが あるが、 後記の 如く 大和 か 

ら 直接 伊勢に 奉遷した ので はない から、 此 山地まで 迂 廻せられ た かない。 11 

彼 幡出發 後の 巡 廻 地は紀 〔本文〕 に は 更還之 入 二 近 江國， 東 廻， 一美 濃 一到 11 伊勢 國 一と あ 

るの みで あるが、 皇太 神宮 儀式 帳 に は 其 前後 に 次 の 諸 頓宮を あげ て 居る。 

宇 太 乃 阿 責宮。 天 武紀に 荒 田 吾 城と ある 地で、 天皇が 吉 野から 廿樂村 (第一 卷 

一 四 四 頁) に 達する 前に 經 由せられ たと あるから、 今の 松 山 町 以南で あらねば 

ならぬ。 萬 葉 集に も阿騎 大野と 詠まれて 居る。 

佐々 波 多宮。 上記の 彼幡 である。 

伊賀 穴穗 せ"。 彼幡 から 柘殖に 出る 中間 地で あるから、 今の 名賀郡 阿保 村邊を 

いふので あらう。 和名 抄 にも 伊賀 郡 阿保 鄕と ある 舊地 であるが、 ァホと アナ 

ホとは 語義 を 異にする から、 いづれ か 一 方 を 訛と せねば ならぬ。 


阿 rai^ 殖 飞 今の 東柘植 村で ある。 此 地から 東 すれば 伊勢の 鈴 鹿 郡で、 北に 

,2 へば 近 江の 甲賀 郡に 出る。 紀に更 還 之 入 二 近江國 一と あるの は 之 をい ふので 

あらう。 

淡 海 坂田宮 。 坂 田 郡の 一 地點 をい ふので あらう が、 所在 を詳 にせぬ。 美 濃に 

出る 頓路 である。 

美 濃 伊久 良 賀宫。 IS 姬世 記に は 伊久 良 河宮と あるが、 此河も 亦 力の 假 字に 用 

ひられた ものと すべく、 ィは 接頭語で、 クラ 力 (倉 處) の 謂で あらう。 今の 本 

i 邯川崎 村 大字 居 倉 を 以て 之に 擬 する もの も あるが、 其 地を模 ぎる 河流 は存 

せす、 縱ひ 其趾を 失うた ものと しても、 ，K 名に 河 を 加へ て 呼ぶ の は 蛇足で、 

五十 をィ ス ズ 川 之せ ：！ と稱 へ た 例 もない。 加 之 此頓宮 は 淡 海の 坂 E から $1 

勢の^ 名に ふ 途上に あるべ きで、 居 倉に 立 寄る こと は 聊か 迁 il の やうに Ho 

はれる。 
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伊勢 桑 名 野 代宮。 和名 抄に桑 名 郡 野 代 (乃 之呂) と ある 地で、 今 も此 名を傳 へて 

居る。 

鈴 鹿 小山 宫。 川 俣 縣造を 召された と あるから、 神 名 帳に 川^ 神社と ある 地 

(今の 井田川 村 大字 中 富 田) の 附近で あらう。 

壹志 藤方片 樋宮。 今 は 安濃 郡に 屬し、 藤 水 村 大字 藤 方と 稱 する。 上. 此 附近 

はァ サ 力と 總稱 せられた やうで ある (六-— 九 一 き 0。 

飯 野 高宫。 飯 野 郡 (今の 飯 南 郡の 東部) の 一 地。 

多氣 佐々 牟 蓮宫。 俊姬世 記に は 佐々 牟江宮 と ある。 神 名 帳に 竹/: £ 々夫 江 神社 

と ある 地で.、 今の 下 御絲村 大字 根 倉に あ；， 一る。 名の 義は 淸淨 御田で、 其 江 を 

も ササ御 江と 稱 へ たものと 思 はれる。 

其より 磯宫及 宇治 ノ家 田， 田上宫 を經、 現在の 地に 鋭 坐せられ たと ある (後記 參ぎ。 

依 式 帳は延 1- 二十 三年の 奥 書の ある 古記 錄 であるが、 後人が 筆 を 加へ た 形跡 もな 


いで はない から、 寸毫の 誤の ない 事實 とはい ひ 得ぬ としても、 巡歴の 道筋 は ほ，.^ 

簠、： 近く、  » く とも 神宮 祠官の 間に は 右の 如き 傳 承が 存し たので あらう。 天武朝 

の， と稱 する 潘姬世 記に は、 右の 巡路 中に 淡 海 甲 可 日 雲宮、 尾 張 阔中嶋 宮等を 

加 、、 其外：，^波乃^1|1宮、木乃國奈久佐濱宮及吉備國名方濱宮にも鎮坐せられた 

事が あつたかの やうに 記されて 居る が、 此 書の 僞 撰なる こと は 明白で あるから、 

1^ 题 とする に 足らぬ。 

1^ 勢 を 坐 地と 定められ たの は、 皇祖 神の 祌敎 によると 說 かれて 居る が 〔，？^、 

若し 然り とすれば、 伊賀、 近 江、 美 濃 を 巡歴す る 以前に 啓示 せられて 然るべ き 害で 

あるから、 此 は俊姬 命の 感想 を 神宣に 託して 表現し 仁ので あらう。 神風の 伊勢と 

つづけた の は、 イセの 原語が イソ (磯) で、 神 地なる が 故に 神風の 渡る 機と いひ 力 

けたので あるから、 皇祖 神 奉齋後 慣用と なった ものと せねば ならぬ が、 其 起原 力 

い = いので、 神武 天皇の 御製と 稱 する 歌に も 之 を 用 ひ (添. ー卷 一七 Qn)， 伊勢 津彦の 
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示した 奇蹟に 因る ものと も說 明せられ たので ある (五 —一七 四 頁)。 常世 之 浪重浪 は 

f の重浪 とい ふに 同じく、 同 一 名詞 を 反復した の は 上代の 一 語法で、 W 方 簾 

の 地なる ト コ ョ の國 (三— 一 一 1 二 S から 折 重な つ て 波浪の 打 寄せる 國を 霞し、 伊 

勢 (志 摩 を 含む) 南岸が 太平洋に 直面す る こと を 形容した ものと はれる。 化 隠 は 

プ ネ の隣國 とい ふ 意で、 クマシ (可 怜) は美稱 である。 

其 s 立 n 於 伊勢 國ハ因 興 二 齋宮于 五十鈴川 上 一と ある 祠と 齋宮と は、 別個の 營造勿 

をい ふ ものと も、 同一 事項 を 繰 かへ し、 少しく 言葉 を かへ て 表現した ものと も 解 

せられる ので、 古語 拾遺に は 立 二 其祠於 伊勢 國 五十鈴川 上-因 興 二 奮-令 ニ篇命 

居-とかき 改め、 傳姬世 記に も 興： 齋官于 宇治 縣 五十鈴 河 上，^ 《が 際-令 二 倭姬命 居- 

と 記 注せられ て 居る。  兩窨 ともに 典據 とする に 足らぬ が、 齋部廣 成 及 世記僞 撰者 

が、 紀の 文中の 齋宫 を齋 主の 宮殿と 解した こと は事實 とせねば ならす、 語義から 

いうても 當 時の 事情から 考 へても、 之に 從 はざる を 得ぬ。 前 朝に 於て 笠 鏠邑に 奉 


遷す るに 當り、 建立せられ たと ある 磯 堅城 神 離 は、 前篇 第五 卷 (一三 頁 以下) に 述べ 

たやう に、 ュ 二  "(祭 庭) の 標識で、 神の屋 舍 ではなく、 神靈は 一 地に 定住す る も 

ので はない から、 雨露 を 凌ぐ 設備 を 必要と しなかった ので、 齋主 以下 は 各自の 邸 

宅に E 住し、 祭儀に 花んで 參 集した ので あるが、 新鎮祭 地なる 伊勢に 定住 奉仕せ 

られる 皇女の 爲に は先づ 其御屋 (宮) を 必要と したから、 之 を造營 せられた ので あ 

らう。 されば こそ 之 を齋宫 (ィ 、ノ ヒの ミヤ) と稱 へたので、 後世に 於ても 齋宮と 

い へば (ィ ツキの ミヤと 稱 する) 齋 主たる 內 親王の 御 事と 了解せられ たので ある。 

萬 葉^ 第二 卷の高 市 皇子 哀悼 歌 (柹 本人 麿 作) に、 渡會乃 M 齋 宫從、 神風 爾、 伊吹 惑 之 

と ある 齋宮は 神宮 を 意味す るので あるが、 其 はや、 後世の ことで、 垂仁朝 當時御 

靈代を 奉安した のはホ クラ (神 庫) であった 害で あるから、 此の 祠の 齋宮と 別個の 

誉造 物と 兌て、 神武 紀の靈 時と 同じく、 マツリの 一一 "をい ふ ものと 解すべき であ 

る。 從 つて 此齋 ど 始め、 上 揭巡歷 地の- K も 亦 御杖 代た る 皇女の 頓や： I をい ふ も Q 
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とせねば ならぬ。 

齊宫を 機せ 〕 と稱 した こと は 有 b 得べ きで、 上記の 如く 儀式 帳に も此 名が 見え、 

次で 宇治の 家 田の 田 上宮に 移られた と あり、 家 田 は 山 田 及 浦 田と 同じく 宇治の 一 

地點 名で ある。 一 書に 遷ニ于 伊勢 國渡 遇宮 一と あ-るの は 一 異傳 で、 度會 郡に ある 神 

宮の 意と せねば ならぬ が、 其は當 時の 稱 呼と は 思 はれ や (六— M 四 no*  丁 巳年 冬 十 

月 甲子と いふ 年月 次 も 異例で (丁 巳年 は 二十 六 年で ある)、 比較的 後世の 說 とせね 

ばなら ぬ。 

紀 〔本文〕 に 則 天照大神 始自レ 天降 之處 也と あるの は、 伊勢 國に神 t さ： s-?.?^ けられた 

から、 今まで 高天原に のみ 神留り 坐し ました 皇祖 大 神が、 爱に 始めて 天降せられ 

たとい ふ 意味で、 單に靈 鏡 奉安 所た るに 止まらす、 神靈 降臨の 地で あると いふの 

である。 然るに 此始の 字 を 原始 または 本初の 意、 卽 も建祠 以前の こと、 誤解して 

贅辯 を： 弁した もの も あるが、 萬 一 その 事實の 存在が 信ぜられた とすれば、 奉齋地 


を 求めて 諸國を 巡歴す るまで もな く、 直に 此處 に：！ 3 しま ゐら せ. 舌で ある。 —— 

玉屋 本に は 始自レ 天降の 次の 三 字 を 削り、 經， ニー  十 餘處， 今 在 n 此宮- とい ふ 一 句 を 

補うて あるが、 其 は 1st 文の 意 を 解し 得なかった 後ん が 改寬を 加 へ たものと m 心 はれ 

る — さりながら 祌秘を 好む 尺 情の 慣 として、 諸方 物色の 未此神 境を發 したと 

解す る ことに 滿 足せす、 古語 拾遺の 如き も 始在ニ 天上 一 預結ニ 幽契； 衢神先 降 深有レ 

以 矣と說 いて 居る ので あるが、 援田 伊勢 來 着に 關 する 傳說に は 他に 寓意が V 

する こと 前篇 第六卷 a せ 一章) に 詳論した 通りで ある。 

(") 火！ ^神社 

旣 記の 如く 崇神 朝まで は 5g 大國魂 神 もまた 大 殿の. S: に 祭祀せられ たと あり (第一 

二八 ny 其 理由 は旣に 序說に 於て 論じた 通りで ある (第 九 頁 以下)。 記に は默 殺せら 

れて はるが、 紀 によれば 此 神に 關 しても 若干の 傳說が * し、 神 鍵 奉-!^ 一と： E 時に、 

之 を 別 所に 奉齋 した こと を、 次の 如く 記述して 居る。 
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亦 以，， a 本 大國魂 神， 託， 冷 名 城入姬 命， 祭、 然， >i 名 城 入姬髮 * 體 瘦而不 化， 祭 

建 社に ついては 明記 せられて 居らぬ が、 齋 主たる 皇女の nstt 地に 神霊 奉安 所が 設 

けられた こと は 言 ふまで もない。 髮 落體瘦 云々 は棍 病の ため 祭祀の 任 を：^ 行し 得 

ぬ やうに なった こと をい ふので あるが、 其 裏面 に は 司祭 者が 其ん を 3： ぬた め に 祟 

を 受けた とい ふ 意を寓 する もの、 やうで ある。 災害の 頻發も 一 部分 は此に w ると 

せられた ので、 大物 主神 鎮 祭の 經緯を 說く條 下に 於て 此神 にも 言及して S る。 卽 

ち 潘迹速 祌淺茅 原 目 妙姬及 大水 口， M 禰 等の 祌 夢中に、 大田 S 根子 を 以て 大物 主大 

神の 祭主と し、 4^ 磯長 尾 市 を 以て 倭！； 魂 神の 祭主と せば、 必す 天下 泰： 牛なら むと 

あ. 9 、 次に 神 敎に從 うて 此兩ん をして 二 神 を 祭祀せ しめたと ある (後出 原文 參 1D。 

今次の 祭場 も * 明示 せられて 居らぬ が、 市 磯と 稱 する 地域で あつたと 推定せられ 

る こと は、 第 一 卷 (二 六 七 S に 論じた 通りで ある。 垂仁紀 に は 一 云と して、 上記 大 

神お の 記事に つ、 けて 次の 如き 一 異 をのせ て B る。 


是時 倭大神 著，， 秘積臣 遠祖 大水 口 宿禰， 而海ヒ ノー  曰、 太初 之 時、 期 曰、 天照大神 悉 

治-, 天 原； 皇御孫 尊 治 二 葦原 中阈之 八十 魂 神 ハ我親 治 二 大地 官- 者、 言已 訖焉、 

然先良 御 間 城 天皇、 雖レ祭 TT 祀 神祇-微細 未い 探 二 其 源 根- 以、 祖 留-- 於 枝葉？ 故 其 

天. 皇 短命 也、 是以今 汝御孫 尊、 悔，， 先皇 之 不，， 及而愼 祭、 則 汝尊妻 命 延長、 復天ド 

太 ギ矣、 時 天皇 聞-一 此言ハ 則 仔，， 中 臣連祖 探 湯 主 - 而卜ヒ ノー、 誰ん 以 令い 祭 二 大 火 

神： 卽 iS: 名 城 稚姬命 食い 卜焉、 因 以命ニ 濘名城 稚姬命 H 正- 1 神 地 於- 1 穴 磯 SJ (祠 二 於 

火 市長 岡 岬； 然是 ilr 名 城稚姬 命、 旣身體 悉瘦弱 以不」 ぉレ 祭、 是以命 n 大倭 直祖、 

長 尾 市 {M 練， 令 矢 

^大神 又は 大 大 神が 1^ 大國魂 神 を 意味す る こと は 勿論で、 細目に は 相違の 點も 

あるが、 大體に 於て 上記 崇神紀 の 所說と 一致し、 唯 時代 を 異にする のみで あるか 

ら、 ！！： 一原 說が區 々に 言ひ繼 がれ 仁 ものと 思 はれる。 恐らく は紀の 本文に 採用せ 

られ たの は大倭 神社の 社 « で、 =: 亡し 物 部 氏 及 中お 氏から 出た ので あらう C 其 は W 

大倭 神； y  . 1 四 七 
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に兩 氏人の 名を擧 げた ことによって 推測 せられる。 火水：：： 宿禰は 開化 天皇の 外祖 

にあたり (第二 卷九六 宵 0、 甚 しく 世代 は 相違す るが、 物 部 氏の 遠祖で あり、 探 は 

^^訓の如くィ カキとょみ、 ユカ キ (FJ 攪) の 意で、 屮は として ク、 ガタチ (斷 罪) G- ュ 

カキ (探 湯) を 管掌した が 故に、 此名を 負うた ので あらう。 —— ク、 ガタチ を 盟祌採 

と漢譯 する により、 探 湯に ク、 ガタチ の 意 ありと して、 ク.、 カタ チスシ 又は ク ガス 

シ と改訓 したの は甚 しき 賢 しらで ある (古語 大 辭典 クガ クチの 項下參 ID —— 松 尾 社家 

系譜に 上記 大鹿 島の 弟と したの は眞僞 不明で あるが、 卜占に 任じた の は 職掌 上 あ 

り w べき ことで、 仔の 字 は 北 野 本に 仰、 集 解に は 命俾と 改めて あるが、 恐らく は 

付 予の合 字で、 託の 意 を 表示し、 此處 では ォ ホセ テと訓 むので あらう。 

大水：：： 宿禰の 託宣 は 崇神紀 に 揚げた 神 夢の 趣旨と は * しく 相違し、 先帝の 短 毒 

の W を 敬神の 本末 を 誤った ことに 歸し、 天皇に 祭 まを强 要した と あり、 皇 » 神 及 

天 淨日嗣 との 問に 分擔が 定まって 居た と あるが 如き は、 當 時の 人の W 心 ひもつ かな 


かった 事で あるから、 信用す るに 足らぬ が、 ^^大地を管掌するとぁるのは、 —— 

大地 官は 舊訓ォ ホ ツチ 〇 ッカサ と あるが、 漢文と しても 國語 としても 意 をな さぬ 

から、 官 は衍. 諜では ないかと m 心 はれる 11 此 神が！： 魂 卽ち逢 土神なる こと を に 

する もので (第一 〇n)、 せ 神 天皇 を 短命 也と 斷言 したの は、 序說 a:^ 六 K) に 述べた 

やうに、 紀記 にあげた 寳痴が 過大なる ことの 一 旁證 である。 

此 iS によれば 大 市の 長 岡 岬と いふ 地 點に祠 を 設けた と あり、 大市は 倭 迹迹姬 を 

葬った 地で 〔崇祌 紀〕、 和名 抄に城 上 郡大巿 (於 保 以智) と あるに 當り、 神 地と 定めら 

れ たと 稱 する 穴 磯に も 隣接して 居る から、 若し 此 傳に誤 なしと すれば、 迹迹姬 の 

菜 趾の存 .一:^ する 今の 織 田 村 字 箸 中 附近に 祭られた ものと すべきで、 祭主 を 長 尾 市 

ナガ ヲ チ 

と稱 する の も 長 岡 主の 謂と m 心 はれる が、 長 岡 岬と いふ 地名 は 傅 はら や、 之に 相 常 

す る 地 形 も 見え ぬ や う で あ る 。 案 や る に 本 W に よ れば 祭主 は 市 磯長 尾 市と あ る か 

ら、 .^碟 とい ふ 地名 を负 うた も Q とすべく、 從 つて 祭祀の 地 點も穴 磯で はなく、 

大 li^ 祌社  一四 九 
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市 磯で あつたの を訛俾 したので は あるまい か aw ： 卷ニ 六 七 no。 アナンと イチ シと 

は對 立す る 語で、 先住民の 穴居 者 を アナンと いひ、 市に 住む もの を イチ シと稱 へ 

たやう であるから、 錯誤 混！ 1： はあり？， 5 る ことで、 大市、 長 岡の 如き は 一定 所に 限 

られ た名稱 ではない から、 市 磯の 市を大 市と も稱 へ、 其 地に 近い.^ の 卿 を 長 岡 岬 

と稱 へたの かも 知れぬ。 過信す る ことの 出來ぬ 文書で は あるが、 火 ig^ 神社 註進狀 

に、 儘 大！； 魂 神託 二 K: 名 城入姬 命， 祭 二 於！ 1： 岡 市磯邑 一と あるの も、 必 しも 誤記 又は 

誤 ではなく、 據る 所があった ので は あるまい か。 狹井 神社の 條 F に は 大，： 巾 

長 岡 岬 今狹井 社地是 也と あるが、 此 ft は大 神々 社の 境內 に^し、 和名 抄の 大市鄕 

卽ち 今の 織 田 村と も、 纏 向の 穴師 とも 若干の 距離が ある。 

之 を 要するに 優 大！： 魂 神 は、 從來 天， M が 親祭せられ たの を、 5;:.^ 神 朝に ：4i.: り 他の 

.f^ 名な 神と： ：！： 列に ドし、 其 親 緣者を 求めて 之が 祭祀 を 5〉！^ しめられ たので、 ャ マト 

又は 大ャ マ ト を冠稱 とする 所 を 見ても、 初期の 御料地の^ 魂 神なる こと 疑な く、 


共緣 故によ つて 舊ャ マトの 一 地區 なる 巿 機に 鎮祭 せられ 仁の は-や 當な ことで、 若 

し 纏 向の 穴 機に も 其 社の 遺趾 があった とすれば、 後日の 遷ゃ" とせねば ならぬ。 現 

在の 社 地なる..： E 邊郡朝 和 村に 移し 仁の はいつ Q 時代 か 判明せ ぬが、 此 神社に よつ 

て 此地を もォ ホヤ マトと 呼ぶ やうに なり、 和名 抄 にも 城ド郡 大和 (於 保 夜 末 止) と あ 

る の で ある。 

( " ) 大ぎ 神社 

大物 主神の^ 祭に 關 して は、 記の 所說が 筒に して 要 を 得て 居る から、 左に 之 を 

揭载 する。 

ェャミ  t トク ナウ 

此天 の 御世に 役 病 さはに 起り、 尺 民 死せ て盡 きんと しき。 爾に 天， M 愁ひ^ 

きまして 神牀 に^せる 夜、 大物 主大祌 御 夢に 顯はれ て 曰 さく、 是は 我が 御 

心ぞ、 故意 {:E 多多 泥 古 もて 我が 御前 を 祭らし，. のた ま は. >-、 神の 氣 起ら や、 阔 

ヤス ラ-?  ハ ユマ クカ t  ワカ 

安平なら むと 曰す。 ：：： ケど 以て 驛 使 を 四方に 班ち、 意 多多 泥 古と いふ， を 

人 倭 神 li^  1 五 一 
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求む る 時、 河內の美努村に其，<^ど見得て：直進りき。 爾に 天皇、 汝は 誰が 子ヌ、 

と 問 ひ 給へば、 答へ n さく、 僕 者 大物 主大 神、 陶律耳 命の 女活玉 依毘責 を娶 

して 生みし 子、 名 は 櫛 御 方 命の 子、 飯 肩應見 命の 子、 建 甕槌命 のん、 00 

多多 泥. K: と 白す。 是に 天皇 大く歡 ばして、 天の下 平 かに 人民 榮 えなむ と 詔り 

たま ひて、 卽ち意 {ほ 多多 泥 古 命 を 神主と して、 御 諸 山に 意富 美 和 G 前 を拜祭 

りた まひき 

4^ によれば 疫病の 流行と 人民の 死滅と は 大物、 王 神の 祟で あると いふので あるが、 

何故に 此 やうな 苛酷な 祟 をした かとい ふこと は說 明せられ て 居らぬ。 役 病 は ェ ャ 

ミと いひ、 紀に 疾疫と あるに！ 1： じく (第二 一八 s、 原語 ェ( 疫) とャミ (病) とより 成 

立し、 人民の 二字 は 記の 黄. C 水傳說 にん 草と あるに 從ひ (二 ー 一 〇 八： 一 八 n)、 ヒト 

クサと 訓 むべき で、 —— ォ ホミタ カラと 訓 する は 非、 其 は 上代 一般 民 * と 一お 別す 

る爲 に、 皇室 g 隸民を 表示す る 語 で あ る 〔古語 大 辭典〕 11 此 朝に 疫病が 流行 し た 


とい ふ 事實を 祭神 制度 確立に 結びつけ たも G とも 說 明せられ るが、 ，：i:』：^ 說 一 一 

In;) に 述べ たやう に、 初代！： 母 五十鈴 姬 命の 祖 神の 祭祀が 絕ぇ たか、 ti; く は 司祭 者 

が 其 人 を 得な か つ た の で 、 不祥事が 續 幾した と 信ぜ られ たこと をい ふ ものと 了解 

すべ きで ある。 紀には h 揭 Q 如く 疾疫、 死亡、 流離 北 s: を粮 前年 來の 事實 として 叙し 

(^；  二八. n)、 其と 大物、 王 神 祭祀との 關 係を數 段に わけて 說 明して E^H る。 以ド 分割 

して 一お 述 する。 

七年赛 二：^  丁 丑 朔辛卯 詔 曰、 昔 我 皇祖 大 啓，， 鴻甚； 其 後 業逾 高、 王 風 博 盛、 不レ 

意 今 當，, 朕 世； 數二 災害 ハ恐朝 無，, 善政-取， 1 咎於 神祇- 耶、. ^r, 命 二 神 龜-以 極 巾致レ 

灾之所 由. M 也 

. ^によれば 本初 は粃 政の 爲に祌 紙の 怒 を 5 只うた ことが 災害の 因で あると 推定 せら 

れ たとい ふので、 之 を 卜占に 問 ふこと を 命 ニ神龜 一とし 仁の は 漢文 式 潤色で ある。 

之に ついで 卜.^ 〇 實 行と 其 結果と が 次の 如く 說 かれて 居る。 

大祌祌 針  一 五三 


第五 章 祭神と 神社  一 五 四 

於レ是 天皇 乃 幸 一一 于神淺 茅 原 一而 會ー 一八 十一 31 神 ー以卜 之、： =: ル時 神明 P 一  係迹迹 U 

W 襲姬命 ， 曰 、 天皇 何 憂，， 國之不 ,x 治 也、 若 能 敬 TT 祭 我 ， 者、 必當 n 自平 ， 矣、 天^^ 問 

曰、 敎レ如 ッ此者 誰 神 也、 答 曰 我是倭 闕域內 所い 居 神、 名 爲，， 大物 主神 f 時 得，， 祌語， 

隨レ敎 祭祀 

神淺茅 原の 所在 は 判明せ ぬが、 アサ チ原は 似而非 茅 卽ちチ 、パナ の 生 ひた 原 をい ひ 

〔古語 大 辭典〕、 靈 地であった が 故に 神 を 冠した ので あらう。 次に も 火 田 田 根子 引 13- 

のた； Q に 此處に 親臨 あらせられ たと あり、 目 妙姬に も 神淺茅 原と 冠稱 して 0^5 るか 

ら、 皇居 を距る こと 遠から す、 大物 主祌 とも 緣 故の ある 地と m、5 はれる" 或は 上 描 

の 織 田 村 大字 茅 原で は あるまい か (第一 三 〇H0。 倭迹迹 日^ 襲 姬は天 さ の 御大 叔母 

で 、 .2}- 室 の 長者で あり、 且名號 から い う て も 神聖 視 せられた 女性の やうで あ る か 

ら (^二 卷ー ニー n)、 卜 兆の 判斷を 下された ので、 之 を 神の 託官： と兑 なした とい ふ 

ので あらう。 — 此 貴女 は 或は 大物 主神の せ 選 司祭 者であった ので は あるまい か 


と m.:3 よれる こと は序說 一  三- に 述べた 通りで ある。 

此 一 に 於ても^ 大物 主神の 巣が、 災異の 1^ 接 原因で あると はせられ て 居らぬ 

ので あるが、 次の 記事に 於て 始めて 此 神の 意に よる も 0 である ことが 明に せられ 

仁。 卽ち  . 

然 於い 事 無 JS  、天 A 乃 沐^ 齋戒、 潔 ゴ淨殿 內-而 祈 之 曰、 い 神 尙未レ 盡耶、 何 不- 

レ享之 茶 也、 冀亦 夢敎レ 之、 以 畢-, 神 恩 i 夜 夢 有- - 一 贵人ハ 對 TT 立殿戶 ハ自稱 n 大物 

主神- 曰、 天 由 ^ 勿 T 復爲. U 愁 -1 國之不 1 い 治、 是吾意 也、 若 以-- 吾 兒大田 田 根子 - 令レ祭 

レ吾 者、 則 立 平矣、 亦 有 二 海外 之國 -自當 一一 歸 伏- 

此 によると 大物 主の 不満 は 祭祀 者が 其 人 を 、ざる ことに あつたと いふので、 或は 

倭 迹迹日 贸 襲 姬を 配した ことが 不當 であった とい ふ，" = ^かも 知れぬ。 II 海タ之 M 

一： ム々 は任那 の蘇那 叱 知來朝 G 伏線で あらう 11 此见解 は 次の 一 說 によって 强め 

られ る。 

大 神神！^  1 五 五 
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秋 八. 卯朔己 w  、倭 迹速神 淺茅原 目 妙姬、 德積は 遠 凰 火水： Z お禰、 伊勢 麻 i 

f?; 、三人 共同 レ 夢而奏 言、 昨夜 夢 之 有 二 一  貴人 ー誨 曰、 以，， 火 田 E 根子 命ー爲 T 祭 一一 

大物 主大 神， 之 主/亦 以， 「：e 磯長 尾 市， 爲ァ 祭，， 儘國 魂祌， 主ャ必 天下 太- +矣、 天， M 

得 ニ夢辭 一益 歡， 一 於 心： 布告 二 天下， 求， 一大 田 田 根子； 卽 於，， 茅淳 縣陶邑 ふむ， 一 火 mm 

根子， 而買 之、 天皇 卽親 TT 臨 于神淺 茅 原 f 會二諸 王 卿 及 八十 諸 部， 而 、問， 一大 田阳根 

子， 曰、 汝其誰 子、 對曰、 父 曰，, 大物 主大 神つ 母 曰，, 活玉依 媛つ 陶津 ^nt 之， 亦云奇 

日 方： 大" 方、 武茅ー t 祇之女 也 天皇 曰、 朕 當，， 榮樂 「乃 卜，. 使，， 物 部速祖 伊香 色 雄， 爲巾 

神 班 物 者よ 吉之、 又 卜，， ， 便 祭，， 他祌， 不， 、い  一 丁 卯 命，， 伊香 色 雄， 而 以，， 物 部 八 

十手 所作 祭神 之 物 f 卽以， 一大 田 田 根子， 爲 T 祭， 一大 物主大 神， 之 主よ、 又以， 一長 尾 市， 

爲 T 祭，， 倭 大阔魂 神， 之 主よ 

祌夢 の 信賴す るに 足る こと を證 する 爲に、 他の 建白 を * 示した 例 は 神武 紀に も兑 

える が (第！ 卷ー 五一 、一六 〇 頁)、 三人が. 同時に 同一 の 夢を見た とい ふの は、 極めて 


稀.：；：： の^ 3S であるの みならす、 此 までの 話に 關係 のない^ 大！： 魂 神 祭祀 Q ことが 

現 はれた のも甚 唐突で あるから、 或は 相似の 内容 をせ する 諸家の 傳承を 綜合した 

ものである かも 知れぬ。 物 部 氏 家 傳が火 倭大 神に 關 する ものであった こと は、 上 

ゆ： 仁紀の  一 * に 見える 通りで、 伊勢 麻 績は大 神，；！. に 奉仕す る 民 部で あるから、 

：^: ハ部. ：4- に 示教した 一貴 人 は、 祖 神の 旨 を 受けた もので あらねば ならぬ。 目妙嬡 

の 出. n! は 不明で あるが、 ャ マトと 冠稱 せられて 居る 所 を 兄る と、 ^；！^室に籍を^し 

た責 女なる こと は 疑な く、 迹 速はチ " ャに 通じ、 神速 を 意味し (第二 卷八ー K)、 神 

淺 if> ^原 は 其 居住地で、 マ ク 、ノ シが 精妙の 意なる こと は 勿論で ある ( マ は 接頭語)。 

此名號 から 兒ても 大物 主神と 關 係が あるら しく 忍 はれる ので、 迹迹日 百 襲姬の 

別名で あらう と說 くもの も あるが、 族た る 女性 は紀 記に 名を擧 げた もの だけに 

は 限らぬ から 〔第二 卷ー 一四 HG、 別人であって も 少しも 妨 はない。 

大物、}^神が火田阳极子(，^©£多多泥.^)を祭主に所？^したとぁるのは、 卜：； S の 市 

大 神神. T  一  五 七 
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磯 畏尾 市と ^ じく 神 音なる が 故で、 其 系譜に ついて 紀 記の 所說が 一 致せぬ の は、 

各 其 一 部分 を傳 へた 爲に 外なら や、 舊事紀 に はや、 委しい 系 H を あげて：：^ るが、 

尙承統 についての 誤解が あるので、 之 を 考へ合 はせ て 第 一 卷 (二 五 四 頁 以下) に詳 

論し 仁から こ 、に は： 冉說 せぬ。 茅淬縣陶邑〔紀〕は神名幅に和^:水國大^:|郡陶荒£神 

a と ある 地で、 今の 泉い 2 郡 陶器 村で あるから、 記に 之 を 河 內之美 奴 村 (今の 中 ：e 内 

邯 三野鄕 村) に 求めた と あるの は 疑と せねば ならぬ。 茅野監 (和 泉監) 設 S まで は、 

ゲ •！ 

茅淳も 亦河內 國に屬 したから (第 一 卷七九 ま)、 美 奴 は 或は 智 奴の 誤 寫 又は 誤傳 であ 

つた かも 知れぬ。 驛使は ハ ユマ (ハヤ クマ の 連 約) ッカ ヒと訓 むべ きで あるが、 此 

時代に は^ 未だ 驛傳の 設備はなかった 普で あるから、 後人の 澗 色と 見て、 ハセ ッ 

力 ヒ ベ (丈 部) を 四方に 派出せられ たこと をい ふ ものと せねば なるまい。 

a 地に ついては 特記 せられて S ら ぬが、 三 諸 山卽ち 三輪 山の «gs に 於て 祭祀せ 

られ たこと は、 次章の 記事に よる も 明白で (後記 參 EiD、 ミソは 御槨を 意^し (第一 卷 


二八 ； trr ルニ卷 二  ：  rn)、 ミ モ 口 はミ ム "(御室) の轉 呼で、 ミ ャ (.>:) と： ：！： 義語 であ 

るから、 神廟 によって 名 を 負うた ものと すべく、 社趾 が廢絕 したので はなく、 賀 

茂 氏が 退轉 して 祭祀が 絕 えたから、 復興せられ たものと すべ きで ある。 

神. に隨 うて 此神 を奉齋 し、 優大 闘魂 神 以下 天神 地 紙 を も， M 祭した ので、 疫病 

が 終. し、 ^内が 靜 謐に歸 したと 俾 へられ (後記 參 照)， 紀 によれば 天皇 は 特に 大物 

主神に 報， 雜 せられた と ある。 卽ち 

八 年 S 四お 庚 子朔乙 卯、 以 ニ高撟 邑人活 日， 爲 二 大神之 掌 酒 f 冬 十二 お 丙 申朔乙 

•卯、天^^^以n大田田根子スノ祭ニ大神K.^曰活曰fi舉ニ神酒-獻ニ天，^"」ハ仍歌之：^ 

この 神酒 は わが 神 S なら 卞 大和な す 大物 主の かみし みき 幾久ぃ 

くひ さ 

如此歌 之、 宴ニ于 神， K ハ卽宴 之、 諸 大夫等 歌 之 曰 

うま S み わの 殿の 朝と にも 出で て 行かな 三輪の 殿 ど を 

大祌 祌；^  1 五 九 
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於ン兹 天皇 歌 之 曰 

うま さけ 三輪の 殿の 朝と にも おし ひらかね 三輪の 殿 ど を 

卽 神宮 門， 而幸行 之、 所謂 大田田 根子、 今 三輪お 等 之 始祖 也 

高 橋 は 武烈 紀影嬡 の 歌に も 見える 舊 地で、 石 上と 大宅鄕 との 巾 問に 位し、 今の 楝 

本 町に も 高 階と いふ 名 を W する 〔祌祇 資料〕。 活 日の出 系 は 1： 叨せ ぬが、 酸 造 術に：： K 

じたが 故に *s  (此云 二：：^ 介 wi.^ 一) に 任ぜられ たので あらう。 歌詞の 說明は * 謠篇 

に ゆづるが、 假に 後世の 修補が 加 へられた としても、 原 歌の 意 を へて W る もの 

とすれば、 此當 時の 神酒 供進の 光景が せられる。 其 は陶醉 享樂が 目的で はな 

く、 神に 捧げた：. e 饌を頒 つ 儀式で、 神と 會飮 する に しいので あるから、 極めて 

嚴肅に 施行せられ たこと は 勿論で、 天皇 臨御の 場合に は、 内外 ぼ 僚が 社殿に ほ 流 

れて、 掌 酒の 奉呈す る 神 1^ を 聞し 召し、 一 定の順；！^を以てはドにも賜はり、 其 間 

に 掌 酒 は， 詞を 奉り、 夜 を 徹して 怀を 擧げっ V 謠歌 した もの、 やうで める。 「所 


. 謂」 以 下 は 太 W 出 根子 の W 銜を 附記した に 過ぎぬ。 


以ト： を 以て 大物 主神 祭祀の 記事 は 終りと する が、 之に 附 I； めして 紀記各 一 條の逸 

55 を傳 へて：^ る。 記の 所說は 次の 通りで ある。 

此 意富 多多 泥お と 謂 ふ 人 を、 神の 子と 知りし 所以 は、 上に 云 へ る 活玉依 HiJK、 

力 ホ キラ キラ  テ. r  n  カタ 手 スガタ  タグ 匕  ョ ナカ  タチ マチ キ 

その 容姿 端正し、 是に壯 夫 あり、 其 形 姿 威儀 時に 比な し。 夜半 之時倐 忽到來 

メ  ァス  ホド  イク ダ モア ラズ  ヲ トメ ハ ラ 

つ。 故相感 で、 共 娘 ひ 共 住める 間に、 未 經幾時 その美 人姙 身み ぬ。 W に 父母 

その 赃身 める 事 を 怪しみて、 其 女に、 汝は 自ら 她 めり、 夫 無き に 何に よりて 

か姙 身み しと 問へば、 答へ 白 さく、 麗 美しき 壯夫 あり、 共 姓名 を 知らぬ が、 

夕； 母に 到 來て供 住める 問に、 自然 懷胎 みぬと 白す。 是を 以て 其 父母 その 人 を 

知ら まく 欲り して、 共 女に 誨へ けらく、 赤土 を 床 前に 散き、 m 蘇の， 幼 麻 を 針 

に K きて、 其 衣の 襴に 刺せ と^へき。 故敎の 如して B 一時 見れば、 針に 著け た 

三輪 傳說  一 六 一 
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る 麻 は 戶の鉤 穴より 控き 通り 出で、、 唯 遺れ る 麻 は 三 勾の みなりき。 -をナ 帥ち 

鈎 穴より 出で し狀を 知りて、 糸に 從ひ 尋ね 行けば、 美 和 m に 至りて 神の 社に 

留まりき。 故 その 神の 子と 知りし なり。 故 その 麻の 一-一、 一 勾殘、 りしに よりて： 

を 名 づけて 美 和と 謂 ふ 也。 此 意富 多多 泥 古 命 は 神- lirr 鴨ノ ij?; の祖 なり 

此は ミワと いふ 語が 三 勾 卽ち三 把の 意と も 解せられ るので、 地名 所.^ に牽强 した 

に 過ぎす、 其 類 話 は 肥 前 國松浦 郡の 弟 日姬子 傳說を 始めと し 〔風〕、 諸國の 口碑に 

傳 はった もの も少く はなく、 朝鮮、 支那、 西洋に も あり 〔日本 祌話 傳說の 研究〕、 分布 

の廣 ぃ民譚 であるから、 此神婚 傳說を 以て 原 話な りと 主張す る こと は出來 ぬ。 釣 

とい ふやうな 上代に 有り得ぬ 品物の 名が 見える の も、 此逸話の起原が餘り.^^から 

ぬ ことの 證據 で、 紀は之 を 採らなかった けれども、 姓氏 綠大 i 朝臣の 條ドに ほ V- 

同様の 記事が ある 所 を 見る と、 大 三輪 氏の 家 傅と m 心 はれる。 仉し 姓氏 錄には 神 名 

を大國 主と し、 相手の 女性 を 三 嶋溝杌 耳 之 女 玉 櫛姬、 卽ち 五十鈴 姬 命の 御^と し 


て：； 5 るので もる から、 第 一 卷第. へ 章 (二 n 一 下) の 祌胎說 の 一 異 とすべき で、 

地名 所 由 說明を 兼ねた ものと m 、七 はれる。 舊事本 紀には 大己貴 系譜に 於て 都 味齒八 

重 事 代 主神 化爲 一一 八 チ？： 熊 鰐 一通 一, 三 m 溝 找女活 玉依姬 一と 述べ て 居る にも 拘 はらす、 

共 本文に は活玉 依姬を 大陶祗 女子と し、 大己賁 神が 乘， 一天 羽 車大鷲 _而 党，， 妻妾 ー下ゴ 

行 於茅淬 縣ー この 女性と 婚 したと 說き、 右の 三輪 傳說と 結びつけて：^ るが、 共 は 無 

考察 に 諸 異傳を 綴り 合 はせ たものに 過ぎ ぬから 論す るに 足らぬ。 

記の 所說 中には、 二三 語釋を 要する もの も あり、 記 傳の訓 にも 異議：^ あるが、 

上揭の やうに 一 々原 字 を あげて 旁訓を 施した から、 之 を 論議す る こと は 見 あはせ 

る。 唯一 言せ ねばなら ぬの は、 此のへ ソ (閘 蘇) は 和名 抄 にい ふきや 卽 ち糸卷 (II) 

のこと ではなく、 經麻卽 ち 糠 布の 緯線 をい ひ、 長く 繋いで 若干 數の I- に卷 いて 置 

くこと を 例と したが 故に、 三 勾 (榮) というた ので ある。 

他の  一 話 は 神 紀に揭 げた もので、 次の 如く 叙述 せられて 居る。 
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是後倭 迹迹日 百襲姬 命、 爲 n 大物 主神 之 妻 (然其 神 常 さ ー不- 見而夜 來矣、 俊迹迹 

姬命 語レ夫 曰、 君 常 晝不ン 見者、 分明 不.^ 得レ視 一一 其 尊顔 ハ願 哲留 之、 明日 一 仰 欲 ミ觐ニ 

美麗 之 威儀； 大神對 曰、 言 理灼然 、吾 明旦入 ニ汝櫛 笥-而 居、 願 無い 驚-一 吾 形 ハ愛倭 

迹迹姬 命、 心； 袭密異 ヒ\ 一、 待，， 明以見 n 櫛笥； 遂有 n 美 魔 小 ft- 其 K 火 如 二 农紐ハ 則 驚 

之 叫啼、 時 大神有 レ耻、 忽化乂 形-、 謂 一一 其 妻 一 曰、 汝不ン 忍、 <ノ 羞レ 否、 吾 還 令 レ羞レ 

汝、 仍 踐，， 大虚， 登 二 于御諸 山； 爱倭迹 迹姬命 仰 見而悔 之、 急 居 錢„? 則お 衝ン 

陰 而薨、 乃 葬 ニ於大 市-、 故 時人 號ニ其 墓-謂 二 箸 墓-也、 =: 光 盈者ビ 也 人 作、 夜 也 神 

作、 故 運 一 一大 坂 山ノ石 一而 造、 則 自レ山 至-一子 墓： 人民 相 踵、 以レ手 遞傳而 述焉、 時人 

歌 之 曰 

お ほ 坂に つき のぼれる 石 むら を 平 ごしに 越さば こし かてむ 力 も 

此は城 上 郡大」 巾 〔和〕 に存 した 、ノ シの 墓と いふ 石造 古墳の 由來を 述べ たもので、 天 

皇の 大尊腾 として、 一 世の信望を集めた倭迹迹日^-襲姬0爲に、 民衆が 火 坂 山の 


石 を SiJ んで 築造した ので あるが、 餘 りに 早く 工事が 進涉 したので、 人間の 力ば か 

りで はなく、 夜 問 は 神 も 協力した ので あらう とい ふ 想像す ら發 生し、 大 坂に 突起 

せる 石 群 も 手 を 以て 遞傳 すれば 引越す ことが 出來 ると いふ 意味の 歌が 生まれ. U と 

いふので ある 〔歌 謠篇參 照〕。 さりながら 前半の 話の 筋に は 極めて 無理な 點 が あ る 。 

左に 之 を 指摘す る。  . 

(一) liS 迹迹日 W 襲 姬は崇 神 天，： ^ー の 御大 叔母で あるから、 假 に孝靈 天皇 晩年の 御 

子と しても、 旣に 高齢に 達して 居られた 害で、 神婚を 云々 する に は 適 はしか 

らぬ やうな 氣 がする。 

(二) 爲 一一 大物 主神 之 妻 一と あるの は、 譬喩 的 表現で、 奉齋の 目的 を 以て 配 侍せし 

めら れ たものと 了解す る こと も 不可能で はなく、 上記の 如く 此神 は此 皇女の 

口 を かりて 祭祀 を 要求した とも あるので あるが、 其に しても IS に .Km ra 根子 

に 其 職 を 讓られ たので あるから、 所傳の 如き 事實の 影が 存 したと すれば、 其 

箸 墓傳說  一六 五 
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は 後任 者の 選定から 交迭に 至る までの 短時日 間の 出來 事と せねば ならぬ。 さ 一 

りながら 其 時機に 薨去せられ たと して は、 武墙安 の 謀叛 を豫 知せられ たと 

いふ 所說 と抵觸 する のみなら す、 事 實と兑 るに は餘 りに 奇怪で ある。 一 

S 神が 蛇 體に化 現 するとい ふ 信念 を 或 時代の 人が 抱いて 居た としても、 大物 

主の 如き 大 首長の 神靈が 衣の 紐 (第二 11 1K) に況 へ られる やうな 美しい 小 蛇に 

化した と あるの は甚 釣合 は ぬ ことで ある。 恐らく は此は 櫛笥 を舞臺 道 其 に 用 

ひんが 爲の 構想で あらう が、 此當 時の 婦人が クシ ゲを 使用し たかは 疑問で、 一 

櫛 は 上代 男子の みの 装具で あつたので あるから (二 —九 三 no、 櫛笥 もまた 男子 

用と せられ、 倭 建 命が 之を携 へ られ たとい ふ 傳說が 阿波 風土記 等に も 見える 一 

ので ある (六— 一 六 二百 0。  一 

(S 縱ひ 皇室の 長者であった としても、 痴情に よって 斃れた 一 女性の 爲に、 傳ー 

ふるが 如き 大規模の 墳墓が 構築せられ たと は考 へられぬ ことで ある。 一 


右の 如く 考察す ると、 前段 は 、ノ シの兹 とい ふ 名の 由 來の說 明に * せんが 爲に 脚色 

せられた ものと すべきで、 玉 櫛 嫒俾說 と 上記の 三輪 傳說と を 糾ひ合 はせ た 後日の 

物語と せねば ならぬ. - 案 やる に" シはヮ (槨) G 音便" と、 イシ (石) の 原語 シ とよ 

り 成り、 槨石を 意味し、 大坂 山の 石 を 以て 構築 せられた 墓なる が 故に 此名を 負 は 

せた ので、 、ノ 力 (墓) も 亦" か (槨處 ) の轉 呼で ある (第 一 卷八  一 n)。 此贵女 は 火 物 主 

神の i.rt かとな り、 或は 武埴 安. 彥の 叛を豫 言せられ 仁と いひ、 其名號 から 見ても 

高級の 巫祝で あつたと 思 はれる から、 民衆の 信仰が 深く、 自發 的に 出 役して 此墳 

墓 を 築いた ので あらう.^ 若し 大物 主の 祭主に 任ぜられた 事が あつたと すれば、 如 

何に 高 食の 御身 分で も、 其 氏，、 ではない か i 不適任な りと して 神の 祟が あつたと 

ぜられ たので あるか も 知れぬ" 文中 》丄 倭 迹迹姬 とした 〇 は 略稱に 外なら や、 

孝 元 天皇の 皇女と 偉へ られた 俊 迹迹姬 〔紀〕 は、 誤解から 生まれた 架^ 0 人物で あ 

らう 思 はれる こと は 第二 卷( 一 一 sno に 述べた 通りで ある。 

箸 墓傳說  ここ 
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つ 一) 石 上 神宮 

石 上の 祭神 は 振 神 S 中紀〕 又は 布 留御魂 神 〔式〕 とい ひ、 ^布 都大神 ffl-r 布 都 

努斯神 〔姓〕 等と 稱し、 神 劎布都 御 魂 を 奉安す ると 傅 へられて OS る 〔記〕。 此祌， X に 

關 係の ある 傅說 は垂， 仁紀の 三十 九 年 及 八十 七ハ 小の 條ド にも 见ぇ るが、 第二 章 (六 八 

n 以下) に 原文 を 揭げて 詳論した 通り、 大刀 一 千 口 を此祌 &に藏 め、 五十 壞敷命 を 

して 之 を 主ら しめたと あるの は、 幣帛と して 贈 進した ので も、 此 皇子 を齋 主に ei 

じたと いふ 意で もな く、 武家 を 石 上 神宮の 社 地に 設けて、 皇子 をして 现 せしめ 

られ たこと をい ふので、 祭祀 は舊に 依り 物 部 連 家の 管掌で あつたの である C 然る 

に 三十 九 年の 紀には 一 云と して 次の 如き 異傳を あげて 居る。 

其 一 千 口 大刀 者、 藏ニ于 忍 坂邑： 然後從 二 忍 坂， 移 之、 藏ニ于 石 上 神， 時 神 乞 之 

言、 春 日 臣族名 市 河 令い 治、 因以 命，， 市 河， 令い 治、 是今物 部首 之始. S 也 

こ 、に 「治」 と あるの は、 單に 神寶を 管掌す るば かりで はなく、 祭祀 を：. E る こと を 


も. 味した もの、 やうで、 出 S 俾說の 大物 主神 出現の 條 下に、 治 二 我 前 一と あると 

R 一  用 例と 思 はれる から (四— 一 九. 五 K)、 物 部大連 家の外に 物 部首 氏 も亦此 神に 奉 

仕し、 共祖は 春日臣 の 一 族 市 河と 稱 する ものであった とい ふので ある。 恭= はと 

ぁるにょって姓氏錄には之を^：：-別に連ね、 次の 如く 記述して 居る。 

タ ガネ ツキ ォホミ 

布 禰。 柹本 朝臣 同祖、 天 足 彥！： 押 人命 七 世 孫、 米餅搗 大使 主命 之 後 也、 5^ 

木 命- B:^ 市 川に、 大鹪鹩 天皇 御世 達レ 倭、 賀 ，>1 布 都 努斯神 於 二 石 上鄕布 If 村 高 

庭 之 地， 以 n 市 川 臣-爲 二 神主： 四 世 孫 額 田 ぼ、 武藏臣 、齋明 天皇 御代、 〈1- 我 蝦夷 大 

は、 號ニ武 藏はヲ 物 部首、 幷 神主 首： S ぃ兹 失-き 姓， 爲 n 物 部首； 男 正 五位 上リ 叫、 

天武 天皇 御世 依 二 社 地名， 改， 1 布 瑠宿禰 姓； 日向 三世 孫 邑智等 也 

紀の 文 を 無視して、 石 上 神せ：！ 奉齋 を仁德 天皇の 御世と したの は、 垂仁 朝に は 未 

だ 火 ：}i-_x- さ 糸の 养日臣 家 は 存立して 居なかった からで (第二 卷ー 五 mno、 從 つて 柹本 

朝： iZi: 服と する 說も信 やる に 足らぬ が、 此 氏が 石 上 社 人であった 事と、 物 部首と 

石 上祌宫  二ハ九 
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い ふ 姓が 蘇 我 蝦夷 執權 中の 改稱 であると いふ こと 、は舉 實と H, ャ はれる。 垂ヒ 朝に 

^？^日を以て氏名としたのは、 旣 記の 如く 狹穂 逢の 外戚と して (^四 章參 奈 良の 

^日に 居住した 一 豪族の 外 はなく、 和爾に返轉して^；^日和^ぼとも稱したが、 其 

力、 パネの ォミは ォホミ (大 の 約で， 忌 人なる こと を 表示し、 恭 日 の 大神を 奉 I 

し た 氏族と 推定 せられる こと は前卷 (一 五 gino に 述べた 通りで ある。 市 川の イチ 

も イツ (齋) の轉 呼と すべ く、 父の 名の コ ゴ ト (木 事) は コ (請) コ ト on) 卽ち 祈請の 

辭を 意味し、 いづれ も 神職に 適 はしい 名號 であるから、 舊春日 氏人なる こと は 疑 

の餘 地がない。 

春 日 氏人が 石 上 神宮の 祭祀に 参與 した 斑 由 は、 此 神せ" の 祭神 を叨 にす る 上に 於 

て 極めて 重要 事で ある。 物 部 宗家 も 春 日に 居住した と 思 はれる こと は I めニ卷 (六 七 

no に 述べた 通りで、 其奉齋 する 社 も 同地に 存し、 今の 地點に 移された の は « 事 本 

紀 によれば 神 朝の ことで、 同 齊物部 系譜に は 次の 如く 說 かれて 居る。 


遷ョ建 布 都大神 a 於，， 大倭國 山 邊郡石 上邑； 則 天祖 授ニ饒 速 日 尊， 自， 天 一 來天璽 

瑞寶同 共 藏齋、 號曰ニ 石上大 神： 以爲二 國家ハ 亦爲ニ 氏神- 崇祠爲 レ鎮、 則 皇后 大^ 

奉レ齋ニ神{.^:~ 

お 家 は 天 照大御 神の 裔と稱 して 居る Q であるから、 皇室と 祖祌を M うする ので あ 

るが、 假に 朝廷 を惯 つて 之 を 避けた としても、 天火 明 命 乃至 饒速日 命 を 氏神と す 

べきで、 武 赛揽祌 又は 其 所有した 神劎、 若く は フッス シの神 を 以て 之に 代へ る现 

.G がない から、 恐らくは神武天皇から給はった寶^^を祖神の御靈代として、 布留 

御 魂 社に 奉安した ので あらう" フ^の 原義 は邑 で、 ナラと ！：！： じく 韓 語から 出た 地 

名で あるから (五— 一九 〇no、 布 留御魂 は！； 御 魂と いふに 同じく、 春 日 地方の 産 土 

きで あ つ 仁と せねば なら ぬ 。 さ れば卷 日 大神を 奉齋す る 舊卷日 氏が 同じく 此神を 

祭祀した の は當然 のこと で、 物 部 氏と 共に 石 上に 移った 後に 於ても、 其 族 人中 か 

ら 神職 を 出した こと は奇 とする に 足らぬ。 况ゃ垂 仁 朝に 於て は此 氏族 は恭 日の 本 

石 上祌宫  一七 一 
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據地を 追 はれて、 石 上の 北 隣なる 和爾に 移つ U ので あるから、 依然として 此神を 

5 ぉ拜 したので ある。 

之 を 要するに 石 上 神 it の 祭神 は 本初 二 座より 成り、 其 一 座 はもと 赛 nl の 布留と 

いふ 地の 逢 土神、 卽ち 布留御 魂で、 他の  一 ^は 物 部 氏の 氏神で あるが、 御 慮 代な 

る神劎 によって 布 都 御 魂と 呼ばれた ものと 思 はれる。 11 此劎 を： 士布都 神 又は 

變布都 神と もい ふので 〔記〕、 建 御 雷 之 男 神の 一 名 建 布 都 神 又 豐布都 神 〔記〕 と 混同 

し、 ： 史に經 律 主祌 とも 訛 傅せられ たもの、 やうで あるが、 兩 神が 刀 劎の化 現な り 

とすれば 大 なる 誤で はない 11 劎名を 以て 神號 とし、 族 祖天照 岡照彥 天火 叨櫛玉 

饒速日 尊と いふ 名 稱を川 ひなかつ たの は、 皇室に 對 して 憚る 所があった からで あ 

らう。 

特記 を 要する 神- >：： 神社 は 上： おの 通りで あるが、 此ニ 朝に 於て^. M 奉 is せられた 


の は、 少数の 特別の 神の みで はなく、 八十 萬 群 神 反 天 社！： a 〔紀〕 または 天神 地 紙 

之 社 〔記〕 と 現せられ たやう に、 國 家に 不祀 の祌靈 なから しめんと 庶幾 せられた 

こと は、 上記 神 天皇 七 年の 詔 及垂仁 天皇 七 年の 勒 によって 明で ある。 記 は 之 を 

要約して 次の 如く 說 いて 居る。 

又 通お 色 許 男 命に 仰せて、 天 之 八十 £ 比 維 S を 作り、 天神 地 紙 之祉を 定め * 

り、 又 宇陀 墨 坂 神に 赤色の 楣矛を 祭り、 又大 神に 黑 色の 栃矛 を， バ 小り、 又 坂 

之 御 尾れ 神 及 河の 瀨の祌 に 悉く 遺 忘つ る ことなく 幣帛 を 奉りき。 此に w り 役 

ァ メノシ タヤ スラ 

の氣 悉く 息 み て 國家 安 平 ぎ き 

紀は之 を 七 年と 九 年との 記事に 分配し、 前者に 於て は 上揭の 如く、 火 物 主 大神及 

モ / ァ カツ 匕 ト 

^大闳 魂 神 祭祀に 先ち、 伢 香 色 雄 をして 神ノ班 物 者たら しめん こと を 卜して い：；： と 

あつたが、 共 便に 他の 神 を 祭る こと をおう た 所、 不士： ： の 兆が あら はれた ので、 先 

づニ神 を 祭つ 仁と ある。 伊香 色 雄 をして 班た しもら れ たもの は、 天 之 八十 £ 比羅 M 

祭 J ^一般  一 七三 
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G-:^ ー卷ニ ハー n) の 類で あらう が、 其のみ に 止まらなかった こと は、 物 部の 八十 手 

をして 製作せ しめられ たと あるに よっても 叨 白で、 八十 は 多數を 示し、 手 は 伎 人 

の 意で あるから、 物 部々 衆に 屬 する 諸 工人 をい ふので ある (五丄 一三 八 noo 齊部宿 

禰廣 成の 主張に 從 へば、 此は 當然， J 心 部の 擔任 であらねば ならぬ が、 語 拾遺 も 之 

を默 殺して 居る 所 を 見る と、 神事 は 決して 忌 部 中！ 111 兩 氏の 獨 占ではなかった ので 

あらう。 

之に 次いで 同年の 紀には 次の 如く 叙述して 居る。 

然後 卜い 祭，， 他 神， 吉焉、 便 別 祭 n 八十 萬 群 神 ハ仍定 二 天 社 國社及 神 地 神 P  ： 於レ是 

疫病 始 息、！： 內漸謐 、五穀 旣成、 百姓 饒之 

天 社！； 社 は 記の 天神地祇 之 社に あたる が、 こ、 に は 神 地神戶 と共に 新に 設定 せら 

れ たかの やうに 說 かれて 居る。 案 中る に此當 時に 於て は、 祭場 祭壇が 一定して s 

たもの も あり、 或は 隨時 隨處に 祭祀した もの もあった の を、 朝 命 を 以て 規定 せら 


れ たので、 後世の {B 社 制度の 濫觴と 見るべき である。 されば 八十 萬 群 神と は ある 

が、 あらゆる 氏族 神、 あらゆる 逢 土神の 爲に社 を 設けられた とい ふので はなく、 

朝廷 に 於て 祭祀 を廢す ベ か ら やと 認 め ら れ た 神祇 に 限った ので あらう。 其 とても 

天皇 御自身 又は 御名 代 を 以て 齋祀 を營 まれた と解釋 する は不當 で、 大物 主、 大 M 

魂 等と！ i: じく、 其々.；^ 緣の もの を 祭主と せられた こと は 勿論で ある。 

旣 に お 社を定 めら れ た 以上、 朝廷から 神戶 幣帛 を 贈 進 せられ る の は當然 のこと 

で、 物 部の 八十 手の 作った 祭神 具 を 班た れケ！ と あるの も 之 を 意^し、 記に は 於 一一 

坂 之 御 尾 神 及 S 瀨神， 悉無 一一 遺 忘ー以 奉， 一 幣帛， 也と いふ 句 を 補うて 居る ので ある。 

其 結果 役 病が 終 ffi して 國內 安定したと いひ、 五穀が 豊熟して 百姓が 饒 はうた と あ 

るの は、 當 時の 世人の 感想 を寫 した もので あらねば ならぬ。 然るに 墨 坂 神 及大坂 

神に 關 して は、 紀は 左記の 如く 之 を 九 年の ことと して 別に 叙して 居る。 

九 年 * 三月 甲子 朔戊 天皇 夢 有 二 神人： 蘇 之 曰、 以，， 赤 盾： へ 枚 赤 矛 八 竿，！：，， 墨 

祭祀 一 ^  一七 五 
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坂祌 f 亦 以ニ黑 盾 八 枚 黑矛八 竿ー祠 一， 大坂 神； 夏 四月 甲 午朔己 WI  、依， 一夢 之敎， 祭 こ 

墨 坂神大 坂祌， 

墨 坂 は 蓬 田 郡と 磯城 郡と を 境す る峙で (第一 卷ー 五 五 頁)、 其處に 祭られた 神 を 墨 坂 

神と いひ、 火 坂 神 は 神 名 帳に 葛 下郡大 坂- W 口 神社と あり、 當 時の 都市から ：l:.s: に 

通す る 坂路の 麓に 祀ら れ、 今 も 北 葛 城 郡 二 上 村 大字 穴 虫に 其祠 をな し、 之に 隣し 

て 逢坂 (下田 村の 大字) とい ふ 地が ある。 此兩地 は」. W. 都の 東两關 門と せられた ので 

之 を 守護す る 神に 奉る 幣 として は 武器 を適當 としたの であらう。 赤と 黑と は； Eil 別 

色で、 八 は 神秘 數 である (I— ニニ 九 K)。 11 記の 祭の 字 は 奉に 通じ、 紀にォ 八 竿 

と ある 竿はサ ホと訓 して あるが、 楣八 枚と 同じく 八 竿 をもャ ッと訓 むか、 或は 後 

記 第 八 章の 矛 八 矛の 例に 準じ (第二 ral 三 H0、 ャホ コと稱 ふべき である 11 1：：; ハ 器を以 

て神幣 とする ことに ついては、 垂仁紀 にも 次の 如き 記事が ある。 

二十 じ 年 秋 八お 朔己 外、  < ぶ：！ 官卜, 兵器 爲，, 神，， f;n 之、 故 IIT 矢：：^, 横 刀納， 一 


諸祌之 社； 仍£ 定， 一 神 地神戶 ー以ン 時祠ン 之、 蓋 兵器 祭 一一 神祇 一 始興ニ 於是時 一也 

此は 兵器 奉納の 外に、 祭祀の 時日 を 定められ たこと を說ぃ 仁ので あらう。 古語 拾 

遺に は 神 天皇 六 年の 記事 中に 始令ン 貢 二 男 弓弭之 調、 女手 末 之 調ハ今 神祇 之 祭 用- - 

熊 皮、 鹿皮 角、 布 等， 此緣 也と 記し、 徵 貢の 目的が 恰も 幣物 調達に あつたかの やう 

に M いて 居る が、 其 然らざ る こと は 後 章 に 論す る 通りで ある。 

以上 叙述した 所 を 綜合す ると、 師木ニ 朝に 於て 定められた 祭神 制度の 耍點は 左 

の 諸 項に あ る もの V やうで ある。 

(一) ，：：K 祖 神の 奉 齋は、 天皇の 御名 代， M して、 {3 ェ 女の 一 柱 をして 擔當 せしめられ 

る こ 1M 

(二) 爾餘の 諸 神のお 小 主 は 其神裔 ま たは 有緣の ものが 之 に 任す る こと 

(5 祭祀 永繽を 必要と する 神 靈に對 して は、 神 地 神戶を 定め、 官社を 設け、 幣 

祭， 祀ー 《  . 1 七 七 
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帛を贈 進す る こと  ， 

(S 兵器 を神幣 とする こと 

右の 如くして 神 祗崇拜 を獎勵 せられた ので、 種族 的 遺習に よって 從來 氏神 國魂神 

の 祭祀 を 重要し なかった 一 部の 民衆 も 亦 之に 倣 ひ、 我 祭神 道の 某 礎 はこ、 に 確立 

し、 民族的 信仰の 統一 を 見る に 至った ので ある。 番紀の 編者が 神 天 を颇 して 

崇ゴ重 神祇， 恆有 T 經 n 綸 天業 一之 心 上焉， とし、 後世 崇 神と いふ 謚を 奉った の も 至當で 

あると いはねば ならぬ。 

上記の 外紀 記に は 出雲大 神の 祭祀に ついても 關說 する 所が 少く はない が、 論究 

の 便宜上 第 七 章に 於て 記述す る ことにする。 
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紀 記に 現 はれた 事蹟 .—  — 東夷 征討 11 北陸 開拓！ -但馬 氏歸順 

ャ マト！： 家の 版 圆は卷 頭に 述べた やうに、 神 朝に 於て 大に擴 張せられ たので 

あるから、 大小の 征戰巡 撫が相 踵いで 行 はれた 善で あるが.、 史窗 に記錄 せられた 

の は、 四道將 軍の 派出と 出 雲 征討の みで ある。 後者 は 次章に 於て 之を說 き、 本章 

に 於て は 四道將 軍と いふ 題號の 下に、 各方 面の 征略 について 考察 を 試みる。 派將 

に關 して は 紀には 次の 如く 叙述 せられて 居る。 

十 年 秋 七月 丙 戌朔己 ：©、 詔，， 群 卿 曰； 1, 民 之 本、 在，， 於敎 化， 也、 今 1^ 藉，， 神 祈ハ灾 

*f!I 皆耗、 然遠荒 人 等、 猶不ヒ 正朔； 是 未い 習，, 王化， 耳、 其 選，， 群 卿； 遣，， 于 四方つ 

令， 知- fe 憲ハ 九月 丙 戌朔甲 午、 以ニ大 表 命， 遣 二 北陸； 武 iS: 川 別 遣， 一束 海 ：亩 備津 S 

紀 記に 現 はれた 事蹟  一七 九 


第 六 章 四 道將軍  一八 〇 

遣，， 西 道； 丹 波 道主 命 遣，， 丹 波 f 因 以詔之 曰、 若 有，， 不ヒ 《K レ敎 者； 乃擧っ ュハ伐 之、 旣 

而共授 二 印綬， 爲二將 軍， 

詔勒は 史家が 口 を 之に 藉 りて 此征 旅の 目的 を 述べた ものと 了解す べきで、 我皇講 

は 常に 敎化 懷柔を 旨と し、 能 ふ 限り 武力行使 を さけ、 先づ コ ト ム ケ (言 向) 卽ち諭 

：^：：を發して之をャ ハ (和) する こと を 努め (第一 卷ニ  ニニ  K)、 尙歸伏 はぬ に 於て は、 

始めて 之 を 退 撥 ひ、 討 平げ たので ある (同 二三 〇 頁)。 記に も 上揭の 事實を 次の やう 

に 述べ て 居る。 

又此之 御世に、 大毘古 命 をば 高 志の 道に 遣 はし、 其. f 建 沼 河 別命 をば 柬の方 

十二 道 に 遣 はして、 其 麻 都 漏 波 奴 人 等 を 和し 平げ しめ、 又 日子 坐 王 をば 且 

波 國に遣 はして、 玖 賀耳之 御笠 を 殺ら しめた まひき。 此は 人の 名な り 

此傳 によれば 告備津 彥は此 任務に 加 はらす、 丹 波國に 向うた もの は 道主 命 即ち 日 

子 多多 須王 ではなく、 其 父 日子 坐 王と ある。 天皇の 御 伯父で 且御 舅なる 大. 叩す 


ら北 道に 出征せられ たので あるから、 御 兄 皇子 日子 坐 王が 參 加せられ たと しても 

少しも 差 支の ない ことで あるが、 丹 波 道主と いふ 稱號 から も、 丹 波 河 上 之 摩須郞 

女 を 妻と したと あるに よっても 〔記〕、 日子 多多 須 王が 丹 波 方面に 駐在せられ たこ 

と は 3 ^寅と せねば ならぬ から、 玖 賀耳之 御笠 を 討伐した の も： 1： 人であった かも 知 

れぬ。 クガは クニ 力 (1: 處) の 約^で、 山地 をい ふ もの 、やうで あるが、 仁徳 朝の 

お 人に 桑田；^ 賀嫒 とい ふ もの も あるから 〔紀〕 、 丹波國 桑田 郡の 一 地域の 稱 呼で、 

恐らく は M 郡 山國鄕 〔和〕 をい ふので あらう。 卽ち 今の 山國 村に 當り、 保 ゆ 川の 水 

源で ある。 ミミ (耳) は 御身の 謂で あるから、 其 地の 土 豪の 稱號 で、 ミカ サは其 名 

と はれる。 大和の 三 笠 山 を 始め、 筑前國 御笠 郡 御笠 鄕 〔和〕 の 如く 地名に も 川 ひら 

れ るが、 ワカ サ (若 狹) の國、 丹 後の 加 佐 郡 等の カサと 同じく、 族 名から 出た もの 

の やうで あるから (第二 卷 一六 八 頁)、 之 を名號 とした 事 は 有り得べき である。 前卷 

(^一  〇 二 页) に 述べ たやう に、 山城の 葛 野から 丹 後の 竹 野 方面に 通す る 街道の 諸 豪 
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は、 前 朝に 於て 歸 順して 居た も Q. 、やうで あるが、 山地に は 尙抗命 者が 割據 し、 

西方 に 進出す る 爲には 之 を 平定す る >  J と を 必要と した も G で あ.， r う。 

受命 者の 出發は 第三 章に 揭 げたやう に武 埴安彥 の反亂 によって 一 時遲延 した。 

記に は 大毘古 命 だけが 引返した かの やう に 說 い て 居る が、 紀 によ れば留 二 諸將軍 ， 

而議 之と あ. り 、 大彥命 の 外に 吉 備津彥 11 五十 狹芥彥 と あ る の は 誤 » で あ る (第 八 

八员) II も 之 が 定 に從 事した と ある の みならす、 其 後に 於 て 進發 した ことが 次 

の 如く 明記 せられて 居る。 

冬 十パ乙 卯朔、 詔 二 群臣 一 曰、 今 反 者 悉伏レ 誅、 畿內 無事、 唯 海外 荒俗騷 動未レ 止、 

其 四 道 將軍等 今忽發 之、 丙 子 將軍等 共發路 

十 一 年 夏 四月 壬 子朔己 卯、 四 道將軍 以，. 平ニ戎 夷， 之狀. M 奏焉、 是歳異 俗 多歸、 國 

內 安寧 

右に よ れ ば出發 より 凱旋 に 至る までに、 僅に 七ケ 月 弱 を 費した に 過ぎ ぬ やう で あ 


るが、 假に平 一一 戎夷 一の 一 句 を 文飾と して、 何等の 抵 杭を受 くる ことなく、 平和 一 袭 

に 巡行した ものと しても、 當 時の 交通 狀 態に 鑑み、 此 短時日 を 以て 独來し 得た 半 

徑は 極めて 短少 であった 害で あるから、 此 月次 日 次 は 信用す る ことが 出来ぬ。 海 

外と あるの も 幾 內に對 して 用 ひた 文飾で、 今次 G 征 旅に 於て は 海 を 渡って 或る 地 

方に 赴いた 形跡 はない。 

紀には 右の 如く 異俗 多歸と ある のみで、 到達 地 は 示されて 居らぬ が、 記の 所傳 

は柬方 二道に 關し、 考察の 手がかりと なるべき 一 地點を あげて 居る。 卽ち 

故 大毘古 命 は 先の 命の 隨に、 高 志 掘に 罷り 行きき C 爾に 東の 方より 遣 はさえ 

し 建 沼 河 別、 その 父大毘 古と 共に 相 津に往 き 遇 ひき。 故 その 地 を 相 律と 謂 ふ 

なり。 是を 以て 各 も 各 も 遣 はえし 國の政 を 和し 平げ て 覆 奏しき 

前例に よれば 父子 會同 は必ゃ しも 事實 ではなく、 ァ ヒ ッ (相 津) とい ふ 地名の 由来 

を說明 せんが 爲の 脚色であった かも 知れぬ が、 此 名の 地點は 決して 今次の 征 旅と 
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無關 係ではなかった ので あらう。 從來， ハゎ 代の 會津を 以て 之に 擬 して 居る が、 ァヒ 

ッは 河 川の 合流 點 にある 津を いひ、 次 朝の 本牟知 "和氣 皇子の 記事に も 尾 張の 相津 

と あり 〔記〕、 一 地點に 限られた 固有名詞 ではない から、 名號 だけ を 以て 速斷 する 

こと は 許されぬ。 越後の 東北 部が 皇 化に？ 除した の は 比較的 後世の ことで、 孝德朝 

に 至り 漸く 邊寨を i& 足まで 進められ たので あるから I： 紀〕、 大昆古 命が 阿賀 川まで 

進出せられ た 答 はなく、 建 沼 河 別命が 東方 十二 道に 遣 はされ たと あるの は、 後世 

の 東海道 十五！： から、 伊賀、 伊勢、 志 摩の 三國を 除いた 數を あげたの であらう が、 

常 陸 風土記に よる も此 朝に 於て 同國 以北に 勢力 範圍 を擴 げられ た 形跡 はなく、 此 

王子が 常 陸に 出現した とも 說 かれて ら ぬから、 駿 河の 阿倍 以柬に は 進出せ す、 

此地か.^.;:£士川を適り、 甲斐 を 經て信 濃に 出で、 木 曾 峡谷 を 下って 歸路 についた 

ものと 想像 せられる。 されば 大毘古 命 も 亦 北陸 海岸 を 沿うて 束 行し、 越後の S: 界 

から 姬川を り、 信濃國 安曇 郡を經 て、 同じく 木 曾 谷に 出られた ものと 假定 する 


と、 或 一地 點に 於て 會 合せられ たこと も 有り得べき である。 此 推測に 大差な しと 

すれば、 相津は貞觀八年六.=^:從四位下に叙せられた信濃國會津比賣神〔三代實錄〕 

の 社 地で、 神 名 帳に 安曇 郡川會 神社と ある 社が 之に 當り、 今 も 北 安 暴 郡 會染村 十 

日」 巾 場^ 川 合 湖 趾に存 し、 高瀨 川と 単 川との 合流 地點 であるから、 川會 とも 會津 

とも 呼ばれた も のと 思 は れ る 。 

紀記 にあら はれた 事 廣は此 だけで あるが、 上記の 如く 豐城 入亲命 は柬を 治めし 

めら れ たと あり (^六 三 no、 常 陸 風土記に は 同 國の經 略 を 叙して 居る から、 此 外に 

も 大小の 遠征隊が 派出せられ、 少 /、とも 常 陸、 下野、 上野 地方 は 一 旦歸 伏した もの 

とせねば ならぬ。 之に 關 する 風土記の 記事 は 左の通り である。 

〔新 治 郡〕 古老 曰、 昔 美 麻 貴 天皇 駭宇之 世、 爲レ 平，， 東夷 之 荒 賊-俗 曰 阿良 夫 流 •  娈斯母 

乃 造，， 新治國 造祖， 名 曰，， 比 奈良珠 命， 此人罷 到 云々 
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〔筑波 郡〕 古老 曰、 筑波 之縣、 古 謂 ニ紀國 (美 萬 貴 天皇 之 世、 遣，, 釆女 inl 友 屬筑簞 命 

於 紀國之 園 造-時、 筑簞命 曰、 欲ゾ令 二 身 名 者 著ッ國 而後 世 流傳ハ 卽改ニ 本號- 更稱丄 

筑波， 者  一 

〔行方 郡〕 古老 曰、 斯責瑞 垣 {?n 大 八洲 所，， 駁 天皇 之 世、 爲ぃ 平，， A 夷之 荒賊， 遣 二 建 一 

借 間 命， 卽此那 貿國造 初祖引 TT 率 軍士つ 行 略 ニ凶猾 頓宿 -1 安 婆 之 島ハ遙 望- -海来 之 

浦つ 時烟ゅ 、爰 疑.^ 有レ 人、 建 借 間 命 仰 レ天誓 曰、 若 有 二 天人 之烟ー 者、 來覆ニ 我 上 『一 

若 有，, 荒賊 之烟， 者、 去 靡 二 海中； 時烟 射い 海而流 之、 爱自知 ンせニ 凶賊 ハ卽 命- 1 徒 衆 

褥食而 渡、 於是 有，， 國栖 (名 曰，, 夜 尺斯夜 筑斯？  二人 自爲二 首帥ハ 掘い 穴 造，， 僅、 常 

所，.， 居住 〔視 ，，， 伺 官軍： 伏 衞拒抗 、建 借 間 命、 縱 ぃ兵驅 追、 賊盡述 還、 堡固禁 、俄 一 

而建借 間 命 大起二 權議： 梭 TT 閱敢死 之士： 伏隱 n 山 阿 (造ゴ 備滅， 賊之 器-緩 t^l 潢 

si レ般. 根 t 、飛 二 雲 蓋-張 二 虹旌： 天 之 鳥 琴、 天 之 鳥 笛、 隨ぃ波 •  逐レ 潮、 杵島唱 曲、 一 

七日 七夜 遊樂 歌舞、 于， 時 賊黨聞 一一 盛音樂 ー擧, 房 男女 悉盡 出來、 傾 レ濱歡 建 借 


問 命令 二 騎士 iE 一， 堡、 自， 後 襲擊、 盡囚 一一 種屬ハ 一 時焚滅 

右に よれば^ 神 天皇の 御代に 此 地方に 派遣せ られ たと 明記 せられて 居る の は、 

比 奈良珠 命、 筑雄 命、 建 借 間 命の 三人で あるが、 ヒナ- ソタ マ は 同書 卷 頭に 潘武 天皇 

^ゴ狩 束：：；； -之阔 一幸, -過新 治之縣 f 所い 遣 國造毗 那良珠 命と あり、 1： 造本 紀 にも 新 治 

1： 造の 始？ S は 比 奈羅布 命と いひ、 成務 朝の 任命と せられて 居る から、 崇神 朝の 人 

としたの は 誤傳 であらう。 筑簞は 原文に よれば ッ ク バ 又は 其 類似 昔の 假 字と 思 は 

れる が、 いづれ にしても 武力 的 平定の 後に 於て 民 治の 爲に 派遣せられ たもの 、や 

うで あるから、 征討に 從 事し. U の は 建 借 間 命 一 人と せねば ならぬ。 戰況 はい； -に W 

用した 一條の 外は傳 へられて 居らぬ が、 那賀 (仲) 國 造の 祖と ある 所 を 見る と、 此 

地方 鋭 定の爲 に殘留 した ものと S はれる C 

此 んは國 造本 紀 によれば 神 一へ 井耳 命 系で あるから (五 丄 五 二 H0、 其 引率した 隊 

伍 は 大和の ヒ (火) 族 人から 構成せ ちれた ものと 思 はれる こと は、 第二 卷( 一 m 四 n) 
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に 述べた 通りで、 彼等が 謠 うた 杵島 曲に 贼 衆が 聞き惚れ たと ある 所 を 見る と、 其 

樂.^ を 解した ものと せねば ならす、 國 栖とは ある けれども、 夜 尺斯、 夜 筑斯等 も 

同族であった もの、 やうで ある。 杵島曲 は 肥 前 風土記 殘簡 (萬 葉抄所 引) に、 ハ毋歲 养 

秋、 鄕 間の 士女が 提酒抱 琴して 杵嶋^ に 登り、 樂飮 歌舞す る 曲の 名な りと し、 左 

の 歌詞 を あげて 居る。 

霞 ふる きしまが 嵩 を さかし みと 草と りかね て 妹が 手 をと る 

然るに 此歌は 萬 葉 集 第三 卷に仙 柘 枝の 歌と して、 第二 句 を キシミ が とかへ て 

收錄 せられ、 古事記に 速總別 王の 詠と して あげた 

はし 立の 倉 椅山を さかし みと かき かねて 我 手 とらす も 

と ある 歌 も、 同じ 調に 屬 する もの、 やうで あるから、 肥 前！： ばかりで はなく、 

夷 曲 中の 秀絕 なる ものと して、 大和に 於ても 吟誦せられ たので あらう。 但し 歌詞 

そのもの は 夷人の 賦 ではなく、 ャ マ ト 人が 此 曲に 合せて 作った ものと すべ きで、 


件. 1? とい ふ 地名に 因んで、 特に 肥 前國の 民衆に よって 愛誦せられ、 後世まで. 傅へ 

られ たものと 思 はれる。 されば 東 國の夷 族も此 曲調 魅惑せられ たので、 賊衆 が 

掘 レ穴造 レ堡と あるの も、 堅 穴 を 設けて 居住した 此 種族の 特色 を 暗示す る もの、 や 

う で あ る 。 

常 陸風 十： 記 茨城 郡の 條 下に、 國巢 (都 知久 母) を 討伐し 仁と ある 黑坂命 も、 大臣 

(多お) の ト§ とせられて 居る から、 建 借 間 命と 同族で、 年代 は 明示して ない が、 或 

は 其-同行者 か、 若く は 卑屬の 一 人であった のでる らう。 其戰 功に ついては 同 S に 

次の 如く 記述 せられて 居る。 

〔茨城 郡， 1 •:: 此時大 族黑坂 命、 伺 n 候 出 遊 之 時ハ以 -1 茨 蘇-塞 コ 施穴內 (卽縱 二 騎兵- 

急 令，， 1^ 一迫 f 佐 伯 等 如レ常 欲, 走而 歸，， 土窟； 盡繫二 茨籙， 衝害 刺傷、 終 疾死散 …… 

或 曰、 山 之 佐 伯、 野 之 佐 伯自爲 ニ賊長 (引 T1 率 徒 衆-横 n 行 國中ハ 大爲ニ  S 掠 ハ時黑 坂 

命規 滅，， 此賊， 以，， 茨城 造 …… 
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〔逸文〕 黑 坂命征 TT 討陸奧 蝦夷 f 事 了 凱旋、 及，， 多 歌 郡 角 枯之山 『黑坂 命 遇 

云 々 (萬 葉抄所 引) 

こ、 に 陸 奥と あるの は當 時の 摘 外地 方の 謂で、 若し 黑坂 命が 5；: ル神 朝の 人であった 

とするならば、 多 賀郡境 を 出でなかった と S はれる。 何と なれば 今の 磐 城 地方 ま 

で 進出した の は、 儘 建 命の 遠征の 際であった と 信すべき 理由が あるから である (次 

卷參 照)。 

. 束國の 統治に 任ぜられ たと ある 豐城 入彥 命の 治 所に ついても、 治 蹟に關 しても 

何等 記述 せられて 居らぬ が、 建 沼 河 別 及 建 借 間の 遠征の 後に 於て 就 ^&,^」ら1、 下 

總國猨 鳩 郡 方面に 占據 せられた 形跡の ある こと は 上 章に 述べた 通りで ある (^六 g 

so 國 造本 紀 によれば、 成務 朝に 建 沼 河 別命の 孫大 Hi 命が 那织 (ド 野) の^ 造に 任 

ぜられ たと あり、 同じ 御代に 筑波國 造と 定められた 忍 凝 見 命の 孫 色 命 も 阿倍 

氏族の 人と 思 はれる から、 那賀國 造と なった 建 借 間 命の 子孫と 共に、 比 トボ. "力 I の 


干城に 任じた ものと 想定せられ るので ある。 

北陸 方面 經 略の 成果に ついては 具體的 記事 はない が、 國 造本 紀に 大和^ 同祖 御 

戈 命と いふ ものが、 55-^ 神 朝に 久比 岐國 造に 定められ たと あるの は、 大 S 命 0S: 將 

の 一 人が 越後^ 頸 城 郡 〔和〕 地方 鎮撫の ため、 此 地に 殘留 した こと を 意-味す るので 

は あるまい か。 其 は大彥 命の 一 行が 姬川 (西 頸 城 郡) を迎 つて 信 濃に 出た とする 上 

記の 推定 說と 契合す る もので、 其 以東の 園 造が 擧 げられ て 居らぬ のみなら す、 越 

後 W 風土記 殘简 (釋紀 所 引) に 美麻紀 天皇 御世 越 國有レ 人、 名 二八 掬 脛 一 北 ハ脛長 八 掬、 多 力 

太 强、 是出雲 之 後 也 其屬類 多と ある 所 を 見ても、 異 俗の 占 住 地であった とせねば な 

らぬ。 11 出 雲 は 疑 もな く 土 雲の 誤寫 で、 ク マ 卽ちコ シ族を 意味す るので ある 11 

越中以 W の 情勢 も 亦 不明で あるが、 記に あげた 二 朝の 皇胤 中、 左記 三 氏の 如き は 

朝廷の 威力が 北陸地方に 伸びた ことの 證左 とする に 足る もので、 直接 又は 問 接に 
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此征 旅の 結果で あつたと a はれる。 

能 登臣。 崇神 皇子 大入杵 命の 後。 國 造本 紀 にも 大入來 命の 孫 « 狹嶋 命が 成務 

朝に 於て 此！： 造に 任ぜられ たと ある。 伹し 大入來 命を活 目帝皇 ，. ^としたの は 

誤傳 であらう。 能 登 は 從來出 雲 系なる 素 都 乃奈美 氏の 所領であった が (^二 卷 

ニニ 七 K)、 此皇 別と 交迭 したので ある。 

羽咋 君" 垂仁 皇子 石衝別 王の 後。 羽 咋は能 登 國の郡 名で、 能 登邵に 隣す る。 

國 造本 紀に は石撞 別命 兒石城 別 王が 泊 瀨朝倉 (雄 略) 朝に 拜 任した と あるが、 

* しく 世代が 相違す るの みならす、 此磐城 別 は景行 天皇の 妃三尾 氏 水 齒郞嬡 

の 兄で あるから 05、 恐らく は志賀 高穴穗 (成 務) 朝の 誤記で あらう。 

三 尾 君。 同じく 石衝別 王の 後 (紀同 斷)。 三 尾 は 近 江 國高嶋 郡の 地名 (現存) で、 

越 前に 近く、 石 衝別四 世の 孫 大兄 彥は雄 略 朝 三 尾 家から 分れて、 賀我 (加 賀) 國 

造に 任ぜられた 〔奮〕。 


右の 外 越 (高 志) w 造 は大. 彥 命の 後と 稱し (第二 卷 一 七 六 K)、 姓氏 錄 によれば 道 公 は 

阿 m ぼ 祖大逢 命 孫、 彥屋主 田 心 命の 後と あり、 右の 越國 造と 同氏で、 越 前の 海岸 

地方 を 支配した もの k やうで ある 〔欽明 紀〕。 

吉備津 彥が受 命した 西 道 は 山陽 道 西部の 謂で あらう が、 經 略の 成果に ついては 

资 料の 徵 すべ きものが なく、 唯國 造本 紀に吉 備中縣 及 波久岐 の國造 を崇神 朝の 任 

命と して 0^5 るの みで ある。 中 縣は仁 德紀に 吉備中 國川島 河と ある 中國に 同じく、 

其 川 島 河 は 今の 河邊 川で あるから、 備 中の 海岸 地方の 稱 呼と 思 はれる。 ハク キは 

前篇 第五 卷 (第一 一七 七 貝) に 述べ にやう に、 同 國笠岡 附近 をい ふ もの V やうで あるか 

ら、 少 くと も備後 境まで は此 御代に 平定した ものと せねば ならぬ。 丹 波 方面に 關 

しても ：！： 様に 資料が 乏しい が、 此當時 丹 波と いふ 名 號は廣 く 出雲國 家の 領土 以柬 

を總稱 した もの、 やうで、 道主 王が 經營 した 地方 は、 今の 但馬を 越えて 因幡に も 
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及んだ ものと はれ、 出 石に 割據 した 天日 槍の 後裔が， 歸 順した の は.' 其 間接の 結 

果 であらねば ならぬ。 記 は 之を默 殺し、 紀に は垂仁 天皇 八十 八 年の 事實 として 揭 

げて 居る が、 其 年紀の 信す るに 足らぬ こと は旣に 屡. - 述べた 通りで、 殊に 此 事件 

は紀 が^ 天皇の 治世 第三 年に 渡來 したと 傳 へた 天日 槍の 曾孫との 交渉で あるから 

少くとも；^^I年に近ぃ歲月を距て 、居らねば ならぬ として、 故意に 晚 年の 紀に槃 け 

たので あるが、 天日 槍の 渡 來が遙 に 其 以前に ある こと は 前 卷第六 章 (二 n ニー S 以下) 

に 論じた 通りで、 兩 朝の 治世 は紀 の年紀 よりも 遙に少 いこと を 3, 實 とする もの、 

やうで あるから (第 七 頁)、 丹 波經略 後久し からざる 時代の 出來 事と せねば ならぬ。 

左に 先 づ紀の 原文 を揭げ る。 

八十 八 年 秋 七月 己： S 朔戊 午、 詔，, 群 卿 ，05、 脸聞 新羅 王子 天日 槍 初來之 時、 將來 

寳物、 今 有 ニ伹馬 f 元 爲ニ國 人 一見 レ貴、 則爲ニ 神寶， 也、 臉欲レ 見 一一 其寶物 r 卽曰逍 二 使 

者 (詔 二 天 曰 槍 之 曾孫 淸彥 一而 令 JS 一一 於是； '淸， 彥被レ 救、 乃自捧 一一 神寶， 而獻 之、 羽 


太 玉 一 齒、 足 高 玉 一 箇、 鵜 鹿 鹿， 赤 石 玉 一 箇、 日 鏡 一 面、 熊神鑼 一 具、 唯お 二 小刀 

一 つ 名 曰 二 出石ハ 則淸査 忽以爲 、非, ，獻，, 刀 子,、 仍匿， 1 袍中 I 而自 佩く Z  、天皇 未い 知 H. 

匿 二 小刀， 之 情. 一 欲， 寵ニ淸 ま而召 之、 賜， 於 御所 (時 刀 子 從，， 袍中， 出而 g 之、 天 

皇見 之、 親 問 二 淸修， 曰、 爾袍中 刀 子 者 何 刀 子 也、 爱淸彥 知い 不レ得 レ匿ニ 刀 子 一而 

早： 言、 所い 獻神寳 之 類 也、 則 天皇 謂 二 淸彥， 曰、 其神寶 之、 豈得レ 離レ類 乎、 乃 出而獻 

焉、 背 藏，， 於 神府； 然後 開，, 寶府， 而視. ^之、 小刀 自失、 則 使 レ問二 淸_^^-, 曰、 爾所, 獻 

刀 子 忽失矣 、若 至 コ汝 所， 乎、 淸彥答 曰、 昨夕 刀 子 自然 至，, 於臣 家； 乃明旦 失焉、 

天，：： S 則 惶,， 之、 且页 勿い 覚、 是 後出 石 刀 子 自然 至，, 于淡路 嶋ハ其 嶋人謂 レ神而 爲，, 刀 

子-立 是於レ 今 所 ビま也 

天日 槍の 後裔 卽ち伹 馬 家の 系譜 は 第二 卷 第一 一章に 記述した やうに、 紀 記の 所 is 

1 致せす、 お干の 繁閑 異 M が あるが、 左に 記に よって 之を圓 示し、 紀の所 說と校 

鼓す る。 — 括 孤 內に細 i^z したの は 紀の傳 承。 
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天 之 rn 矛 (；大 曰 檜) 11 多 遲縻母 呂須谈 s 馬 諸 助 ) 11 多 遲摩斐 泥 S 馬 曰 St)  —— 

妻、 多 遲摩之 侯 IJ^ 之 女 前津見 

(太 耳 女 麻 多 烏) 


• 多 遲攀比 那良岐 (淸彥 ) I 


—多遲 麻毛理 (田 道 間 守) 

I 多遲摩 比多訶  


淸 日子  

妻、 當摩 之哞斐 


-营竈 由 良 度 美. 

• 酢 鹿 之 諸 男 


_| 葛 城 之 高額 比賣命 

夫 息 長 宿禰王 


自 5 長帶 比賣侖 


諸 助の 母に ついては 紀の 本文 (八十 八 年の 條下) に、 前津耳 一 云前津 見、 一 云 太 耳 女 麻 

拖能 烏と も あるが、 前 津見は サキッ ミと訓 み、 サキッ ミミ (前津 耳) の 約 縮で、 サ 

キは 幸の 意の 美稱 であるから、 之に 代へ るに フト (秀 出) を 以てし、 フト ミミ (太 

H-) と呼稱 した こと も あり 得る。 男女 いづれ にも 用 ひ 得られる 稱號 であるから、 


二様に 俾 へられた ので、 マタヲ (マ タノ ヲ) も 亦 人名と 見られぬ こと はない が 女 

性の 名に は 適せぬ のみなら す、 敬 稱の添 へられて 居らぬ のも異 とせねば ならぬ。 

案す るに 是は 地形から 出た 地點 名で、 俣 尾 (岡) の サキッ 三 ミと稱 へ られた 女 で 

あつたの を 人名と 誤解し、 父子 いづれ かの 稱號 なら、 ざる 可から すと して、 思 ひ 思 

ひに 赏ひ傳 へたので あらう。 其 居住地 をシ マ (栖區 ) と稱 へたから、 紀の 一 傳に出 

嶋の 人と したので、 ィヅ シ マ がィヅ シ (出 石) シ マ (栖 間) の 約なる こと は 言 ふまで 

もな く、 今 も 出 石 町に 近く 小 坂 村 大字 島と いふ 名が 殘 つて 居る ので ある。 

諸 助 以下が 但馬 を冠稱 としたの は、 母 氏の 名と 其 所領と を相續 し、 之 を 男系に 

移した 爲で、 淸参 等が 之 を 用 ひなかつ たの は 旁 系なる が 故で あらう。 從 つて 此人 

を 田 道 問 守の 父と する 紀の 所傳 は不當 とせねば ならぬ。 神寶 奉呈の 命 を 受けた の 

は 勿論 當時 の伹馬 家の 宗族 長で、 淸彥は 使者と し て 之 を 携帶し て 入朝した ので あ 

る。 記に は 多 遲摩毛 现を三 子 中の 第一 に 序して 居る が、 此人は 後記の 如く 同じ 御 
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代に； § 外の 遠！： に 派遣せられ たと あり、 當 主で あつたと は 思 はれぬ から、 多遲 W 

比 多訶が 族長 を相續 したので はなから うか。 ヒ タカ は ヒ コ (ま) と 同義語なる が 故 

に (五—； 二三 no* タデ マ彥 (曰 高) と名乘 つたこと は 有り ベ きで ある ；卷 一八 二 

i^^-o 大和に 上つ た 淸彦は 其 地に 於て 當摩之 啤斐と いふ 女性 を娶 つたの である 

が、 其 子女が いづれ もス 力 (营、 酢 鹿) を冠稱 として 居る 所を兑 ると、 ス ガと いふ 地 

を 本^と したので、 淸 日子 (淸， 彥) も 亦 スガヒ コと稱 へた こと は 勿論で ある。 信 友 

は 若狹國 三方 郡須可 麻祌社 〔式〕 所在地 を以 て 此ス、 ガ に擬 したが Q 右 狹國官 社 私考〕、 

當 時の 事情から 推しても、 遠く 鄕土を 離れて 居た ものと は考 へられぬ から、 貞觀 

十 年 十二月に 從 五位 ドに 昇叙 せられた 但馬 國营神 〔三代 實錄〕 、卽ち 神 名 帳に^ 阔出 

. ゎ郎： 刃ハ義 神社と ある 地で あらう。 此社は 現に 出 石 町 w 方 室 坡村大 〈チ^ 木に；：； b し、 

いぬに 昔 八幡と 稱す るから、 須義 の義は 或は 我の 行書 を * き 誤った ので は あるまい 

か。 11 比 多. M、 淸日 子等の 後胤に つ いて は 第五 卷に 於て 說述 する。 


家 寶徵發 は 次章 出雲經 略の 例に よつ て 明なる が 如く、 臣從耍 求の ロ實で (第 一 卷 

ニー 八 n 參照 )、 勅使の 名 は 明記 せられて 居らぬ が、 大友主 等ではなかった かと 思 

はれる こと は前卷 (^一 一三 六 K) に 述べ た 通りで ある。 日 槍將來 の神寶 についても 異 

クラ ナミ フル ヒ レ ナミ キル カゼ フル カゼ キル 

説が あり、 記 は 之 を 玉津寶 とよび、 珠ニ 貫、 振 浪比醴 、切 浪比醴 、振 風 比 鱧、 切 風 比 

艚、 奧津 鏡、 邊津 鏡の 八 種と し、 此者 伊豆 志 之^ 前大神 也と 注記して e るが、 紀に 

は 羽太 玉、 足 高 玉、 i 鹿 鹿 赤 石 玉、 出 石 小刀、 出 石祥、 日 鏡、 熊 神 離幷七 物と あり (第 

ニ卷 二三 三 no、  11 一 云と して 揭 げた 異傳に は 羽太 玉 を 葉細珠 とした 外に、 W 狭 

淺 大刀 を 加 へ 、 幷八 物と ある (同 第一 一三 Nn) —— こ 、に は 出 石： S: を 除いて 六 種の み 

を あげて 居る。 左に 諸 品に ついて 聊， 考察 を 試み る 。 

羽太 玉 (葉 細 珠)。 "は 映の 語幹で、 羽 明 玉の 如く も 用 ひ (三— 三 六 no、 太、 細 

は形狀 をい ふので ある。 

足 高 玉。 高い 脚の ついた 玉の 謂で あらう。 
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顆鹿鹿 赤 石 玉 C ク は大、 カガは 赫耀の 意、 赤く 耀く 大寳石 をい ふので ある。 

出 石 小刀 (刀 子)、 出 石 稗 (槍)。 ィヅ シは嚴 石、 卽ち良 石材 をい ひ、 地名の 出 

石 も 同 語で あるから、 此 地に 逢した 古い 石器 を 神 物と して 珍藏 し、 遠祖が 將 

來 したと いひ 傳 へたので あらう。 

日 鏡 (奧津 鏡、 邊津 鏡)。 日 鏡 は 明 煌々 として 太陽の 如しと いふ 意 を 以て 名 づけ 

られ たものと 思 はれる。 記 は奧津 鏡、 邊津 鏡の 二 面と して 居る が、 ォキ とへ 

と は 左右と いふに 同じく (二 I 1 六 二 页)、 一隻の 內別を 表示す るに 過ぎぬ。 恐 

らく は 饒速日 命の 天璽瑞 寶に關 する 傳說が 混入した ので あらう。 

熊 神 離。 神 籬は借 字で、 こ、 のヒモ P ギは 神秘なる 木 を 意味し (五 li 四 100、 

熊の 害 を攘ふ 効驗の ある 護符 をい ふので ある。 

ナミ フル ヒレ ナミ キル  カゼ フル  カゼ キル 

振 浪比禮 、切 浪比禮 、振 風 比禮、 切 風 比禮。 ヒ ゾ は 布 片狀の 護符 をい ひ (四 I 一  三 

五 頁)、 風浪 を 振 ひ 起す ものと、 斷ち 切る 靈カを 有する ものと によって 四 種に 


分けられ 仁ので ある。 

き狹淺 大刀。 ィササ は 齋淸淨 の 謂で あるから aT ニニ 四 頁)、 神 刀と いふ 意 を 

以て 此名 を與 へたので あらう。 

淸彥が 奉獻を 躊躇した 刀 子が 自ら 寶府 を脫 出して 淡 路嶋に 至り、 嶋民 によって 神 

として 祭られた と あるの は、 此 氏族が 同 嶋に緣 故 を 有する こと を 神秘的に 叙述し 

たもので、 恐らく は k タ I 邑に 居住した 族 人が (第二 卷 二三 九 頁)、 祖 神の 像 代と して 

一 劍を 奉安した こと を 暗示す るので あらう" 若し 然り とすれば 其は傳 ふるが 如き 

出 石 刀 子で はなく、 右の ィザサ の 大刀であった かも 知れぬ。 此語は 神 を 意味す 

るの みなら や、 ィ ダサ (出 淺) とい ふ 地名に も 通す るので ある (二— ニニ 五 no。 此社 

が 神 名 帳に 見えぬ の は、 其 族 人と 共に 夙に 退轉 した 爲か、 若く は私祀 なる が 故に 

官 社に 列す る を 得な か つた ものと 思 はれる。 

比 多^の 後は絕 えた もの、 やうで、 タデ マと いふ 氏名 は毛理 (守) 以後 之 を 川 ひ 

北陸 閉柘  二 〇一 
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たもの はなく、 其 苗裔 は 三 宅 連と 稱 した 〔紀〕 〔記〕。 恐らくは但馬の^？倉の首長の 

謂で、 以前の 領土 は 大御縣 に 編入せられ たにより、 之 を冠稱 する こと を 惯 つて、 

此姓を 用 ひる やうに なった ので あらう。 

出 雲 も 亦 ほ 時 を 同う して 朝廷の 治下に 收 めら れ たので あるが、 便宜上 次に 一 

章 を 設けて 論究す る。 
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神^ 徴發 11 征討 I- 大國 主の 祭祀 復興 i 鎭撫使 下向 (本牟 智和氣 命) II 肥 長比資 

^isfs 說 によれば 出 雲の 國家 は大阔 主から 天孫に 奉獻 し， V,- と ある けれども、 其 

が 後 =1 の 作. り 話に 過ぎぬ こと は 前篇 第五 卷に 詳論した 通りで、 事實は 之に ぼし、 

大！： 主の.^ 孫は述 Si として 此 地方 を 支配し、 獨立不 覊の小 邦と して 存續 し.^」 ので 

あるが、 ゆ；. 小 神 朝に 至って 遂に ナ、 和 朝廷に 倂吞 せられた。 其は此 御代の 經略中 最も 

要 《 すべき ことで、 從來韓 地から 此 地方に 輸入した 大陸 文化が、 併合と 同時に 

ャ マト K 族に 吸收 せられ、 鐵器 土器 工業が 勃興し、 海外との 1^ 接 交通が けたの 

である。 お：^ 記が 此 m, 大 なる 史 實を默 殺した 0 は、 國 讓傳說 との 抵觸 を惯 つた 爲 

らしく、  5- 却す るに 忍び やとした 古歌 一 篇は、 之 を 倭 建 命に 假 託して 其 西 征»途 

祌 寳徵發  i  二 
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の 一 逸事と して 揭げて 居る ので あるが、 其 は 稗 田 阿禮の 改竄と 認 むべき 跡が 歷々 

として 居る (次 卷參 照)。 幸に も紀の 編者 は此 重要なる 古 傳說を 抹殺す るを惯 り、 敢 

て 之 を收錄 したので、 其 所說を 論究す る ことにより、 上代 史の閽 に 一 點の 光明 を 

發見 する ことが 出来た ので ある。 以下 數 段に 分って 逐次 考察 を 進めて 行く。 

六十 年 秋 七月 丙 申朔己 酉、 詔 二 群臣， 曰、 武 日照 命 一 云 武夷鳥 又 云 天 夷 鳥 從,， 天將 

來神寳 、藏， 一 于出雲 大神宮 f 是欲レ 見焉、 則 遣， 一矢 田 部 造 遠祖 武諸 隅， 一 書 云 二 名 

大母隅 也 而使 當ニ是 時-出 雲臣之 遠祖 出 雲 振 根、 ま， 于神寳 f 是往 n 筑紫 國- 

而不， 遇矣、 其 弟 飯 入 根、 則 被 n 皇命 f 以 n 神寳， 付，， ， 弟 甘美 韓曰 狹與 二子 鷓 濡淳， 而 

貢 上 

神 寶徵發 は 旣述の 如く 臣從耍 求の ロ實 で、 伹馬氏 招 降の 事例と 趣 を 同う する も 

ので あるが、 之を武 日照 命が 天から 將來 した ものと したの は、 編者の 加筆で はな 

いかと 恩 はれる。 武 日照 命 は 注記の 如く、 武夷鳥 又は 天 夷 鳥と も 呼ばれ、 記に 出 


雲臣等の^9祖として擧げた建比良鳥命(三—ニ〇〇^^)と同 一 神で、 天菩比 命の 兒と 

傳 へられた 〔記〕。 出 雲 征討の 副將 であった とい ふ說も あるが 〔出 雲 國造祌 賀詞〕、 大 

^主に 代って 此 地方の 君主と なった と 推定す ベ き根據 はなく (五— 一 八、 一 九- lje、 紀 

の 一 * に高皇 逢 虞 尊が 勸降條 件の 一 として 當く 王ニ汝 祭祀 一 者、 天穗 日命是 也と 提案 

したと あり (五— 一 一 一四 no、 出雲臣 等が 此 神の 後裔と 自稱 する ことによ つ て (三丄 一 

〇-n^ 以下) 隠 測す るの みで ある。 假に建 比 良 鳥 命が 實在 人で、 出 雲 臣等は 其 血を受 

繼 いで e る ものと しても (四— 二 四 S 貝 以下)、 家寶 相承 は 決して 高天原 系の みに は 

限らぬ 古俗で あるから、 八 千 矛 命 または 其 祖先の 殘し たもの もあった に 相違 はな 

く、 出雲大 神- >:! に藏 すと ある 所 を 見ても、 大國主 以来 相傳し たものと 思 はれる。 

されば. S 日照 命從レ 天將來 としたの は、 國讓 傳說及 後日の 出雲臣 系譜に 迎合 せんが 

e に 取 緒うた も のと 推斷 せ-ざ る を 得ぬ ので ある。 

武諸隅 は 傳事本 紀の物 部 系譜に よれば、 伊香 色 雄 命の 孫で (第二 卷 ニニ n)、 大 

祌^ 徵發  二 〇 五 
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母 隅 は 其笫と あり、 武諸隅の孫大別連が仁德朝矢田^：：^女の皇子代部の長に任ぜら 

れて矢 田 部 造 を 氏名と したと ある。 使節と いうても 若干の 武力 的 Ss: 景を 必要と し 

たので、 武將の 家柄なる 此 人物が 選任せられ たので あらう。 當 時の 出 雲の 君主 卽 

ち ぼ 家の 宗族 長 は 振 根と 稱し (三— ±〇 一 頁)、 會ミ 不在であった ので、 其 弟 飯 入 根 

が 勅命 を惶 み、 次 弟 甘美 韓日狹 及 我 子 鹧濡淳 をして 神 寶を携 へ 入朝せ しめたと あ 

るの は、 上記 淸 S の 場合と 趣 を！ 1： うする もので、 振 根の 二 弟が ィヒ (夷) 又は カラ 

(韓) を冠稱 としたの は、 赘 子なる が 故に 他の 氏族に 入籍して 居た 爲 では あるまい 

か。 入 根が 入彥と 同義なる こと は 言 ふまで もない が、 ヒサ (日 狹) の 語義 は叨 なら 

す、 姓氏 錄に韓 飯 根と ある 所 を 兌る と、 ヒは 或は 胤 を 意味し、 サはネ に 通. f- る 敬 

稱 であった かも 知れぬ。 ク カツ クヌも 亦 宇迦 ツ子に 敬語 ヌ (ネの 音便) を そへ たの 

で、 宇迦 は此 氏族の 本據 地で ある (四 —一 一 五三- n)。 

振 根の 旅行先なる 筑紫國 を 九州の 謂と 了解す る こと は 困難で ある。 何と なれば 


此當時 筑紫國 が 出 雲に 隸屬 して 居た と推斷 すべ き根據 はなく、 假に其 北岸に 占 住 

した 宗像 氏族との 間に 親善 關 係が 存 し.；！ としても、 其 中間に は 大小の 獨立^ 刚が 

介在し 仁と 信すべき 现 由が あるから、 海陸 いづれ の 道 を 取っても、 道中に 長 時 G 

を 要し、 幾多の 困難 を 伴うた 害で、 ー國の 主たる 身 を 以て 輕々 しく 胃 險 したと は 

考 へられぬ。 案す るに ッ クシの 原義 は 築 道で 〔古語 大 辭典〕、 和名 抄の備 後 國世羅 郡 

津ロ鄕 は 今 津久志 村と 稱 へ られ、 出 雲 國八束 郡 宍道村 大字 伊志見から 此方 面に 通 

やる 道路 をも舊 時ック ン 街道と 稱 したと. いふ ことで あるから、 こ 、の筑 紫！： も 世 

羅郡 地方 を 意味し、 當時出 雲に 內屬 して 居た ので、 巡察に 赴いた のか、 ti; しく は 

版！： 摘 張 の 目的 を 以て 出征した ので あら う。 

歸來 した 振 根が 鈑入 根の 執った 處 置に 異存がなかった とすれば、 出 雲の 阔土は 

徂 氏の 所領と 同様に、 平和襄 に 朝廷の 治下に 歸 したので あらう が、 其 11!^ 抗の爲 

征 討  二  0 七 
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に 遂に 出兵 を 見る に 至った。 紀は之 を 次の 如く 叙して 居る。 

旣而出 雲 振 根 從，， 筑紫， 還來 之、 聞，， ー神寶 獻，， 于 朝廷 f 責，， 其 弟 飯 入 根， 曰、 數 日當レ 

待、 何 恐 之 乎、 輙 許，， 祌寳 f 是以 旣經 二 年月， 猶 懷，， 恨忿， 有 二 殺い 弟 之 志 f 欺レ弟 曰、 

M 頃 者 於 ニ止屋 淵-多生な 妾、 願 共 行 欲 i  、則 隨レ 兄而往 之、 先， 是兄竊 作，， ^.l^i 

似，， 眞刀； 當時自 佩 之、 弟 佩，， 眞刀 (共 到，， 、g 頭 (兄 謂&^ 曰、 淵水淸 冷、 願 欲 i ハ游 

沐 i 從ニ兄 言つ 各 解 二 佩刀 一 置 二 淵 邊ハ沐 一一 於 水中つ 乃 兄 先 上 fer 取 二弟眞 刀ー自 佩、 

後 弟驚而 取，， 兄 木刀， 共 相 擊矣、 弟不 ぃ得ッ 拔，， 木刀 f 兄 擊，， 弟 飯 入 根， 而殺， 之、 故 

時人 歌 之 曰 

八 雲た つ 出 雲 たけるが 佩け る 大刀 黑葛 さは まき さ 身な しに あはれ 

於 も K 甘美 韓日狹 、鷓濡 淳、 參,. 向 朝廷， 曲 奏，， 其狀； 則 遣-一吉 備津彥 與，， 武濘河 別 一 

以誅 n 出 雲 振 根， 

旣經ニ 年月 一と あるの は 潤色で、 前後の 文意に 徵 する も、 此 事件 は 甘美 韓日狹 等の 


出發爽 後に 起り、 京師 到着 前に 其 情報 を 接受した ものと せねば ならぬ。 脆 計 を？ お 

けて：？^^を殺-:5$1し仁ことの眞偽は不明でぁるが、止屋は出雲國神門郡の鄕名で〔風〕、 

今も簸 rTia: ぎス合 村に 共 名 を 留め、 宇迦 を距る こと 遠から ぬ 地で ある。 . 

£■ ^の爲 に 派遣せられ、 一： の は 上記 四 道將軍 中の 二 名で、 告 備津， y^- は 前 卷(^ ：  二 

三 ICO に 述べ たやう に、 大吉 備津 日子 (比 古 伊佐 勢理毘 古) 命 又は 若 建い 備 子 命 

の T 乂は 孫で、 之を彦 五十 狹？ i; 彥ー 名 吉備津 S 命 自身の こと、 する 紀の 編者の 見 

^ は 誤って 居る (第一 八 二 n 參照 )o 此吉備 津彥は 西道經 略に 任じ 仁と あるから、 當 

時 最もお 力な 武將の 一 ん であった こと は 疑な く、 其 領！： も 比較的 出 雲に 近いから 

選任せられ 仁ので、 小 u 備 海岸 地方から 今の 勝 山 又は 三次 を經て 陸路 進〕 本した もの 

と はれる。 武 S: 河 別が 取った 徑路は 判明せ ぬが、 道主 王に よって 拓 せちれ 仁 

丹 後、 徂 馬の 一 地から 乘 船し、 海路 進發 した こと も 有り得べきで ある。 

戰 おは 崔 略せられ て e るが、 火なる 抵抗 を 受けなかった ので あらう。 記 は 上述 
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の 如く 此征戰 を景行 朝の 事と し、 倭 建 命が 九州から 振 旅の 途次 此方 面に 迂 廻し、 

渠帥 を誅戮 せられた かの やうに 說 いて 居る。 其 は 使命の 中に 含まれて 居らぬ こと 

であり、 前後の 事情から 考 へても？^ 傳 とせねば ならぬ が、 此序を 以て こ、 に 論究 

する (次 卷々 末 原文 參 照)。 

卽ち出 S 圃に 入り 坐して、 其 出 雲 建 を 殺さむ と 欲 ひて、 到りし 卽ち結 友た ま 

ひき。 故竊 に赤檮 もち 詐刀を 作り、 御 佩かして、 共に 肥 河に 沐 みたま ひき。 

爾に倭 建 命 河より 先づ 上りて、 出 雲 建が 解 置け る 横 刀 を 取 佩かして、 易 刀せ 

むと 詔り たま ふ。 故 後に 出 雲 建 河より 上りて、 健 建 命の 詐刀を 佩く。 是に俊 

建 命 訛み て、 伊 奢 刀 を 合 はさむ とい ひて、 各 その 刀 を拔く 時、 出 建 詐刀を 

拔き 得す、 卽ち倭 建 命 その 刀を拔 きて 出 S 建 を 打殺した まふ。 爾に御 歌 曰 

やつめ さす 出； 虞 建が 佩け る 大刀 っゾら 多 まき さ 身な しに あはれ 

故 かく 撥 ひ 治めて 參 上り 覆 奏した まひき 


出 建の 名號は 示されて 居らぬ が、 歌詞に よる も、 話の 筋から 見ても、 同一 原說 

から 出た ものと せねば ならぬ から、 記 は 之 を 作り か へたので あらう。 詐刀 〇 意 を 

古言で ま！ I ひ あら はすと すれば、 ァ ザタチ であるが、 紀の 木刀に あ-仁る から、 其 旁 

訓に從 うて キクチと 訓ん でもよ い，^ 11 宣長 は仁德 天皇の 御製に 「夜 麻 志呂責 能 許 

久波母 知」 と ある を 例と して コタ チと訓 したが、 其 は 許 を 上に つけて、 ，w 城 女 之 

子 鍬 もちと いふ 意と 解す る を至當 とする から、 例に ならぬ Q みなら や、 木 鉢、 木皿 

をコ ハチ、 コサラ と稱へ る も の も な い 0 

神寶を 奉じて 入朝して 甘美 韓日狹 及 鶬濡濘 が 褒賞せられ た Q は 勿論で、 後者 は 

父鈑入 根の 功に より、 宗家の 家督 を 授けられて、 出 雲國造 〔奮〕、 出 雲 臣、 神 門臣等 

マ タネ 

の祖 となり 〔姓〕、 甘美 韓日狹 (又は 可 美乾鈑 根) は 旁 系 レーして 別に. 一 家 を 創立し、 

其孫野1^^,が确が土師部を率ゐて奉仕して以來、 代々 土師連 (， Ms) と稱 へ、 11 姓 
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氏 錄に飯 入 根の 後と ある 攝津國 の 土 師連は 別 系で あらねば ならぬ — ず n 原、 秋德、 

大枝 諸氏 を 分岐した 〔姓〕. - 大國 主の 子孫と いふ こと を つて 祖先 を 天 德 日 命に 託 

したの は此 等の 諸氏で あらう (四— 一 一四 叫 頁 )o されば や、 後 m まで 出 雲に 在留した 

一門の 中には、 姓氏 錄左京 未定 雜 姓の 野實 連の 如く、 依然として 大穴 牟： 迦命之 後 

と稱 した ものが あるので ある。 事件 當時は 出 雲 本！： に 於ても  一 u; 火國 主神の 祭祀 

を廢 したが、 久しから すして 朝 命 を 以て 之 を復與 せしめられた ことが、 9;;.^ 神紀の 

前文の 續 きに 記述せられ て 居る。 卽ち 

故 出 雲臣等 畏，, 是事， 不, ，祭，， 大祌， 而 有，^ 間、 時 丹 波 氷 上人 名 氷 香 戶邊、 啓，, 于皇 

太子 活目 尊, 曰、 己 子 有，, 小兒， 而 自然 言 之 

王蒌 しづし 出 雲 人 まつれ 

旁 系の 甘美 鏡お し はふり て  うまし 御 神の 底 寶御寳 主 を 

山河の 水く、 り 御珠垂 かけて うまし 御祌の 底 寶御寳 主 を 


是非" 似 ニ小兒 之- 若 有 二 託言-乎、 於レ是 皇太子 奏-于 天皇 (則 勅 之 使レ祭 

丹 波の 氷 上が 當時出 雲 族の 占據 地で あつたと 思 はれる こと は前卷 (第 一 〇 一 頁) に 

4^1 ベた せりで、 ヒ 族の カミ (首長) の鄕を 意味す るので あるが、 或は ヒカ (力 は處 

の. to ともい ひ、 其 地 Q 女 をヒカ (氷 香) 戶邊 (き 卷九五 S と稱 した Q であらう。 

歌詞の 說明 は歌謠 篇に讓 るが、 其 大意 は 出 雲 臣の旁 系なる ゥ マ シ韓日 狹に對 し 

録玉を 捧げて 甘美 御 神 底 寶御寳 主 (大國 主の 神霊の 假稱) を 祭れと いふので ある。 

眞の寓 語 若く は童謠 か、 或は 之を假 りて 祭祀 復興 を 愁訴した のか 判明せ ぬが 卓 

廷 に 於 て も 其 必 要 を認 め て 勅命せられ 仁ので あ る 。 

此 Q 如くして 出 K ち- 阔家は 朝廷に ^呑せられ ヤーので あるが、 出&菌 中には 尙心 

服せ ぬ ものが あった こと は 勿論で、 垂仁 朝に も 之が 鎭壓 を必耍 とし ヤー こと を紀は 

次の 形式 を 以て 叙して 居る。 

大 s: 主の 祭祀 復興  一一 ニニ 
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二十 六 年 秋 八月 戊 { ほ； 朔庚 辰、 天皇 勅，， 物 部 十 千根大 連， 曰、 屢遣， 使者 於，， 出霄 

國- 雖レ檢 n 校其國 之神寶 f 無二 分明 申 言 者 マ汝親 行，， 于出 雲；. 宜ニ檢 校定； 則 十干 根 

大連、 校 n 定 祌寳， 而 分明 奏言 之、 仍令； 手，， 神寶， 也 

神 齊は崇 神 天皇の 御代に、 廿美 韓日狹 等が 携帶 して 入朝し、 旣に赏 上した や： で、 

假に天 覽の上 還付せられ たものと しても、 再び 檢校 する 必要 はなく、 或は その 以 

外 の 神寳 調 の 意と 解す る ものが あるか も 知れぬ が、 物 部 十 千 根に 管掌 を 命 ぜ ら 

れ たとい ふから に は、 同人が 出 雲に 殘留 した か、 若く は 校定した 祌 寶を携 へて 歸 

京した ものと せねば ならぬ のに、 少しも 其 形跡の ない 所 を 見る と、 或は 神 寶檢校 

は假 託で、 府庫、 田地、 戶 口の 調 杏-を 暗示した ので は あるまい か。 

+:= 事 記に は垂仁 朝に 皇子 本牟知 ni 和 氣を出 雲 大祌參 拜の爲 に 同 闕にャ だ 遣せられ 仁 

と ある。 其 動機 は 皇子が 成人の 後まで 嗜 啞 であった の を、 此大祌 の 祟に よる もの 

とし、 之を鐄 める 爲 とせられて 居る ので あるが、 其 物語の 前段 は紀 にも^ 錄 せら 


れ、 ，M 子の 不具に 假託 して、 廷臣 をして 新附の 諸！： を巡撫 せしめられ たこと を說 

いた もの、 やうで あるから、 順序 は 先 後す る けれども、 第 九 章に 於て 述べる こと 

とし、 愛に は 出： おに 關 する 部分 だけ を揭げ る。 

ォホ ミュメ  <  . --  ラ， 力 

是に天^！！^患ひ賜ひて御寢ませる時、 御 夢に 覺し曰 さく、 我せ ：！ を 天 白 jfb 稚舍の 

ごとお-り 理め たま は、 S ヽ 御子 必ま こと 問 はむ と 曰す。 かく 覺 しま をす 時に、 

布 斗 麻 邇に占 # へて、 何の 神の 心ぞと 求む るに、 爾の祟 は 出雲大 神の 御 心な 

りき。 故 その 御子 を其大 神の 宮拜 ましめ に 遣 はさむ とする 時、 誰 人 を 副 はし 

ァ  ォホ 

めば士11けむと.^ひしに、 曙 立 干： 卜に 食 ひき。 故 曙 立 王に 科せて、 宇 氣比， n さ 

しむら く、 此火神 を 邦 むにより て 誠に 驗 あらば、 是鷺 の 池の 樹に 住む 鷺乎 

宇氣比 m せ、 かく 詔り たま ふ 時、 宇氣 比に より、 其鷺 地に 墮 ちて 死にき。 又 

宇 « 比 ^かせと 詔り たまへば、." 更に 活 きき。 又甜白 # 之 前なる 葉廣熊 白檮を 

宇 氣比枯 し、 亦 宇氣比 生かしき。 爾 その 曙 立 ：+- に 名 を 賜 ひて、 5^ 者 師木登 美 

鎮撫 使 下向  ニー  五 
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豊朝會 曙 立 王と いふ。 卽ち曙 立 王ぶ 鬼 上：. H  二  を 其 御，.^ に 副へ て 遣 はす 時、 

ァシ ナヘ メシ t 

那良戶 より は 跛 盲に 遇 はむ。 大坂戶 よりも 亦跛& に 遇 はむ。 唯 木 1：; こそ 掖 

nl- 之士 c 戶と卜 ひて 出で 行く 時、 到り， す 地 每に品 遲部を 定めた まひき 

以上 は出發 までの 經緯 で、 曙 立 王、 蔸上王 を， M 子に 副 へ て 派遣した とい ふこと を、 

祌夢、 卜.^ 、呪詛 、俗信 等に 結びつけて、 神秘的に 述べた ので ある。 到 所に 品 遲部を 

定められた と あ る の は、 此 行が 祭神の 爲の みでなかった こと を 暗示す る も の で あ 

るが、 爱には 直接 關 係がない から、 第 九 章に 於て 說明 する。 

神 は 旣述の やうに つお 一 〇 九 K)、 上代 話術の 一 形式と 兑 るべき もので、 K 重な 

る 批判 を 加へ る價値 はない が、 修 TT 现我， 如 二 天皇 之御舍 一とい ふ 交換 條忭 は、 表 

現 形式に は 多少の 相違が ある けれども、 闕 讓俾說 にも 兄え るから (五-上 一七- n 以 

下)、 其から 思 ひついた もので は あるまい か。 フ トマ 一一 は 卜 ト；： の對象 をい ふらしく 

(二— 六 五- ヌ 以下)、 之に 問うて 出雲大 神の 祟と 知り、 鎭 祭の 爲に 下向 せらるべき 皇 


^の 供奉 者 を 定めた とい ふの は、 有り得べき ことで あるが、 縱ひ大 1: 主に， 室 を 

御 恨み. £• ト： ぐる gt- 由が あつたと しても、 其を鎭 める 爲には 自ら 他に 方法 も あり、 

殊に 此行は 上述の 如く 必 しも 神-; pa 參拜 のみが 目的ではなかった やうで あるから、 

不れ、 なる，：：；. 一 子 を遙々 出 雲まで 派遣せられ たと は考 へられぬ。 案す るに、 眞事登 波 

受 と い ふ 事實 にも 疑が あ る こと は 後記の 通りで あ るから、 大 神の 祟 云 々は 後 H の 

脚色と 兑 なすべ きで あらう。 

首席 供奉 員と して 選ばれた 曙 立 王 は、 前卷 (第二 ニニ no に擧 げたやう に、 n 子 坐 

： 卜-の 孫で、 .S1 子の 再從 兄に あたる ので あるが、 傻者師 木 登美豊 朝 倉と いふ 冠稱を 

賜 はった と あるの は、 必 しも 大和！： 磯城 郡 朝 倉に 由緣を 有した 爲 ではなく、 言葉 

の緣 による 序の 一種で、 ァケ タツ —— 恐らく はァ ガタチ (縣 主) の轉 呼で、 伊勢 國 

； 那 縣を領 したから 此稱號 を 用 ひたので あらう (第一 ー卷 一 八 一 一 no. 1 を 字に よって 

タ  アサ クラ 

g_ んに 起つ とい ふなに 取な して 朝. ぼに つ け、 美稱 として m,」 を 川 ひ ： 史にシ キト ミ 

木牟智 和氣命  ニー  七 
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(直 富) を 冠した もの、 やうで ある。 倭 者と いひ 起した の は 「大 和に 在り て は」 と い 

0 ソゾチ  0 ミッタ マル 

ふに 同じく、 倭 者 彼 彼 茅 原 淺茅原 〔顯宗 紀〕、 淡 海 者 水-一 〔播 風土記〕 の 如き 例 も 

あり、 今 も 上 州" 佐 位 郡國定 村の やうに 用 ひる ことがあ るので ある。 —— 宣 長が 

者を老 の誤寫 として ォ ュ と訓 したの は 斑 由の ない ことで ある 11 次席の 范 上； +: は 

曙 立 王の 弟で あるつ S ニ卷 ： 三 三、 一 八 三 no。 

宇氣 比の 原義 は 誓約、 卽ち 肯定的の 誓で (三— S  一 n)、 轉義 により こ、 では 咒訪 

(^一  卷ー 六 三 Is と 同様に 用 ひられて 居る が、 £1： 科 二 曙 立 王-令 二 宇氣比 白-と あるの 

は、 子の 供奉 を 誓約せ しめられ たこと を 意味す る。 記 俾には 因レ拜 n 此大 神- 以 

下の 訓を 誤り、 字 を 削った 上に 甚む つかしく 說 いて 居る が、 上祸の 如く 讀み 下せ 

ば (卷末 原文 參照 )、 殆ど 註釋を 必要と せす、 「更に 活 きき」 の 上に も 「宇氣 比に より」 

とい ふ 一 句 を 補うて 讀 めば 一 層 明. a である。 11 眞福寺 本に は 宇氣比 者と いふ 四 

ネが ある — K 巢池は 神 名 帳に 高 市 郡 «栖 神社と ある 地で、 此 鳥の 群棲に よって 


名 を うた ものと 思 はれ、 甜白檮 之 前 も 神 名 帳の 高 市 郡 甘 樫， 神 の 所在地 をい 

ひ、 今の 飛^ 村 大字 豊 浦字ァ マ ガスの 丘の 岬の ことで ある。 アマ Q 檮及 クマ 白禱 

は 樫の 稀 名で、 ァ マ Gg 人) 及ク マ (熊) とい ふ 族 名 を 區別稱 呼に 用 ひたに 過ぎぬ。 

行旅の 安 寧 を 庶幾す る爲 に、 出發に 際し 不祥な 事物に 遭 逢せ ぬ やう 戒心 す る こ 

と は、 今 も 世に 行 はれて e る 俗信で、 此文 によれば 或 時代の 民衆 は、 旅の 門出に 

跛 者 またはき 者を兑 る こと を 不吉と した ものと S はれる。 當時 磯城の 都から 西國 

に，！： ふに は、 奈良 m 又は 大坂 (第 一 七 六 頁) を 超え、 くは紀 伊を經 由した ので、 之 を 

六-小 良 P 、大 坂戶、 木戶 と稱 し、 11 ト は出國 の門戶 とい ふ 意味で、 必 しも 關 門が 實 

在した ので は あ るまい —— 其 い づ れ を 選 ぶ べき か を 卜占に 問うたら、 前 二道で は 

跛 i::: に 遭 逢す る 虞が あり、 紀 門の みは 掖月 之吉戶 なりと いふ 占斷を 得、； 一と ある。 

掖 ：=- の 刀 は 一片 又は 門の 誤 として、 ヮ キト 卽ち侧 門の 意と 解すべし とい ふ 說もぁ 

ヮキッ キノ キ ト ゾェ キト 

るが 〔記 傅〕、 若し 然 らば 唯 掖月之 木 戶：： ：：^ 古 とい ふ 方が 口調 もよ いのに、 殊； 史に 

木牟智 和氣命  一二 九 
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腋月 之の 三 字 を 下に 移した 所 を 見る と、 別の 意味と せねば ならぬ。 或は 此ヮ キッ 

キも雄 略 天皇の 妃袁抒 比賣が 「い 倚りた、 すヮ キ ツキ の 下の 板に もが」 と 詠 じた 脇 

衝で (歌 謠篇參 照)、 ェ («) にか 、る 枕詞と して 用 ひ、 兼て 側 道の 意 を ほのめかした 

ので は あるまい か。 

紀伊國 より 出 雲に 至る 經ぉ 地が 明示 せられて 居らぬ の は、 後 章に 說述 する 山邊 

大鵪の 巡路と 重複す るからで、 上揭の 如く 每ニ到 坐 地 一とい ふ 一 句 を 以て、 諸國を 

巡行せられ たこと を-暗示して 居る ので ある。 之に 續 けて 出 雲に 於け る 行動が 次の 

如く 叙述 せられて 居る。 

故 出 雲に 到りて、 大神を 拜み訖 へて 還， り 上ります 時、 肥 河 之 中に 黑« 橋 を 作 

り， 假宮を 仕へ 奉りて 坐せ き。 爾に出 雲國造 之祖、 名 は 岐比佐 都 美、 靑葉山 

を链 りて、 其 河 下に 立て \ 大御食 を獻ら むと する 時、 その 御子 詔り たま ひけ 

. らく、 是河 ドに靑 葉. S なす は、 山と 見えて 山に あら じ、 若し 出 雲の 石 硐之曾 


の宮に 坐す 葦原 色 許男大 神を以 ちいつ く 祝が 大廷 かと 問 ひた まひき。 爾御伴 

. に 遣され し： 土 等 聞き 歡び、 見 喜びて、 御子 をば 檳榔 の長穗 のせ n に 坐せ て、 驛 

ッカ匕 タテ マツ 

使 を りき 

此 一 節 は 神 敎に從 ひ 出 S 大神 を拜 祭した 結果、 皇子の 不几ハ が 愈え たとい ふので、 

大意 は 明白で あるが、 二三 註解 反語 釋を 要する ものが ある。 大國 主神の 廟所卽 ち 

i;^* 之 曾 {呂 は、 當 時に 於ても 枰 築に 存し たもの、 やうで (四— 二 五 四 貝)、 奉 齋者岐 

比 佐 都 美 は キ ヒサと いふ 地名 を 負う て岐 比佐ッ 臣と 呼ばれた の で あるから、 其 地 

に 居住した ものと せねば ならす、 此名は 消滅した けれども、 和名 抄の 出： 实郡漆 沼 

鄕 (今の 伊波 野 界隈) に屬 した もの V やうで ある (四 —九  一 no。 されば 黑機橋 を 設け 

たの は 其よりも 河 上と せねば ならぬ が、 杵築から態々內地に進人せられた1^.£に 

ついては 說 明を缺 いて 居る。 ス バ シば 記の 應神 天皇の 卷 にも 船中の 箦椅と あ-り、 

檢 (椅) は 借 字で、 、ノ シラ (iif) の 、ノ シと： 1： じく 木 桿を意 ゆし、 クー を 並列した-; ii^ をス 

本卞智 和氣命  ニニ 一 
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ノ コと いふと ：！： 様に、 ス 、ノ シ とも 稱 へたので あらう。 黑はク P 木 卽ち皮 を 削らぬ 

木材 をい ひ、 次に 皇子が 河 下 を 展望せられ たと ある 所 を 見る と、 水面に かけ 出し 

たものと m 心 はれる。 

靑葉山 を t 防る と あるの は 形容で、 綠葉を 以て 大 饗宴 場 を 装飾した こと をい ひ、 

其が 餘り 大規模であった ので、 .n: 土 子が 感興の 餘り、 so はす 言語 を 幾せられ たとい 

アデ マ サ 

ふので ある。 假宫 から 遷 しま ゐら せた 檳榔之 長 德，； ：，：！ は、 ナガ ホと いふ 地名 を 負う 

たものと すれば、 其の 緣 によって アデ マ サを 枕詞に 用 ひた ものと も 了解 せられる 

が、 其 地が 聞えぬ 所 を 見る と、 ナガ (長) は 長大の 謂で、 ホは秀 を 意味し、 アデ マ 

サを 以て 葺 いた 高 壯 なる 宮殿と いふ 意で あるか も 知れぬ。 檳榔 は熱帶 w 物で 我國 

土に は 生育せ ぬが、 九州 地方の 如き 暖地に 逢す る 蒲 癸 も亦ビ 口 ク (核 榔) と稱 へら 

れる こと を考 へ 八" はせ ると、 一 般に長 葉 植物 を 意味し、 原義 は アデ (樊稱 ) マ (接頭 

語) サ (麻) で、 賞美すべき 麻と いふに；！： じく、 其 葉が 繊維 原料に 適する により、 命 


名せられ たもの、 やうで あるから、 搜欄科 以外の 植物に も此 名が 用 ひられた こと 

も あり « る。 驛使を 以て 上聞した と あるの が、 文飾に 過ぎざる こと は 旣述の 通り 

である (^  ： 五八. n)。 

右の 如く 此， M 子 Q 出 S ーム 下向 は、 徹！ S 徹尾 その 1" 啞を 治す ことが 目的で あつたと 

說 かれて E るので あるが、 八 拳 鬚 生 ふるまで 物言 はぬ 一 貴人が、 或 機 會に發 首す 

る やうに なった とい ふ 話 は、 出 露 風土記 仁 多 郡三津 鄕の條 下に も、 阿連 須枳高 H 

子 命の：^ として 揭载 せられ て 居り (前篇 第四卷 々 末 原文 參 照)、 須佐之 男 命 の 泣 ィサチ 

(二— 二 〇； 一一 no とも 趣が 似て 居る から， 上代に 流布した 語り草と 見る ベ きで ある。 

尾 張 風土記 殘簡 (釋 紀所 引) にも、 丹 羽 郡 吾 5e (阿 豆 良) 鄕 の名號 所由說 中に、 "is 別 

皇子 生 七歲而 不，， 語と あり (^十 章參^ )、 此 皇子が！？ 啞 であった とい ふ W 說が存 し 

たの は； e しむに 足らぬ が、 史實 と， |§ 定 する こと は 困難で ある。 其 故に 出 に 派遣 

本牟智 和氣命  ニニ 三 
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せられた事實が^：^したとすれば、 新附地 几の 使命 を^せられ たものと 了解す ベ 

き で 、 其 は 此傳說 の 末 段 に 次 の 如く 叙述 せられて 居る ことによって も 推定し 得ら 

れ るので あ る。 

爾に其 御子、 一宿 肥の 是 比 賣に婚 ひき。 故 その美 人 を竊伺 ひた まへば 蛇な り 

き。 卽ら 畏 みて 遁 逃げた まひき。 爾に其 肥の 長比賣 患み て、 海原 を 光らし 

船より 追ひ來 たれば、 益、 S 見畏 みて、 山の 多 和より 御船 を 引越して 逃げ 上り 

行 ましき。 是に 覆 奏さく、 大 神を拜 みしに 因りて 大 御子 物 詔り たま ふが 故 

に、 參 上り 來 ぬと 奏す。 故 天皇 歡 喜ばして 卽ち范 上 王 を 返して、 神 i:,;: を 造ら 

しめた まひき 

肥 長 比 寶はヒ (火) 族の 大姬 をい ひ、 肥の 川 流域に 占據 した 此 種族の 土み；^ が (四— 

•: ハコ wo、 出講お 等の 恭順した 後に 於ても、 尙朝命 を 抗拒した ので、 皇子 は 之を征 

服し、 其嫡 女を娶 された ので あるが、 ，3: 未だ 心服す るに； 全らざる 賊徒 は、 ，M 子の 


橄ノは：： を 好機と し、 危害 を 加へ ようとした が、 辛うじて 逸脫 せられた こと を、 卜： 揭 

の 形式 を 以て 述べた ので ある。 一夜 寢た 美人 を 不意 に^いて 見たら、 蛇體 であつ 

たとい ふの は、 上記 三輪 傳說と 同様に、 或る時 代 のん が 好んで 用 ひた 話術で、 殊 

に 出-小- •〈 の 火 族が 族祖と 仰いだ 淤迦美 神 は、 靈 龍の 謂と も 了解 せられた 形跡が ある 

から (四— 六 二 n)、 之を惜 りて 賊徒の 猛を 表現した ので あらう。 

追擊が 念であった ので、 山の タヮ (峠) から 船 を 引越して 遁 げたと あるの も.： J 代 

に は 有り得た 事實 で、 航路の 難關を さけ、 或は 捷路を 取る 爲に、 舟 を 陸上に 引 上 

げて曳 行した 例 は、 播磨 風土記 賀古郡 鴨 波 里 及 揖保郡 石 海里の 條下 にも 兑 える。 

11 拙者 「播磨 風土記 物語」 (第二 〇 ーハ @ 參照 11 之 を 怪物が 海原 を 照らして 舟で 追 

ひかけ て 來た爲 としたの は 潤色で、 原 說には 恐らく は 火 族の 占據地 附近なる 肥の 

川 を 舟 行 返却 中 の 危難と 說 か れ て るった ので あら う 。 都 ま で 遁げ 還ら れ た Jl!:: は な 

いから、 (一 ：！ 明せられ て は lig ら ぬけれ ども、 び 兵 衆 を驅り 集めて 討 減の 後 覆：^、 せ 


第 七 章 出 雲倂吞  ニニ 六 

られ たものと 思 はれる。 

故 天皇 歡喜、 卽返ニ 蒐上王 一 令， 造 ニ祌宫 一と ある 〈. ^は、 上の 神 夢の 記事と 相 應ぜし 

めんが 爲で、 現在の やうな 神宮が 此 朝に 創始せられ たかは 疑問と すべ きで あるか 

ら (五 —ニー 页 以下)、 此 王子 を 再 派せられ た 事 實が存 したと すれば、 鎮定の 功を完 

うせんが 爲 であった と 了解せ ねばならぬ。 之 を 要するに 垂仁 天皇の 御代に 於け る 

朝廷と 出 雲との 交涉 は、 紀記 いづれ の傳 による も、 此國 家の 滅亡 後 その 地の 住民 

を鎭撫 する に少 からぬ 努力 を 要した こと を 語る もので、 近世の 事例に 徵 する もさ 

も 有りぬべき 事で ある。 


第 入 章 海外 交通 

任那入 ！ 都 怒 我 阿羅 斯等 —— 比賫語 曾祌話 ——- 投樹君 11 常世 國 視察 

出で "ム 併吞の 結朵、 從來 Ml: とのみ 交通した 外人に、 直接 大和に 入朝す る やうに 

なった。 〈神 紀には 之に 關し 次の 如き 記事が ある。 

六十 五 年 秋 七月、 任 那！； 遣 二 蘇 那易叱 知-令 二 朝貢-也、 任 那者去 ニ筑紫 同-二 千 

餘里、 北 阻 レ海以 在 二 鷂林之 西南- 

任那 とい ふ國 名が 支那 史書に 現 はれた の は 宋書を 以て 最初と し、 其 夷 蠻傳中 倭^ 

の章ド に、 使 持 節 都督 倭百濟 新羅 任 那秦韓 慕 韓六國 諸 軍事 安東 大將軍 と あ 

るが、 魏志 束夾 W にあげた 弁 11:^ 二十 四！； 中に も 其 名が兑 えぬ から、 我！： から 與へ 

た 名稱 なりと する 傳 說に從 ふべ きで、 後記の 如く 垂仁紀 一 ま； -に御 問 城 天皇の 御名 

任那 入貢  ニニ 七 
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をれ はせ て！： 名と したと ある 所 を 見る と、 ミ マナの ミ マ は御問卽ち御料地を"^:^味 

し、 ナは接 iiCfi として 添付せられ たか、 若く はミ マ ノ！： とい ふべき をミ マナ^と 

轉 呼した ので あらう。 さり な が ら せ- ル神 天皇 の 御名 を 負う た と あ る の は 疑 ii: とす ベ 

きで、 恐らく は祌功 皇后が 三韓 を內官 家と し 〔紀 〕、 或は fmw を 渡 屯 家と {.^ めら れ 

た 〔記〕 と あると M 様に、 此 時代に 與 へられた 名稱 であらう。 我 駐在せ の 公；.，： i を 任 

那 日本」 肘と 稱し、 此 名が ft もよ く！： 民に 知られて 居た ので、 此»;^^に於ても迎っ 

て 之 を 用 ひた ものと m>0 はれる。 鷄林は 新 織の 別稱 で、 金 氏の 遠き の 出現 傳說 から 

出た 名で あるが、 國號に 代用せられ る やうに なった の は遙に 後の ことで、 」£ に：： に 

-龍朔ニ年？^^以ニ新羅國1作ニ鷄林ーとぁるを初见とする。  • 

, ^-の 如く 任那は 地理 的名稱 ではない から、 其 境界 も 共 漠然たる も-いで、 蘇观！ ：？ 

叱 智は垂 仁紀ー によれば、 都 怒 我 阿羅 斯等亦 名 予斯岐 阿利 叱 に岐 とい ひ、 n 

ら 意富 加 * 國王之 子と 名乘 つたと あるから、 ffi 洛國卽 ち 後の 金 海」 他が 之に 當るも 


の 、やうで あるが、 h ヒ 引用した 宋. の 阔 王稱號 は、 浒新 « 任那 加羅泰 韓 

バハぉ錄ヒ^諸軍^^夂柬將軍ともぁり、 欽明 天皇 二十 三年の 紀の 注文に よれば、 總 二 

任那； 別、 「：！ニ 加 維！：、 安 維 li  、斯ニ 岐阔、 多羅！：、 卒 麻！：、 古 嵘_1:、 子 他^、 散ャ 下！；、 乞 

*^、 稔 鱧！； X "十！： と ある。 地名 考證は 次篇に ゆづるが、 之 を 要するに 鷄林卽 ち 

新羅 G  W いお、 lif^ んが占 擦した 地方 及 島嶼の 總稱と 了解す ベ きで ある。 

来朝 使に 蘇 那易叱 知の シチ は、 東！： 通鑑に S 洛國王 名 或 曰 居 叱彌、 或 曰 坐 知、 或 

n: 娃知、 或 HI 鈕 知と あるから、 敬稱 なること は 疑な く、 次に 阿利 叱 知" 干岐 とい ふ 

も 兑ぇ、 都 怒 我 阿き 斯 等の シト も：： 1： 語で、 1： 語の ツチ ニー  （'一七 六 H0 と 語原 を： i: 

うする も G  v やうで ある。 紀 によれば 此ん は滯 京中諒 に際會 し、 垂仁 天，： の 二 

年に 1^1: し.；」 と ある。 卽ち 

"ん歲 任 那人蘇 那^ 叱 IF 請 之、 欲 二 于國； 蓋自 歟、 仍^ ニ赤紹 

1 W 疋， 賜 ニ任那 王； 然 新羅ん 遮 二 之 於 道， 而 焉、 其 ニ國之 怨始起 ニ於是 時-也 

れ 那入莨  ニニ 九 


第 八 章 海 外 交 通  一； 三 〇 

旁 線 を 劃した 一 句 は 地の文と 兑る にしても 文脈が 通らぬ から、 分注 又は 旁 注の 攙 

人と すべ きで ある。 新羅 人が 賜物 を 掠奪した の は歸國 途次の 出來事 と あるから、 

後日の 傳 を- j に 附記した ので あらう が、 仇怨は必ゃしも此：^；；^-件にょ つ て 激^ 

せられた ので はなく、 種族 的 反目に より、 其 以前から^ したので あらう。 

垂仁紀 に は 一 云と して 次の 如き 異傳を あげて s る。 

御 問 城 天皇 之 低、 額 有レ角 人、 乘 一一 一 般 一泊 一一 于越！ ：4is 飯 浦つ 故號ニ 其處ー n: 二 角 鹿 一 

也、 問 之 曰、 何國人 也、 對曰、 意富 加 羅國王 之 子、 名 都 怒 我 阿羅 斯 、亦 名 n:  二. f> 

斯岐 阿利 叱 智干岐 ハ傳ョ 聞 曰 本 國有ニ 聖皇 f 以歸化 之、 到 二 于穴門 一時，， 其！：.；^ つ、、 

名 伊都 都 比 古、 謂, 臣曰、 吾 則 是國王 也、 除 レ吾復 無 一一 二王つ 故 勿 レ^ー 他處； 然ぼ 

ヅ ラッラ 

究 見 二 其 爲ー义 、必知 レ非レ 王 也、 卽更還 之、 不,， 知 二 道路 fswTTfs 嶋沛 二 北海 一 迴. 

. 之、 經 二 出 雲國, 至 ニ於此 間, 也、 是時遇 二  皇 崩； 便 留之仕 ニ活目 天皇 「逮 二子 三年つ 


マヲ サク 

天皇 問 二 都 怒 我： 1 羅斯 等-曰、 欲 &ニ汝 國-耶 、對 諮、 甚望 也、 天皇 詔 二 阿羅 斯等ハ 

曰 汝不レ 迷， 道 必速詣 之、 遇 一一 先皇 一而 仕歟、 是以改 一一 汝本國 名 一、 追 負 一一 御 間 城 天皇 

御名？ 便爲 ニ汝國 名； 仍以ニ 赤 織 絹-給 二 阿羅 斯 等-返 ニ于 本土 (故號 -i ハ國- 謂- -彌摩 

那國， 其 是之緣 也 、於い 是 阿羅 斯等、 以 n 給ノ 赤 絹- 藏二 于己國 郡府： 新羅 人聞レ 之、 

起， 兵 至 之、 皆 奪，， 其 赤 絹； 是ニ國 相 怨之始 也 

之 を 本文と 對照 する に 

(一) 任那阔 人が 入朝した とい ふこ h 

(二) せ-小 神 朝 末に 来着し、 垂仁 朝の 始に 歸國 した こと 

(一 一一) クが 苞 として 赤 緒 を 給 はった こと  . 

S 其 赤 絹 を 新羅 人に 奪 はれた こ レー 

の四點 がー 致して 居る から、 同 UNf: が 二様に W へられた ものと すべく、 蘇那リ W 

匕 知：： と-：? 羅斯 i 寺と は 同んで あらねば ならぬ が、 此異 W に は 前後 矛盾 抵觸が あく、 

都 怒 我 阿 • 羅. 斯等  二三 一 
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0  0 

伊 へ ば聖皇 坐す と 聞き 歸化 せんとして 人 朝した と あるに も拘 はらす、 數 年なら す 

して 歸！； を 熱望した とい ひ、 劈頭に 人 朝 を 御 間 城 天皇の 御世と しながら. * 次に 諒 

閻 の後來 着した かの やうに 說 いて 居る 等、 »誦 の 問に^ 干の 改修が 加 へられた も 

の V やうで ある。 

額に が 生 ひて 居た と あるの は、 姓氏 錄 i^ns 述の條 下に、 其祖 ® 垂律 S は 頭上 

ニ岐如 一一 松樹 -因號 一一 松樹 君-と あるが 如く  (後記 參 照)、 疣 瘤 若く は 皮 角 を；； ほ 張 

した ものと も 了解せられ るが、 小何ッ ヌ ガ (角 鹿) とい ふ 地名に 附會 した 戲說 とすべ 

きで、 ッスガ の 本義 は 津之處 であらねば ならぬ。 11 今ッ V ガ (敦賀 ) と稱 へる の 

は其轉 呼で ある 11 阿羅 斯等 は此 地に 居住した から、 其 地名 を 以て 冠稱 としたの 

で、 姓氏 錄に大 市 首 (左 京)、 辟 田 首 (大和)， 三 間 名 公 (右京 未定 雜姓) 等、 此 人の 後と 

稱 する 氏名 を 舉げて 居る 所を兑 ると、 其 地の 婦人 を娶 つて 子孫 を 留めた ので あら 

う。 されば 其 本號は アラントで、 シトは 上記の 如く シチ (叱 知！：) に 通じ、 ァラま 力 


ラ (加 維) の 昔 便、 または 任那の 一 岡なる 安羅を 名に 負うた のか、 ^；; くは顯 の^の 

类稱 であらう C 一名 于斯岐 阿利 叱 知" 干岐と あるの は、 此 アラントに クシ キと いふ 

冠稱 (語義 不明) と、 干岐 とい ふ 稱號を そへ 仁に 過ぎす、 干岐は 任那諸 邦の 小お 主 

„3 名に 屢く用 ひられ、 恐らく は 神 子の 意から 出た 敬稱 であらう。 繼體紀 に 見えた 

加 雜の阔 主 阿利 斯 i 弥反敏 達 天皇の 召に より 來 朝した 百濟 在住 人達 率 日羅の 父、 火 

葦北 阔造 阿利 斯^ も、 此ァラ シト乂 はァリ シチが 純然たる 個ん 名 化した ものと 出 心 

はれる C 

阿羅 斯 等の 入朝 を 阻止した レーい ふ 穴 門 (長 門) の 伊都 都 比 古は嚴 津の贵 尺と いふ 

な で、 ("ル 像 氏族の，、 と S 心 はれる こと は 前篇 第三 卷 (一 二  一 Gfi つに 述べ た 通りで ある C 

眞偽は 不明で あるが、 有り得べ からざる ことで はなく、 當時ャ マ ト 朝廷の 號 令に 

—3: 未だ 此 地方に 及ば や、 所在の 一： ¥ 傑が 威 を 振うて 居た もの、 やうで あるから、 伊 

都 都 比 古が！； 王と. nil 稱 したと しても 敢て 怪しむ に 足らぬ。 但し ァラ シ トが 本初 か 

都 怒 我 阿羅 斩等  二三 三 
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>っ 大和に 歸 化する こと を 目的と して 來航し たかは 疑問と すべ きで、 從 前から 交通 

の^した 出 雲國に 赴かん として、 航路 を つて 關 門に 着き、 其 地に あらざる こと 

を 知って 引返し、 海岸に 沿うて 漸く 目的地に 達した 時には、 出^.;*^國家は旣に朝廷 

に件乔 せられて 居た ので、 爱に 始めて 東方に 一 大帝！： の 在す る こと を 知り、 之と 

款を 通す る 爲 に iw: 鹿 (敦賀 ) に來航 した の で あ る かも 知れぬ。 

阿羅 斯等來 朝の 動機に 關 して は、 更に 次の 如き 一 異傳が 垂仁紀 に收錄 せられて 

居る。 

一 云、 初 都 怒 我 阿羅 斯等有 レ國之 時、 黄 牛 負 二 田 器， 將，， 往， 一 m 舍 『黄 牛忽 失、 則尋 

跡竟ン 之、 跡留 一二 郡 家中；. 時 有， 一一 老夫ー 曰、 汝所レ 求 牛 者、 入 二 於此郡 家中；. 然郡 

公 等 曰、 由 二 牛 所， 負 物， 而推 之、 必設， 1 殺 食， 若 其 主 党 至、 則以 ぃ物惯 耳、 卽殺食 

也、 若 問 T 牛 直 欲 上い 得 二 何物？ 莫レ 望，, 財物； 便 欲,， 得 ニ郡內 祭神， 云爾、 俄 而邵公 等 


到 之 曰、 牛 直 欲 レ得ニ 何物 f 對如ニ 老父 之敎： 其 所, 祭神 是白石 也、 以ニ白 石 ， 授，， 牛 

主 f 因 以將來 置 ニ于寢 中つ 其 神 石化 一一 美 魔 童女 r 於：：，！ 阿羅 斯等 大歡之 欲, 合、 然阿 

羅浙等 去 二 他處， 之 間、 童女 忽失 也、 阿羅 斯等大 驚 之、 問，， 己 «, 曰、 童女 何處去 

矣、 對曰、 向，， 柬方： 則尋 追求、 遂遠 浮, 海、 以 人，， 日本 所， 求 童女 者、 詣ニ于 難 

波， 爲，， 比 R 語 曾 社 神 (且 至，, 豐國國 前 郡 f 復爲， 比 K 語 曾 社 神 f 並 ニ處见 レ祭焉 

此は 古事記 (應神 天皇の 卷) に 天 之 日 矛の 事蹟と して 揭 げた 記事と 同 一 原說 から 出た 

もので、 描寫に 多少の 相違 は ある けれども、 左記の 點に 於て 全く 一致して 居る。 

11 第二 卷第六 章 (二三  一 K 以下) 及 同卷々 末 原文 參照。 

(一) W 石が 美麗なる 少女に 化した とい ふこと 11 記に は此寳 石の 由来が 怪奇 的 

に 叙述 せられて 居る。 

(二) 此 w",^ は 代 俗と して 或 男子 (阿羅 斯 i^: 寸 又は 日 矛) の 手に 歸 したので あるが、 

其 が E 器 ( 飮 食 物 ) を cs、 は せ た 卞 と W 緣 を .1^:: す る こ と 

比賣 會 神話  二三 五 


第 八 海外 交通  二三 六 

(一一 一) 少女が 出奔した ので、 其 後 を 追うて 我！： に來航 したと いふ こと 

S 此 少女 は 難 波の ヒメ コソ の祌 であると いふ こと —— ：.^ に は 神號を S: 加 流 比 

in として 居る。 

, ^によれば 此 話はヒ メ コ ソの 社の 緣起 を說 くこと が ：！： 的で、 W 石 を 得た 5:- 子 は： E 

ん であっても、 ^に 於て 妨 はない ので ある。 此 社は延 式の 神 名： e にも 比 0、 許 曾 

神社と兑ぇ(攝^^國東牛：郡)、 四時 祭式 及 臨時 祭式に は 祭神 を 下 照 比 M とし、 天 稚《 

とも 關 係が あつたと 思 はれる こと は 前篇 第五 卷 (五 九 H0 に 述べ た 通りで あるから、 

11 一つ 4 に 共 神號を 阿加 流 比 K としたの は、 ：！：！： 住 古 郡 赤留比 H 命 神社 〔式〕 と、 湿：： i: 

した 爲か、 若く は 此社も 往昔 ヒメ コ ソと 呼ばれた ので あらう —— 外来の 女神なる 

こと は 疑がない。 fc に 豐國國 前 |g にも 祭られた と ある 社 は、 Ml: 志に よれば 姬 a 

に 存在 するとい ふこと であるが、 其 處 にも 祭祀せられ る として、 攝 風土- 14 

(isl^ 杪所 引) は 次の 如き 說 明を與 へ て 居る。 


比 in, ね 松 •  原 、古輕 ft 豊 阿岐 御宇 天，：.^ 御宇、 新綠國 有-女神？ 遊 TT 去 其 失 - 來、 

« 住-, 筑紫^ 伊波 比 乃 比？ K 嶋 I 乃 曰、 此 ft 者猜 不一-" ま 逸ハ若 居- -此 ft- 鬼神" ゅ來、 

乃- e-遷 來、 遂 停，， 此， i?? 故 取 i 所 も 之 地名 ハ以爲 >>S 號- (「古 風土記 逸文」 に據 る) 

むに よれば： g 初に 到着した 比賣岛 では 本 國に近 過ぎて、 追手の か、 る 恐が あるか 

ら、 ，波に 轉 住した ので、 難 波から 豊國國 前 郡に 遷 つたので はない が、 筑 紫！^ 5： 

波 比 乃 比 K 島 は 正に 璺 後の 姬岛 にあた るので ある。 ッ ク シは 九州の 總名 にも ，し 

られ るから、 51: を 含む こと は 勿論で、 祝 島 は 今 周 防に 屬 する けれども、 姬 a と 

相 隣して 居る から、 此姬 ft を 難 波の 其と 區 別す る爲に 冠稱 した ものと m 心 はれ 一り。 

は 祝 ft と共に 內海 航路の 要衝で あるから、 韓 地から 來航 する 船 舟 は 早朝の * 

-ぃ を 過ぎて 後、 こ に. J^l^ 泊す る こと を としたの カもタ れ 

右の 外 ヒメ コ ソの 社に 關し、 肥 前 風土記 は 基 肄郡姬 社 鄕の條 ドに次 。■ 如く .ゼ= 述 

して 居る。 

比 資語會 神話  ご 三 七 
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此鄕之 中 有, 川、 名 曰 二 山途川 『其 源 出， 一郡 北； 山 南 テ流而 會，， 御井 大川 『昔 者此 I： 

之 西せ 一 荒神： 行路 之 人ノ. ^被，， 殺害 f 半 凌 半 殺、 于レ時 卜 求，， 祟 由： 兆 S  、令， -筑前 

國宗像 郡 人 珂是古 祭，， 我 社 f 若 合ン願 者、 不ン 起，， 荒 心 f 覚，， 珂是 古， 令レ 祭，， 神社 『珂 

是古 卽捧レ 幡祈禱 云、 誠 有い 欲，， 我祀 ， 者、 此幡 順レ風 飛往、 墜，， 願， 吾 之 神邊ハ 

擧レ幡 、順 レ風放 遣、 于， 時 其 幡飛往 隨ニ於 御原 郡 姬社之 社； 更還飛 來落ニ 此山途 川 

邊之田 村： 河 是古自 知， 一 神 之 在家； 其 夜 夢見，， 一 臥 機 P 久都 毗枳， 絡 謂き 多 利， 

ft 遊 出來、 艇 n 驚&是 古つ 於， 是亦 織女 神卽 立, 社祭レ 之、 自レ爾 已來、 行路 之 人不レ 

被 n 殺害， 因 曰 n 姬祉： 今以 爲ニ鄕 名， 

夢に ク ツビ キ (臥機 卽ち足 を かけて 機 ffi を 上下せ しむる 丑 0 及タ タリ (絡 ゆ 卽てパ ；；^ 

をう む 時、 之 を：^ かける に 用 ひる 小 直立 桴) が あら はれた ので、 織女 祌をも 件祀し 

たかの やうに 說 かれて 居る が、 祭主の 名 をカセ コ (； g 子) とい ひ、 ハタ (布) ■-— 幡 

は 借 字 11 を 飛ばして 神 地 を 求めた と ある 所 を 見る と、 姬 社の 祭神 も 亦 織機に 關 


係の ある もので あらねば ならぬ。 隣國の 人なる 珂是 古が 卜に 食うた と あるの も、 

同人が 宗像 郡の 織幡 神社の 社家の 出であった からで は あるまい か。 若 し然 りと す 

れば肥 前及筑 後の 姬 社の 祭神 は 織女 神と すべきで、 機 織 は我ャ マ ト 民族が 外國人 

から 學んだ 重要 工業の 隨ー であるから、 ，—— 其 以前 は 機構 を 用 ひす、 手で 綜 たの 

て ある —— 之を傳 へた ェ 女の 靈を 祭祀した こと は 有り得べき である。 之 を ヒメ コ 

ソと稱 へ、 姬 社の 字 を 充てた の は、 女神 を 祭祀す る 社なる が 故で、 コソは 神社の 

意 を 有する 古言 又は 外來 語で あらう。 若し 古語と すれば 力 (神) ス (栖) の轉 呼と す 

べきで、 コソべ (社戶 、社 部) とい ふ 名稱も あり、 助語コ ソの假 字に も 社 を あてる 

ことがあ るので ある。 難 波の ヒメ コ ソが肥 前の 其と 同 一 神 を^ 一 W した ものである 

とぃふ確證は^4-せぬが、 機 織の 神で あると すれば、 九州に は 限らす、 畿內 にも 其 

社が あって 然るべきで、 其 由來が 世間から 忘れられた 後、 上揭の やうな 傳說が 生 

まれ、 祭神 を 下 照比賣 又は 阿加 流 比 賣と稱 へたので あらう が、 尙- アルタへ (照 妙) 

比賣 If-S せ 神話  二三 九 
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ァカ ダタへ (明 妙) とい ふ 布帛の 美稱と 多少の 緣 故が ある やうに 思 はれる。 

h:^ の 外、 任那 との 交通に 關 して は、 姓氏 錄左京 皇別古 ra 述の項 下に 次の 如き 

一 異說が ある。 

. ^磯城 瑞籬宮 御宇 御 間 城 入 S 天皇 御代、 任 那國奏 曰、 ぼ 阔來北 ft  二三 己紋地 (上 

己紋、 中 己紋、 下 己紋、 地方 三百 里、 土地 人民 亦 富饒、 與，， 新羅 M, 相, 彼此-小 

レ能ニ 攝治ハ 兵戈 相， 民不, 聊 臣請將 軍令 ァ 治，， 此地， 卽爲 1=:M 之 部 1 也、 天 

皇大悅 、勅 一一 群 卿 一 令,， 奏， 一 應レ遣 之 人： 卿等奏 曰、 彥國葺 命 孫 i 歲垂 津修 命、 頭上 有 

レ贅、 三岐如 ニ松樹 1 因號 n 松樹 君， 其 長 五 尺、 力 過 二 衆人 (性 亦 勇 也、 天皇 令 nli: 

垂律资 命 遣 i レ勒而 鎮守、 彼^ 稱レ 宰爲， 吉、 故 謂，， 其 笛裔之 姓， 爲，， い = 氏ぉ從 五 

位下 知須 等、 家 ゴ居奈 良 S  、田 村里 間： 仍天電 國押問 天皇^き 武神 龜-兀 年 

賜， 一吉 田 連 姓； 吉ボ 姓、 E£n 居 地名 1 地 云々 


ム によれば. fH はキチ と音讀 し、 新羅 官階 十七 等 中 第 十四 階の告 士を いふ もの、 や 

うで あるが 〔北 史〕、 此 氏人が キチの タと稱 し たかは 疑問と すべきで、 恐らく は尋 

§e に ヨシダと 稱 へたの を、 祖先が 海外に 使した とい ふ 家 傳が存 したので、 吉士に 

牽强 したので あらう。 松 樹^と いふ 名號 は、 或は 韓 地に 於て 得た のか も 知れす、 

一， S 上に 三 個の 聲肉を 有した こと も絕 無で はない が、 其が 松樹に 類した とい ふの は 

例の 戯說 とすべき である。 假に き 垂 津 秦と いふ ものが 任那に 派 逍 せられた 事實 が 

あつたと しても、 51;:^ 神 天皇の 御代の こと、 斷定 する に る根據 はなく、 查國葺 の 

孫と すれば、 難 波 根子 建 振 熊と 同 世代で あるから、 應神朝 初年 (神 功 皇后 垂簾時 

代) のこと であった かも 知れぬ。 己 紋の地 (今の 慶尙北 道 金 泉 郡 地方) を 大和 朝廷 

ホウ 

の とせられ よと 中 出で たとい ふが 如き は、 せ；^ 神 朝の 來 使の 门 から 出た 言葉と は 

考 へられぬ のみなら や、 朝廷に 於ても、 一外ん の 1:  一 ：！ を 聞いて 輕卒に 海 を 超えて 派 

丘ハ せられた 普がない。 

松榭君  .  二 四 一 


第 八 章 海外 交通  二 四 二 

蘇那 曷叱智 又は 阿羅 斯等 以後、 任那の 使節が 來 朝した とい ふ傳說 はなく、  ， ^の 

吉田連 家 傅の 外に は此ニ 朝に 於て 使臣 を 任那に 派遣 せられた 形跡 はない が、 旣に 

交通の 道が 開けて 居た とすれば、 非公式の 來往 はあり 得た 苦で あるの みならす、 

垂仁 天皇の 御代に は 更に 遠方に ある 海外の！： を 偵察せ しめられた ことが 有った や 

うで ある。 記に は 其 を 次の 如く  へて 居る。 

又 天皇 三 宅 連 等の 祖名は 多遲摩 毛理を 常世 國に遣 はして、 登 岐士玖 能 迦玖能 

木實を 求めし めた まひき。 故 多遲摩 毛理、 遂に 其國に 到りて 其 木實を 採り、 

緵 八經、 矛 八 矛 を 將ち來 る 問に、 天皇 旣に 崩 り ましぬ。 W に多遲 摩 毛 IT 

a- 四綬、 矛 四 矛 を 分ち て大 后に 獻り、 四 ar 矛 四 矛 を 以て 天皇の 御陵！ 11 に獻 

. り 置きて、 其 木 實を擎 げて叫 哭び白 さく、 常世 國の 登岐士 玖の 迦 孰の 木.. k を 

持ち 參り 上り 侍 ふと 白し、 遂に 叫哭び 死にき。 其 祭岐士 玖の 迦 玖の 木 實は、 


是 今の 橘 者 也 

木實は 一 一字 を 合 はせ て ミ と訓み (コノ  ：、 と訓 する は 非)、 トキ ジクの カグの ミ とい 

へば、 季節に 關 はらぬ 香木の 果實 とい ふ 意になる ので ある。 紀には 之 を 非 時 香 

(香 此云ニ 箇倶能 未， と ある) と譯 して 居る が (後揭 原文 參 照)、 ト キ ジクは 不時の 意 

ではなく、 隨 時不斷 をい ふので ある 〔古語 大 辭典〕。 八 sir 矛 八 矛 は 日 一 日、 夜 一 夜 

等と！ 1： 例で、 數稱 として 同一 名詞 を 5 復 したに 過ぎぬ から、 ベ 八 矛と いふに 同 

カケ  0 

じく、  は 果實の 若干 數を蔓 を 以て 括り 合 はせ. U もの をい ひ、 矛 は 紀に八 竿と あ 

る やうに、 之 を述搬 する 竿 を 意味す る。 11 內膳 式に 橘 子廿四 蔭、 梓 橘 十 枝な ど、 

t  U  ハダ 力-,、 

あるの は、 拔橘子 卽ち裸 實に對 し、 葉 又は 枝 附の橘 をい ふ も Q. 、やうで あるが、 

其 は 此傳說 の 用語に 對 する 誤解から 生れた 稱 呼で、 準據 すべき もので はない 11 

此果實 は 勿論 香 橙の 謂で あるが、 是今橘 者 也と あるの はタチ マ 毛 か將來 した ナ 

(食物) なる が 故に、 タチパ (パは マ Q 音便) ナ (二  、では 果實を 意味す る) と稱 へ る 

常^  31 親 察  二 四 三 
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ゃぅになったとぃふことを^!::_.味するのでぁらぅ。 例の 名號 所. S 說明 であるが、 是 

は事實 らしく m, つ はれる。 

此 事件に 關 する 紀 の所傳 は、 記と 同一 原說 を漢譯 して、 之に 若干の 文飾 を 施し 

たもの、 やうで、 火體に 於て は 相違 はない。 卽ち 

九十 年 春 二月 庚 子朔、 天皇 命，， 田 道 間 守； 遣，， 常世 國 f 令い 求，, 非 時 香 葉； 今 謂レ橘 

九十 九 年 秋 七月 戊 午朔、 天皇 崩，， 於 纏向宮 f 時 年 百 四十 歲、 冬 十 一 一 月 癸 卯朔壬 

子 、葬.， 於营原 伏 見陵ハ 明年 春 三月 辛 未朔壬 午、 田 道 間 守 至 レ自ニ 常世 國ハ 則賫物 

也、 非 時 香 菓八竿 八 縵焉、 田 道 間 守 於 レ是泣 悲歎 之 曰、 受ニ命 天朝， 遠 ttn 絕域： 禹 

Si 蹈， 波、 遙度 n 弱 水 ； 是 常世 國則 神仙 秘區、 ^非い 所い 錄、 是以 往來 之間自 經，， 十 

年つな 期 T 獨^, 峻瀾 i 向 巾 本土よ 乎、 然賴 二 聖帝之 神霊， 僅 #11 還來； 今 天皇 旣崩、 

不レ 得，， 復命； お 雖，， 生 之、 亦 何 益矣、 乃 向-, 天皇 之 陵 f 叫 哭而自 死 之、 群お 聞 皆流レ 


：趺 也、 田 道 間 守 是三宅 連 之 始祖 也 

弱 水 は後漢 *： 東夷 夫餘 國の條 下に、 W 與 M 鮮卑- 接、 北 有 n 弱 水-と あり、 今の 松 

花 江 を さす もの V やうで あるが、 若し 之に 準據 したと すれば、 無稽の * しきもの 

で、 , ^梭は 熱の 地 を原啬 とする ものであるから、 之を朔 北に 求めた 害がない 

お 世！： 則 神仙 秘區と あるの も 筆者 0141 想 若く は 文飾で、 此傳說 を 全然 虚構と 兑な 

さぬ 限り、 香枭を 得 仁の は實在 地で あらねば ならぬ C 案 やる に 常世 國は御 毛 沼 命 

が H 向^から 此 地に 渡航せられ 仁と あり (六； 二三 六- s;)、 南海に 面する 伊勢！： を 常 

世之浪 重浪ョ 阈と ある 所 を 見ても (第一 三 S 貝)、 南方 洋上の 一 阔 とせられ たこと は 

疑な く、 溫熱常 綠の故 を 以て ト コ ョ (常世) と 呼ばれた ので あらう が、 II 常 陸^ 

土， おに 其 阔の富 饒を說 いて、 力 人 曰 二 常世 之！： n 盍疑此 地と あるの は、 《 世の 字に 

よって 仙鄕 な， りと 速斷 した 後世 式の 解釋 である f 少く とも 大和 人に は 其 所在が 

知られて 居な かつに やうで ある。 されば 此 常世 阔は必 しも 御毛诏 命の 移住 地 を 

常世 國 視察  一一 四 五 
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味す るので は あるまい が、 高 天 乃至 海人 族の 本鄕と 想像せられ (三 I 二 nrn)、 

に 憶 憬 の 的であった こと はなり 得 ベ き で あ る 。 田 道 問 守が 派遣 せ られ たの が史實 

とすれば、 之 を 偵察して 爲し 得べ くば 朝廷 G 手に 回收 する 計 畫が存 した ものと 解 

すべきで、 紀に いふが 如く 絕海萬 里の 異域で はなく、 之に 通 やる 航路が ほ、； - 知ら 

れて 居た ものと せねば ならぬ。 其が どの 方面であった か は、 次の 如く 考察す る こ 

とに よつ て ほ y- 想像せられ る。 

(一) 任 那んの 人 朝に よって、 從來 海外 諸國 との 直接 交涉を もたなかった 大和 朝 

廷の爲 に、 此方 面 進出の 門戶が 開かれた。 史番に は 現 はれて 居らぬ が、 爾來 

任那 との 交通が 繼續 し、 其國の 南方 海上に、 所謂 常世 阚 では あるまい かと 想 

像せられ る やうな 1 ftl: が ある こと を 知り、 之と 通交す る 目的 を 以て 使節が 

派出せられ たので あらう。 

(二) 田道問守の祖先は前卷0„^ニ三七-^3;以下)に述べ たゃぅに、 韓也 居住の ァ マ 族 


(倭 系) であった から、 旣に 五代 を經 たけれ ど. o、 伹馬 家に は 其 故鄕の 事情 及 

？.! 3 語 風俗が 多少 判明して 居 仁ので、 特に 此 氏ん から 選任せられ たものと 推-お 

せられる。 ^=1^し然りとすれば其目的地の住^も亦、 優 稀であった とせねば な 

るまい 0 

4^ の兑 地から 之 を 日韓 海面に 求める とすれば、 後 の 耽 羅卽ち 濟州岛 が 最 よく 條件 

に 適する やうで ある。 九州 南岸から 直接 此岛に 渡航す る こと は、 上代の 行 船 術 を 

以てして は 殆ど 不可能で あつたと 思 はれる から (五— 1 一六 八 员)、 御 毛 沼 命が 移住せ 

られた 常世 阔は別 地であった かも 知れぬ が、 此名稱 は 上述の やうに 一 國 一 岛に限 

る もので はない ので、 香椅を 逢す る此島 を も、 我 上代 人が ト コ ョ の國， M 呼稱 した 

こと は ^り 得 ベ き で あ る 。 11 耽羅 について は 次篇に 再說す る ク 

常世 阅 視察  二 四 七 
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調 役 Hi—  ； 農業 振興！ 地方 rii- 屯 倉 及 民 部 設置 

崇， 天， M は 版圖擴 張に 努力せられ た 0 みなら や、 內治 上に も 一 新紀元 を 書 せら 

れゎ i こと は、 序說 (第一 六 Ino に 述べた 通りで、 紀には 詔勅の 形式 を 以て 其 事實を 

次の 如く 叙して 居る。 

四 年 冬 十月 庚申 朔壬 午、 詔 曰、 惟 我 皇祖、 諸 天皇 等、 光 TT 臨 K 極-者、 豈 爲-- 1 身- 

乎、 蓋 所 以司 TI 收人肺 _ 經 r, 綸 天下. 〔故 能 世闡ニ 玄功 - 時流 二至德 (今 朕 奉い 承- - 大 

述 in 育黎 元- 1 ""^力" ％遵-1皇 祖之 跡で 水 保- - 無窮 之 酢 (其 群 卿 一.^ 僚竭 き忠" 

並 安-天下-不二 亦 可-乎 

十二 年：^ 三月 丁丑朔 丁亥 詔、 朕 初 承，， 尸 、位-獲， 保，， 宗廟； 明 有， 所い 蔽、 德不レ 能 

謂 役溥運  一一 四 九 
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レ殺、 是以 陰陽 謬錯、 寒 * 失レ 序、 疫病 多 起、 ：.= 姓 蒙 レ災、 然今 解」 非改レ 過、 敦^ 神 

祇； 亦垂， 敎而ャ i-, 荒 俗 兵 以討ニ 不服 i 以 (.. 無 「-廢 事 二 卜 無二 逸民 ー敎化 流行 

衆庶 樂レ 業、 異^ 重 jt 來、 海外 旣歸 化、 宜 4 虽ー 1 此時 一更 校 一一 人民- < リ丄ジ 知 一一 長幼 之 次 

第 及 課役 之 先 後- 焉 

右の 如き 內容の 詔勅が 實際 宣布せられ たかは 疑問で、 後 詔の 異^ 重譯云 A 、の 如き 

は、 明に 後：：： の 事實を 追記した ものと せねば ならぬ が、 兩詔 にあら はれた やうな 

大御 ふが 存し、 若く は存 したと 信ぜられ たこと はせ り 得べき で、 校 n 人民 一 以ドは 

此 詔勅に つ V- けて 記载 せられた 次の 事實を さす ものである。 

秋 九月 甲： 反朔己 丑、 始校 二人 民つ 史科ニ 調 役ハ此 調-一男 之 《 調、 女 之 手 末 調-也、 是 

以 天神地祇 共和 享而 風雨 順い 時、 ず穀用 成、 家 給 人足、 天ド大 や矣、 故 稱謂ニ 御祭 

シ ラス 

^天皇， 也 

人 n を儉 校した の は 勿論 調 役 負 課の 準備 事業で、 H クチ 卽ち强 制 無惯勞 働に つい 


ては說^^ど缺ぃて居るゲ/ ミ ツキ (調) 卽ちん 頭稅は 男女と もに 品物 を 以て 課せら 

れ、 之をュ ハズ (W) の 調、 タ ナス ュ (手 末) の 調と 呼稱 したと いふので ある。 手ぶ 

調 は 勿論 手工 品 を， 意味し、 は 弓箭の 獲物 をい ふので あるが、 恐らく は 2$; 外勞 

動 收穫の 代^と して 此語を 用 ひたので あらう。 —— 古語 拾遺に 之 を 今 神祇 之 祭 川 一一 

鹿皮 角 布 等 1 此緣と あるの は、 餘 りに 偏 狹な說 明 レーせ ねばならぬ  記に も 2 

じ 意味 を 次の 如く 述べ て 居る。 

カレ  タ e ラ ヒト クサ  ヲ ノコ ュハ. r  ik*;  メっコ ， ：>! 

爾； 尺の 下 太： 牛ぎ、 人民 富み 榮 えき。 是に 始めて 男の 弓 a の 調 女の手 末の 

タダ  "ツクユ シ ラス  y テ 

を 1 貝ら しめた まふ。 故 その 御世 を稱 へて 所レ 知-一 初 ！：- 之 御眞木 天皇と 謂す 也 

尸 ：！ 檢梭 ti:- 調 役 負 課の 如き は、 一 擧 にして 全！： に實 施す る ことの 出来る も〇 では 

ないから、 先 づ 近畿 か ら 始 め て 遠國に 及 ぽ し た の で あ らう。 調 貢 の 品物 は 所在の 

奥阁ー 4- が 取 まとめて 進 達し 仁ので あらう が、 之が 爲に 運搬 轉送 機關の 設備 を 必要 

レ- し；： ので、 紀に は- に 次 Q 如き 詔勅 を あげ、 直に 實 施せられ たと して K る。 
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十七 年 秋 七月 丙 朔午詔 円、 船 者 天下 之 要用 也、 今 海邊之 民、 由 vSk 船以甚 ゃニ步 

蓮つ 其 令 二 諸 M ハ俾； 9, 一 船舶 (冬 十月 始造ニ 船舶- 

舟 は 原始時代から 存 したので あるから、 此に始 造 二 船舶 一と あるの は 公 川 船 猪 造の 

謂と 了解せ ねばならぬ。 驛遞傳 馬に ついて 所說 のな いのは、 當 時？ 1： 馬 HI が 輸入せ 

られて 居なかった か、 若く は 常用せられ なかった ことの ー證 とすべき である (iw 一 

八貝參 ID" 

農業 振興に 關 して は 次の 如き 記事が ある。 

六十 二 年 秋 七月 乙 卯朔丙 K 詔 曰、 農 天ド之 大本 也、 民 所 ニ恃以 生， 也、 今 河 內狹 

m« 田 水少、 是 以其阈 百姓 怠， 1 於 農事； -其多 開， 一 池淸ハ 以寬ニ 民業； 冬 十 乃 造 二 依 

網 池つ 十 一 刈 作 nt^ 坂 池 11!^ 折 池， 一 云 天皇 居， 一 桑 間ず 造ニ是 一一； 池-也 

灌溉 疏水が 農作に 必要なる こと はいふまで もない が、 殊に 米 田に 在って は 或 時期 


問 一定 景 一の 水を與 へねば ならぬ から、 狹 山と 呼ばれる やうな 丘陵 地で、 硬質 土壤 

より 成る 城 田に 於て は、 池 溝の 設 なくん ば 米 を 生 逢す る 望がない。 されば 之 を 開 

奴 { する もの はなく、 多く は 沮洳地 を 選んで 之に 播種 又は 移植した ので あるが、 水 

0^^. に 過ぎ て も 亦 完全な る 成育 を 妨げ るので、 疏水 の 必要 を も 痛感した の で 

あった。 ョサミ は 寄 水 卽ち继 の 意で あるから a ポニ卷 一 九 ほ 0、 叨 示せられ て は 居 

ら ぬが、 依 綱 池 は 灌溉を 目的と せす、 疏水の 爲に 造られた ので あらう" 此 政策 は 

附來歷 代 遵奉せられ たが、 殊に 垂仁 朝に は 之を勵 行した ことが、 三十 五 年の 紀に 

於て次の如く記述せられて「-^5る。 

秋 九月 遣，， 五十 瓊敷 命于 河內國 f 作， 一高 石 池茅淬 池 f 冬 十月 作 二 倭狹城 i 及迹見 

池つ 是歲令 二 諸國， 多 開 二 池 溝つ 數八百 之、 以レ農 爲レ 事、 因レ是 百姓 富寬、 天ド 太平 

卽ち火 和： E 内に 於て 試みた 結果が 良好であった ので、 火に 天ド に獎勵 せられ 仁と 

農業 振興  二 五三 
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いふので ある。 記に も 造 池 傳說を 擧げて 居る が、 其 數及 地點に 相違が あるから、 

重複 を 嫌 はす 左に 摘錄 する。 

〔水 垣 {.0  乂是之 御世に 依 網 池 を 作り、 亦 輕之酒 折 池 を 作りき 

印 色 入日 子 命 は 血 沼 池 を 作り、 又狹 m 池 を 作り、 乂日下 之 高 津池を 

作らし き 

池 水の 源泉 は 之を溪 流に 求め、 坡塘を 築いて 之 を堰き 留めた もの、 やうで、 今尙 

殘存 する の は 少數に 過ぎぬ が、 其 遺跡に よって 察する も、 決して 小規模の もので 

はなかった やうで ある。 左に 其 所在 を 列 * する。 

狭 山 池。 和名 抄河內 國丹比 郡狹山 (佐 也 萬) と ある 地で、 今 も W 河 內郡狭 山村 

に 現存す る 池で ある。 記に は 印 色 入日 子 命が 作られた と あるが、 此 皇子の. S 

緣の 地で はない から、 誤傳 とすべき であらう。 

依 網 池。 火 坂 市 住 吉區依 網 村の 一 小 池が 其名殘 で、 《 池 域の 火 部分 は 新 大和 


川の 河 身に 取 込まれ；^ ゥ 記に は 仁徳 朝に も 依 網 池 を 作られた と あるが、 其 は 

改築を^^味したのでぁらぅ。 

^坂 池。 坂 は 大和の 輕 (第二 卷五 五. n) の 坂の 意で、 11 力 ^ とい ふ 地名 もま 

た カリ (鳥 鴨の 總稱) から 出た の で あ る 〔古語 大辭： iO  11 應祌 朝に 作られた と 

ある 輕池 〔紀〕 は 之 を 修築した も Q と 思 はれる。 されば 記に は垂仁 天皇の 御代 

にも 本ホ 知！： 和氣 皇子の 爲 に.， 輕 池に 舟 を 浮べた と あるので ある。 遺跡 不叨。 

反 折 池。 に 輕之酒 折 池と あるの が 誤記で ない とすれば、 t 刈 坂 池と 同じく 輕 

の 地に 作られた も 0 とせねば ならぬ。 地名 も 遺跡 も殘存 せぬ が、 反 折 (！ e 折) 

はサ カヲリと 旁訓 して あるから、 サ カヲリ (坂 降) の 意で、 —— 發 音の 便 {0S 上 

サカ オリ は 約して サ コリ とい ふか、 若しくは ォを半 母 韻 化して サ カヲリと 稱 

へ る Q が 通例で ある —— ^(輕 ) 坂の ドに 八， 一 つ 池 を 作られた ものと 了解 せら 

れる。 の輕之 酒 折 池 は 輕坂池 反 折 池と した 本 も あり、 「之」 のドに 「池」 の 

農業 振興  二 五 五 
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脫 とする 說も あるが 〔記 傳〕、 紀記兩 炼は必 しも 一 致せねば ならぬ もので はな 

いから、 紀はニ 池 を 3- へ 記 は 其 一 を擧 げた ものと 了解しても 差 支 はない。 

高 石 池。 高 石 は 今の 和 泉 國泉北 郡 高 石 町で、 高 脚 海 〔持統 紀〕、 高 師能濱 〔萬 ： 〕 

を 以て 開え た舊 地で あるが (古 は 河 內に屬 した )、 高お 池に ついては 他に 所 

がない。 タカシ は 高 磯の 謂で、 池 を 作る に 適する 地點 とも はれぬ から、 或 

は 萬 葉 集 十 卷に妹 手 乎 取 石 池と ある 池の 別名であった かも 知れぬ。 其 は 高 石 

の 隣 地で、 八 「も 其 名殘を 留めて 居る e 記に 日 下 之高津 池と める の も 之に あた 

り、 日 下 は 和名 抄に大 鳥 郡 日 部 (久佐 倍) と ある 地 (泉 北 郡 額 田 村 草 部) をい ひ、 

高 石 及 取 石の.；^ に 接する。 高 津は記 傳に高 帥の 誤に やと あるが、 上古 此處に 

入江 力 .14- したと すれ は 高 津と稱 へた こと も.：；：：， 0 得る ので ある。 

茅淳 池。 チスは 泉 南ー帶 の總稱 であるが、 此 池に ついては 或は ni 根 郡 野々 村 

の g:. なる 布 池で あると いひ 〔和 泉 志〕、 或は 佐 野 村の 北、 街道の 東に ありと 稱し 


〔名所 圖 會〕、 尙定說 がない。 

倭 狭 城池。 今の 生 駒 郡 都 跡 村 大字 佐紀は 和名 抄の添 下 郡 佐紀鄉 で、 其 地の 水 

上 池が 古の 狹 城池で あると いはれ て 居る。 

迹见 池。 鳥見鄕 (五— 一 九 四 頁) 中に 存し たものと 思 はれる が、 其 地 點を詳 にせ 

ぬ： 神 名 帳 Q 添 下 郡登彌 神社 Q 所在地と すれば、 今の 生 駒 郡 大字 石木で ある 

が、 池の 遺跡 は發 見せられぬ" 

崇祌紀 の 分 註に 天皇が 桑 間宫に 坐して 三 池 を 作らし めら れ たと ある Q は 解し か 

ねる ことで、 此 朝に 築造 せられた 四 池 中二 池 は 河 內に存 し、 二 池 は 大和に 設けら 

れ 仁ので あるから、 工事 監督の 爲に 行宮に 駐蹕 せられた も のとすれば、 いづれ か 

の 二 池で あらねば ならぬ。 桑 間と いふ 地名 も 他に 所見がない が、 マ は 地域 を 意味 

し、 桑 15- というても 大差 はない から、 神 功 朝に 新羅. 俘 人 を 置かれた と ある 桑原 邑 

卽ち 和名 抄の葛 上 郡 桑原 鄕の ことで あるか も 知れぬ。 其 所在 は 判明せ ぬが、 應神 

農業 银興  二 五 七 
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朝百濟 池の 築造に 新 * 人 を 使役した と ある 所 を 見る と、 百； 6 村 を距る こと 遠から 

ぬ 地で あつたと 思 はれる から、 輕のニ 池 をい ふ ものと 解す ベ きで あらう。 

垂仁 朝に 於て は 御 父 天皇が 經 略せられ た 諸 地方 を载撫 する ことが、 最大 急務で 

あった 替で、 前々 章に あげた 出 雲の 例に よる も、 决 して 放任して 置いた ので はな 

いと a はれる が、 紀記 によれば 一 廷臣が 諸國を 巡行した とい ふこと が、 本牟 知：： 和 

氣 (譽津 別) 皇子の 生 ひ 立に 託して 記述 せられて 居る のみで ある。 此， 呈 子 は 生来-！? 

啞 であらせられ たが、 出 雲大神 を參拜 する ことによって、 本然の 機能が， 活 くやう 

になった と傳 へられた こと は 旣述の 通りで (s^ 二  一  Mns 下)、 其 外に ffi の聲を 聞い 

て 突然 出 言せられ たとい ふ » 說も存 したら しく、 記 は 此兩說 を 綴り 合せて 一 速の 

* 語と した もの、 やうで める が、 紀には 出 雲 下向 說を 取らす、 後說 のみ を 收錄し 

て 居る ので ある。 此 部分に 關 する 話の 筋 は 紀記同 一 であるが、 其 內容に 多少の 相 


違が あるから、 左に 先づ 記の 文 を全揭 し、 說明を 加へ つ、 紀の所 W と對 照す る こ 

とに する。 

故 その 御子 を 率て 遊ぶ 狀は、 尾 張の 相津 なる 二 俣 措 を 二 俣 小舟に つくりて、 

イチ シ 

持 上り 来て、 ！ g 之 市 師池輕 池に 浮べて、 其 御子 を 率て 遊べり。 然るに 是 御子 

ャヅカ t ゲム ナサ キ  マコト  タヅ ガ ネ  ァ ギ 

八 拳 鬚 心 前 に 至 る ま で 眞 事と は す 。 故 今 高往く Si 之 音 を 聞かして 始 め て 阿 藝 

ト t  すホ タカ 

. 登 比した まひき。 爾に山 邊之大 鶴 を 遣りて、 其 鳥 を 取らし めた まへば、 人 

その fl を 追 ひ 尋ねて、 木國 より 針 間國に 到り、 亦 追 ひて 稻羽國 を 越え、 卽ち 

且波國 多 遲麻國 に 到り、 東の 方に 追 ひ 廻りて、 近 淡 海國に 到り、 乃ち 三 野！： 

を 越え、 尾張國 より 傳 ひて、 科 野 國に追 ひ、 遂に 高 志 國に追 ひ 到りて、 和那 

美 之 水門に 網 を 張り、 其 鳥 を 取りて 持 上り 獻り き。 故 その 水門 を號 けて 和那 

美 之 水 門 とい ふ 也。 亦 其 鳥 を 見 まさば 物言 はむ と 忍 ほしし に、 m や はしし 如 言 

ひた まふ 事な かりき 
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二 俣 舟 は 諸手 舟と 同じく、 副 筏 を 有する 丸木舟の 謂で あるの を (五—； 0 九 n)、  0 

誦 者が 叉狀の 舟と 速斷 し、 其 當時尾 張 人の 口碑に よって 有名であった 相津 (所在 不 

明) の 二 俣 措に 附會 したので、 原 傳說の 本意で は あるまい。 舟體 を叉狀 にした とす 

れば 前進 は 可能で も、 後 返 又は 轉廻が 至難の 善で あるから (曰 本 古俗 誌 一 一三 五 no 、實 

用に 適せぬ のみなら す、 運搬に も甚 しく 不便であった であらう。 紀に此 一 節 を 省 

いたの も、 無根と 認めた からで は あるまい か。 爾餘の 部分 は 左記の 如く 修飾 を 加 

へて 漢譯 せられて 居る。 

二十 三年 秋 九月 丙， Sa; 朔丁 卯、 詔，， 群 卿， 曰、 譽津別 王、 是 生年 旣 三十ぶ $ 鬚：^ 掬、 

猶泣如 レ兒、 常不 J 一一 n 何 由矣、 因，, 有司， 而議 之、 冬 十月 乙？ H 朔壬 申、 天皇 立 n 於大 

殿 前，、 譽津別 皇子 侍 之、 時 有，, 鳴鵠， 度 二 大虚； 皇子 仰 觀,， 鵠曰、 是 何物 耶、 天皇 則 

知 一一 皇子 見 レ黐得 一つ 一一 一口 而喜 之、 詔 二 左右 一 曰、 誰 能 捕ニ是 鳥ー獻 之、 於 も 冗 鳥 取 造祖、 天 

湯 河 板擧奏 言、 臣必捕 而獻、 卽 天皇 勅，, 湯 河 板擧， 曰、 汝 獻，, 是鳥, 必敦 賞矣、 時 湯 


河板擧 望 二 鵠飛之 方： 追 尋詣ニ 出 雲- 而 捕獲、 或 曰 得 ニ于但 馬國， 、十 一 月 甲午朔 

乙 未、 湯 河 板 擧獻， 鵠也、 譽津 別命 弄 ニ是鴿 f 遂得 二言 語； -由レ 是敦賞 一一 湯 河 板^ f 

則 賜， 姓 而曰ニ 鳥 取 造； 因 亦 定ニ鳥 取 部、 鳥 養 部、 譽津 部， 

垂仁 天皇の 治世 第一 一十三 年と あるの は 推定 年 紀と思 はれる が、 當時 皇子の 御 齢 を 

三十 歲 とした 所 を 見る と、 筆者が 降誕 を 父 天皇 踐^ 前と 認定した 爲 とせねば なら 

ぬ a き 一 六 页)。 八 拳 鬚 至 二子 心 前， 〔記〕 または 髯鬚八 掬 〔紀〕 は、 二 年の 紀に及 レ壯而 

不 レ言と あ る やうに、 年長に 至 るまで と い ふ 意 を. 誇張した に 過ぎ や、 眞事 登波受 

の マ は 接頭語で、 コト トフ は 發言を 意味し (事 は 借 字)、 成人の 後 も 口が きけ なか 

つたこと をい ひ、 必 しも 知" 的發育 が 不良であった とい ふので はない。 然るに 紀が 

十ク n ト 

泣 如 レ兒と 潤色した の は、 ス サノヲ の 命の 泣ィサ チ の 意義 を 誤解した 爲か (一 丁-一 一 

〇 五； A)、 或は 出 雲 傳說に 阿 遲須枳 高 日子 命、 御 須髮八 握于， 生 晝夜哭 坐 之、 辭不レ 通 

とぁるのを模倣したのでぁらぅな^^ー  一二三 1C0C 其 出 言の 機會に つ い て も、 紀に 天皇 

地方 巡撫  二 六 一 
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が 皇子 を携へ て大 殿の 前に 立た せられた 時と あるよりも、 輕 池に 舟 遊 中と した 記 

の 所說の 方が 自然に 近く、 カレ ノは 上記の やうに 鴨 類 を 意味す るから、 大{ 仝 を&? 

が 鳴き 渡 つたと いふ こと、 も緣が ある 。 

ffi は 紀の舊 訓にク グヒと あり、 和名 抄も 之に 準據 して 古布、 H 本紀 私記 云、 久久 

比と 註記して 居る が、 宣長は 萬 葉 集 第三 卷に近 江 海、 八十 之湊 «、® 佐 波 二 鳴と あ 

る を證據 として タヅと 訓 した。 グダ もクグ ヒも 本來長 頸に よって 與 へられた 稱呼 

で、 種名で はない から、 どちらで も 支 はない が、 クグヒ 之 昔と いふ 用例がない 

から、 宣長說 に從ひ タヅと 訓む 方が よい やうで ある。 之 を いて 阿藝登 比せられ 

たと ある ァギト ヒは、 ァギ (孩兒 ) とト ヒ (音の 活用形) とに 分解し 得られる から、 

小兒の 如く 物言 ふこと で、 恐らく はァ レ ョァレ ョと言 はれた とい ふ 意で あらう。 

紀に是 何者 耶と譯 したの は、 宣 長の 所謂 漢意 である。 

鵠を 捕りに 遣 はされ た 廷臣 を、 紀に天 湯 河板擧 (板 擧此 云ニ拖 儺， と ある) とした 


の は、 此 人が 鳥 取 連の 祖な るが 故で 〔姓〕、 後記の 如く 巡察が 主 目的であった とす 

れば、 、ふし も此 氏人なる を 要せ や、 記の 如く. W 邊 氏であった かも 知れぬ。 尾 張 氏 

な：^ 15^ 麻 利：^ へ 叩の 後裔 中に 山 邊之縣 主と 稱 する ものが あり 〔舊〕 、 當時此 一 族は隆 

盛で あつ，； i から、 巡察 使に 選任せられ たこと も あり 得る。 其 名を大 鵪と稱 したの 

は、 此 物語に よって 後日 付與 せられた のか も 知れぬ が、 一族 中に 鶬比賣 とい ふ も 

の も あるから Gwl 一 卷九ー 一 no、 偶然 鳥 名 を 負うて 居た ものと も 了解 せられる。 

fi- 一は K 路出雲 又は 但 馬に 赴いて 此鳥を 捕獲した と あるが、 記に よれば 紀伊國 

を 起 if?? とし、 播 磨を經 て先づ 因幡に 超えた と あり、 第 七 章に 述べた 本牟智 和氣皇 

子の 經路 を努 露せ しめる ものが あるつ 原 說には 或は 紀の 所傳の 如く 出 雲に も 達し 

たと あつたの を、 皇子 下向 說と 重複す るので、 之 を 削つ 仁ので は あるまい か。 姓 

氏錄： ii 取 部 連 (左 京) の條 下に は、 捕 鳥の 地 を 出雲國 宇夜ノ 江と して 居る が、 宇 夜 は 

出^ 郡 健部郷 (今簸 川 郡莊原 村) の舊 名で あるから 〔風〕、 出 雲 進出 は 全然 無根で は 

地 方 巡 撫  一一 六 三 
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なかった ので あらう。 因幡から 但馬丹 波 を 過ぎ (恐らく は^ 城 を撗斷 して)、 £ 江 

に 出で、 美 濃 尾 張 を經、 木曾川 を 週って 信 濃に 入り、 越阈に 達した と あるの は、 

當 時の ャ マト 帝 國の版 圖をー 巡した こと を 表示す る もので、 其 a 顺も よく 也 

合致す る。 和 那美之 水門 は 所在 を詳 にせぬ が、 第 六 章に 述べた やうに、 當時言 濃 

川 流域に は尙 未だ 皇 化が 及んで 居なかった やうで あるから、 頸 城 郡 地方の 水門 卽 

ち 河口 を 謂 ひ、 ヮ ナミ (語義 不明) と稱 したが 故に、 S 網の 意に 取な して 捕 鳥の 地 

としたの では あるまい か。 

右の 如く 説明す ると、 此傳說 の 裏面に 新附地 巡撫の 事實が 潜んで 居る こと は殆 

ど 疑がない が、 一 回の 行程と して は、 當 時の 交通 狀 態に 鑑み、 過多の 感が あるか 

ら、 或は 西方 巡行 を 終へ た 後、 山城から 一旦 歸 京し、 休養の 上 再び 東 S に 向って 

進發 した か、 或は 西方に は本牟 知" 知和氣 皇子が 派遣せられ、 山 邊大鵪 は朿阔 巡增" 

を分擔 したので あつたの を、 捕 鳥 傳說と 結びつける 爲に合 件した のか も 知れぬ。 


紀に天 湯 河 板 擧が鳥 取 造の 姓 を 賜 ひ、 鳥 取 部、 鳥 養 部、 * 津 部を定 めら れ たと ある 

の は、 一記に も揭载 せられて 居る 事實 で、 民 部 新設 を 意味す る こと、 後記の 通りで 

あ る 。 

垂仁 天皇 二十 七 年の 紀に興 一一 屯 倉于來 目邑， と あるの は、 上記 輕のニ 池 構築の 結 

果、 皇室 直隸 地の 米作 も增 加した ので、 之 を貯藏 する 爲 であった と 思 はれる。 從 

來 米穀 收納 用に 供した 會魔は 之を稻 置と 稱へ (三— 一 九 三 n)、 集 團每に 設けられて 

居た ので あるが、 其 は 朝廷の 施設で はなく、 私的の 配給 管 现の爲 であった から、 

別に桌 室 直 屬の蓄 藏所を 必要と す る やうに なった の で あら う。 屯 倉 は 此云ニ 彌夜 

ハチと 訓 註せられ、 或は ォホ ャケ (大 宅) とも 稱へ、 ミヤ 又は ォホ ャ 卽ち官 家の クケ 

(裕)を^=^味するのでぁる、ー 當 時は尙 未だ 內藏 大藏の 別な く、  .ns 室 財産と 官せ 物と 

は：！： 一  視 せられて 居た ので あるから、 國家 有事の 日の 需要に 應 やる 爲に之 を 設置 

地方 Ml 樵  二 六 五 
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する やうに なった ので あらう。 一 々は 記錄 せられて 居らぬ が、 逐次 各 大御縣 にも 

增 置せられ たもの.^ やうで、 之 を 名と する 鄕邑 は諸國 到る 所に 殘存 する。 

大御 縣卽ち 皇室 直 領地に は 其々 田 部が 配屬し (次 卷 序說參 i 一)、 部 造 の 指揮の 下 

に 耕 織に 從 事し、 自治 集 圑の賈 物と 相 待って 供御 を充 たした ので あるが、 中央 集 

權に伴 ひ、 衣食住の 資料 以外に、 有形無形の 需要が 益. -多 きを 加へ、 之に 應 する 

爲に 上揭の やうに 調 役 を 賦課した けれども、 尙種々 の 意味に 於て 直隸民 部の 增置 

を 必要と し、 あらゆる 機會に 於て 之 を 設定 せられる やうに なった。 其徵墓 編制に 

ついては 明徵 はない が、 雄略紀 によれば 廷臣 又は 氏 部族 長から： iX 進せ しめられた 

もの、 やうで、 官選の 部長の 下に 集結した ので あるが、 忌 部、 物 部、 來目 部の 如き 

舊 部族と は異 り、 自治 權を 有せ、 ざる ものであるから、 之を區 別す る 爲に爾 今 民 部 

とい ふ 稱呼を 用 ひる。 史赛 にあら はれた の は 垂仁紀 (記) 以後で、 特に 此 朝に 於て 

は 設立の 動機 を 二三 皇子の 事蹟に 結託して 說 いて 居る。 卽ち 記の 本 牟智和 氣傳說 


に は、 ^^誕の條下に大湯^若湯坐をぁげ(第ー ニ〇页)、 出 雲 參 拜の條 下に は每 --， 

^地- 定 ニ品遲 部-と あり (第二 一  六 员)、 其 終に 次の 如く 叙して 居る。 

に 天，：： -.i その 御子に 因りて 鳥 取 部、 鳥 甘 部、 品遲 部、 大湯 坐、 若湯 坐 を定 めた ま 

ひき 

紀： も 上祸の 如く 鳥 取 部、 鳥 養 部、 春 津 部を定 めら れ たと あるが、 事蹟 又は 名號に 

多少の 因緣は あるに しても、 其 民 部の 實質は 殆ど 此 皇子と は無關 係で ある。 左に 

逐次 之 を略說 する。 

鳥 取 部。 供御の 料た る 禽鳥 捕獲に 任 やる 民 部で、 天 湯 河 板 擧が其 部の 造に 任 

ぜられ V 一と ある。 姓氏 錄 によれば 此人は 角 凝 魂 命 三世 孫で、 i 三 は 誤記で 

あらう n 委文 宿禰 (連) と 同祖で あるから、 海人 系なる こと は 疑な く  (三— 一 一 

三 五 n)、 天 は アマ n 母 人) に 充て、 U 假 字と 思 はれる。 ユカ" タナの 語義 は 確言 

し 得ぬ が、 或は 齋川 田と いふ 地名に 敬 稱ネの 音便 ナをそ へ て稱號 とし 仁のう 

屯 倉 及 民 部 設置  二 六 七 
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も 知れぬ。 姓氏 錄には 湯 河 桁 命と も ある。 

鳥 養 (甘) 部。 鳥類の 飼育に 任す る 民 部で、 猪 養 部 及 犬 養 部と 同種に 屬 する。 

雄 略 朝に 吳 から 將來 した 鵞を嚙 殺した 犬の 持主が 驚懼 して 鴻十隻 と 養 鳥人と 

を獻 上した と傳 へられ、 又蔸田 人の 狗が 鳥官の 禽を嚼 殺した によって、 共狗 

の 主 を 黥 面して 鳥 養に 編入した と あり、 信 濃 國の直 丁と 武藏國 の 直 丁と が 之 

を 非 して、 我國- 一積 ル鳥之 高、 同 二 於 小 墓 ¥ー 暮而 食、 尙有ニ 其餘； 然るに 一 鳥の 

故 を 以て 人 を 鯨す る は 無道で あると いうた と ある 所 を 見る と、 飼育 せられた 

の は 鳥 鴨の 類で、 食用の 爲 であった と 思 はれる。 

品遲 部、 譽津 部。 秀御道 部、 秀 御津 部の 謂で、 旣述の 如く 道路 港 律の 構築 修现 

に 任す る 民 部 を 意味す る G め 四 一 页)。 其 部長と して 品 治 部 君 (因 蟠)、 伊勢 之 品 

遲部 君、 吉 備品 遲君 等の 名が 見える (， がー ー卷 一 八 〇、 一八 二、 一 九 一 一 n)。 

大湯 坐、 若湯 坐。 此兩湯 坐が 前文 ST-  二 〇百0 の 所說の 如く、 皇子^ 育の 職員 


であった とすれば、 民 部で はない が、 禱物座 も 亦ュ ュと稱 へられ (三， ±〇 九 

13、 此朝に於て鐡ェ業が勃與したことは旣述の通りでぁるから3ル六七_^^っ、或 

は 其 を^ 味した のか も 知れぬ。 若し 然り とすれば 右の W 育 談はュ H とい ふ 名 

から m ズレ ついて、 豐玉 姬傳說 (六 I 二 一  三 贾) を 模倣し 仁ので あらう。 

此，： ：：.； 子の 外に 印 色 入日 子 命 も 亦、 記に は 鳥 取 之 河 上- K に^して 河 上部 を 定めら 

れた とめる が、 此河 上部 は 旣述の 如く、 紀の 本文に は 川上 部 亦 名 曰 裸 伴と あつ 

て、 劍 の 名と せられ、 別に 一 云と して 次の 如き 一 異傳 を揭载 して 居る。 

五十 瓊敷 皇子 居 二 于茅淳 宽砥河 上， 而、 喚 二 銀 名 河 上 (作 二 大刀 一 千 口；：.：， 時楣 部、 

倭 文部、 神 弓 削 部、 神 矢 作 部、 大穴 磯部、 泊欞 部、 玉 作 部、 神 刑 部、 日 置 部、 大刀 

佩 部、 幷十箇 品 部 賜，， 五十 瓊敷 皇子 ， 

右に よれば 河 上 は 鍛工の 名と あるから、 其 部下の 工人 を 河 上部と 稱 したと も 了解 

せられる。 或は 河 上 は 一 人の 名で はなく、 此 工人 部の 稱 呼であった かも 知れぬ。 

屯， 倉 及 民. 部 設置  二. K 九 
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十 品 部 中には 左記の 如く 種々 の 性質の ものが 含まれて 居る。 

倭 文部、 玉 作 部。 旣存の 部族で (三— 二三 五、 ニニ 九 百 0、 布、 玉の 製作に 任じた も 

ので ある。 

神 弓^ 部、 神 矢 作 部。 神 は美稱 で、 弓矢 工作 部員の 謂で ある。 官用 兵器 製作 

の爲 に、 此 御代に 於て 始めて 此 等の 民 部 を 設置せられ たので あらう。 之 を 叱 

皇子に 屬け られ たと あるの は、 弓矢 を 得たい とい ふ 情 願に よる ものと 了  せ 

しめんが 爲と思 はれる (第 六 五更 )o 

楣部、 大刀 佩 部。 獨立民 部で はなく、 本來 兵種の 名と 見るべき ものであるが 

(五— 二 五 七、 二 五八！ no、 此 時代に 區 分せられ たので、 之 を 皇子に 附會 した ので 

あらう。 

日 置 部。 ヒキ はキ (木) 族の 一 支の 名で あるから (四— 三 H)、  W 紀 地方に も e 住 

し；^ こと は絕 無で はなく、 其 名 を 負うた 地域が 存し たこと も^り 得る が、 其 


本 鄕は出 雲 國の やうで あるから 〔古語 大 辭典〕、 或は 鐡 工業 創始の 爲に、 河 上部 

と共に 出 雲から 招致 せられた ので ある か も 知れ ぬ C 

神 刑 部。 神 は 美稱、 刑 部 は 借 字で、 此 皇子が 作らし もられ ナ」 大刀 千 口 を 一 時 

大和の 忍 坂に 收藏 したと ある 所 を 見る と (第 六 九 no 、  .nH- 子 も 其 地に 假寓 せら 

れ、 所在の 民衆 を 糾合して 一民 部 を 編成し、 地名に 因んで ォサカ 部と 稱 へた 

ので あらう。 

大穴 機 部。 大は 美稱、 アナン は 纏 向の 一 地點 名で、 當 時の 皇居の 側近で ある 

から、 忍 坂から 此處に 移られた 皇子の 領民と して 配屬 せしめられ たものと も 

了解せられ るが、 アナンの 原義 は 穴 栖卽ち 穴居で、 先住民の 呼稱 にも 用 ひら 

れる から、 蓬砥 川上に 居住した 此族人 を 馴致して 編制した 民 部であった かも 

知れぬ。 

ハク カシ 

泊檁 部。 ^束 物 部の 謂で (五 —二 五 〇 頁)、 兵役 部隊で あるから、 此. n; 玉子に 配屬 

屯 倉 及 民 部 設置  二 七 一 
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せ し めら れた 一 」 とも 有り 5 守 る 。 

上揭の 外、 記に は 伊 登 志 別命の 名の 下に 因， 无レ 子而爲 二子 代 一定， 一！， 部， と あるが、 

此に關 して は 旣に第 一 章 (五 七 S に 詳論した。 之 を 要するに 以上 三 皇子に 因んで 

設定 せられた と あ るの は 口 實 又 は附會 で 、 皇室 直隸民 部增加 が 目的 で あった こと 

は 如上の 說明 によつ て ほら 明で ある。 


第 十 章 逸 事 

當麻镢 速 11 殉葬 停止 I -土師 部の 設置 11 餘錄 

以上 九 章の 說 明に もれた 傳說及 記 錄を假 に 逸事と 名 づけて、 本章に 於て 一 括し 

て 論 やる。 幾 神紀の 記事 は 一 も 剰す 所な く 說明を 了した が、 垂仁紀 に は 旣述の 外 

に 次の 如き 記事が ある。 

七 年 秋 七 己巳 朔乙 亥、 左右 奏言、 當麻邑 有，， 勇悍士 (曰，， 當麻 m 速 f 其爲， 人 也、 

强カ以 能毁, 角 申， レ鉤、 恆語ニ 衆 中 一 曰、 於 一一 四方 ー求ヒ Z 、登 有 T 比 二 我 カー 者 上 乎、 何 

遇 二 强カ者 一而、 不レ期 二死 生 一 頓得 ン爭, カ焉、 天皇 聞 ン之詔 二 群 卿 一 曰、 &、 聞 當麻蹶 

速 者、 K 下 之 力士 也、 若 有 n 比い 此人， 耶、 一 臣 進言、 臣聞出 雲國 有，， 男士 「曰 二 野兑 

宿禰 (試 召 二 是ム 欲， 當，， 于蹶谏 K 卽曰 遣，， S* 祖長尾 市； 喚 二 野 見 鵬； 於 あ 野 

當麻 速  二 七三 
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見 宿 禰自ニ 出 雲， 至、 則 當麻蹶 速與， 1 野 見 宿禰， 令-一 拘カ； 一 一 人相 對立、 各擧, 足 相 

蹶、 則 蹶ニ折 當麻蹶 速 之 脇 骨， 亦蹈 n 折 其 腰- 而殺 之、 故 奪- 1 當麻默 速 之 地： 悉賜 -1 

野 見宿禰 f 是以 其邑 有，， 腰折 田， 之緣 也、 野 見 宿禰乃 留仕焉 

此は 角力の 起原で あると いふ 俗 說が行 はれ、 今 も 斯道の 神と し て 野 見- ；$ 禰を 5: 小 め 

て 居る ので あるが、 文面に よっても 明なる が 如ぐ、 此 は遊戲 でも 競技で もな く、 

生命が けの 決闘で あるから、 皇極紀 以下に 見える 體技 化した 相撲と は 全然 性質 を 

異にする。 思 ふに 此傳說 は 土師連 氏から 出た もので、 遠祖 野 見 宿禰の 上京 奉仕の 

機 緣を說 いたので あらう。 

野 見 {i? 禰は 後出 土 師宿禰 道 長の 上表 並に 新撰 姓氏 錄 によれば 土師連 ({5 禰) の 通 

で、 天 穗日命 十四 世の 孫と あり、 飯 石 郡 野 見 〔風〕 とい ふ 地に 居住した 出 雲臣の 一 

族なる こと は 明で、 其 嫡流た るの 故 を 以て ス クネ (直系) と號 したので あらう。 此 

人 は 上文の 如く 朝廷に 召 出されて、 京師に 轉 貫した ので あるが、 其 氏人 は 尙鄕里 


に 5S まり、 スミを 以て 氏名と したと 見えて、 後日 左 京に 來 住した ものに 野實 連と 

稱 する 一 門が ある 〔姓氏 錄 未定 雜 姓〕。 大穴 牟遲命 之 後者と 記 注せられ て 居る のは頗 

る 興. S の ある ことで a せ 一 一 二 頁)、 師木ニ 朝の 御代に 出京した 出-中 (ム臣 等 は、 振 根が 

朝 命 を 抗拒した こと を 惯 つて、 遠祖 を 天徳日 命に 託した が、 本國に 於て は 依然と 

して 大己 貴の 後裔と 稱し て 居た ことが 立證 せられる の で あ る (四丄  一 五 K)。 

クャ ハヤ テ 

之と 角力した 蹶 速はク H ハヤと 旁訓 せられて 居る やうに、 敵手 を 清す 捷男 とい 

ふ^を 以て 號 けられた ので、 蹶 はフム とも 訓み、 擧 足の 謂で あるが、 こ \ は i 、倒 

し、 路浪 くこと を 意味す るから、 ク M 11 ク ヱ (溃) に 通す る 〔古語 大 辭典〕 11 と 

稱 へたので ある。 大和の 當麻 (五— 二 四 四 真) に 居住した ので、 地名 を冠稱 とし、 一川 

を 以て ii えた 人で あつたと 思 はれる が、 野 見 宿 禰に蹶 殺された とい ふ^ 實が存 

した か は 疑問で、 此出雲 臣が當 麻に 居住地 を 給 はり、 且其 地に コシ ヲリ 田と いふ 

地點が 亦した ので 脚色せられ たの かも 知れぬ。 コ シヲリ 田 は コ シ (高 志) 族の オリ 

お 麻 厫 、tj  二 七 五 


第 十 章 逸 事  二 七 六 

(貴人) の 田の 意と も 了解 せられる。 

右の 一 段 は 後記の 坡輪劍 製 者の 出現の 序幕で あるが、 之に 次いで 伏線と して 左 

記の 如き 一 揷 語が 揭载 せられて 居る。 

二十 八 年 冬 十 お 丙 寅 朔庚 午、 天皇 母 弟 倭 彥命薨 、十 一 月 丙申朔 丁酉、 葬， ，，Jg ま 命 

于，， 身狹祧 花鳥 坂 〔於： K 集 二 近習 者 i 生而埋 T1 立 於 陵 域： 數 曰不, 死、 晝 夜泣吟 

ォモ フニ 

遂死 而爛鼻 之、 犬 烏 聚瞰焉 、天皇 聞 ニ此泣 吟之聲 f 心 有，， 悲傷 群 卿， 曰、 夫以 

生 所い 愛、 令 レ殉レ 亡者 是甚 傷矣、 其雖 二 古風 T 之非ン 良、 何從、 6V< 「以後 議之 止レ殉 

此は 殉死 禁制の 動機 を 誇張して 說ぃ たもの、 やうで ある。 貴人の 死後 近？ 《 者が 之 

に殉 する こと は、 未開 & 會に 普く 行 はれる 風習で あるから、 我！： にも 上义の 如く 

古 習と して 存し たこと がない と は 言 へ ぬが、 生ながら 陵 域に 埋立てた と あるの は 

疑問で、 晝 夜泣き 叫んだ とい ひ、 犬 烏が 聚り瞰 うたと ある 所 を 見る と、 頭部 だけ 


地上に 出て 居た ものと 了解せ ねばなら. や、 話に のみ 聞く 生埋 とい ふ Si 刑に 類す る 

殉 葬が、 死者の 冥福の 爲に行 はれ. U とは考 へられぬ ことで ある。 殉死 はもと 故主 

を ふ餘 りの. R 發 的行爲 で、 靈魂 となった 主君に 近侍した いとい ふ觀 念から 出た 

ので あるが、 其が 儀觼 的に なり、 死にたくない Q に 生命 をす て、 或は 嫌がる もの 

を引捉 へ て 死なせる とい ふ 場合 も 有り得た ことで あり、 昔話に も殘っ て e る けれ 

ども、 假に此 場 公が 其 例に 屬 したと しても、 身 狭の 桃花 B 坂から 二 里餘を .3 てた 

大 の內 まで 泣吟 の 聲が 聞え たと あ るの は、 何とし て も 誇張と い は ねば なら ぬ 。 

恐らく は 原說は 之と 相違し、 陵墓の 側に 询 死した もの、 遺體 が收瘦 せられ や、 禽 

獸の來 り 食む に 委せて あるの を 見て、 其 遺族が 泣き 悲しむ とい ふ^が、 天皇の 御 

耳に 達した と あつ. U ので あらう。 偶、 ひ 記の 倭 日子 命の 分注に 此王之 時始而 於レ陵 

立 二人 垣 一と あるので、 之 を 生而埋 TI 立 於 陵 域 一とい ふ紀の 文に W つけて 說 くもの も 

あるが、 記 傅に も 引用した やうに、 太 神， 一?ass< 帳の 皇太神 御 形 新せ" 遷奉時 满式行 

葬 停止  二 七 七 
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事に 人垣 可 二 仕 奉， 男女 (人) 等と も、 諸內 人物 忌 等 及 妻子 等 人垣 立 衣垣曳 pi. ー^ サ、 g 

羽 等 棒 幸 行と も あり (外- K 儀式 帳に も 同様の 記事が ある)、 人垣が 儀仗の 爲の堵 

列 者の 意なる こと は 極めて 明白で、 倭 日子 命 は 天皇の 同 母 弟で も あり、 其 名の 示 

す やうに 尙 未だ 臣籍に 降下せられ なかった 皇子で あるから、 大葬に 準じて 始めて 

人垣 を 立てられ たこと をい ひ、 紀とは 全然 別個の 傳 承と 見ねば ならぬ。 便し 兩傳 

ともに 特に 厚 葬せられ たとい ふ 意が 含まれて 居る こと は 勿論で ある。 

紀には 填 輪 立 物の 起原 を 右の 傳說 と關聯 させて 次の 如く 説いて る。 

三十 二 年 秋 七ガ甲 戌朔己 卯、 皇后 日 葉 酢 嫁 命 一 云 日 葉 酢 根 命 也 薨、 臨レ 葬；^ レ n 

焉、 天皇 詔 n 群 卿-曰、 從死之 道、 前 知，， 不可： 今 此行之 葬、 奈，， 之爲 何，、 於つ：， J 野：： 儿 

宿禰進 曰、 夫君 王 陵墓、 埋 TT 立 生 人； 是 不良 也、 豈得レ iSn 後葉， 乎、 願今將 TP, 便 

事 一而 奏，， 之、 則 使者、 喚 71 出 雲 國之土 部壹倍 人； 自領 一一 土 部 等ハ取 ン埴以 造,^ 作 人 


馬 及 a 種物 形ー獻 一一 于 天皇 一 曰、 自乂 「以後、 以ニ是 土 物 一更 TT 易 生 人； 樹ニ於 陵墓" 

爲，， 後葉 之 法則 (天皇 於； K 大喜 之、 詔 二 野 見 宿禰- 曰、 汝之便 謹、 案洽 ni=K 則 其 

土物始 立，， 于日葉 酢 媛 命 之 墓 f 仍 號，， 是土 物， 謂，， 埴輪； 亦 名 立 物 也、 仍 下い 令 曰、 

自レ今 以後、 陵墓 必樹 ニ是土 物-無い 傷い 人焉、 天皇 厚 賞 二 野 見 宿 禰之功 f 亦 賜こ鍛 

地； 卽任， i 部 職； 因改ニ 本姓-謂 二 土部臣 i  土 部 連 等 ま 1 天皇 喪 葬-之 緣也、 所謂 

野 見 宿禰、 是土部 連 等 之 始祖 也 

記に も 亦 其 大后比 婆 須比賣 命 之 時、 定， 一石 稅作， 又 定，， 土師 部， 此后者 葬，， 狹木之 寺 間 

陵-也と あり 〔眞 福， 寺 本〕、 稅は諸 本 祝と し、 宣 長は棺 の誤寫 として イシ キック リと 

解續 したが、 定と あるから に は 一 時 的の もので はなく、 永久 的の 民 部で あらねば 

ならぬ のに、 地名に も 姓氏に も殘 つて 居らぬ 所 を 見る と、 或は 石 作 部の 誤記 か、 

若く は稅 作の 二字 をッ タリと 訓 むべ き 理由が あるので は あるまい か。 姓氏 錄石作 

述 (左 京) の條 下に も、 垂仁 天皇 御世、 奉 TT 爲良后 日 葉酢嫒 命， 作 二 石棺， 獻之、 仍 賜，， 姓 
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石 作大連 公-と あるから、 此民 部が 石棺の 製造に も從 事した こと は 疑がない が、 

其 は 日常の 需要 品で はない から、 製 棺を專 業と する 民 部が 設置せられ たと 考 へる 

こと は出來 ぬ。 いづれ にしても ヒ パス 媛が 天皇に 先って 薨去せられ、 其埋 t; に 際 

し、 、ノ  二 シ (土 師) をして 副葬品 を 造ら しめられ たこと は史 貰と すべきで、 ハ 一一 シ 

は 粘土 工作 (爲) を 意味し、 紀に土 部 を " ジ ベと 訓 したの は 其 約 濁で ある。 

野 見 宿禰が 出雲國 から 土 部 一 百 人 を 呼び寄せ、 製作 させて 獻 上した の は 人 そ 

の 他 種々 の 物の 形で、 之 を 陵墓に 立て、 殉埋 にかへ、 以て 饭例 とせられ たから、 

右の 土 物 を坡輪 又は 立 物と 稱 するとい ふの が 紀の傳 承の 大意で あるが、 野 见，； g. 爾 

の答奏 中に、 埋 n 立 生 人ー是 不良 也と あるの は、 上記 殉葬 傳說と 一致せ しめんが 爲 

に、 後人が 補說 したので あらう。 されば 桓武朝 土 師宿禰 道 長 等の 上 言に は、 左記 

の 如く 生埋に 言及して 居らぬ ので ある 〔繽紀 三 六〕。 

土 師之先 出 二 天穗日 命： 其 十四 世 孫、 名 曰，， 野 見 {^ 禰；： S3 者 纏 向 珠坡ぉ 御宇 垂 


仁天^^世、 古風 尙存、 葬傻無 J^、 每 vl^-l 凶事 f 例 多 殉现、 于, 時 皇后 薨、 梓. K 在 

つ fer 帝 顧問 二 群 ほ-曰、 後せ" 葬 體爲ヒ Z 奈何、 群臣 對曰、 一 遵ニ倭彥王子故事：時^:- 

等遠逝野見宿禰進奏曰、如ニ臣愚意；^^埋之禮、殊乖ニ仁政：非ニ益,，國利^人之道； 

仍率 ニ土師 三百 餘人 i 領取 レ坡、 造 二 諸 物象 一進， 之、 帝 覽甚悅 、以代 ニ殉人 ハ號曰 一一 

域 輪； 所 li 立 物是也 

土師 氏の 家傳の 大意 は 恐らく は此 文の 通りで あつたので あらう。 之 を 城 輪と 稱す 

る现 由は說 明せられ て 居らす、 日本 紀 私記に は師說 として、 山陵 乃 女久利 m 填 人 

形 平 立 如 二 車輪 一 故 云と あるから 〔釋 紀〕、 11 和名 抄 にも 此說を 引用して 居る 11 平 

安 朝 時代に は" 二 モノの ヮの 意と 了解せられ たものと 思 はれる が、 國 語の 構成 法 

則 かもい へば 右の 如き 省 約 は 許されす、 、ノ 一一  フと 言へば 粉 土の 輪廓の， おとせねば 

ならぬ つ されば 亦 名 立 物 または 所謂 立物是 也と あるの は土師 氏の 一 # 、体で、 人-おそ 

の 他の物 象 は 本初 立 物との み稱 へられ、 、ノ 一一  フは玄 室の 周 壁 を 意味し、 十： 器 製の 
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圆» 等 を 並列して 石槨に 代用した もの を 謂 ふので あらう。 所 i 睹考 古學の 智識の 乏 

しい 私に は、 其 やうな 遺物の 有無 は 不明で あるから、 敢て 斯界の 專攻 家の 敎を仰 

ぎたいと m 心 ふ。 

、ノ  二 シ (ハ ジ) 部 は紀の 文に も 明示 せられて る やうに、 出 雲 國には 其 以前から 

な 立した ので あるが、 野 見 宿 禰が之 を 紹介した ので、 其 民 部の 統領に 任ぜられ、 

鍛地を 給 はり、 土 部 ぼ と稱 し、 土師連 (宿 禰) の祖 となった ので ある。 鍛は惜 字で 

舊訓カ タンと あり、 型 工作 (爲) 卽ち 土偶 等の 型 を 造る こと をい ひ、 其に 要する 土 

地 を給與 せられた の は當然 のこと である。 此緣 によって 土師連 等が 大葬 事務に 携 

はる やうに なった と あるの は 明白なる 事實 で、 推 古 朝に も來目 皇子の 殯葬 管掌の 

爲に、 土 師連猪 手と いふ もの を 周芳の 娑婆に 派遣せられ たと あり 〔 紀〕、 上記 道 長 

の 上奏 も、 ら凶 儀に 預る こと を 不本意と して、 Qig 住 地 营原を 以て 氏名と せんこ 

と を 請願した ので ある。 


さりながら 此傳說 は 城 輪 及 立 物の 起原 を 語る ことの 外に、 土器 工業の 勃興 を 

示す る ものと 了解せられ ねばならぬ。 平分 W 、嚴爱 の 如き 土器の 製作 は、 神武 紀、 55ポ 

神紀 にも 兑ぇ、 大和に 於ても 太古から 知られて 居た ので あるが、 物象 を 製 出す 

る ほどに は 進歩して ほなかった のみなら や、 其 等 は 所謂 手 抉で、 門 職工と いふ 

もの はなく、 未だ 工業化して 居な かつ. U に II!- し、 出-中： は旣に 、ノ  二 シと稱 する ェ 

業 M 體も存 したので、 野 見 宿 漏の 進言に より 其 工人 を 召し寄せて 之 を 普及せ しめ 

られ たので あらう。 五十 瓊敷 入彥 命の 鐡 工業 輸入と 共に、 出雲许 吞がャ マ ト 民族 

の經濟 生活に 及ぼした 大 影響の 一 と 見るべき である。 

狭 木 之 寺 間 陵. は、 前章 (S 二 五 七 真) に擧 げた 狹 城池の 附近で、 垂仁 天皇の 御陵の 

ある 菅 原の 伏 兄と も 相距る こと 遠から ぬ 地で ある。 テラ マと いふ 地名 は殘 つて 居 

ら ぬが、 或は- ズ〃 (光) マ (地 區) の轉 呼で、 日 あたりの よい 處と いふ 意で は ある ま 

、 、 0 

C う 
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紀 記の 俾說は 上記 を 以て 盡く 網羅した が、 此」： ：b を 以て 爾餘の 古 寄 中に 此 時代の 

事 貰と して 揭げ たものに ついて、 餘錄 として 論究 を 試みる。 阔造本紀には^；-：^祌朝 

の 任命と 稱 する 若干の 國造を 擧げて 居る が、 今までに 關說 しなかった の は石见 と 

波 多との 両國 造の みで ある。 波 多 は 和名 抄の土 佐 國幡多 郡 (现^ ) をい ふので ある 

が、 此 時代に 四國の 最南 端まで 皇 化が 及んで 居た とは考 へられぬ ことで あり、 神 

ァ マノ カラ ゾ 

彰 によって 天韓襲 命を國 造に 定められ たと あるの も 奇怪で あるから、 此 地に 占據 

した ァ マ 系の 豪族が、 其 遠祖 カラ ソ (名の 義 不明) とい ふ もの を顯揚 せんが 爲に、 崇 

神 朝に 拜 任した と稱 したので あらう。 石 見 國造は 紀伊國 造と 同祖、 蔭 佐奈朝 命の 

兒大屋 古 命が 定 賜せられ たと あるから、 大國主 系と 同種の 木 族 人で、 早く 此 地に 

ぉ據 し、 出 雲 征討の 際 降伏した ので、 本領 安堵 を 許された ものと m 心 はれる が、 北ハ 

出自も 名 號の所 由 を も 明に し 得ぬ。 


右の外火(大分)及阿蘇國造も同^^"には此朝の任命とぁるが、 誤 傅と 思 はれる こ 

とは旣 に前卷 a め 一 三九页 以下) に 論じた 通りで ある。 然るに 其 地方に 於て は 火 君の 

£ ぜ祖を 健緒糾 (純) とし、 55: ル神 朝の 人な りと する 說が行 はれて 居た と 見えて、 肥 前 

及 肥 後 風土記に 岡號所 由說の 一 部分と して 之 を 揚げて 居る。 兩者同 一 內容 で、 多 

少义飾 を 異にする のみで あるから、 左に 肥 前 風土記から 其 一 條 を拔萃 する。 

肥前國 者、 本 與ニ肥 後國， 合爲ニ 一  國； 昔 者 磯城 瑞籬宮 御宇 御 間 城 天皇 之 世、 肥 後 

國益城 郡 朝來名 峰、 有 二 土 蜘蛛 打 猴頸猨 二人？ 帥 二 徒 衆 一 百：^ 十餘 ん， 拒 TT 捍皇 

命； 不二 肯 降伏 f 朝廷 勅 遣 二 肥 君 等 祖健緖 組-伐 之、 於い 玆健緖 組 奉い 勅 悉誅滅 之、 

兼 巡 二 M 裘フ觀 TT 察 消息； 到 二 於 八 代 郡 白 髮山： 日晚止 レ峯、 其 夜 虚空 有， 火、 n 然 

燻、 稍 I 降下 就ニ此 山， 燦之、 時 健 緒 組見而 驚怪、 參 TT 上 朝廷 - 奏言、 臣辱 被- 1 命ハ 

遠誅 ニ两戎 一、 不レ雷 二 刀 さ梟賊 自滅、 自レ非 二 威 靈ー何 得レ然 之、 更擧 ニ燎火 一之 狀奏 

聞、 天皇 勅 白、 所 J^, 之 事、 未 一一 曾 所ーレ 聞、 火 下之國 可ビ？ S  二 火國？ 卽擧ニ 健 緒 組 之 動- 
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賜 二 姓名， 曰 二 火 君 健 緖純； 便 遣 レ治ニ 此國， 

建 緒 組が 建緖 純と 名 を 易へ たものと も 思 はれぬ から、 純 は誤寫 であらう。 Jn の 如 

く 1^^?;?^ 朝と は ある けれども、 此 御代に は 九州に 派兵 せられた 形跡 はなく、 又 

兩筑 若く は 肥 前を經 由せ すして、 突如 肥 後の 益 城 郡に 兵 を 進められた とも 考 へら 

ぬか..^ 一  縱ひ 其が 事實 であった としても 景行朝 以後の ことで あらねば ならぬ。 

國 造本 紀に康 神 朝の 任命と ある 火 國造遲 男 江 は ワカ ヲ ュ とも 訓み 得られる が、 或 

は遲は 建、 江 は 組の 行書 を誤寫 したので、 右の 健緖 組と 同人で あるか も 知れぬ。 

い づ れ にして も 其 父と 稱 せら れ る 志 貴 多 奈彥命 は、 同書に 成 務朝定 賜と し て祸げ 

た 伊 佘國造 速 後上 命の 父 敷桁彥 命と 同 一 人の やうで あるから (第二 卷 一四 三 頁)、 景 

行 天皇に 供奉して 西征 した ものと すべきで、 朝來 名の 賊徒 討伐に 派 造せられ たの 

は 恐らく は 其 子で あ ら う (次卷 第三 章參 照) 。 

古 風土記 殘簡に は尙ー っ此 時代に 關 する 異聞が ある。 其 は釋紀 〔一- 〇 卷〕 に 引 m= 


せられた もので、 尾張國 風土記 中卷 曰と して 次の 如く 記述 せられて oi5 る。 

丹 羽 郡 吾 緩鄕、 卷向 珠城宫 御宇 天皇 御世、 品津別 皇子、 生七歲 而不ビ 語、 問，， 群 

下-無-能 言，， 之、 乃 後 皇后 夢 有，, 神吿， 曰、 吾 多 具國之 神、 名 曰 こ 阿 麻 乃 彌加都 比 

女 ハ吾未 レ得ビ 祝、 若 爲ゾ吾 充ニ祝 人 一、 皇子 能 言、 亦 是壽考 、帝 卜 一一 人 一 レ神 者つ 日 置 

部 等祖、 建 岡 君 卜 食、 卽遣レ 党い 神 時、 建 岡 君 到 一一 美 濃 國花鹿 山つ 攀 一一 賢樹枝 一造， 

i 百、 吾 緩 落 處、 必 有，， 此神 f 縵去 落，， 於此間 ハ乃識 レ有ン 神、 因 尹 社、 由 &名レ 

里、 後人 訛 言，, 阿 豆 良 里， 也 

此は 記の ホ ムチ和 氣傳說 の 後半から 思 ひついた もの. k やうで あるが、 吾 經鄕の 名 

號 所有 を說 くこと を 目的と した もので、 恐らく は此 地に ある 阿 豆 良 神社 〔式〕 の 社 

人の 家傳 であらう。 ァ マ の ミカ ッ比賣 は 出 雲 風土記に 阿 遲須岐 高 日子 根 神の 1:^ と 

ある 天 御 梶日女 命の ことで (四— 八 四、 1 一一 三 頁)、 楣縫 郡の 多 伎 都 比 古 命 を 生んだ と 

あるから、 多に (1: も 亦 その 地 をい ふので あらう、〕 日 置 部 も 亦 出 雲 氏族なる が 故に 
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(， お 二 七 〇no、 故あって 此 女神 を 奉じて 尾 張國に 移住し、 其 祭神 を顯揚 する ® にホ 

ム チ和氣 皇子に 假 託した ので、 勿論 信す るに 足らぬ 說 である。 


古事記 中卷 

御 眞木入 曰 子印惠 命、 坐二師 木 水 垣 宮， 治，， 天 下， 也、 此 天 皇、 娶，， 木 

國造名 荒 河刀辨 之 女 g  §1 遠 津 年魚 目 目微比 責， 生 御 子、 豐 

木 入日 子 命、 次 豊鈕 入日 賣 命、 ； I 又 娶，, 尾 張 連 之 祖 意 富 阿 麻 

比 資， 生 御 子、 大 入 杵 命、 次 八 坂 之 入 曰 子 命、 次 沼 名木 之 入日 

賣 命、 次 十 市 之 入 曰 賣 命、 I 又 娶，， 大 毘古命 之 女御 眞 津 比 賣 

命， 生 御，^、 伊玖 米 人 日子 伊沙 知命、， f  1^  IJ^ 次 伊 邪 能 眞 若 

命、 mi 次 國片比 賣 命、 次 千千 都久 和 一』 学 比 賣 命、 次 伊 賀 

古 事 記  二八 九 
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比 賣 命、 次 倭 曰 子 命、 I 此天 

伊久 米 伊理 毘古 伊佐 知命 

上 毛 野 下 毛 野 未お-は 且ヒ き、 人卩. 

君 等 之 g 也 あ Jo- 翻 上 P  ,5: 

穴委日 、此王 之 時始而 t 

tfi 日  一 r  ,p 於レ陵 立， 入 垣- 此 

鍵、 爾 天皇 愁歎 而 、坐，， 神 牀， 之 

我 之 御 心、 故 以， 1 意 富 多 多 泥 

亦 安 平、 M 以 驛 使 班二于 四 方； 

內 之 美 努 村， 見 TT 得 其 人， 貢 進、 

僕 者 大物 主大神 娶，， 陶 津 耳 

方 命 之 子、 飯 肩 巢見命 之 子、 

白、 於 & 天皇 大歡以 詔 n 之 天 


二 九 〇 

皇之 御子 等、 幷 十二 柱、 ^  HI 、女 故 

者 治，, 天 下， 也、 次 豊木入 曰 子 命 者 

. ，祭 ^勢 大穴， V ん ヤ， き、 能 登 E 

神 之 宫， 也 rTN  TN  ノ  ：？v  <lp  之祖也 

天皇 之 御 世、 疫 病 多 起、 人 民 死爲レ 

夜、 大 物 主大神 顯ニ於 御 夢， 曰、 是 者 

古- 而 令』 二 我 御 前 一 者、 神 氣 不 &、 國 

_ 求，. 謂， 1 意 富 多 多 泥 古， 人. M 之 、於， 1 河 

_爾 天 皇 問 n 賜 之 汝者誰 子 也； 答 曰、 

命 之 女、 活 玉 依 m 賣， 生 子、 名 櫛 御 

健 « 槌命之 子、 僕 意 富 多多 泥 古 

下 平 人民 榮 f 卽 以，， 意 富 多多 泥 古 


命， 爲，, 祌 主， 而、 於 二 御 諸 山， 拜 TT 祭 意 富 美 和 之大神 前： 又 仰，， 伊 迦 賀 

色 許 刃 命， 作 二 天 之 八十 毘羅 H  、1  一一 i| 定 TT 奉 天神 地 紙 之 ft: 又 

於 二字 陀 1^ 坂 神- 4;-n 赤 色 楣 矛； 又 於，， 大 坂 神 1 祭ニ黑 色 楣 矛、 又 於，， 坂 

之 御 尾 神 及河瀨 神， 悉 無，, 遺 忘， 以 奉，， 幣 帛， 也、 因，， 此 而 役 氣 悉 や 

^ 家 安 ： 牛 也、 此 謂 n 意 富 多 多 泥 古-人、 所 r-f 以 知 二 神 子， 者、 上 所ヒ H 活 

玉 依 责、 其 容 姿 端 正、 於 あ 有 二 神 壯 夫； 其 形 姿 威 儀 於， 時 無， 比、 

夜 半 之 時 倏 忽 到来、 故 相 感共婚 供 住 之 間、 未に 萨幾 時 i ハ 美 人 

W  ,：^、 爾 父 母 怪ニ共 姙身之 事 S 二 其 女， 曰、 汝 者 自 姙、 无ッ夫 何由姙 

^ 乎、 答 曰 有 二 魔 美 壯 夫； 不ぃ知 二 其 姓 名； 每 夕 到 來、 供 住 之 間、 自 然 

懷 w^a^ 以 其 父 母 欲レ 知，, 其 人 (誨 二 其 女， 曰、 以二赤 土， 散，, 床 前 ；以二 1E  ^ 

lili ネ 轨 麻-貰 レ針、 刺 二 其 衣 襴っ故 如に 敎 而、 日； 時 見 者、 所 Jl^, 針 麻 者 
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自ニ戶 之 鉤 穴， 控 通 而 出、 唯 遺 麻 者 三 勾 耳、 爾 卽 知 K. 自ニ鉤 穴-出 之 

狀ょ而 、從， 糸 尋 行 者、 至，, 美 和 屮而 留二神 社； 故 知，, 其 神 子； 故 因 二 其 麻 

之 三 勾 遣- 而、 名，， 其 地-謂，， 美 和-^  I 舰 《II 鮮^  §1 又 此之御 世、 犬 

鬼 古 命 者 遣，, 高 志 道； 其 子 建 沼 河 別命 者 遣 二 東 方 十二 道， 而、 令 =1 

和 平 二 其 麻 都 漏 波 奴 "Ij; 五 人 等； 又 曰 子 坐 王者 遣ニ旦 波 國 ヌリレ 

殺，， 孰 賀 耳 之 御 笠； I ュ ^  gj 、攻 故大 S 古 命、 罷 TI 往 於 高 志 園-之 

時、 服 二 腰 裳， 少 女、 立 二 山 代 之 幣 羅 坂- 而 歌 曰 

古 波 夜、 美 麻 紀伊現 毘古& 夜、 意 能 賀 袁 袁、 奴 須 美 斯勢牟 

登、 斯 理都斗 用、 伊 由 岐多賀 比、 麻 幣都斗 用、 伊 由 岐多賀 比、 

宇 迦 继波久 斯良爾 登、 美 麻紀 伊理 毘古波 夜 

於レ是 大毘古 命 思い 怪、 返レ馬 問，, 其 少 女， 曰、 汝 所 h 之 言 何 言、 爾 少 


女 答 曰、 吾 勿， 言、 唯 爲-- 詠 歌-耳、 卽 不 i 二 其 所』 而 忽 失、 故 大毘古 

命 ：史 還 參 上、 請 n 於 天 皇- 時、 天 皇 答 詔 之、 此 者 爲 在 二 山 代 國-我 之 

庶兄建 波邇安 王、 起，， 邪 心， 之 表 耳、 I  お 伯 父 興い 軍 宜 b 、卽 副 ニ 

丸 邁臣之 祖曰子 國夫玖 命， 而 遣 時、 卽 於，， 丸 還 坂-居 二 忌 • 瓮-而 罷 

往、 於& 到，， 山 代 之 和 羅 河-時、 其 建 波 W 安 王、 興 4 待 遮、 各 中 TT 

挾 河， 而 對 立 相 挑、 故 號，， 其 地， 謂，， 伊 杼 美 ¥ 謂 二 伊 豆 美-也、 爾 日 子 

國夫孰 命乞 云、 其 廂人先 忌 矢 可 JS  、爾 其 建 波爾安 王、 雖ぃ射 不レ 

得， 中、 於， 是 國 夫？^ 命 彈 viK 者、 卽 射 二 建 波邇安 王- 而 死、 故 其 軍 悉 

破 而 逃 散、 爾 S 其 逃 軍； 到 二 久 須 婆 之 度-時、 皆 被 二 迫 窘-而 0 出 

懸-, 於 揮； 故 號ニ其 地-謂- 1 屎 镩： 今 者 謂ニ久 須 婆 (又 遮 n 其 逃 軍- 以斬 者、 

如， 赖 浮 二 於 河； 故 號二其 河-謂 ニ賴 河-也、 亦 斬-波 .- 布- 理ニ其 軍 土-故、 號ニ其 
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參 照 

也- ^B、 自レ波 下 五 B 七 

f  -  .vo-r& ォま, 肯 1 字 以っ乂 曰 ，5 ン此 

者 隨ニ先 命， 而 罷 n 行 高 志 國つ爾 自ー 一束 

ftn 遇 于 相 津； 故 其 地 謂，， 相 

政， 而覆 奏、 爾 天下 太平 人民 富榮 

手 末 之 調： 故 稱ニ其 御 世， 謂 T 所』 二 初 

御 世、 作 二 依 網 池； 亦 作，， 輕 之 酒 折 池 

に， 十 御 陵 在 二 山 邊道勾 之 岡 上 

伊久 农 $-现 2 比 古 伊佐 知 命、 坐，, 師 

娶， 1 沙 本 SiJ 古 命 之 妹、 佐 波遲比 賣 

又 娶 n 旦 波 比 古 多 多 須 美 知 能 宇 

御 子、 印 色 之 人 日子 命、 |，， に 次 


二 九 

平 訖、 參 上 覆 奏、 故 大毘古 八 叩 

方-所な p」 建 沼 河 別、 與，， 其 父 大 

津， 也、 是 以 各 和 n 平 所い 遣 之 m 

，於， 是 初 令 」貝，， 男 弓 端 之 調、 女 

國， 之 御 眞 木 天 皇，. 也、 又 n:,- 之 

, 也 、天 皇 御歲壹 IS 陸 拾 捌 歲、 

木 玉 垣 宮， 治 二 天 下， 也、 此 天 ^！ぶ 

命， 生 御 子、 品 牟 IS 和 M 命、』 

斯 王 之 女、 氷 m 州比賣 命， 生 

大帶 日子 淤斯 呂和氣 命、 |レ 


IM?" 次 大中津 日子 命、 次 倭 

娶，， 其 氷 羽 州 比賣命 之 弟、 沼 羽 

命、 次 伊 賀 帶 曰 子 命、^ 又 娶二其 

美 能 伊理 毘賣 命- Igi! 生 御 

都 比 H 命、 f 進 又 W ニ大 筒 木 

御 子、 袁 邪辨 王、 i 又 娶ニ山 代 大 

音 生 御 子、 落 別 王、 次 五十 日帶 

又 娶，， 其 大國之 淵 之 女、 弟 一別 羽 

衝 責 命、 亦 名 布 多遲能 伊理 

十 六 王、^  S  ^ 一一 一  故大帶 日子 游 

^  ^  ^.2  ^ 次 印 色 人 日子 命 
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比賣 命、 次 若木 入 曰 子 命、 g 又 

田 之入毘 賣 命， 生 御 子、 沼 帶 別 

沼 羽田 之 入日 賣 命 之 弟、 阿 邪 

子、 伊 許 婆 夜和氣 命、 次 阿 邪 美 

垂根王 之 女、 迦 具 夜 比 賣 命， 生 

國之淵 之 女、 飛 田 刀辨， I  、y, 

日 子 王、 次 伊 登 志 別 王、 HI 三 

田 刀 辨， 生 御 子、 石 衝 別 王、 次 石 

毘 賣 命、 凡此 天皇 之 御子 等 

斯呂和 氣命者 治 二 天 下 也、 碰 T 

者 作，， 血 沼 池： 又 作ニ狹 山 池： 又 作 二 

二 九 五 


日 下 之 

石 上 神 

稻木之 別、 

許 呂母之 


大 神 

宫 1 也 

嫁，1 稻 瀨 

毘古王 


次 


高 志 池 君 • 

日 部 f;;? 之 

尾 君 4> 

之 祖 さ 

爲レ后 之 

夫 與，， 兄 

與レ汝 治， 

殺 天皇 


參 照 

高 津 池； 

.{011  一. Bil 

，阿 太 之 別、 

別、 高 巢 鹿 

伊 許 婆 

次 落 別 

I 次 伊 

布多遲 

時、 沙 本 

歟、 答 曰、 

矢 下， 而、 

之 寢； 故 


，又 坐 ，1 鳥 取 之 河 上 宮， 令レ 作， 

-其 宮 in 河 上 部， 也、 次 大 中 

，尾 張 國之三 野 別、 吉 備 之石无 別、 

之 別、 飛 鳥 君、 牟 鱧 之 別 等祖也 

夜和氣 王者 g 淋 《ね 触 部 次 

£  4k 小 月 之 山 君、 三 川 ，て £  r 

3.W 之 衣 君 之祖也 ^^玉叶 

登 志和氣 王者 ，龍パ 5^  J I； 

能 伊理 毘 實 命 者 1--^ 藤- 

毘 賣 命 之 兄 沙本毘 古 王、 

_ 愛レ 兄、 爾 沙本毘 古 王 謀 曰、 

卽 作 二八 鹽 折 之 紐 小 刀 ハ授， 

天 皇 不レ 知，， 其 之 謀， 而、 枕 n 其 


1 横 刀 

津 曰 

次 倭 

阿 邪 

日 帶 

次 石 

此 天 

問， 1 其 

汝 {是 

其 妹 1 


二 九 六 

壹 仟 口 

子 命 者 

賣 命 

都 比 

子 王 

另 王 

以ニ沙 

呂 妹 

愛レ我 

以ニ此 


比 

曰 

曰 


后 之 御 膝， 爲， 


，是 奉 rr 納 

-山 邊 之 別、 

三 枝 之 別、 

^  > 拜 TT 祭 

ま 伊勢 

賣 命 者、 

者 山 君、 

^、羽 咋 

^ 君、 三 

本 田！ ^ 齊 1 

曰、 孰 n 愛 

者、 將三吾 

小刀 1 刺 n 

一 御 寢>  坐 


也、 爾 其 后 以，， 紐 小 刀^い 刺 二 其 天皇 之 御 頸 ニニ 度擧而 不 k  ニ哀 情； 

不レ 能お i 而泣淚 落 TI 溢 於 御 面； 乃 天皇 驚 起 問 二 其 后， 曰、 吾 見，， 異 

ま 從ニ沙 本 方 I 暴 雨 零 來、 急 洽ニ吾 面 f 又 錦 色 小 蛇 纏 n 繞 我 頸； 如， 此 

之 夢、 是 有 二 何 表 一也、 爾 其 后、 以 TT 爲 不一 レ應 卽 白 一一 天 皇 1 言、 妾 兄沙本 

K 古 王、 問レ妾 曰、 孰 n 愛 夫 與 1, 兄、 是 不 JIM® 問 1 故 妾 答 曰、 愛， 兄 歟、 爾 

跳レ妾 曰、 吾 與レ汝 共 治 一一 天 下； 故 當レ 殺， 一天 皇ー云 而、 作 二八 鹽 折 之 紐 小 

刀 _ 授レ 妾、 是 以 欲" 刺 n 御 頸 inl 二 度 擧 f 哀 情 忽 起 不靱レ 刺 & 而、 泣 淚 

落 洽，, 於 御 面； 必 有 二 是 表， 焉、 爾 天皇 詔 之 吾 殆見欺 乎、 乃 興 擊， 

本 m 古 王， 之 時、 其 王 作-, 稻 城， 以 待 戰、 此 時 沙本毘 賣 命、 不， 得" 

忍 こ 其 兄 ¥  二 後 門， 逃 出 而 納 n 其 之 稻 城； 此 時 其后姙 身、 於， 是 天 皇 

不レ忍 H 其 后 懷她及 愛 重 至 二子 三 年お 廻，， 其 軍， 不二 急 攻 迫、 如， 此 0 
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留 之 間、 其 所ン姓 之 御子 旣 產、 故 出，， 其 御 子， 置，， 稻 城 外 f 令 VS-, 天 皇 つ 

若此 御子 矣、 天 皇之 御子 所思 看 者 可，， 治 賜； 於 あ 天 皇 詔、 雖ン 怨，， 

其 兄， 猶 不ぃ得 k 坠ニ其 后， 故、 卽 有，， 得 之 心 i 以 選 n 聚 軍士 之 中 

力士 輕 捷， 而 宣 者、 取 二 其 御 子， 之 時、 乃 掠 TT 取 其 母 王 f 或 髮 或 手、 當 f 

隨ニ取 獲， 而 掬以控 出， § 其 后 豫 知，， 其 情 (悉 剃，， 其 髮， 以レ髮 覆，， 其 頭 f 

亦 腐 二 玉 緖， 三 重 纏い 手、 且 以， 酒 腐，， 御 衣， 如，， 全 衣 服 「如 レ此 設 備 而 抱，， 

其 御 子， 刺 TT 出 城 外 其 力 士 等 取，， 其 御 子： 卽 握 二 其 御 祖； 爾 握 二 其 

御 髮， 者 御髮自 落、 握 n 其 御 手， 者 玉緖且 絕、 握 n 其 御 衣， 者 御衣 便 

破、 是 以 取 n 獲 其 御 子， 不， 得，， 其 御祖； 故 其 軍士 等 還來奏 言、 御 髮 

自 落、 御 衣 易 破、 亦 所レ纏 御手 之 玉 緖便絕 故、 不ぃ獲 二 御 祖， 取 n 得 御 

子つ 爾 天皇 悔恨 而、 惡二 作^ 人 等， 皆 奪，， 其 地： 故 諺 曰、 不鞑』 玉 作 


也、 亦 天 皇 命 詔，， 其 

に 今 當>-1 火 燒，， 稻 城， 

« 御 子； 又 命 詔、 何 

日 足 奉ハ故 隨二其 后 

能 小 《 者 誰 解、 5^ 一 

之 女、 名 兄 比 賣 弟 

本 比 古 王； 其 伊 

張 之 相津， 二 侯 招、 

池ハ率,^遊 其 御 子、 然 

^ 故 今 閱ニ高 往 鴿 

令， 取，， 其 鳥； 

古事記 


子 之 御 名 r 爾 答 

宜ン稱 二 本 4^ 智和 

湯 坐 若湯 坐つ H 

、汝 所& 之 美 豆 

美 智 能 宇 斯 王 

レ使 也、 然 遂 殺，， 其 

一之 狀 者、 在 二 於 尾 

,1 倭 之 市 師池輕 

事 登 波 受、 抛 1 ^に 

一 爾 遣，， 山 邊之大 

n 針 間 ！：； 亦 追 n 越 

二 九九 


言、 凡 子 名必母 名、 何 TT 稱 是 

之 時 而、 火 中 所』 故、 其 御 名 

爲 日足 奉、 答 白、 取 二 御 母 i,, 大 

白， 以曰足 奉 也、 又 問 二 其 后-曰 

II お 答 白、 曰 一 波 比 古 多多 ：f ノハ 

比 賈 玆ー 一女 王、 淨 公 民 故、 宜 

呂 妹亦從 也、 故 率 n 遊 其 御 子 

作，， 二 俣 小 舟， 而 持上來 以、 浮 

是 御 子、 八 拳 鬚 至，， 于 心 前， 眞 

之 音 (始 爲，， 阿 藝 登 比：；^ ノ 

_ 故 是 人 追 TT 尋 其 木 國， 到 


0 照  三 〇〇 

稻 羽 國； 卽 到ニ且 波 國多遲 麻 國 iTTi! 東 方 f 到 二 近 淡 海 國： 乃 越 二三 

野 國 f 自， 1 尾 張 國， 傳 以 追 二 科 野 國 f 遂 追 TT 到 高 志 國 I 而、 於 二 和 那 美 之 

水 門 一張， 網、 取 二 其 鳥， 而 持 上 獻、 故 號，, 其 水 門， 謂 二 和 那 美 之 水 門， 也、 

亦 見，, 其 鳥， 者、 於 思 二 物 言， 而 如,， 思 爾 勿，, 言 事？ 於、 K 天 皇 患 賜而御 

寢 之 時、 覺 n 于 御 夢， 曰、 修 TI 理 我 宫， 如 二 天 皇 之 御 舍 1 者、 御 子 必 眞 事 

登 波 牟 Irlj; 三 如， 此 覺 時、 布 斗 摩 邇邇占 相 而、 求 n 何 神 之 心 i 

祟 出 雲 大神之 御 心、 故 其 御 子、 令， 拜 二 其 大 神 宮， 將 之 時、 令， 副 二 

誰 人， 者 吉、 爾 曙 立 王 食， 卜、 故 科 二 曙 立 王， 令 二 宇 氣 比 白 §レ| 三 因レ 

拜ニ此 大 神， 誠 有レ驗 者、 住ニ是 鷺 巢 池 之 樹， 鷺 乎 宇 氣 比 落、 如レ此 詔 

之 時、 宇 氣 比 其 鷺 墮』 死、 又 詔 之 宇 氣 比活爾 者、 更 活、 又 在ニ甜 

白檮之 前， 葉 廣 熊 白 檮 令 二 宇 氣 比 枯 f 亦 令 二 宇 氣 比 生 S 名 賜 二 其 


曙 立 王 

上 王 二 

富； 唯 木 

也、 故 到- 

假 宮 I 而 

.^ 下、 將， 

之 祝 大 

檳榔之 

S  二 其 美 

追 來 故 


謂- 

-於 

坐- 

-獻ー 

若 

長 


き 

一。 El 

爾 

一大 

坐- 

乎 

兄 


益 

古事記 


者 

一 其 

畏 


師 木 

御 子 

月 之 

拜 Tfe 

雲 國 

〈艮- 之 

雲 之 

賜 也 

而 貢- 

i、  n 

以、 自._ 


登 

時. 

-爾 

一 上 

見 


美 

時、 

戶 

之 

TP 

所， 

多 


豊 

自, 

還 


之 

-遣 

和 


朝會曙 

一 那良戶 

而 出 行 

上 之 時. 

名岐比 

子 詔 ^一目" 

曾 宫 f 葦 

御 伴 王 

爾其御 

逃、 爾 其 

此 二字 

以レ 音 


.H  £  、登 二 

丄 ^  31 字 n レ音 一 

遇 跛 肓、 自 ニ大， 

之 時、 每 二 到 M 

肥 河 之 中 作 一 

佐 都 美、 P, 靑 

是 於 二 河 下-如 一 

原色 許 男+^ 

等、 聞 歡 見 w_ 

子、 一 宿 婚， i 

肥 長比賣 患 一 

引 TI 越 御 船 ，逃ー 


卽曙立 

坂 戶， 亦 

地- 定ニ品 

黑機橋 

葉 山- 而 

靑 葉 山 

祌以伊 

而、 御 子 

長比賣 

光二 海 原 

上 行 也 

三 01 


王 菟 

遇-, 跛 

遲 部 _ 

-仕 T* 

立 こ 其 

I 者、 見" 

都 玖 

者 坐， 

「故 竊 

一 自レ船 

，於 レ是 


參 颢 

覆 奏 言、 因レ 拜，， 大 神， 大 御子 物 詔 

上 王， 令,， 造 二 神 宮； 於,， 是 天 皇 因，, 其 

Si ま 若湯 坐； 又 隨，, 其 后 之 白 (喚, 

须 比 責 命、 次 比 責 命、 次 歌 凝 

然 留，， 比 婆 須 比 賣 命 弟比賈 命 

醜-返 n 送 本 土： 於い 是 圓野比 實 慚 

事 、聞，， 於 隣 Mi 甚 慚 而、 到，， 山 代 

故 號ニ其 地-謂，, 懸 木； 今 云，， 相 樂ハ又 

號 こ 其 地-謂 二墮 今 云弟國 也、 又 

摩 毛 理， 遣，， 常 世 國ス 求，， 登 岐 士 

遲摩 毛理遂 到，， 其 國 f 採，， 其 木 實ー 


三 〇 二 

故參上 來、 故 天 皇 歡 喜、 卽 Mk 

御 子, 定， 1 鳥 取 部 甘 部品 遲部大 

T 上 美 知 能 宇 斯 王 之 女 等、 比 婆 

比 實 命、 次 圓野比 賣 命幷四 柱； 

二 柱， 而、 其 弟 王 二 柱 者 因，, 甚 凶 

言、 同 兄弟 之 中 以，, 姿 醜， 被， 還 之 

國 之 相 樂， 時、 取 rr 懸 樹 枝， 而 欲 走、 

到， I 弟 國， 之 時、 遂 墮ニ峻 淵， 而 死、 故 

天 皇 以 二三 宅 連 等 之 a 、名 多 連 

^ 能 迦 玖 木 實； S ゆ^  A 故 多 

以緩八 縵矛八 矛 將來之 間、 天 


皇 旣 崩、 爾 多 

矛 四 矛， 獻 TT 置 

登 岐士玖 能 

能 迦玖能 木 

陵 在，， 营 原 之 

稅 作； 又 定ニ土 


遲 摩毛理 分ニ縵 四 縵矛四 矛- 獻ニ于 大 后： 以ニ綬 

天皇 之 御陵 戶-而 、擎 -1 其 木 實-叫 哭 以 白、 常 世 

迦 玖 能 木 實持參 上 侍、 遂 叫哭死 也、 其 登 岐 

實者是 今 橘 者 也、 此 天皇 御 年 查 佰 伍拾參 

御 立 野 中， 也、 又 其 大后比 婆須比 賣 命 之 時 

師 部、 此 后 者 葬，， 狹 木 之 寺 間 陵-^ 


四 縵 

國 之 

士 玖 

歲、 御 

_定 こ 石 


古事記 


三 〇 三 


索 


弓 


あ 行 


裸 作 

赤 花 之 伴 

赤^ 比資 

阿藝登 比 

阿 巾；^ 

ァケ タツ 

^立 王 

朝 來名峰 

アサ チ原 

淺津間 〔地〕 

^北！： 造 


1 ノ八 1VK  二 1 ノメ 

六ん 

ニー 一一 六 

ニー ハニ 

三 六 

二八 六 

ニー 一 0、i 


足 高 玉  兀九 

阿 邪 美 都 比賨命  三、 

阿 邪 美 能 入 比賫、 }^ 墳入姬  三、5ーーー、1^10 

ぢカ  1 

阿 太の 賴養 (家) ，  金、 九 七 

阿 太 之 別  四卞 九 七 

吾田 媛  八 四、 金 

阿遲. m 枳高 日子 命  ニニ 一一、 二  K 一 

ァヂ マサ (檳榔 )  ニニ 二 

吾 鄕  ニニ  r 天 七 

穴咋邑  .  六 四 

アナ シ (穴 確)  一 き、 二 さ 


索 


三 〇 五 


年ァ 足 I 天 
魚ュ 往キ m 


穴德^  一一 一一 八 

相 律  一八 11ー、 一宝 0 一六 0 

會维 比寶祌  一 金 

近 淡 海 之 安國造  0 

淡 江 田 賀日雲 {.a  一四 

淡 海 坂田宮  11 一一ん 

阿閉^ 命  Is 

阿倍 臣 遠祖 武 停 川 別  一 一一 一四 

阿閉 柘殖宮  一 一一 一九 

海人 〔族〕  <  二 

甜白 之 前  ニー 九 

雨！； 神  八 

天津 磐 坂、 天津 祌籬  九 

アマ ツヤ シロ、 クー 了ソ ヤシ 口  (天 社國 社) 

. 三、 一 さ 一 


三 〇 六 


天照大神  四 

天 照國 ii 彥火明 櫛 玉 饒速日 尊  一 や 二 

ァ マノ イロべ 

天 甘 邊  璧 

カラ ゾ 

天韓襲  二八 四 

天日 搶 (天 之 日 矛)  lfe、ls 

阿 麻 乃彌加 都比寳  二八 七 

天？ i 河板擧  二 六 二 

天稚彥  ニー 一一  K 

天 夷 鳥 命  53 

ホ ノア カリ 

天火 明 命  一 さ 

(菩) 曰 命  二  QHj 

(犬 名)  セー 一一 

群  一一 一一 一一 

荒 川戶畔  二  01 二 

阿羅 斯等 〔人〕  ニー 一一 一 


安 國  二 元 

阿良 夫 流 要 斯母能  一 金 

阿利 斯等 〔人〕  二 達 

伊ォ t 色 雄 (命)  srml 

イカ キ (探 „ お) 主  i 

五十 日足^ 命 (帶 日子 王)  ニニ 、天 

伊贺蒂 日子 命  三、 ffjO 

瞻_ ^足姬 命  ニー、 五 0 

五十 鶴彥命  二  01K 

伊贺穴 宫  一 一一 一八 

伊 贺比资 命  二  od ハ 

ィキ ハヤ 

息 速刖命  .  f-1 

玉依姬  i  、裏、 i 

活！： ： 〔地〕  二  251、 100  、一 Q セ 

索 引 


活目 (伊玖 米) 入彥 五十 狹茅尊 (伊佐 知命) 

一九、 童、 六 二 


伊久 良賀宫  ニー 一ん 

池 速 別命、 伊 許 婆 夜 和氣命  ニー、 1- 一 

生 駒 〔地〕  二 四、 五一 

ィザ 〔地〕  璧 

膽狹々 大刀  一 01 

五十 狹_ 斤彥  八 八 

伊佐 登 保 志  ー璧 

伊 邪 能 眞若命  1  一 olnj 

ィ シック リ (石稅 作)  ニヤん 

五十鈴川 上  一一 一一 

伊勢 桑 名 野代宮  一四 0 

石 上祌せ "  一六 八 

祭祌  一 さ 


三 〇 七 


索 引 

神寶  六 八， さ 

磯宮  一四 3 

出淺 a  二 0 一 

瞻武^ 命  ニニ、 五六 

市 河 〔人〕  一六 九 

イチ シ (語義)  ll^jo 

市 磯長 尾巿  10、ー四八、ー2九 

壹志藤 方 片樋宮  一 

イツ カシ (嚴槿 )  一一 一一 セ 

出 石 小刀 (刀 子)、 出 石 梓  兀气 二 00 

ィヅシ マ 

出 島  一 * 

伊都々 比 古  二璧 

泉 河 (木津 川)  八 六、 九 一一 

出 雲 大祌  ニー 四 

出 雲國家  二〕 一一  一 


三 〇>< 


出雲臣 (國 造)  ニニ 

出 雲 建  三 0 

出 雲 振 根  二  0 四 

登 志 (五十 速 石) 別 王 (命) ニニ、 弄、、 二 さ 

稻置、 稻城  一二、 二 六 五 

稻木壬 生 公  四 八 

稻 木之刖 

稻依刖 王  ^ 

五十 璦 (印 色) 入彥命  ニー、 四 r 六 5六 八 

五十 璜殖尊 (印惠 命)  ニー 一一 

犬  七 一一 一 

犬 上 君  I^IK 

石 城^ 王  一九二 

石 衝昆賨 命  111 「量 

磐 (石) 衝 別命 (王)  ニー  55九ニ 


忌ズ 伊 
矢 I 部 


鵜 鹿々 赤 石 玉  一 免、 二  00 

が  1濡 淳  二  or  ニニ 

鵜 河  九 六 

ゥケビ (誓)  ニー  八 

于斯岐 阿利 叱 智于岐  ニニ 八 

ウジ ナ (格)  七 一一 一 

有情と 非情  八 

歌 凝比賫  S 一  11 

宇 太 乃 阿貴 宮  二 K 

蒐 田筏幡  二で 

宇陀 黑坂神  一 や 一一 一 

氏神  10 

ゥチッ ミヤ ケ 

內官家  ニニ 八 

宽 道彥、 字 豆毘古  一一 一二 

ゥ ヅ サ ん 

打猴  二八 五 


三 〇 九 


石无刖  四ャ 

ィハ ヒヌシ (祭主)  三 

ィ ハ ヒノ ミヤ GmiH)  1 四 一二  S 一一 一 

ィハ ヒビト (忌 人)  1 七 0 

ィハヒ へ (忌 S  九 0 

石 兑宿禰  二八 四 

飯 1:^ 與兑命  SI 一 

m 野高宮  一 四 0 

ィ ヒリ 

飯入粮  二  0K 

五 Kl; さ 

九 一 

イリ キ (人 子)  一一 一ん 

入彥、 入姬  二 九 

ィ 口 ベ (サぉ ：-)  璧 


索  引 


索 リ 


蒐 川上 宮  四パ、 六 八 

蒐上王  三 六 

ゥ ナサん 

頸缓  二 金 

運搬 轉送 機關  二  "五一 

ゥ ブス ナ (產 土) 祌  10 

ゥマシ カラ ヒ サ 

:f 美 韓曰狹  mr 三 一 

宇 夜 江  二 六 一一 一 

要斯母 S 

エタ チ (役)  -S 

兄比賣 (丹 波、  5 一一 

H ャミ (疫病)  SI 

淤 迦美祌  ニー  宝 

奧津 鏡、 邊津鏡  一 九 OiOO 


三】 〇 


息 長 宿禰王  一九 六 

息 長 帶比賫 命  一 凡 六 

矛サカ 十サ 力べ 

忍 坂、 刑 部  一で 一 

忍 代^ 尊 (淤斯 R; 和氣 命)  E 六 

落 £) 別人 S-  I  一二、  f^K 

弟 や 刈 羽 刀辨  ニー 一、 さ 一 

乙 調 〔地〕  S3 

弟日姬 子傳說  1K 一一 

弟比賣 (丹 波)  3.0 

大穴 礎 部  二 さ 

大海 宿禰  51 一一 一 

大海 媛 (意富 阿 麻 比賨)  Is, 一 一一 七 

大人： S 來) 命  B  、一一 一； r 一九二 

大兄 彥  一九二 

大臣 命  i 


大鹿嶋  ニー 一  51、一 遠 

意富 加羅 國  二 天 

大 キト (紀 門)  金 

大 之 淵 (不通)  s'g 

大^ 見戶賨  一 00 

大坂戶  三ル 

大坂； t  三、 一七 3-1- 

大陶祇  一 Kill 

大^  〔人〕  二  w 九、 二  Km 

大田田 子 (意富 多多 泥 古)  、一 

大足 彥尊 (大帶 日子 命)  ニー、 四 r  一  ofj 

大市首  ニー 一一 二 

大 市長 岡 岬  ー四^^ 

f チノ ッカ サ 

大地 官  IS 九 

大 木 垂根王  ぎ 

索  15 


大伴連 遠祖 武日  一 還 

大中津 日子 命、 大中姬 命  三、 S ャ. 七 一 

大彥 (毘 古) 命  iiri 八 0 

北 巡路次  一八 四 

ォホミ (大 忌)  一 S 

大御縣  二 六 K 

ォ ホミタ カラ (公民)  三 0、 一 さ 一 

大水 ロ宿禰  一四 K 

大 i 々社  至 

大祌 朝臣  一六ー一 

大母隅  二 

大物 主神  一 一 

ォ ホヤ ケ (大 宅)  二  Km 

大倭大 神  一 四 七 

大倭 神社  一四！ - 


三 一 1 


索  引 

社傳  一四 V 

大„^| 座  二  、二 六 八 

於 保 與须賀 良  一 奪 

大ョソ 衣  1 一一 1 二 

オリ ヒメ  I 

織女 祌  一一 一一 一九 

か 行 

我國  一九二 

カグノ ミ (IKn 菓、 迦！^ 之 木實)  二 四 二 

迦具夜 比賫命  . 二 一、 至 

香 山の 土  < 四 

„1 八縵  一遍 

カサ 〔地〕  一一 3、  ニー 一一 

笠 §3  一一 一一、 三 八、 三 九 

笠 岡  一 九 一一 一 


三 1 一 一 

カジ リ (呪. 詛)  ニー 八 

春 曰 氏  1 ま、 四 0、 100、 三 四、 三 六 

春日臣  一六 九 

舂 日の 穴咋邑  六 四 

泰日山 君、 春 日 部 君  天 

春 日和^ 臣  一七 0 

珂是古 〔人〕  一一 一一 一八 

風の 祌  八 

振 風 比禮、 切 風比禮  一九 气 ns 

傍國 可怜國  ニー 一四， 一四 二 

カタ シの トコ ：！( 鍛地)  二八 二 

カタ ナ (彫刻刀)  一 0 一一 一 

葛木高名姬(葛城之高千那si^賫：>命  一一 ーセ 

葛 城 之 高額 比賫命  一九 六 

干支 紀年  四 


；！: 上部 

トモ 

川嶋河 

河內之 美努村 

川 會祌社 

{豕 (祌) ^徴發 

カミ (祌 紙) 

力 ミソ. S  ノ 

上 毛 野 君 

ホ クラ ハ シダテ 

祌ノ 秀倉乇 椅立ノ マ 一一 マ 

力 ミノ 乇 ノア. 力-：' ヒト 

祌 班 物 T ズ 

カム 《タト ぺ 

^ 戸邊 

ォサ * ベ 

祌刑部 

神門臣 

祌矢作 部、 祌弓削 部 

力 ャの媛 (草 靈) 

洛 (加 ®1! 


六 01 六 九 

突 

1 九九、 ■ 

八 

一一 一四、 六 四 

七。 

ニニ、  ffj 一一 一 

浸 

ニニ 

二 さ 

ニニ 八、 ニニ 九 


や 刈 坂 池 

ゃ刈幡 (羽田) 戸邊 

輕池、 輕之酒 折 池 

伽和羅 

吉士 

儀式 帳 

キ シ マブリ 

件嶋曲 

木戸 (紀 門) 

紀直 

木 乃 國奈久 佐濱宫 

木國造 

岐比佐 都 美 

吉 備津彥 

吉備之 石 刖 


二-五 五 

ニニ 1 二 

二 五 五 

二 四 一 

一四 0 

1八< 

八 5 二 九 

一一 一二 

1 四 一 

一一 一二 

ニニ 一 

八 八 、一八 0、i  、一一 0 九 

四 や 


熊 熊 桑 
mi 白 力 間 
籬？ 檮シ 宮 


士ロ 備！： 名 方濱宫  一四 一 

吉 備中縣 (國)  i 

ク Ham)  Is 

ク ガタチ (盟祌 探揚)  ISA 

^賀耳 之 御笠  一八 一 

クタ ノチ (木 8D  . 八 

ク クリノ 

：冰 宫  g 

S 下 之 高津池  Km 

櫛^  S 

奇日方 天日 方  一 ifj 六 

櫛 御 方 命  一 さ 一 

榨葉 (久 S 波)  九 五 

ク ダラ (百 濟)  $ 

ク ツビ キ (臥 機)  ニー 一一 八 


國方 (片) 緩 命 

國奥 

クニ タマ 

國魂祌 

桑 名 野代宫 


來目 (活 目) 

來 目の 高 宮 

黑坂命 

黑霧 

皇太 神宮 儀式 帳 

皇位 爭奪史 

割紀 時代 

灌溉 疏水 


二  3 一六 

一八 九 

三 九 

1 九九 、二 00 

二  K 

10セ 

一八 九 

二三 

七 四、 七 や 

一一 一 

二 五一 


鶴 林 

ヶ ヒ 

笥飯浦 

原始^ 敎觀念 

木 事 〔人〕 

古^ 國 

高志國 

越 (高^) 國造 

腰 装 

コ シヲリ (腰折) 田 

n ヅ サム 

^5國 

コトト フ (ーーー-リ問) 

コ トム ケ (一一 ーー：向) 


己紋 〔地〕 

二 天 コラ テリア ル相檳 

ニー  几 許 呂母之 別 

ニー 一一し コ"(大人) 

八  さ 行 


一七 0  I 齋宮 

1 一元 祭祀 一 般 

一八 一一 一 祭， ま 復興 

九； 一一 濟州嶋 

八 二 一  坂田宮 

11 前： t 見 (耳) 

二 元 サ カピト (掌 酒) 

S  I ぎ樂 〔地〕 

一八 0 一  酒 折 池 


索 引 


ョ f  S 七 

驚^ 池  三 八 

狹 城池  ニ五セ 

幸 乃 河上宮  六 八 

狹木寺 問 陵  二八 一 11 

彼幡 (佐々 波 多) 宫  W  、ニー 一八 

佐々 牟返宫  § 

佐士 布都祌  一 さ 

譜 岐乘： 根 王  至 

サム ハンゲ  , 

散 半下國  二 元 

^^保家  三 四 

沙本穴 太 部 

沙本 之大間 見戶賫  10〕 

狭穏彥 (沙 本昆 古)  九九 

反逆 露顯  10 六 


三 一 六 

狹穗姬 (沙 本爲賣 )， 佐 波 遲比黉 二 一 、四 0 

自白  一 0K 
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